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序

上武道路は国道17号線のバイパスとして、昭和46年11月に路線の発表から今

日に至る間には、平成 4年 2月に熊谷から国道50号線までの供用が開始となり

ました。長きに亘る県民待望の道路が開通しました。この国道50号線以南の発

掘調査を実施した22遺跡につきましては、既に当事業団より発掘調査報告書と

して公刊しました。

この度は、国道50号線以北の工事区域13.1kmの内、第 7_I工区4.9km区間の

発掘調査が当事業団に委託されました。

当事業団では平成11年 4月から平成17年3月にかけまして、今回の工事区域

に当たります、前橋市今井町・富田町・江木町・亀泉町・荻窪町に所在する18

遺跡の発掘調査を実施しました。

本報告書は、富田町に所在します富田漆田遺跡・富田下大日遺跡の両遺跡の

整理作業が終了し編みました。

富田漆田遺跡では縄文時代・古墳時代・奈良時代・平安時代の住居跡、浅間

山のB軽石で埋没した水田跡、室町時代の館跡などが出土しました。また、県

下では初めての土坑状の須恵器窯 5基発見されています。

富田下大日遺跡では、縄文時代・古墳時代・平安時代の集落跡、横穴式石室

を備えた古墳、浅間山のB軽石で埋没した水田跡などが発見されています。

これらの貴重な出土資料が、前橋市東部地区の歴史解明に大いに役立つこと

と思います。

発掘調査から報告書刊行までには国土交通省、群馬県教育委員会、前橋市教

育委員会、地元関係者等の皆様には大変お世話になりました。ここに、関係者

の皆様に心より感謝申し上げ序とさせていただきます。

平成18年3月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長高橋勇夫





例 言

1.本書は一般国道17号（上武道路）改築工事に伴い、記録保存のために発掘調査が実施された富田漆田遺跡・

富田下大日遺跡の発掘調査報告書である。

2.遺跡の所在地は以下のとおりである。

前橋市冨田町1130-4 • 1131-1~4 • 1134-1・1134-2 • 1135-1・1135-2 • 1140-1~3 • 1402-5 • 1403 • 

1406 • 1407 • 1408 • 1409 • 1410 • 1412 • 1413 • 1416-1 • 1456 • 1490-1・1490-2 • 1491-1 • 

1491-2 • 1489-1 • 1499-1・1504-7 • 1713-1 • 1714-1・1714-2・1715-2 ・1719-1・1719-2 • 

1776-2 

同 江木町1009• 1010 • 1028 • 1029-1 • 1029-2 • 1030-1・1030-3 • 1030-4 • 1030-5 • 1033-3 • 1034-3 

3.遺跡名称は、当団の設定方法に従い、大字 ・小字名称を用いて遺跡名称とした。

4.事業主体

5.調査主体

6.調査期間

7.調査組織

国土交通省

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

富田漆田遺跡

富田下大日遺跡

平成11年12月8日～平成13年3月31日

平成13年4月1日～平成13年11月14日

平成12年 6月19日～平成14年 3月31日

平成年13月4日1～平成14年 3月31日

事務担当

平成12年度

発掘調査担当

平成13年度

理事長

管理部長

調査研究第 2課長

総務係長

主幹兼係長代理

主 任

非常勤嘱託

事務補助員

富田漆田遺跡

富田下大日遺跡

理事長

常務理事

管理部長

小野宇三郎

住谷 進

小山友孝

笠原秀樹

須田朋子

森下弘美 柳岡良宏

大沢友治

吉田恵子

松下次男

小野宇三郎

土橋まり子

吉田笑子

佐藤美佐子

吉田

主幹兼専門員

専門員

主幹兼専門員

茂

常務理事兼事務局長

調査研究第 1部長

総務課長

経理係長

係長代理

主 事

原田恒弘

並木綾子

本間久美子

田村公夫

奈良部清満

今井もと子

北原かおり

飯塚卓二

木津博明

坂本敏夫

小山建夫

吉田有光

片岡徳雄

田村恭子

女屋和志雄

児島良昌

専門員

常務理事

赤山容造

水田

調査研究員

稔

内山佳子

田村公夫

若田

狩野真子

誠

廣津真希子

蘇原正義

木津博明

安藤剛志

児島良昌

総務係長

吉田

住谷

主幹兼係長代理

豊

進

調査研究第 2課長 小山友孝

笠原秀樹

須田朋子

赤山容造

調査研究部長

総務課長

経理係長

係長代理

ムヒ双
Hヒ 旦

大島信夫

小山建夫

吉田有光

健

森下弘美



主幹兼専門員中沢悟 主 事片岡徳雄

非常勤嘱託土橋まり子原田恒弘奈良部清満

事務補助員吉田恵子吉田笑子並木綾子今井もと子内山佳子若田誠

佐藤美佐子本間久美子北原かおり 田村恭子狩野真子廣津真希子

松下次男吉田茂蘇原正義

発掘調査担当富田漆田遺跡 主幹兼専門員 飯塚卓二女屋和志雄木津博明

主任調査研究員吉田和夫 調査研究員青木さおり

富田下大日遺跡主幹兼専門員 木津博明 主任調査研究員吉田和夫

発掘調査作業員（平成12• 13年度）

前橋市 羽鳥イソヨ 中村賢一女屋みどり 下山き ぬ 子 市 場 芳 夫 三川清子

山口きく 松永シマ子矢端敏子矢島ミチ三川昭一吉田えい

岸二美乃女屋勝吉峰岡和子小屋志づ江女屋真美子安田智恵

奈良親江斎藤稔田島喜代美湯沢房太郎堀越晴子北爪啓子

柿田晃一 有坂郁子小野沢キヨ子星野覚男中村兵三門池豊

荻野とり 井野国雄中村久子下山清保石田高義 山口美智子

羽鳥千鶴子佐藤宰一桑原留美子穂刈定男千原喜子下田則子

佐々木康夫真下美昭内山真人女屋カツ子中島快修

勢多郡富士見村大沢浩美

高崎市 角田令子矢口豊子後藤友英飯野文子松本町子牧ロケサノ

桜井裕子梅山節子佐々木雅子竹内八重子井部タカ 栗原静江

静幸代瀧澤洋子大村三枝子村井田実阿部喜充清水正男

長谷川ツネ子林 実冨沢成子木村昌子青木けい子田島美枝子

高橋千秋三水邦得金井昌子江泉悦郎富沢晟原澤益太郎

浜名新平

伊勢崎市小林正治山田友子田島守田島秀光丸橋律子境野完次

新井敏夫

太田市 長谷井英五郎楠晴美糸井三代治大竹節森田光美

桐生市 小林孝夫阿久沢利夫金子佳夫

山田郡大間々町 加納康利

4.整理主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5.整理期間平成15年 4月 1日～平成18年 3月31日

6.整理組織事務担当

平成15年度 理事長小野宇三郎

常務理事住谷永市

管理部長萩原利通

資料整理課長相京建史

総務係長竹内宏

主幹兼係長代理須田朋子

事務局長神保侑史

調査研究部長右島和夫

総務課長植原恒夫

経理係長高橋房雄

係長代理吉田有光



主任阿久澤玄洋 主事田中賢一

非常勤嘱託原田恒弘市村良治土橋まり子

事務補助員吉田笑子今井もと子内山佳子若田誠佐藤美佐子六本木弘子

本間久美子北原かおり 田村恭子狩野真子松下次男吉田茂

整理担当 木津博明 遺物写真撮影佐藤元彦

整理補助員阿部由美子長岡和恵小久保ヒロミ 串渕すみ江中橋民子田中富子

富沢スミ江伊東博子岸弘子廣津真希子安藤三枝子狩野君江

八 峠 美 津 子 新井加寿恵小島佐恵子田所順子小池緑大野容子

小材浩一

平成16年度 理事長小野宇三郎 事務局長神保侑史

常務理事住谷永市

管理部長矢崎俊夫 調査研究部長右島和夫

資料整理課長相京建史 総務課長丸岡道雄

総務係長竹内宏 経理係長高橋房雄

主幹兼係長代理須田朋子 係長代理吉田有光

主 任佐藤聖行阿久澤玄洋栗原幸代

非常勤嘱託土橋まり子市村良治黒澤隆一

事務補助員吉田笑子今井もと子内山佳子松下次男若田誠佐藤美佐子

本間久美子北原かおり 田村恭子狩野真子吉田茂六本木弘子

整理担当木津博明 遺物写真撮影佐藤元彦

整理補助員高橋順子平林照美馬場信子本多琴恵池田和子

平成17年度 理事長小野宇三郎 (4~7月） 高橋勇夫 (7月～） 事務局長津金澤吉茂

常務理事木村裕紀 総務部長矢崎俊夫

資料整理部長兼第 1課長 中束耕志

資料整理課長相京建史

総務係長竹内宏

調査研究部長西田健彦

総務課長 宮前結城雄

経 理 係 長 石 井 清

主 幹須田朋子吉田有光今泉大作 専門員斎藤俊昭

主 任清水秀紀佐藤聖行栗原幸代

非常勤嘱託土橋まり子市村良治黒澤隆一

事務補助員今井もと子内山佳子若田誠佐藤美佐子本間久美子北原かおり

田村恭子狩野真子六本木弘子武藤秀典

整理担当木津博明 写真撮影佐藤元彦

整理補助員本多琴恵池田和子金子加代鈴木恵子安田智恵高山由紀子

11.記録保存図発掘調査に伴う遺構等の記録図は 1/20の縮尺を基本として作図したが、遺構種により一部1/

10 • 1/ 40 • 1/60 • 1/100の縮尺で作図した。

記録保存原図の作図の一部は株式会社横田調査設計 ・技研設計測量株式会社に委託した。

12.記録写真発掘調査中に伴う写真撮影は発掘調査担当者が撮影したが、航空写真撮影は技研設計測量株式会

社に委託し、航空写真・遺構写真の 4X 5 • ブローニーポジフィルムに就いては株式会社アカギ商会にデジ



タル保存処置を委託した。

13.分析 ・委託

富田下大日遺跡出土遺物整理業務 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

石材同定 飯鳥静男（群馬地質研究会）

鉄器分析 赤沼英男

胎土分析 株式会社パレオ ・ラボ

遺構 ・遺物トレース 技研設計測量株式会社

14.発掘調査及び本書を作成するにあたり、及び以下の方々に御指導 ・御鞭撻を戴いた。記して感謝の意を表

したい。（敬称略）

大川 清（故人） • 吉岡康暢 ・ 須田 勉 ・池上悟 ・酒井清治 ・本澤慎輔 ・似内啓介 ・大金宜亮（故人）

橋本澄朗 ・中山 晋 ・上野修ー ・田熊清彦 ・芹澄清八 ・大橋泰夫 ・田代 隆 ・津野仁 ・市橋一郎

大澤伸啓 ・足立加代 ・河野一也 ・新保昌弘 ・上野川 勝 ・ 高橋一夫 ・ 村田健二 • 井上尚明 ・ 伴野和信

昼間 孝 ・赤熊浩ー ・木戸春夫 ・渡辺 ー ・佐々木幹雄 ・荒川正夫 ・阿久津 久 ・瀬谷昌良 ・服部敬史

有吉重蔵 ・雪田 孝 ・上敷領 久 ・荒井健治 ・塚原二郎 ・石田広美 ・糸原 清 ・山路直充 ・駒田利治

服部久美子 ・田崎通雅 ・遠藤政孝 ・松尾宜方 ・斎木秀雄 ・小林康幸 ・増田 修 ・中島直樹 ・前原 豊

宮田毅 ・大塚昌彦 ・瀧野巧

15.本書の執筆は以下のとおりである。他を木津博明があたった。

第 4 章第 3 節第 1 項女屋和志雄 ・ 第 6 章第 2 節竹原弘展 • 藤根久 • 第 6 章第 3 節赤沼英男

諸元富田下大日遺跡出土遺物観察表 赤熊浩一 ・上野真由美（財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団）

16.本遺跡の記録図 ・記録写真 ・出土遺物は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団が管理し、群馬県埋蔵調

査センターに保管してある。

凡例 1

1.本書で使用した地形図は、国土地理院発行 1: 25,000「前橋」。前橋市発行白図 1: 2,500を編集した。

2.遺物観察表中「度目」「度目 ・景目」は、度が長さを示し、量は重量を示している。又、（ ）は推定値 ・

復元値を示す。

3.遺物観察表中の「色調」は、 「標準土色帳j農林省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所

色表監修 1976を使用して記載した。須恵器等は慣用的に用いている名称をも用いている。

4.古代の土器種に就いて、原則として輔櫨使用の製品を須恵器、非輔轄使用の製品を土師器等とした。

5.古代土器の器種で、高台の付く物を塊。高台の付かないものを坪、口径に比較して器高の低いものを皿と

した。この他、通有慣用的に使用している名称を用いた。

6.各図版中に用いた表現方法等に付いては、第 2分冊の巻頭に「凡例 2」として載せた。

7.本遺跡の出土遺物の注記は、「ゴム印」に依り行い、ゴム印が押捺出来ない遺物に就いては、アクリル系塗

料等を用いて行った。注記は「」以下に各遺構名称等、必要記載事項を簡略して捺印した。

富田漆田遺跡は「JK44富田漆田」を捺印。 JKはJOUBUKOKUDOUを略称し、 44は当該事業に伴う発掘

調査地点の44番目を表している。

富田下大日遺跡は「JK45富田下大日」を捺印。要件は富田漆田遺跡と同様である。
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シ リ ーズ名 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書
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発 ノイ丁ー 機 関 財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団
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郵 便 番 弓にコ 377-8555 

電 話 番 弓にコ 0279-52-2511 

住 所 群馬県勢多郡北橘村大字下箱田784-2

遺跡名ふりがな とみたうるしだ ・とみたしもだいにち

遺 跡 名 富田漆田 ・富田下大日

遺跡所在地 群馬県前橋市富田町

市町村コード

遺 跡 番 芍にコ 富田漆田遺跡： 00713 富田下大日遺跡： 00717

北緯（日本測地系）

東経（日本測地系）

北緯（世界測地系）

東経（世界測地系）

調 査 期 間 2000. 4. 1~2002.12.14/2000. 6. 19~2002. 3. 31 

調 査 面 積

調 査 原 因 道路建設

種 別 集落 • 生産

主 な 時 代 縄文時代／古墳時代／平安時代／鎌倉時代／室町時代

縄文時代中期一竪穴住居跡 1軒、埋設土器 2基、土坑 3基／古墳時代中期 ・後期一竪

遺 跡 概 要 穴住居 7軒、溝状遺構 l条／平安時代ー竪穴住居跡63軒、 掘立柱建物跡 1棟、窯跡 6

（富田漆田遺跡） 基、土坑基、溝状遺構 3条、道跡 1条、水田跡 1面／鎌倉時代五輪塔、多層塔／室町

時代館跡 1基、掘立柱建物跡 7基、柵列跡 1条、井戸跡 9基、土坑基、

遺跡概要
縄文時代前期一竪穴住居跡 4軒、中期一竪穴住居跡 9軒、土坑基／古墳時代後期一竪

穴住居跡 6軒、古墳 1基（横穴式石室）／平安時代ー竪穴住居跡30軒、道跡 2条、土坑
（富田下大日遺跡）

基、溝状遺構 l条／中世一溝状遺構 1条／近世～現代ー道跡 1条。

富田漆田遺跡では、 9世紀末から10世紀初頭頃の須恵器を焼成した窯跡（焼成土坑）

特 記 事 項
5基、 8世紀以前の宥 l基が発見されている。

富田下大日遺跡では、平安時代竪穴住居跡からの鉄器類の出土がやや充実しおり、特

に鎖尺（水深用か）と考えられる製品が17号住居跡から出土している。



富田漆田遺跡 ・富田下大日遺跡発掘調査報告書総目次

章 節 項 目 頁数 章 節 項 目 頁数

1経過 5富田下大日遺跡の発掘調査

1調査に至る経緯 1 1発掘調査の概要

1 調査に至る経緯 3 1 発掘調査概要 51 

2発掘調査事業と整理事業 2発見された遺構の概要

1 試掘調査 3 1 旧石器時代の遺構 ・遺物 52 

2 整理事業 6 2 縄文時代以降の遺構 52 

2 遺跡位置 3 古墳時代の遺構 ・遺物 53 

1 自然環境 4 平安時代以降の以降・遺物 54 

l 遺跡立地 7 3発見された遺構 ・遺物に就いて

2歴史的環境 1 道跡 55 

1 歴史的環境 8 2 溝状遺構 55 

2 周辺遺跡 11 3 住居跡 55 

3 調査方法と整理方法 4 古墳 59 

1発掘調査 5 土坑 60 

1 発掘調査 16 

2 調査杭とグリッド 16 6理科学分析

3 基本土層 18 1理科学分析にあたって

4 遺構図化 20 I 1 理科学分析の目的 163 

5 遺構写真記録 20 | 2 分析の結果 I 63 
2整理方法

l 遺物の取り扱い方 21 

2 須恵器 ・土師器の胎土分析

竹原弘展 • 藤根久パレオ ・ ラボ 71 

2 遺物台帳 21 

3 図化掲載遺物の選定 21 

3 富田漆田・富田下大日遺跡出土鉄器・鉄滓の金属考古学的

調査結果 岩手県立博物館赤沼英男 78 

4 遺物実測図 21 

諸 元 （遺構一覧 ．遺構計測値 ・遺物観察表 ・所見）

4 富田漆田遺跡の発掘調査 富田漆田遺跡南側調査区

1発掘調査の概要 富田漆田遺跡北側調査区

1 南側調査区 25 富田下大日遺跡

2 北側調査区 25 
附図目次

2発見された遺構の概要
附図 1 富田漆田 ・富田下大日遺跡全体図（ 1: 2,500) 

1 南側調査区 26 
附図 2 富田漆田遺跡南側調査区全体図（ 1: 400) 

2 北側調査区 26 
附図 3 富田漆田遺跡南側調査区B区2面全体図 (1: 400) 

3 旧石器時代の遺構 27 
附図 4 富田漆田遺跡南側調査区水田跡全体図（ 1: 200) 

3南側調査区で発見された遺構 ・遺物に就いて
附図 5 富田漆田遺跡南側調査区掘立柱建物跡全体図 (1: 60) 

1 溝状遺構 27 
附図 6 富田漆田遺跡南側調査区館跡全体図 (1: 200) 

2 住居跡 29 
附図 7 富田漆田遺跡北側調査区全体図（ 1: 400) 

3 中世館跡 30 
附図 8 富田下大日遺跡全体図（ 1: 400) 

附図 9 富田下大日遺跡低地部全体図（ 1: 200) 

附図10 富田漆田 ・富田下大日遺跡住居跡段階別全体図 (1: 800) 



富田漆田遺跡南側調査区対照目次

項 目
本 文 編 図 版 編 写真図版編

関連記載 諸 元 遺物観察表 遺構図版番号 遺物図版番号 遺構写真図版 遺物写真図版

第 1号溝状遺構 27~29 121 • 132 140 1 6 20 

第 2号溝状遺構 27~29 121 • 132 140 1 6 • 7 20 50 

第 3号溝状遺構 27~29 121 • 132 141 1 7 21 

第 4号溝状遺構 27~32 121 • 132 141 1 • 2 7~15 21 50~52 

第 5号溝状遺構 27~29 122 • 132 142 2 15 21 52 

第 6号溝状遺構 27~29 122 • 132 142 3 16 22 

第 7号溝状遺構 27~29 122 • 132 142 3 16 22 

第 8号溝状遺構 27~29 122 • 132 142 3 16 22 

第 9号溝状遺構 27~29 122 • 132 142 3 16 22 

第10号溝状遺構 27~29 122 • 132 3 

第11号溝状遺構 27~29 122 • 132 142 3 16 22 

第12号溝状遺構 27~29 123 • 132 142 3 17 

第13号溝状遺構 27~29 122 • 123 • 133 142 3 17 23 

第14号溝状遺構 27~29 123 • 132 143 3 17 

第15号溝状遺構 27~29 123 • 132 143 3 17 23 

第16号溝状遺構 27~29 123 • 132 145 3 17~19 • 23 23 52 

第17号溝状遺構 27~29 124 • 132 144 3 19 

第18号溝状遺構 27~29 124 • 132 144 3 19 

第19号溝状遺構 27~29 124 • 132 144 • 145 3 19 • 23 23 

第20号溝状遺構 27~29 132 145 4 24 

第21号溝状遺構 27~29 132 4 

第22号溝状遺構 27~29 124 • 132 145 4 24 

第23号溝状遺構 27~29 124 • 132 146 4 24 • 25 
第24号溝状遺構 27~29 124 • 132 146 4 • 25 24 • 26 24 

第25号溝状遺構 27~29 124 • 132 4 

第26号溝状遺構 27~29 125 • 132 146 4 24 • 27 
第27号溝状遺構 27~29 132 146 27 

第28号溝状遺構 27~29 125 • 132 146 • 147 4 27 • 28 24 

第29号溝状遺構 27~29 125 • 132 147 4 28 • 29 24 52 

第30号溝状遺構 27~29 125 • 132 147 4 30 

第31号溝状遺構 27~29 125 • 132 4 

第32号溝状遺構 27~29 125 • 133 4 

第33号溝状遺構 27~29 125 • 133 4 24 

第34号溝状遺構 27~29 125 • 133 147 4 30 24 

第35号溝状遺構 27~29 133 4 24 

第36号溝状遺構 27~29 133 4 24 

第37号溝状遺構 27~29 133 4 

第38号溝状遺構 27~29 133 147 4 30 

第39号溝状遺構 27~29 126 4 24 

第 1号住居跡 29 • 30 126 148 33 32 25 52 

第 2号住居跡 29 • 30 126 148 34 35~38 25 • 26 52~53 

第 1号掘立柱建物跡 30~32 126 • 127 39 15 • 16 • 26 
第 2号掘立柱建物跡 30~32 127 40 15 • 16 • 26 
第 3号掘立柱建物跡 30~32 127 41 15 • 16 

第 4号掘立柱建物跡 30~32 127 42 15 • 16 
第 5号掘立柱建物跡 30~32 127 43 15 • 16 

第 6号掘立柱建物跡 30~32 128 44 15 • 16 

第 1号井戸跡 128 • 139 148 45 45 27 

第 2号井戸跡 128 • 139 148 45 45 • 46 27 53 • 54 
第 3号井戸跡 30~32 128 • 139 149 47 27 

第 4号井戸跡 30~32 128 • 139 149 47 48 27 

第 5号井戸跡 128 • 129 • 139 149 47 48 27 54 

第 6号井戸跡 129 • 139 149 47 49 27 

第 7号井戸跡 129 • 139 149 47 49 27 

第 8号井戸跡 129 • 139 149 47 49 28 

第 9号井戸跡 129 • 139 47 28 

第 1号土坑 129 • 134 149 50 50 28 55 

第 2号土坑 129 • 134 149 50 50 28 

第 5号土坑 130 • 134 51 51 

第 6号土坑 130 • 134 149 51 51 28 55 

第 7号土坑 130 • 134 149 51 51 28 

第 8号土坑 134 51 51 

第 9号土坑 134 51 51 



項 目
本 文 編 図 版 編 写真図版編

関連記載 諸 元 遺物観察表 遺横図版番号 遺物図版番号 遺構写真図版 遺物写真図版

第10号土坑 134 150 51 51 

第12号土坑 134 51 51 

第14号土坑 134 150 51 51 

第15号土坑 134 150 51 51 

第21号土坑 134 150 51 51 

第26号土坑 134 150 51 51 

第31号土坑 134 150 51 51 

第34号土坑 134 150 51 51 

第35号土坑 134 150 51 51 

第36号土坑 134 150 51 51 

第61号土坑 130 • 134 150 53 53 

第63号土坑 130 • 134 151 53 53 

第64号土坑 134 151 53 53 

第67号土坑 130 • 135 53 

第68号土坑 130 • 135 151 53 53 

第70号上坑 130 • 135 151 53 53 

第71号土坑 130 • 135 151 53 53 

第72号土坑 131 • 135 151 53 53 

第74号土坑 131 • 135 151 53 53 

水田跡 151 29 

富田漆田遺跡北側調査区対照目次

項 目
本 文 編 図 版 編 写真図版編

関連記載 諸 元 遺物観察表 遺構図版番号 遺物図版番号 遺構写真図版 遺物写真図版

第 4号溝状遺構 32 

第 5号溝状遺構 206 86 32 

第 6号溝状遺構 32 

第 7号溝状遺構 206 86 32 

第 8号溝状遺構 206 86 32 

第 9号溝状遺構 32 

第10号溝状遺構 206 86 32 

第11号溝状遺構 206 86 32 

第12号溝状遺構 32 164 206 83 86 32 57 

第13号溝状遺構 32 164 206 83 87 32 

第14号溝状遺構 206 87 32 

第15号溝状遺構

第16号溝状遺構

第17号溝状遺構

第18号溝状遺構 164 84 32 

第19号溝状遺構 32 164 • 165 32 

第20号溝状遺構 32 165 32 

第21号溝状遺構 32 165 32 

第 1号住居跡 33~41 165 206 88 88 33 

第 2号住居跡 33~41 165 • 166 207 90 91~93 33 57 

第 3号住居跡 33~41 166 • 167 207 • 208 96 97 • 98 33 • 34 57 • 58 
第 4号住居跡 33~41 167 208 • 209 99 • 100 99~105 34 58 

第 5号住居跡 33~41 167 209 106 107 34 

第 6号住居跡 33~41 167 • 168 209 108 108 34 58 

第 7号住居跡 33~41 168 209 109 109 34 

第8号住居跡 33~41 168 209 llO llO~ll2 34 58 • 59 
第 9号住居跡 33~41 168 • 169 209 • 210 113 113 • 114 35 59 

第10号住居跡 33~41 169 210 115 115 35 

第11号住居跡 33~41 169 • 170 210 116 116~118 35 59 

第12号住居跡 33~41 170 210 119 119 • 120 36 

第13号住居跡 33~41 170 • 171 210 121 121 36 

第14号住居跡 33~4141 171 211 122 122 36 

第15号住居跡 33~41 171 211 123 123 • 124 36 

第16号住居跡 33~41 172 211 125 125 • 126 36 59 

第17号住居跡 33~41 172 211 128 • 129 126~131 36 59 

第18号住居跡 33~41 172 • 173 211 132 132 37 60 

第19号住居跡 33~41 173 212 134 133~135 37 

第20号住居跡 33~41 173 • 174 212 136 136 • 137 37 60 

第21号住居跡 33~41 174 212 138 138 37 



項 目
本 文 編 図 版 編 写真図版編

関連記載 諸 元 遺物観察表 遺構図版番号 遺物図版番号 遺構写真図版 遺物写真図版

第22号住居跡 33~41 174 212 • 213 140 139~143 37 60 

第23号住居跡 33~41 174 • 175 213 140 144 37 

第24号住居跡 33~41 175 213 145 145 38 60 

第25号住居跡 33~41 175 • 176 213 146 147~149 38 60 

第26号住居跡 33~41 176 213 150 150 • 151 38 60 • 61 
第27号住居跡 33~41 176 214 153 • 154 152~154 38 61 

第28号住居跡 33~41 177 214 153 • 154 155 38 61 

第29号住居跡 33~41 177 215 157 157 39 

第30号住居跡 33~41 177 • 178 215 158 158 39 61 

第31号住居跡 33~41 178 215 • 216 159 160~162 39 

第32号住居跡 33~41 178 216 159 163 39 

第33号住居跡 33~41 178 • 179 216 164 164 39 

第34号住居跡 33~41 179 216 166 165~167 39 61 

第35号住居跡 33~41 179 217 168 168 39 61 

第36号住居跡 33~41 180 217 169 169~172 39 62 

第37号住居跡 33~41 180 • 181 217 • 218 174 173 • 174 40 62 

第38号住居跡 33~41 181 218 • 219 175 • 177 175 • 177~183 40 62~64 

第39号住居跡 33~41 181 • 182 219 185 184~186 41 64 

第40号住居跡 33~41 182 219 187 187 • 188 41 

第41号住居跡 33~41 182 214 • 215 153 • 154 156 38 61 

第42号住居跡 33~41 182 • 183 220 191 • 192 190 • 193~196 41 64~66 

第43号住居跡 33~41 183 220 197 197 

第44号住居跡 33~41 184 220 198 198 • 199 41 65 

第45号住居跡 33~41 184 221 201 202~204 41 66 

第46号住居跡 33~41 184 • 185 221 • 222 205 205 • 206 42 66 

第47号住居跡 33~41 185 222 207 208~210 41 66 

第48号住居跡 33~41 185 • 186 222 • 223 211 • 212 212 • 213 42 67 

第49号住居跡 33~41 186 223 214 • 215 214~216 42 • 43 67 

第50号住居跡 33~41 186 • 187 223 • 224 217 • 218 219~222 43 67 • 68 
第51号住居跡 33~41 187 220 • 221 198 200 43 

第52号住居跡 33~41 187 224 223 223 • 224 43 69 

第53号住居跡 33~41 187 • 188 207 225 225~228 57 

第54号住居跡 33~41 188 207 88 89 33 57 

第55号住居跡 33~41 188 88 33 

第56号住居跡 33~41 188 • 189 224 • 225 225 225~228 44 69 

第57号住居跡 33~41 189 225 229 229 • 230 44 

第58号住居跡 33~41 189 198 

第59号住居跡 33~41 189 • 190 219 189 41 64 

第60号住居跡 33~41 190 225 231 231 • 232 44 69 

第61号住居跡 33~41 190 225 231 • 233 233 44 69 

第62号住居跡 33~41 190 226 234 234 45 

第63号住居跡 33~41 190 • 191 226 235 235 45 69 

第64号住居跡 33~41 191 226 236 236 45 69 

第65号住居跡 33~41 191 • 192 226 • 227 237 237~241 45 69 • 70 
第66号住居跡 33~41 192 227 242 242 • 243 45 70 

第67号住居跡 33~41 192 227 245 245~246 45 

第68号住居跡 33~41 192 • 193 227 • 228 247 • 248 247~253 46 70 

第69号住居跡 33~41 193 228 254 254 46 

第 1号窯跡 41~47・63~68 193 • 194 228 255 256 46 72 

第 2号窯跡 41~47・63~68 194•195 228 • 229 255 257~260 46 72 

第 3号窯跡 41~47•63~68 195 229 261 260 46 • 47 72 

第 4号窯跡 41~47・63~68 195 • 196 229 262 47 

第 5号窯跡 41~47・63~68 196 229 263 263 46 • 47 

富田下大日遺跡対照目次

項 目
本 文 編 図 版 編 写真図版編

関連記載 諸 元 遺物観察表 遺構図版番号 遺物図版番号 遺構写真図版 遺物写真図版

第 1号溝状遺構 55 237 282 

第 2号溝状遺構 32 237 283 74 

第 3号溝状遺構 54 237 270 附図10 285 

第 4号溝状遺構 54 附図10

第 5号溝状遺構 54 附図10

第 6号溝状遺構 54 237 • 238 284 74 



項 目
本 文 編 図 版 編 写真図版編

関連記載 諸 冗 遺物観察表 遺構図版番号 遺物図版番号 遺構写真図版 遺物写真図版

第 7号溝状遺構 237 • 238 74 

第 8号溝状遺構 74 

第 1号住居跡 55 238 287 

第2号住居跡 55 238 287 

第 3号住居跡 55 238 270 288 288 76 

第 4号住居跡 55 238 287 

第 5号住居跡 56~59 238 • 239 270 • 271 289 289 • 290 76 101 

第 6号住居跡 56~59 239 271 291 292 76 101 • 102 
第 7号住居跡 56~59 239 291 76 • 77 
第 8号住居跡 56~59 239 • 240 271 293 293 77 102 

第 9号住居跡 56~59 240 271 • 272 294 • 295 294~298 78 102 • 103 
第10号住居跡 56~59 240 • 241 272 300 300 78 103 

第11号住居跡 56~59 241 272 • 273 301 301 78 103 

第12号住居跡 56~59 241 273 302 302~306 78 • 79 103~105 

第13号住居跡 56~59 241 • 242 273 • 274 307 308 • 309 79 105 • 106 
第14号住居跡 56~59 242 274 310 310 79 106 

第15号住居跡 56 242 • 243 274 • 275 312~313 311 • 313~316 79 • 80 106~108 

第16号住居跡 56~59 243 275 317 318 80 108 

第17号住居跡 56~59 244 275 • 276 319 320~322 81 109 • 110 
第18号住居跡 56~59 244 276 323 323 81 llO 

第19号住居跡 56 244 • 245 277 324 325 81 llO 

第20号住居跡 56 245 277 327 326 81 llO 

第21号住居跡 56~59 245 277 328 329 82 111 

第22号住居跡 56 246 278 330 • 331 331~333 82 111 

第23号住居跡 56~59 246 272 294 299 77 112 

第24号住居跡 56~59 246 • 247 278 334 335 82 • 83 112 • 113 
第25号住居跡 56~59 247 278 336 • 337 337 81 113 
第27号住居跡 56~59 247 277 324 325 83 113 

第29号住居跡 56~59 247 • 248 279 338 338 • 339 83 113 

第30号住居跡 56~59 248 279 340 340~343 83 • 84 114 • 115 
第31号住居跡 56~59 248 • 249 279 • 280 344 344 • 345 84 115 

第32号住居跡 56~59 249 280 • 281 346 347 • 349 84 115 • 116 
第33号住居跡 56~59 249 281 350 • 351 351 • 352 84 116 

第34号住居跡 56~59 250 281 353 353 85 117 

第35号住居跡 55 250 281 354 354~356 85 117 • 118 
第36号住居跡 55 250 281 • 282 357 358 •. 359 85 118 

第37号住居跡 55 250 • 251 282 361 361~363 85 • 86 119 • 120 
第38号住居跡 55 251 282 • 283 364 364~366 86 120 • 121 
第39号住居跡 55 251 283 • 284 367 367~370 86 • 87 121~123 

第40号住居跡 56~59 252 284 371 371 87 123 

第41号住居跡 55 252 284 • 285 372 372~376 87 123 • 124 
第42号住居跡 56~59 252 285 376 376 87 125 

第43号住居跡 56~59 253 377 378 88 125 

第44号住居跡 56~59 253 285 377 378 88 125 

第45号住居跡 56 253 • 254 285 379 • 380 379~383 88 125~127 

第46号住居跡 56 254 286 384 384 88 • 89 127 

第47号住居跡 55 254 286 385 385 • 386 89 127 • 128 
第48号住居跡 55 254 • 255 287 387 387~389 89 128 • 129 
第49号住居跡 56~59 255 287 • 288 390 390~392 90 129 

第50号住居跡 56~59 255 288 393 393 • 394 90 129 

第51号住居跡 55 255 288~290 396 395 • 397~400 90 • 91 130 • 131 
第52号住居跡 55 255 • 256 290 401 401 92 131 

第 1号掘立柱建物跡 256 290 402 402 92 

第 1号古墳 59 • 60 290 • 291 403 • 404 405 • 406 93 132 



第 1章経過 第？章遺跡位置

第 3章記録保存方法と整理方法





第1節調査に至る経緯 第2節発掘調査事業と整理事業

第 1章経 過

第 1節調査に至る経緯

第 1項調査に至る経緯

ここ群馬県に於ける陸上交通網の整備、取り分け

高速自動車道路は関越自動車道路（新潟線 ・上信越

線）が既に共用が開始され、上武道路もこれまでに

国道50号以南までが共用開始になっている。また、

北関東自動車道路は、埋蔵文化財の発掘調査も最終

局面を迎えている。

この上武道路の全面開通は群馬県民の長きに亘る

悲願であり、社会要請の一つにこの国道50号以北の

開通が課題となっていた。

国土交通省は群馬県教育委員との協議の結果、平

成11年度からを発掘調査開始する方針を決定し、国

土交通省と県教育委員会と当団とで「一般国道17号

（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査

（その 1)の実施に関する協定書」が平成11年 4月 1

日付で締結された。これにより国道50号以北の埋蔵

文化財の発掘調査事業が開始された。今次の調査事

業は上武道路地域全体の第 7工区に該当している。

富田漆田遺跡 ・富田下大日遺跡は平成12年 3月に

次年度の本格調査に向け準備が始動し、富田漆田遺

跡の表上層の掘削を開始し、併せて富田下大日遺跡

の調査区に事務所用地の確保・事務所設営を実施し、

次年度の本格調査の準備を終了させ、平成12年 4月

1日から富田漆田遺跡も本調査を実施する体制が組

まれた。

富田漆田遺跡の調査対象面積は31,731面である。

遺跡は県道今井 • 前橋線を挟み低地部分（南側調査

区）と台地部分（北側調査区）に分別される。調査

はこの県道今井 ・前橋線を界に南北 2班の調査体制

が組まれ、南北の調査区は平成12• 13年度の 2ヵ年

に亘り発掘調査を実施している。

調査対象区の面積は南側調査区22,001.5m'、北側

台地部分は9,729面の調査面積で、富田下大日遺跡の

調査対象面積は20,036.6面であった。

第 2節 発掘調査事業と整理事業

第 1項発掘調査

富田漆田遺跡 ・富田下大日遺跡の調査実施は用地

取得関係等の都合もあり、平成12• 13年度に 2班体

制で実施した。富田下大日遺跡も用地の取得関係で

平成12• 13年度に主体的な部分を終わらせたが、一

部平成14年度に実施している。また、南側調査区の

富田漆田遺跡も富田高石遺跡との併行調査であっ

た。富田下大日遺跡の発掘調査は、富田漆田遺跡の

未調査部分で、用地解決になった部分を含めた併行

調査であった。このため、その間の調査経過は複雑

で、そして更に、富田下大日遺跡に南接する江木下

大日遺跡（調査面積180,31mりの発掘調査も調査期

に組み込まれたため調査経過は非常に複雑な状態で

ある（表ー1参照）。

ー
図ー1 調査区内の名称と面積
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第 1章経過

表ー 1 調査経過概要一覧表

地点
表土層掘削

地点
遺構調査

地点
旧石器時代試掘調査

地点
旧石器時代本調査

自 至 自 至 自 至 自 至

40 a HlZ.10.10 H 12.10. 26 40a Hl2.10. 26 HlZ.12.10 

富田漆田遺跡 40 b H13. 3. 21 Hl3. 3. 26 40 b Hl3. 4.11 Hl3. 7.19 

南側調査区 41 a Hl2. 7.11 Hl2. 7. 24 4l a Hl2. 7. 31 H 12.11.16 

41 b H13. 3.16 Hl3. 3.19 41 b H13. 4.11 Hl3. 7.24 

43 a 
Hl2.. 3 

44 a 

富田漆田遺跡
43 b 

Hl2. 4.11 Hl2. 6.19 
43 b 

Hl2. 4. 25 H 12.12. 24 44a Hl2. 4.12 Hl2. 6. 1 
北側調査区

44 b 44 b 

43 C 
Hl2.10. 2 Hl2.10. 4 

43 C 
Hl2.10.3 H 12.10.12 43 Hl3. 2. 5 Hl3. 2. 23 

44 C 44 C 

42 1-113. 6. 1 Hl3. 6. 4 42 Hl3. 6. 5 I-113. 6. 29 44 b H 13. 11. 12 Hl3. ll.14 44 b Hl3. ll.15 Hl3.12.14 

Hl2. 6.19 Hl2. 7.12 
47 a Hl3. 1.11 Hl3. 3. 20 

47 
47 b Hl3. 6. 29 Hl4. 3.26 H13. 8. 9 Hl3. 9. 28 47 

45 a Hl3. 7. 2 Hl3. 7.11 45a Hl3. 7.13 Hl3. 8. 3 47 Hl3. 12.13 Hl4. 3. 5 

富田下大日遺跡
48 Hl2. 8. 1 Hl2. 8. 4 48 Hl3. 3. 5 Hl3. 3.19 

46 Hl3. 9.18 Hl3. 9.19 46 Hl3. 9. 27 Hl3.10. 25 48 Hl3. 3.19 H13. 3. 23 

49 Hl3.10. 28 Hl3.10. 30 49 H13. ll. 1 Hl3. ll. 8 48 H 13. 4.10 Hl3.14. 24 48 H13. 4.16 Hl3. 7. 17 

50 Hl3. 12.15 Hl2. 12.18 50 Hl2.12.18 Hl3. 2. 7 

45 b Hl3. 1. 8 Hl3. 1.16 45 b Hl3. 1. 29 Hl3. 3. 6 

調査区内の名称 （図ー 1)

調査区内の各道路により区切られた部分に、調整

等の便宜を計るため名称与え、諸事に通称させてい

た（因ー 1参照）。これは、当該上武道路地域の第 7

工 区全体で行った。

富田漆田遺跡南側調査区（低地部）はNo.35・39~41。

富田漆田遺跡北側調査区（台地部分）はNo.42~44。

富田下大日遺跡はNo.45~50である。

富田漆田遺跡南側調査区

富田漆田遺跡南側調査区は大泉坊川右岸側に当た

る低地帯の部分である。

発掘調査は、工事工程の都合上急遠着手した。こ

のため、調査は富田高石遺跡と並行する状態が暫く

の間続いた。更に、低地帯のため雨水 ・湧水の影響

を直接受けたため、時期によっては調査進行も断続

状態であった。

平成12年 7月11日No.41（発掘調査上の呼称名称は

C区）を重機により表土層の除去を開始した。この

No.41の部分は、重機等の搬入路等作業道の確保のた

めに、東側農道に接する側の部分を幅約 5m(500m' 

程）で残し後日調査とした。

当該部分の地形は、台地の斜面直下部分で、土地

改良により切り土されたため、鋭角な状態で台地斜

面と低地とが形成されていた。

調査着手当初はこの土地改良に因る撹乱範囲を確

認する目的でトレンチを数箇所に設定 ・調査した。

そして、このトレンチ調査の所見を元に掘削深度を

決定した。表土層の除去は 7月24日に終了している。

遺構の発掘調査は表土層掘削後の 7月31日から開

始した。溝状遺構 ・ 住居跡 ・ 土坑 • 井戸跡等が発見

され、特に溝状遺構が多かった。遺構の調査は平成

12年11月16日で終了した。面積は2,029.80面であっ

た。

また、 5m程で残した部分は、平成13年 3月16日

から表土層掘削を開始し19日に終了しているが、遺

構の調査は平成13年度に継続させ、4月11日から 7

月24日まで実施し終了させた。

このNo.41の公道を介して東側にNo.40（発掘調査上

の呼称はA区 • B区）が位置する。このNo.40の中央

部分の東西方向にはやはり公道が過ぎっているた

写真ー 1 富田漆田遺跡南側調査区調査状況
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め、調査の便宜を図り、公道の北側をA区、南側を

B区とし、先ずA区から着手し、平成12年10月10日

から表土層の掘削を開始し、 10月26日に終了した。

そして同日から遺構の調査を開始し、 12月10日に終

了させた。 B区は、平成13年 3月21日から表上層掘

削を開始し、 3月26日に終了したが、遺構の調査は

平成13年度に継続とした。

平成13年4月11日からNo.41の残部と併行して開始

し7月19日に終了している。

このNo.41では、中近世の溝状遺構が多く発見され

ている。また、下位層には As-B埋没水田跡も発見

されている。

旧石器時代の試掘調査は、地形上の特徴から未実

施とした。

富田漆田遺跡北側調査区

富田漆田遺跡の発掘調査は、前年度から実施され

た表土層除去の継続と平面精査から開始した。しか

し、当該地区は嘗ての土地改良事業、耕作に伴う削

平が著しい部分もあり、遺構分布の濃淡が顕著に露

呈した。全体図中で遺構の空白部分は、上記理由に

より遺構が失われている部分である。

この表土層掘削と並行して、前年度表土層掘削が

終了している部分（因ー 1の43a• 44a)の平面精査を

実施した。この部分は部分的にはハードローム層中

の暗色帯直上まで削平されていたため、平面精査を

実施したものの遺構は確認できなかった。このため、

同部分の旧石器時代の試掘調査を実施した。この結

写真ー2 富田漆田遺跡平面精査状況

第 2節 発掘調在事業と整理事業

果、旧石器時代の遺構 ・遺物は発見されなかった。

この旧石器時代の調査終了後、残り部分の表土層

掘削終了部分の平面精査を実施し遺構の発掘調査を

開始した。

遺構の調査は台地の西斜面側から着手し、暫時東

側斜面に進行させ、平成12年12月8日、 No.42の未収

地以外の第 1面の調査をほぼ終了させた。

旧石器時代の調査は平成13年 2月5日より再開さ

せた。東斜面を先行させた。この結果、 27-0-14で

黒曜石薄片が一点出土したが、他のグリッドでは石

器等の出土は認められなかった。

平成13年度には未収地 (No.42)であった部分の調

査が可能な状況になったため、 6月の 1ヶ月間富田

下大日遺跡の調査と併行する状態で同部分の調査に

当てた。当該部の調査終了により第 1面の調査が完

了した。

平成13年11月12日から台地鞍部に当たるNo.44b部

分の旧石器時代の試掘調査を実施した。この結果、

3箇所の試掘坑の暗色帯から遺物が発見され、範囲

確定のための試掘坑設定・調査を行い本調査に移行、

同年12月14日に終了した。出土遺物は総数175点程で

あった。

富田下大日遺跡

富田漆田遺跡の北側に連接する富田下大日遺跡の

調査は、富田漆田遺跡の調査経過と大きくかかわっ

ている。富田漆田遺跡と当該富田下大日遺跡を併行

して調査したためである。表土掘削は平成12年 6月

写真ー 3 富田漆田遺跡旧石器出土状況
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第 1章経過

19日より調査区No47から開始した。また、表ー1に示

した様に、富田漆田遺跡の進捗状態も係わることか

ら、掘削時期は区毎に異なっている。

遺構の発掘調査は平成13年 1月11日より開始し

た。この時期は季節風 「からっ風」が強く吹く季節

でもあり、計画路線が風上に向かって直線で延びて

いたことも災いし、調査区内の土砂が強風に舞い上

げられ、調査区内は砂塵渦巻く状態であった。

この状況下、南斜面部分は砂塵やや弱まるため、

調査効率の向上を計り冬季の調査対象としNo47の南

斜面の調査を実施し、同部の終了次第No.48を着手し

た。そして、第一面遺構の調査終了後旧石器時代の

試掘調査を実施したが、年度内には終了せず、次年

度に継続とした。

平成13年度は、前年度の継続としてNo.48部分の旧

石器時代の試掘調査を再開した。そして、再開まも

なく、 59-N-llグリッドに於いて板鼻褐色軽石層

(As-BP)上面でブロックの一部を確認した。これ

により旧石器時代の調査が必要であることが判明し

たため、調査必要範囲の確定を目的とする調査に切

り替えた。たが、58-0-13グリッドからは、板鼻褐

色軽石層（As-BP)上面では出土遺物が発見出来な

かったが、姶良丹沢火山灰 (AT)を含む暗色帯中か

ら数点の遺物が発見され、旧石器は 2面の調査が必

要であることが判断され、周辺部を含め本調査の体

制に切り替えて調査を実施した。この旧石器時代の

調査は 7月17日に終了した。

No.47区の南斜面は冬季に第一面の調査が終了した

が、部分的及び台地平坦部分の縄文時代の遺構確

認・調査を 6月29日より開始した。調査は 5mグリッ

ドの南 ・東辺に幅 lmのトレンチを設定しハード

ローム層まで掘り下げ平断面の精査を実施し、確認

された遺構の調査を実施して平成14年 3月17日に遺

構の発掘調査を終了した。この間、 No.45• 49 • 50区

の調査も実施し、 No.47区を 2回に分けて旧石器時代

の試掘調査を実施しが遺構 ・遺物の発見は出来な

写真ー4 富田下大日遺跡旧石器調査状況

第 3節整理事業

第 1項整理事業

富田漆田 ・下大日遺跡の整理事業は平成14~17年

度の 4ヵ年事業として開始した。

発掘調査現場では、土器洗漁 ・註記を行った。註

記に際しては、特に個別収納遺物に就いては、誤っ

た註記 ・帰属を防止するために、カラーネガ写真で

撮影した遺物出土状態と、個別収納遺物を比較 ・検

討して確認照合出来た遺物にのみ註記を施し、本格

整理事業に備えた。

整理事業開始の初年度にあたる平成14年度は、事

業遂行の迅速化を測る為、富田下大日遺跡の遺物整

理（接合 ・復元 ・実測 ・トレース ・遺物観察表作成 ・

写真撮影）を財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

（以下「埼玉埋文」と略記）に委託した。

費---

かった。

写真ー5 調査現場事務所での註記作業
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第 1節自然環境

この富田下大日遺跡は、主に縄文時代前期・中期、

古墳時代後期、平安時代の集落、古墳 l基、平安時

代 As-B下水田跡が発見されている。このため多岐

の時代に亘る遺物が豊富であった。

平成15年度は富田漆田遺跡北側調査区の遺物整理

を主体的に行った。接合 ・復元 ・実測を行った。富

田漆田遺跡北側は縄文時代中期の住居跡 ・土坑、古

墳時代中期の住居跡、平安時代の集落 ・窯跡、中世

の溝状遺構等が発見されている。

平成16年度は富田漆田遺跡南側調査区部分の整理

を行った。この南側調査区は、低地の遺跡であった

が、古墳時代後期の住居跡、古代 ・中世～近世の溝

状遺構、 As-B下水田跡、室町時代の館跡等は発見さ

れている。出土遺物は、縄文時代～近代に至るまで

豊富な種類と星があった。特に、台地部分の集落で

は希少な灰釉陶器が多数出土し、中には初期灰釉陶

器の出土もやや多く認められた。また、古墳は未発

見であるが埴輪片もやや多く出土している。この様

に、遺構が未発見の場合や、集落では出土してない

種類の遺物が多いのも特徴である。このため、遺構

実態の不明な遺物や、集落では出土していない遺物

を中心に遺構外遺物として実測掲載した。

作業は、実測 ・トレース ・遺構区編集・写真図版

作成 ・ 遺物観察表作成 • 本文執筆等であった。

平成17年度は、平成14年度の埼玉埋文の成果品の

編集 ・修正 ・遺構図編集等と、富田漆田遺跡との編

集に当て、 トレース ・レイアウト等の作業、本文執

筆が主体であった。

写真ー5 富田下大日遺跡の旧石器試掘調査状況

第 2章遺跡位置

第 1節自然環境

第 1項遺跡立地

富田漆田遺跡 ・富田下大日遺跡は前橋市富田町に

所在する。富田町は市域の東部に当たり、市庁舎の

ほぼ東方に 7kmの位置に当たる。

富田町は赤城山南麓で、町域は南北に長く標高

88~125m。低地部と台地部分部の比高差は 4~5m

である。富田漆田遺跡では、低地部分の標高が104.3

m、台地部分でHO.Omであり比高差は 5~6m程で

ある。

当該遺跡地の東側台地直下には赤城山中腹から発

する大泉坊川（桃ノ木川支流）が流下している。西

側の台地部分直下には谷が形成されている。現在は

悪水路が流下しているが、元は小河川が蛇行流路を

とっていたと考えられる。この両支谷に挟まれた台

地は非常に細長く、富田漆田遺跡では幅約100m。富

田下大日遺跡は幅員が一定していないが、調査対象

部分での幅は約150m程である（図ー2参照）。

遺跡の立地するこの細長い台地部分は、巨視的に

見れば赤城山の扇状地形を形成した荒砥川（桃ノ木

川支流）と流速の早い寺沢川（桃ノ木川支流）に挟

まれた台地部分で、遺跡地は小河川の浸食により形

成された一つの台地である。富田漆田遺跡 ・富田下

大日遺跡は並走する状態の細長い台地に位置してい

る（図— 3 参照）。

遺跡の立地する赤城山南麓の低地 ・台地部分は、

赤城山の火山活動と活動後の侵食の繰り返しにより

形成されている。

赤城山は、約40~50万年前に活動が始まったと考

えられている。形成過程は、古期成層火山形成期

(40~50万年前から13万年前）、新期成層火山形成期

(13万年前から 4~5万年前）、中央火口丘形成期の

三つの時期に区分されている。

これらの活動期の時間は途轍もなく長い、しかし、

この期間中絶え間なく活動を起こしていたのではな
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く、古期成層火山形成時期以降暫くの間は活動の休

止期を向かえている。そして、新規成層火山形成期

の間に、山体の侵食が進み南麓の扇状地形を形成し

たと推定されている。

新期成層火山形成期の活動に伴う噴出物や火砕流

の堆積を経て、中央火口丘形成時期以降、山頂付近

では浸食が更に進み現在の地形の祖形が形成され、

そして現在に至るまで侵食は進み、山麓には再堆積

した土砂により白川 ・荒砥 ・粕川扇状地を形成して

いる。当遺跡の立地する低地 ・台地部分は、この赤

城山の活動により形成されている。

富田漆田遺跡では、旧石器時代の試掘坑から埋没

谷が確認されている。この埋没谷は、基底面付近で

榛名箱田テフラ (Hr~Ha, 約 3 万年前）の堆積が確

認され、 8m離れた部分では1.4m程上位の部分で同

テフラが確認され、更に1.8m下位で大胡火砕流が確

認されている。

ヽ

① 富田漆田遺跡
② 富田下大日遺跡

図ー 2 周辺地形概略図（ 1: 2.5万）

第 2節歴史環境

第 1項歴史的環境

赤城山は利根川と渡良瀬川に挟まれる広大な面積

を有している。現在では、市町村合併が更に進み勢

多郡 ・佐波郡 ・山田郡を冠する町村が殆ど無くなっ

て来ている。

明治21年 (1889) 国内の町村合併が実施され、群

馬県でも前年に発布された市町村制に基づき「群馬

県令第十九号郡町村区域名称改定」として実施され

ている。これにより、富田村は荒砥村に合併されて

いる。この富田村は現在の富田町とほぽ同域と判断

される（土地改良等による耕地区画の変更が想定さ

れるため）。荒砥村は荒子・下大屋・西大室・東大室・

飯土井 ・ 新井 ・ ニ之宮 ・ 荒口 • 富田 ・ 泉沢村の10村

の合併である。

富田村は明治11年に県令宛に提出した『上野國郡

村誌』の「上野国勢多郡富

田村」の調書によれば、「管

轄沿革」天正十六年 (1588)

牧野氏の知行、元和三年

(1617)牧野氏転封、酒井

氏の知行。寛延二年(1749) 

酒井氏の転封、松平氏の知

行を記している。この富田

村の「管轄沿革」は、江戸

時代の幕藩体制に依る前橋

藩「大胡領」の知行沿革で

もある。そして、この三氏

の「知行目録」にも富田村

が確認出来、近世初頭の村

名が明治11年頃と変化が無

いことが確認できる。

また、『元禄郷村絵図』で

も位置関係が確認できる。

室町時代の史料では、弘

治 2年 (1556) 頃に推定さ

れている「上州之内持分之

8
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事」（彦部文書）「（前略） ー大胡庄之内宇坪井

村長安村小屋原村今井村片貝村小嶋田村

（後略）」の 7ケ村が見られ、長安村以外は現在の地

名と確認出来る（長安村は長磯村か）。

建武二年 (1335)六月十九日新田義貞が長楽寺了

愚上人禅庵に地頭職を寄進した史料に「上野国大胡

郷内野中村（後略）」（長楽寺文書）に「野中村」が

確認出来き、応安六年六月二十日 (1363)大胡治部

少輔秀重 ・応安六年六月二十日沙弥道喜 ・康暦三年

四月五日 (1381)藤原政宗により、それぞれ神塚（幸

塚）村 ・堰口村、三俣村、神塚（幸塚）村 ・上泉村

の在家 ・田畠を長楽寺大通庵に売却した請文にこの

4ヶ村の村名が認められる。この中で「堰口村」以

外の 3ヶ村は現在の町名 ・地名と一致している。

「新陰流」の祖、上泉伊勢守秀綱（上泉武蔵守信

綱）は、大胡氏の庶流で上泉村が出自である。永禄

二十年 (1569)頃には京で名声をはせている。この

上泉村も現在に引き継がれている。

これらの史料から、明治22年の町村合併以前の村

名が中世後半には成立していたことが類推できる。

また、太田市新田町 ・尾島町内の地名も嘉応二年

(1170)新田荘田畠在家注文、仁安三年六月二十日

(1169)源義重譲状 ・置文、でも平安時代末期の地

名の多くが現代まで踏襲されている。だが、それら

の村域までは不確実であるが、大きくは異ならない

と考えられる。

大胡氏は勢多郡の南側から南西側にかけて勢力を

伸ばしていた。その範囲の詳細は現在具体的な史料

に欠けるが、中世初期頃に成立したと考えられてい

る青柳御厨・細井御厨・大室荘に挟まれた地域であっ

たことは類推出来、従前に於いても推定されている

ところでもある。

遺跡地の富田村は、上述の様に大胡荘に含まれて

いたことは確実視出来る。この大胡荘を立荘した大

胡氏は、藤原秀郷を祖にする一族で、邑楽郡（佐貫

氏） ・山田郡（園田氏） ・勢多郡（大胡氏 ・大屋氏 ・

山上氏） • 佐位郡（渕名氏 ・ 長沼氏）の各郡内に分派

し、下野国では、足利郡（足利氏） ・都賀郡（佐野氏）

10 

などが知られている。

大胡氏は平安末期の平治の乱（1159) の源義朝に

従っている。大胡氏の誰かは分からないが、少なく

も大胡氏を称した重俊以降であろう。

鎌倉時代の大胡氏は、鎌倉幕府の御家人として立

場である。御家人とし最初に史料上に記載が認めら

れるのが大胡太郎で、以後、史料上で「大胡太郎跡」

と記載されるのが「大胡荘」である。また、『法然上

人行状絵図』第二十五に登場する大胡小四郎隆義・

実秀が著名である。二人が浄土宗に帰依する経過の

様子を記している。法然は承安 5年 (1175) に比叡

山を下り浄土宗立教開宗している。建永 2年(1207)

には讃岐国に流罪となり、建暦元年 (1211)赦免に

なり帰京、翌年死亡している。この頃、小四郎隆義

が在京であったことを確認する史料はないし、系図

自体正統なものが無い。内容の真偽は不明である。

この大胡氏も時代が下ると前述した文書内容のと

おり、所領経営権が寄進や売却といった状態に陥っ

ている。そして、永禄 3年(1560)『関東幕注文』では

「厩橋衆」として長野氏の采配を受けている。享徳・

天文年間頃には実質的な支配権を失いはじめたのか

（長岡寺『寺創造朱印演技由来』・益田新助 修亮文

書）、弘治元年 (1555)には牛込姓に改姓した一族も

おり、武蔵国牛込に拠点を移している（『寛政重修諸

家譜』）。中世後半には一族を結束する者の姿は見出

せず、弱体化した大胡氏の心象を受ける。所以に史

料上での大胡氏が見出せない事になるのであろう。

この大胡氏が現大胡町に拠点を築いた理由は定か

ではないが、赤城南麓の掌握・荒砥川扇状地の掌握・

三夜沢赤城神社への管掌が要因とも推測させる。一

方では、足利成行の末子（『尊卑分詠』）という立場

があったのかもしれない。

古代の郡郷制下の勢多郡には、深田 ・邑田 ・芳賀・

桂萱 ・真壁 ・深渠 ・深澤 ・時澤（以上、高山寺本）の 8

郷と藤澤郷（刊本）を合わせた 9郷が知られている。

これら 9郷の所在地に就いては、これまでに多く

の先学により考察され、現在地名地に比定がされて

来ているものの、未だに確定をみてはいない。古代



の行政単位を把握可能な資料は、発掘調査による出

土遺物を頼みにするしか希望が持てないのが現状で

ある。この中、「芳郷」 ・「大郷長」を墨書した土師器

坪が荒砥二之宮遺跡から出土している。土器は 8世

紀前半の土器である。この「芳郷」が墨書土器の文

字の性格から「芳賀郷」を表すと判読されている。

当該富田町がどの郷に所属していたのかは現段階

では資料が得られていない。

第 2項周辺遺跡

富田町地区の発掘調査は、荒砥川対岸の荒砥地区

に比較すると非常に少ない。荒砥地区は県営圃場整

備事業に伴う発掘調査・上武道路地域の発掘調査に

より県内でも発掘調査が進んだ地域でもある。

富田町では、昭和54~56年にかけて、圃場整備事

業に伴って発掘調査が実施された富田遺跡群。当該

上武道路地域の発掘調査により、平成11~14年にか

けて富田細田遺跡 ・富田宮下遺跡 ・富田西原遺跡 ・

富田高石遺跡が調査されている。この 4遺跡は上述

の富田遺跡群の範囲に含まれる。

平成12• 13年には、ローズタウン住宅団地造成に

伴うローズタウン遺跡群富田下大日 I・II・IV遺跡

が調査されているが、この内富田下大日 I• II遺跡

は今報告の富田下大日遺跡と同一の遺跡である。し

かし、富田下大日IV遺跡は江木町に該当しており、

至近の位置で当該上武道路地域の江木下大日遺跡が

発掘調査を実施している。この双方は同一遺跡で正

式には江木下大日遺跡の遺跡名称が正しい。

図ー4周辺遺跡位置因は、上記遺跡の他は周知の遺

跡で 『群馬県遺跡台帳』登載の遺跡をはじめ、公刊

されている各発掘調査報告書の「周辺遺跡」を拠り

所とした。章末に参考文献として掲載した。

富田町の遺跡では、ローズタウン遺跡群富田下大

日遺跡 I• IIは当該の報告』遺跡と同一遺跡である

ため内容的には鮒鋸はない。台地上に西側に縄文時

代前期の文化層、東側に平安時代の集落は変わりが

ない。ただ、ローズタウン遺跡群側が平安時代の集

落の北限になるのであろうか、調査区内北側での遺

第 2節歴史環境

構は未発見である。

富田遺跡群を擁する台地は、町域内で最も面積の

広い台地である。昭和54~56年の調査では、弥生時

代～平安時代の集落跡 ・古墳 ・中世古墓群 ・寺院跡

（近世）が発見されている。

発見された集落跡は、調査当時の調査区が今回の

富田宮下遺跡の南側調査区内に重複し、集落跡は更

に北側調査区に延びていることが確認されている。

集落は、弥生時代後期樽式を伴う住居跡が

古墳は遺存の良好な45おとうか山（円墳） 1基、

封土を失われ石室も殆ど破壊された状態の円墳 5

基・帆立貝形前方後円墳 1である、この 7基の古墳

の内 3基は『上毛古墳総覧』に登載された荒砥村

341 • 342 • 344号墳である。古墳の時期は 5世紀～ 7

世紀である。これらの古墳の中で、比較的遺存状態

がいいとおとうか山古墳（荒砥村344号墳）は、周溝

のトレンチ調査を実施しただけで保存されている。

富田町地区の古墳の分布は、『上毛古墳総覧』（以

下『総覧』と略記）に依ると21基が登載されている。

記録されている内容では、前方子円墳 4基 ・円墳13

基 ・方墳 1基 ・不詳 3基である。富田下大日遺跡で

調査した第 1号古墳は、「荒砥村第351号」乃至は「荒

砥村第352号」と考えられる。これは、同一地番に 2

基の登載があるためで、確認調査が出来たのは 1基

だけであったことによる。『総覧』によれば、荒砥川

沿いにやや分布が濃く、富田漆田遺跡 ・富田下大日

遺跡を擁する台地部分では 4基が登載されているに

過ぎない。執れも円墳と記録されている。この中で

「荒砥村第354号」御殿山古墳は既出の遺物として鏡

1・刀 2.轡 1・金環 lを記している。「荒砥村353

号」大塚山古墳は、所在地番「今城下1714」で富田

漆田遺跡の北側300m程の位置に当たるが現在では

消滅している。しかし、富田漆田遺跡南側調査区内

の北側では、埴輪片が集中する部分がある。この部

分の台地上では以前まで、「こんもりしていた」とい

う地主さんの記憶がある。ここに古墳の存在が示唆

される。

一方、上武道路地域の発掘で、萱野II遺跡では裁
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歓石切組構造を備えた古墳が発見されている（土地

改良時に平夷されている）。亀泉坂上遺跡でも古墳が

発見されている。この遺跡の場合は、『総覧』に依れ

ば、周辺部には古墳群の存在が確認されている。

『総覧』では、荒砥村全体で365某の古墳を登載し

ているが、富田村では上述した如くの数量である。

富田地区は旧荒砥村に属するものの荒砥川を界に古

墳の数量は激減し、荒砥 3古墳と呼ばれる前二子・

中二子・後二子古墳の如くの大規模前方後円墳は皆

無である。荒砥川以西では、図ー 1に示した 3基乃至

4基の前方後円墳の存在が知られる程度である。こ

の傾向は荒砥川を挟んでの現象と理解され、赤城山

南麓の台地では、荒砥川と寺沢川に挟まれた地帯が

地勢的な一つの単位と考えられる。

中世古墓群は、台地の東斜面側で、東原 5• 6号

墳の墳丘の南側で、 L字状の墓域を設けている。こ

の墓域からは、 59基の墓跡が発見されている。墓跡

は結界の内側を石敷きにしたと考えられ、大胡町茂

木古墓に類似すると推定される。墓坑は、 25~50cm

程の方形乃至円形を呈する墓坑に、焼骨を入れた蔵

骨器を収めるか、直接焼骨を埋納し五輪塔または板

碑を墓標とする形態であった。出土遺物は、凝灰岩

製五輪塔・板碑 ・軟質陶器壺・同盤形火鉢・同鉢・

土師質土器皿等が出土している。出土した板碑の記

年銘からは14世紀前半（鎌倉末期～南北朝）の年代

確認される。だが、凝灰岩製五輪塔を転用した板碑

の台座が出土していることから、板碑の年代より遡

ることは明らかで、 13世紀台から連綿として造営さ

れたと考えられる。

また、この古墓群がL字状の配列を取ることから、

その内陣側に何らかの施設を伴っていた可能性が類

推される。

この古墓群が発見された場所の至近には、地持山

延命寺正法院（天台宗）が在る。この正法院は天保

年間に焼亡していることが記録に残るが、開基等の

詳細は不明である。元来この地には、西雲山円蔵院

阿弥陀寺が建っていたが、明治10年、無住であった

阿弥陀寺に、再建されない正法院をこの阿弥陀寺に

第 2節歴史環境

合併し、称号だけを変更して現在に至っている。

昭和55年の富田遺跡群の調査で、この正法院の旧

地が調査対象になっている。調査ではこの正法院の

本堂の礎石・根石が出土している。この旧正法院の

遺構は隣地で発見されている中世の二重の堀（館の

堀）の方向とは一致していない。この部分を地籍図

で看ると、台地部分が細くなる基部の部分には、カ

ンボリと女堀に挟まれ、北側をカンボリで南側を女

堀で区画しに東西に折れを備える館跡の地割が明瞭

に残っている。詳細に看ると、全体は南側が狭く、

北側が広い逆梯形の形状を呈している。この形状の

館跡は少なくも14世紀を遡る構造である。

このことから、当該館跡は、 14世紀以前から16世

紀頃まで拠点的な館跡であったことが類推される。

この館跡の地割の存在から、少なくも近世以降の遺

構と考えられる。このことから、現状では正法院の

上限は近世初期と考えられる。

また、阿弥陀寺も開基不詳の寺院であるが、近世

段階では長楽寺の末寺になっている。また、現正法

院の境内には凝灰岩製の五輪塔等が多数残されてい

る。数量の点では勢多郡内でも比類の無い数量であ

る。恐らくは富田古墓群で以前から出土していたも

のを集積したものと考えられる。鎌倉時代の有力層

の存在が無ければならなく、前述した大胡氏の拠点

にも至近の位置関係にあるこの富田町であることか

ら、この有力層とは、まさに大胡氏であったことが

推定される。

この阿弥陀寺の旧地の北側に「東曲輪」、西側に「西

曲輪」の小字名がある。双方とも城館跡に因む遺名

と考えられる。この小字の範囲は、軸を北に採る一

辺130~150mに達する方形を呈している。地割上で

は、東側に折れを想起させる部分も認められ、北西

部分には堀状の地割も詔められる。この部分が城館

跡の可能性を想起させている。

富田漆田遺跡南側調査区で出土している中世前半

の五輪塔 ・多層塔は同時期の所産であることから、

大胡氏と有縁者によるものと類推される。

13 



第 2章遺跡位置

表ー 2 周辺遺跡一覧表(1)

No 遺跡名称 時 代 摘 要 県遺跡台帳 文献
① 窟田森田 ・富田下大日遺椀遺跡

② 今井道上II追跡 縄文、古墳 住居跡
③ 荒砥北二木堂II辿跡 古瑣、平安、中世 ・近世 As-C 下畠 • 平安畠 2 
④ 荒砥北原II遺跡

⑤ 荒砥前田II逍跡 古墳前期 ・中期、平安、中世 ・近世 住居跡、平安畠 2 
⑥ 富田細田遺跡 平安、中世 818洪水下水田 2 
⑦ 宮下遺跡 古瑣～中世 住居跡、墓坑、寺院 2 
⑧ 富田西原遺跡 古墳即期・中期、中世 ・近世 旧石器、住居跡、平安畠 2 
⑨ 富田尚石遺跡 古瑣、中世 ・近世 住居跡、方形周溝墓 2 
⑩ 江木下大日遺跡 縄文、奈良、平安

⑪ 菅野II遺跡 縄文、古項、奈良、平安
⑫ 堤沼上遺跡 古墳

⑬ 亀泉坂上遺跡 古墳

⑭ 亀泉西久保遺跡
⑮ 荻窪南田遺跡
⑯ 上泉唐の堀遺跡 旧石器、縄文、古墳
l 檜峯古瑣 古墳 墳墓（円墳径30m• 7 C) 4 
2 会之山鰯塚遺跡 縄文、古墳 包蔵地 101 1 
3 庚申塚遺跡 縄文、古坦 包蔵地 102 1 
4 新田塚 古墳 墳墓（円瑣径30m• 7 C) 88 1, 4 
5 桂菅57号墳 古墳 墳墓 98 1 
6 西荻窪城遺跡 室町、戦国 城館跡 94 1 
7 尚見遺跡 縄文 包蔵地 96 1 
8 坂上遺跡 古墳 包蔵地 97 1 ， ほっこし塚 古瑣 墳墓 99 1 
10 根添遺跡 縄文、古墳 包蔵地 100 1 
11 荻窪遺跡 室町、戦国 城館跡 95 
12 名称無し 縄文、古墳 集落、住居跡 2212 1 
13 堀越古瑣 古瑣 横穴式石室 2216 1 
14 茂木大道下遺跡 平安、中世 ・近世 住居跡 2 
15 名称無し 古墳 集落、住居跡 2210 1 
16 足軽遺跡 縄文 集落、住居跡 2205 1 
17 天神風呂遺跡群 古瑣中期～奈良、平安 住居跡 2 
18 名称無し 古墳 墳墓 2220 1 
19 名称無し 奈良 集落、住居跡 2213 1 
20 西小路遺跡 縄文、古墳、近世 住居跡、古後墓 2 
21 名称無し 縄文 包蔵地 2206 1 
22 上ノ山遺跡 古項、中世 ・近世 住居跡、古墳 7 2 
23 諏訪東遺跡 縄文、平安 住居跡 2 
24 名称無し 縄文 包蔵地 2207 1 
25 茂木山神II遺跡 縄文、古墳即 ・後期、奈良、平安 住居跡、 2 
26 小林遺跡 古坑後期～中世 ・近世 住居跡、中世・近世道状遺構 2 
27 稲荷窪B地点遺跡 縄文、古墳後期、平安 住居跡 2 
28 今城遺跡 奈良 住居跡 4 
29 大日遺跡 古墳 包蔵地 80 1, 2 
30 殷業試験場遺跡 縄文 包蔵地 76 1 
31 殷業試験場遺跡 縄文 包蔵地 77 1 
32 富田下大日遺跡 I、II 縄文、奈良、平安 住居跡 4 
33 御殿山古墳 古墳 墳廷（円墳、 S9調べ） 302 1, 4 
34 大塚古坑 古墳 墳募 309 1 
35 稲荷窪A地点逍跡 縄文、古店後期、奈良 住居跡、墓坑 2 
36 山神遺跡 縄文後期、古墳後期～奈良、中世 ・近世 住居跡 2 
37 荒砥355号墳 古墳 墳墓 307 1 
38 稲荷前遺跡 縄文、古墳後期 住居、古墳 4 
39 第328号御殿山古墳 古墳 墳墓 293 1 
40 荒砥348号坑 古墳 墳墓 305 1 
41 大塚古墳 古墳 墳墓 297 1 
42 中富田高石遺跡 古墳 包蔵地 295 1 
43 尚石遺跡 弥生 包蔵地 296 1 
44 西原遺跡 古墳 包蔵地 300 1 
45 おとうか古墳 古墳 墳募（円墳径29m• S54調べ） 304 1, 2, 4 
46 富田東原遺跡 古墳、中世 住居跡、古瑣、募坑 4 
47 富田古墳群 古墳 5 
48 諏訪西遺跡 古墳 住居跡、古坑 2 2, 5 
49 大道古墳 古墳 墳墓 282 1 
50 諏訪遺跡 古墳即期 墓、 As-B以前の溝 2 
51 第330号小塚古坑 古墳 墳墓 283 1 
52 荒砥諏訪西遺跡 古墳即後期～中世 ・近世 住居跡、溝、土坑 2, 5 
53 克砥諏訪遺跡 墓、 As-B以即の溝 2 
54 第332号古墳 古墳 墳墓
55 大道古墳B 古墳 瑣墓
56 第329号古墳 古墳 墳墓 284 1 
57 荒砥宮田遺跡 縄文前期、古瑣～中世 ・近世 住居跡、墓 2 
58 名称無し 古墳 集落、住居跡
59 諏訪遺跡 古切
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表ー 3 周辺遺跡一覧表（2)

Nu 遺跡名称 時 代

60 第334号権現山古墳 古墳

61 前田遺跡 古墳

62 荒砥即田遺跡 平安、中世 ・近世

63 第333号古墳 古墳

64 荒口削原遺跡 弥生、平安

65 前原遺跡 弥生

66 荒砥北三木堂遺跡 縄文前期 ・後期、奈良、平安

67 道上遺跡 縄文
68 今井道上道下遺跡 古瑣後期～中世・近世

69 二本木堂遺跡 縄文

70 荒砥北原遺跡 縄文、古墳、奈良、平安

71 今井城遺跡 室町、戦国

72 今井白山遺跡 縄文中期、古墳、奈良、平安

73 東原遺跡 縄文
74 宮田遺跡 弥生
75 女堀

76 少将塚古墳 古墳

77 大泉坊遺跡 古墳

78 
名称無し 古墳

名称無し 室町
79 筑井八日市遺跡 古墳中期、中世、平安

80 小島田八日市遺跡 縄文草創期、中世 ・近世

81 木瀬 7号墳 古墳

82 木瀬6号墳 古墳

83 万福寺遺跡 奈良
84 下長磯城 中世

85 野中天神遺跡 古墳～平安

86 棗遺跡 古墳後期

87 伊勢遺跡 奈良、平安

88 富田下大日遺跡IV 縄文、奈良、平安

89 堤沼下遺跡 奈良
90 萱野遺跡 縄文、古墳
91 正円寺遺跡 古墳

92 沼西 I・II遺跡 奈良、平安

93 桂菅小西遺跡 古墳、奈良

94 寺沢川追跡 古墳

95 桂萱76• 78 • 79古墳 古墳

96 亀泉霊園地内遺跡A 古墳

97 本郷遺跡 縄文
98 亀泉霊園地内遺跡B 古瑣

99 西久保遺跡 古墳

100 西久保遺跡 縄文、古墳
101 中山遺跡 縄文、古墳
102 太郎三前遺跡 縄文、古瑣、平安
103 上泉城遺跡 室町、戦国
104 鰻頭塚 縄文
105 杉山遺跡 古墳

106 江戸屋敷遺跡 縄文、古坑

107 木福遺跡 縄文、古墳

108 中原芝久保街道遺跡 縄文

109 中原遺跡 古墳

参考文献

1. 「上毛古墳総覧J群馬縣史蹟名勝天然記念物調査報告 第五輯

昭和13年(1948) 群馬縣

2.「群馬県遺跡台帳J昭和48年(1973) 群馬県教育委員会

3. r群馬県史」通史編 1 原始古代 1 平成 2年(1990) 群馬県

4. 「群馬県史」通史編 3 中世平成元年(1988) 群馬県

5.「群馬県史」資料編 5 中世 1 昭和53年(1978) 群馬県

6.「群馬県史」資料編 6 中世 3 昭和59年(1994) 群馬県

7.「群馬県史」資料編 7 中世 3 昭和61年(1996) 群馬県

8.「群馬県史」資料編13 近世 5 昭和62年(1997) 群馬県

9. 「群馬県史J資料編14 近世 6 昭和61年(1996) 群馬県

10. 「勢多郡誌J 昭和33年(1958) 勢多郡誌編纂委員会

11. 「前橋市史J第 1巻昭和46年(1971) 前橋市

12. 「前橋市史」第 2巻昭和48年(1973) 前橋市

13.「大胡町誌」 昭和51年(1976) 大胡町役場

14. 「桐生市史」上巻 昭和33年(1958) 桐生市史刊行委員会

15. 「荒砥村誌J 昭和49年(1974) 荒砥村誌刊行委員会

第 2節歴史環境

摘 要 県遺跡台帳 文献

墳墓 290 1 

集落跡 289 1 

818洪水層下の水田 2 

墳塞 291 1 

住居跡 2 

集落、住居跡 280 1 

集落、中世墓 4 

住居跡、円形周溝墓、中世墓坑 2 

包蔵地 267 1 

住居跡、小鍛冶、中世 ・近世道跡 2 

包蔵地 268 
撚紋土器、集落 4 

中・後期住居跡、方形周溝姦 2 

城館跡 269 1 

住居跡 2 

集落跡 299 1, 2 
298 1 
303 1 

墳墓 308 1 

集落、住居跡 301 1 

墳墓 170 1 

城館跡 171 1 
住居跡、墓跡、平 As-B下水田 2 

包含層、中世 ・近世堀、溝、井戸、土坑 3 

墳墓 168 1 

墳墓 167 1 

包蔵地 169 1 

城館跡 3 

住居、水田、掘立、井戸、墓坑 3 

竪穴住居跡 3 

竪穴住居 3 

住居跡 5 

住居跡、土坑、溝 4 

住居跡、方形周溝墓 4, 5 

墳募（前方後円墳 ・全長70m) 75 1, 4 

住居跡 4 

包蔵地 86 1 

包蔵地 85 1 

墳墓 84 1 

包蔵地 82 1 

包蔵地 87 l 

包蔵地 83 1 

包蔵地（上泉町） 89 1 

包蔵地（江木町） 78 1 

包蔵地 79 1 

包蔵地、住居跡 92 1, 4 

城館跡 91 1 

包蔵地 90 1 

包蔵地 93 1 

包蔵地 30 1 

包蔵地 29 1 

包蔵地 33 1 

包蔵地 28 1 

16. 「芳賀村誌J 昭和31年(1956) 芳賀村誌編纂委員会

17. 「木瀬村誌J 平成 7年(1995) 木瀬村誌編纂委員会

18. 「上野国郡村誌J勢多郡（2) 昭和53年(1978) 群馬県文化事業

振興会

19. 「和名類緊抄郷名考證J増訂版昭和47年 池 邊 禰

20.「富田遺跡群」「富田遺跡群西大室遺跡群清里南部遺跡群J

土地改良実施地区内埋蔵文化財発掘調査概報 前橋市教育委

員会昭和55年(1980)

21. 「富田遺跡群J土地改良事業実施地区内ならびに新農業構造改

善事業実施地区内埋蔵文化財発掘調査概報 昭和56年(1981)

前橋市教育委員会

22.「富田遺跡群」 「富田遺跡群 西大室遺跡群J土地改良実施地

区内埋蔵文化財発掘調査概報 昭和57年(1982) 前橋市教育

委員会

23.小島敦子 「第 2章遺跡の立地と環境」 「荒砥宮田遺跡II

荒砥前田遺跡」平成16年(2004)
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第 3章記録保存方法と整理方法

第 3章記録保存方法と

整理方法

第 1節発掘調査

第 1項発掘調査

発掘調査地点は台地上と低地部分からなる遺跡で

ある。調査着手段階では主に縄文時代 ・平安時代の

集落遺跡であることが察知できた。

調査は、表土層の除去から開始したが、表土層は

バックフォーを用い、現在では一般的になったバ

ケット部分に排土板を装着させ遺構の損傷と、表土

層除去後の平面精査の効率を考慮させた。バケット

先端側に排土板を装着させる表土層掘削は、昭和50

年10月頃から新田町での発掘調査から初められ、現

在の様に一般的な姿になっている。

平面精査で確認された遺構の発掘調査は、取り分

け住居跡は、従前の四分割法を用いず、二分割法を

用いて掘り下げ調査を行った。

二分割法は、遺構の主軸方向での分割線を用いる

のではなく、主軸の直行軸での分割線を用いた所謂

「マイナス方法」である。主軸方向の場合は竃が有

る事により、分割面（土層断面）の扱いが厄介になっ

てしまうためである。

分割線を設定後、幅30cm程のトレンチを分割線に

従って地山層まで掘り下げ、床面と掘方底面の確認

を先行確認し、 1: 20で土層断面を作図し、住居跡

を一気に掘り上げる方法である。

目的の主眼は、調査効率の向上である。この方法

により、大幅な調査時間の短縮が出来ている。鼈も

同様に平面精査の結果、天井部等の施設が残ってい

ない限り、同様に主軸の直行方向にトレンチを設定

して掘方面までの土層断面図を先行作図し、住居跡

全体と同時に使用面での露呈を行い、写真撮影終了

後、主軸方向の断面図を作固し、掘方面の露呈を一

気に行う方法で調査を行った。

恐らく、上記方法の調査により、 30~40％の期間

短縮に達していると考えられる。

16 

第 2項調査杭とグリッド

グリッド

今回の調査で使用したグリッ ドは、下記の法則に

従い用いた。

平成 2年、北陸新幹線建設工事が具体化し、当団

による発掘調査が本格的に開始されるに至った。こ

の北陸新幹線の走行路線域には 2市 2町にまたが

り、埋蔵文化財の発掘調査が実施された。しかし北

陸新幹線は、高崎駅を起点に北走後西走する経路を

採っている。また、台地稜線を縦走する行政界等の

存在により 、統一した仕様によるグリッドの設定が

急務となった。さらに、長距離間 ・2市 2町にまた

がるという状況から、これらの悪条件を踏破するグ

リッド仕様が要求された。そして、仕様の完成によ

り具体的な形として、一事業を団として初めて、統

ーされたグリッドにより調査が実施された。

10kmグリッド•特大グリッド・「地域」（図ー 5 -1) 

国土座標第IX系の原点を起点にして、 10km単位の

方眼により県下を網羅し、（県内は91の 「地域」の設

定が出来る）特大なグリッドを設定されている。

この10kmグリッドの構想は、北陸新幹線の大区画

(1 kmグリッド）の設定の背景として作成されたが、

これ自体今迄公表されていなかった。 10kmグリット

の設定に当っては国土地理院発行 1: 20万・1: 2.5 

万群馬県該当部を編集し、地上距離と地因上の距離

を補正して図上で設定してある。

1 kmグリッド・「地区」・大グリッド・大区画（図ー 5-2)

上述した10km方眼の 「地域」中を、 1km単位の方

眼で 1~100の「地区」を設定し、大区画＝大グリッ

ドの設定を行った。この大グリッドの原点は、 10km

グリッドを更に十等分してあるので、座標値はkm単

位の完数同士の交点が当たる。

100mグリッド・「区」・中グリッド・中区画（図ー 5-3)

上述 1kmグリッドを更に十等分したグリッドが当

該である。則ち、 100m単位の方眼で 1~100の「区」

を設定し、中区画＝中グリッドの設定を行った。

この中グリッドの原点は、大グリッド同様に座標

値ではOOOm・△OOmの交点が当たる。



第 1節 発掘調査
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(2) 1 kmグリッド（大グリッド）「地区」

100m方眼グリッド（中グリッド）割付の基本となる割付
10kmグリッド原点から1km単位に割り付けてある
1kmグリッド内には100mグリッドが100区画で表示される

(3) 100mグリッド（中グリッド）「区」

5m方眼グリッド（小グリッド）割付の基本となる割付
1kmグリッド原点から100m単位に割り付けてある
100mグリッド内には5mグリッドが400区画で表示される

因— 5 グリッド要図（1)
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第3章記録保存方法と整理方法

5mグリッド・小区画（図ー 6-4) 

100mグリッドを更に20等分したのが最小単位の

グリッドである。則ち、 5mグリッドで 1から200の

グリッドの設定を行った。名称は交点からY軸に20

単位、 X軸に20単位とし、原点から西に向かいA

~T、北側に 1~20の名称を付し、「某区—A-1 から

6i/jJ町 5i/jJ区
4i/jJ区

某区—T -20」で表した。

富田漆田遺跡・富田下大日遺跡のグリッド

上武道路地域の発掘調査はこの方法を運用してグ

リッドの設定を行った。（図— 5 • 6参照）

今次の上武道路地域の発掘は第 7工区部分於発掘

調査であったことから、この第 7工区に該当する部

分にのみ大グリッド(1kmグ

リッド）の設定を行った。この

大グリッドにより 1~ 9地区の

設定を行い調査に供した。この

1 kmグリッドはIX系の原点か ら

西に60km、北へ40kmの地点を基

点として、「 1地区」から「 9地
X=43.500 

区」の名称を与えた。（図ー 6-2

を参照）

調査区内での杭の打設は、各

調査区内での遺構の状況等に応

じて打設したが、この場合、 20・

10 • 5 mと遺構密度に応じて適

宜打設した。

富田漆田遺跡 ・富田下大日遺

跡の調査区に該当する大グリッ

ドは 4• 5 地区である。（図— 7

参照）

O
O
O
N
9ー

1
1
A

図ー 6 グリッド概念図 (1: 6,000) 

第3項基本土層

富田漆田遺跡（北側台地部分）

及び富田下大日遺跡の基本層序

は図ー 8に示した。

I層表土層。場所により様々

な様相が認められる。台

地部分の平坦な部分では

ローム土の粒子が混ざ

り、南側斜面側でやや砂

質味を増し低地部分では

砂質味が強かった。また、

発色も異なり台地部分平

坦部ではやや明る＜濁
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第 1節発掘調査
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図— 7 基本土層図
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第 3章 記録保存方法と整理方法

り、斜面部では黒味を増し濁っている。低地

部では、灰色味がかり濁っていた。

II層 中世遺構の文化層。色調は最も黒い。As-Bを

多量に混入する、このため砂質味が強い。「B

クロ」で通称している。

III層 As-B。浅間山給源のB軽石層。

IV層 黒褐色土。 As-Cを混じえる。遺構覆土に多く

認められる。下位層のIV層土より明るい発色

をする。当時の表土層に相当するものと考え

られる。

V層 黒色土。 As-C（粒状は粗～細）。古墳時代の住

居跡の覆土がほぼこのIV層土が主体で埋まっ

ている。

VI層 暗褐色土。層厚は非常に薄い。認められたの

は富田下大日遺跡の西側斜面寄りの部分であ

る。

VII層 褐色土。純粋に褐色を呈するのではなく、地

点によって発色が異なり、くすんだ褐色を呈

する地点もある。層厚も地点により異なる。

VIII層 暗褐色。 V層土と同質である。上位のVI層土

が間層となる状態である。微細な白色粒子（軽

石か）を極僅かに含む。

IX層 黒～暗褐色。地点により発色も異なる。富田

X層

XI層

下大日遺跡西側斜面寄りで黒色で、南斜面で

は黒褐～暗褐色の色調であった。 VII層土同様

に微細な白色粒子（軽石か）を含む。

ローム漸位層。本層も地点により発色等が異

なる。

ローム土。地山土。本層中はテフラ等により

細分される。本層も地点により様相が異なっ

ている。

後刊される旧石器時代編の報文中で地山層に

就いて詳述される。

上記を基本としている、台地部 ・低地部分夫々の

部分で異なる様相を見せる地点もあるが、基本的な

土層の成り立ちには変化は無かったと考えられる

が、堆積後の自然侵食等により現在の地形を形成し

ていると考えられる。

20 

第4項遺構図化

発見された遺構図化は、 1 : 40 • 1 : 20を基本と

して、 1 : 10 • 1 : 50 • 1 : 60 • 1 : 100の縮尺によ

り、状況・使用目的に応じて遺構の図化を行った。

1 : 40 • 1 : 20の平面作図は当該調査での基幹で

ある。

個別の遺構は 1: 20で作図し、住居跡は個別の用

紙で作図し、土坑・溝状遺構等は割付図により作図

した。

1 : 40の作図は、当団仕様の B3版作図化用紙の

有効図化範囲に、200m'=8ヶグリッド分を 1単位と

して割り付けた。

又、 1: 20の作図も、当団仕様の B3版作因化用

紙の有効図化範囲に、 50m'=2ヶグリッド分を 1単

位として割り付けた。

但し、これら割付平面図には大形の個別遺構（住

居跡・掘立柱建物跡等）は輪郭のみを記録し、それ

ぞれの遺構平面図により記録を計った。

なお、図葉の割付は図 8に示したとおりである。

第5項遺構写真記録

遺構写真記録は、調査班の編成により使用機材が

異なった。

富田漆田遺跡南側調査区は、ブロウニー判 6X 7 

サイズでiso400白黒ネガを撮影し、 35ミリ判フィル

ムで白黒ネガ ・カラーポジを撮影した。

富田漆田遺跡北側調査区及び富田下大日遺跡は、

ブロウニー判 6X 9のフィルムで、白黒ネガ・カラー

ポジの 2種、 35ミリ判フィルムで白黒ネガ ・カラー

ポジ ・カ ラーネガの 3種を用いたが、専らにブロウ

ニー判の 2種を用い、 35ミリ判はサブとして撮影し

た。又、必要に応じてブロウニー判 6X 9のフィル

ムのカラーネガでの撮影も実施した。このほか、委

託業務にした、航空写真撮影は、 4X 5・ブロウニー

判 6X 6フィルムにより、白黒ネガ・カラーポジを

使用している。フィルムの粒子はisolOO以下の粒子

状態のフィルムを使用した。

これらのフィルムは、フィルム種毎にフィルム番



号とコマ番号（ブロニィー 6X 9は1~8.同6X 

7は1~10 • 35mmは1~36) を付した。

これらのフィルム管理は、コンタクトプリントを

遺構毎に整理し、フィルム種ごとの登録番号を記入

した。

第 2節整理方法

第 1項遺物の取り扱い

出土遺物は発掘調査段階で洗淡し註記を行った。

整理事業では、これら遺物の接合・復元・台帳記入・

実測・写真撮影の工程の後収納した。

接合

接合は直接接合する破片と同一個体でも直接接合

出来なかった個体がある。前者は接合素材にエポキ

シ樹脂で行い、後者は、石膏・エポキシ樹脂系パテ

材を用いて接合した。同一個体である限りは出来る

だけ上記方法で接合させてある。

復元

復元は、「遺物の修復」を前提として実施した。復

元に用いた素材は石膏である。また、上記のとおりの

部分的な場合・補充はエポキシ樹脂パテを用いている。

石膏による欠損部分の充填・復元後は、石膏の経

年変化による劣化を防止するためにハイドロサーム

乃至バインダー72とSS101（珪酸素材）を有機溶剤

による70％溶液等で補強させてある。

着色は、アクリル系塗料で行い、補強後の石膏面

に更にアクリル塗膜に拠る保護を行ってある。

但し、撒理事業の時間的制約もあるため、接合後

の実測等の諸作業に耐えうる状態が必要な個体、形

状保持のために必要な個体に限って行った。このた

め、写真撮影に必要な等の条件は加味していない。

第 2項遺物台帳

発掘調査現場に於ける遺物の収納に際する標高値

は各因中に記録した。この際に土器類・瓦類・石器

類・礫類等は、種別毎での番号付けは行わず、通し

番号を夫々に付した。これらの遺物の註記は、番号

収納した遺物とメモ写真と図面との照合を行い、こ

第2節整理方法

の三者で確認が得られた遺物のみに註記を行った。

この番号収納した遺物は、収納時の番号・標高値・

遺存状態．接合関係等を記録した「遺物元台帳」を

作成した。また、この台帳には、実測対象になった

遺物(1個体扱い）に限り「整理通番」を付した。

そして、遺物整理事業用に「遺物通番台帳」を作

成し、整理事業に供じた。また、この「遺物通番」

は青色のエナメル塗料で各個体に註記した。

掲載になった遺物に就いては、整理事業終了後の

管理・保管に向け、当団の「資料管理システム」に

応じた台帳を作成した。この「遺物管理台帳」の登

録番号を今回の当該報告では資料番号として各遺物

に付した（凡例 2参照）。

第3項図化掲載遺物の選定

この実測対象の選定基準は、遺構の場合は第 1に

出土状況が遺構に伴うと判断された状況（床面直

上・床面直上層等）又は遺物の残存状態に主眼を置

き、覆土中でも報告例の少ない類例•特徴的な個体

を選定した。一方、遺物が殆ど得られなかった遺構

の場合には、細片等であっても実測扱いとした。

また、遺構と時期が異なる場合や、成整形技法に

特徴的な技法が認められる場合、胎土観察の結果、

搬入品と考えられる遺物でも、遺跡内容に資する遺

物に就いては実測扱いとした。

第4項遺物実測

当該報告で掲載した遺物はそれぞれ実測図を作成

した。実測に当っては、細部に亘る観察と、表現仕

様により実施し、図化の統一を図った。

図化当っては凡例にも掲げたが、中心線には三者

を使い分けた（土器類）。直接実測可能な個体は「実

線」を用い、回転させて器形を復元させた個体には

「一点鎖線」を用い、破片を合成させ図上で復元し

図化した場合には「破線」を用いた。

実測用紙はA系列の用紙を用い、中小固体に就い

てはA3 • 4判を用い、大型個体はA2判。それ以上

の固体は、ポリエステル素材のロール用紙を用いた。
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(5) 1/100平面図の図葉割付
調査区内の平面概念図作成用の図葉割付

中グリッド内に8枚が割付ける
1/100で南北方向25m・東西方向50mの範囲を作図
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図ー8 記録保存図図葉割仕様図
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第 4章富田漆田遺跳の

発掘調査

第 1節発掘調査の概要

第 1項南側調査区

南側調査区は県道今井・前橋線以南の低地部分の

調査区である。この低地部は大泉坊川右岸に広がる

低地で、大泉坊川の蛇行流路に堆積した土壌により

形成されている。

この低地部分は、昭和末年に行われた土地改良に

より旧地形 ・旧地割等は失われている。特に台地縁

辺部に整備された道水路は、法面の切土により整地

され構築されている。この土地改良事業の造成によ

り、台地縁辺では失われた遺構も推測されるが、大

泉坊川側では比較的旧状を留めていたが、部分的に

は大規模な溝状の攪乱を受けている部分が認められ

た。幸いながら周辺での遺構が認められなかったこ

とから、遺構の消滅は免れている。

この低地部の発掘調査は、着手時期が秋の降雨時

期の直後であたったこたから、地下水の湧水位も喬

く、台風等の降雨量が多い場合などは調査区内が冠

水ことも多々あった。また、経年調査でもあったこ

とから、降雨時期の排水等を行いながらの調査は、

調査の遂行には悪影響が多かった。

発掘調査は、調査の道水路に挟まれた部分ごとに

調査単位としたため、便宜上それぞれの部分にA

~C区を振り分けて実施した。 A・B区は大泉坊川

寄りの調査区で、 C区が台地縁辺に当たる部分であ

る。 A・B区は遺構面が 2面、 C区は 1面であった。

低地部、南側調査区の発掘調査で発見された遺構

は、台地部とは異なり、相対的に溝状遺構が多く住

居跡は少なかった。発見された遺構は、溝状遺構55

条・住居跡 2 基 ・ 掘立柱建物跡 7 棟 • 井戸跡 9 基 ・

土坑基 ・水田跡 1面等が発見されている。時期は古

代から近代で、特に室町時代の遺構群は、館跡を形

成している。

第 1節発掘調査の概要

第 2項北側調査区

北側調査区は県道今井・前橋線の北側部分の台地

部分と一部低地部分を含んだ調査区である。この調

査区で発見されている遺構は、住居跡69基 ・掘立柱

建物跡 1棟 ・溝状遺構21条・土坑173基・窯跡 5乃至

6基であった。

台地部分は表土層の層厚がやや薄く、概ね地表面

下30cm程で確認面であったが、浅い部分では15cm程

度の状態であった。このため、確認面全体に攪乱が

斑状に覆っている状態であった。この状態は重複す

る遺構の場合、その新旧の検証は困難な場合が多々

あった。また、顕著な攪乱の場合、 67号住居跡の如

＜攪乱の中から残存部分を見出さなければならな

かった場合もあった。

調査区内で最も顕著だった攪乱は切土された部分

である。この切土部分は、調査区内を過ぎる公道の

北側では幅15m長さ50m深さ 3mに達する750m冴

が採土されていた。採土を見ていた地元の人の話で

は、完形の壺等が出土していたことを目撃したよう

である。また、公道の南側では、幅50m長さ35m深

さ2mに達する1,750mが採土されていた。この双方

の面積は2,500rri竹こなり台地部分の約30％に当たっ

ている。概算ではこの部分で消滅した遺構、取り分

け住居跡は30軒相当に達することが試算される。こ

のことから、本来なら、当遺跡で発見されたであろ

う住居跡は推定で100軒前後と推定される。限られた

範囲ではあるが、比較的密度の濃い遺跡である。

低地部分は、調査区に該当する部分は、殆ど土地

改良等により採土されことが所見として得られた。

このことから、当該部分は低地という地形概念では

なく、台地部分の裾部に相当していたことが判明し

ている。この低地部分では住居跡 2軒 ．掘立柱建物

跡 1棟 ・溝状遺構 4条 ・埋設土器 2基 ・土坑17基が

発見されている。

なお、今次の報告では、地図上での地形と所見と

の混用を避けるため、当該部分を低地部分として諸

事に当たらせておく。
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第4章 富田漆田遺跡の発掘調査

第 2節発見された遺構の概要

第 1項南側調査区

溝状遺構

溝状遺構は55条が発見されている。

発見されている溝状遺構には大きく三者の在り方

がある。 2 • 4号溝に代表される中世館跡の構造を

構成する溝状遺構。 5(28)号溝 ・16(29)号溝の平行

走行する道の側溝と考えられる溝状遺構。 10• 11 • 

19号溝に代表される耕作に伴う施設の一部と思われ

る溝状遺構である。

前者の中世館跡の構えに当たる 2• 4号溝は内郭

の諸遺構を備えている。

中者の道の側溝と考えられる溝状遺構は、大泉坊

川の下流域から右岸沿いに上り、地形的に大泉坊川

側に突出部分で立ち上がっている。時期は古代で、

埋没時期は10世紀前半頃と考えられる。

後者は地形上水田跡耕作に伴う水路等が主体と考

えられる。 19号溝では、水路の堰と推定される遺構

も出土している。

住居跡

住居跡は 2基が発見されている。発掘調査段階で

は3基であったが、同一住居跡を 2基と看倣してい

る誤認を整理所見として得た。時期は古墳時代後期

5世紀末と考えられる。

掘立柱建物跡

中世館跡の内郭に当たる南東部分で 7棟が発見さ

れている。調査上の都合により、東西に分別しての

調査を余儀なくされたため、調査時の確認と整理の

所見が若干異なっている。遺構写真は発掘調査時の

設計計画線が引いてある。

また、掘立間での切りあい関係が認められること

から、内郭の変遷を知る上では重要な状況である。

井戸跡

井戸跡はやはり中世館跡の内郭で 9基が発見され

ている。地形上、湧水層が比較的浅かったことから、

井戸跡の深度も1.5m以内である。 C3 • 4号井戸は

C 3 • 5号掘立と重複する位置関係にある。館跡の
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内郭の変遷を知るためには重要な状況である。

土坑

土坑は158基が発見されている。大半が中世館跡に

伴う柱穴状の小規模方形ピットである。

遺構の分布状態は、館跡 ・住居跡 ・井戸跡 ・土坑

は、台地縁辺よりで、住居跡は台地の裾部分に当た

ると考えられる。館跡は台地の裾部分あたりから堀

を構え、台地に向かって「コ」の字状の構えになり、

諸施設は台地の裾の末端から、低地に移行する部分

あたりに相当していたことが推定される。

第 2項北側調査区

溝状遺構

溝状遺構は21条が発見されている。

低地部分では南側調査区で発見されている、第 4

号溝状遺構と同一と判断した18号溝が発見されてい

る。この双方の遺構が「コ」の字状に台地部分の縁

辺に区画部分を構成している（前項参照）。この第18

号溝状遺構の東西走する部分は露呈出来たが、南北

走する部分は県道に至近であり安全確保のためと、

連接する水田耕作地には既に田植えが済んでいたた

め、可能な範囲を部分的に調査したが、壁の部分的

な立ち上がりしか露呈出来なかった。

この他、 19~21溝が発見されている。土地改良以

前の地形に沿う状態である。遺存は不良であった。

台地部分では、西側斜面で地形に沿い第号溝状遺

構が発見されているが、執れも覆土は近 ・現代のも

のであった。こと14号溝は、土地改良直前まで機能

を果たしていた様子で、埋土内には土地改良直前に

廃棄されたビニール製飼料袋が大量に発見されてい

る。東側斜面では12号溝が地形に直行する状態で発

見されている13号溝は地形に平行する状態である。

前者は平安時代、後者は古墳時代であった。

住居跡

住居跡は縄文時代 1 基 ・ 古墳時代 4 基 • 平安時代

63基の計69基が発見されている。この中で、縄文時

代の63号住は、炉跡のみの発見であった。炉跡は後

代の倒木に伴い巻き込まれ、倒木跡内部で倒立に近



い状態で発見されている。古墳時代の42号住居跡は

一辺8.4mを計る大規模な構造である。平安時代の住

居跡が多く重複して発見されたが、貴重な資料にな

ると考えられる。平安時代の第11号住居跡からは輔

櫨を据えたピットが発見されている。この住居跡は

須恵器工人のエ房を兼ねた住居跡であった。

総体的には平安時代の住居跡が主体で、特に 9世

紀前半～10世紀中頃の時期に集中している。

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は低地部分で発見されているが、確

実な形状ではなく 2間X 2間の対辺が未発見であっ

たため蓋然的に認定した。このほかでは掘立柱建物

跡を構成する柱穴と判断できる土坑も発見されてい

るが、周辺部精査を周到に実施したがそれ以上には

発見出来なかった。

窯跡

窯跡は台地鞍部で須恵器工房の11居住居跡の至近

の位置で第 1~3 • 5号窯跡 (2号窯跡はA・Bの

2基）と、東側斜面部で第48号住居跡に切られて状

態で計第 4号窯跡 6基の窯跡が発見されている。こ

の窯跡は、登窯とは異なる構造の土坑状に掘り窪め

た「焼成遺構」とも呼ばれている遺構と同様の構造

で、県内でも初例で貴重な発見であった。

そして、この内の第 5号窯跡は、遺存状態が比較

的良好であったので保存工事を試みた。しかい、現

地での保存には可能性が見出せなかったので、樹脂

により型取りして模型として保存を講じた。現在は

当団で保存・管理している。

土坑

土坑は173基が発見されている。時期の内訳では、

縄文時代 2基 ・古代基・中世18基（柱穴状）である。

これらの中で、低地部で発見された169• 170号土坑

は、他の土坑と異なり焼土を伴う土坑で、 169号土坑

は、壁 ・底の全体に被熱した粘質土を厚さ 2~3cm 

程で貼り付けている。一方、 170号土坑は焼土・灰が

多量に混入していた。この 2基以外は通有の「土坑」

で性格付けに寄与する状況等は無かった。

第3節 南側調査区で発見された遺構 ・遺物に就いて

埋設土器

埋設土器は 2基が発見されている。出土地点は低

地部と台地部分の界辺りで出土している。

また、埋設土器の発見された部分から南東方向に

向かい、縄文時代の文化層が認められ、周辺部に同

時期の住居跡が存在していた事を示唆している。

第3項旧石器時代の試掘調査

旧石器時代の遺跡試掘調査は、図ー8に示したトレ

ンチを設定して調査した。トレンチの設定方法は、

1グリッドに対して 4mX2mの試掘坑を設定した

が、これはすべてのグリッドが対象ではなく、 7ヶ

グリッドに対して 1ヶグリッドの割合とした。計算

上では、 8m竺 (25m以 7)=0.0457％の比率で設け

た（岩崎方式）。しかし、設定位置の諸条件によって

は安全確保を優先、付加条件により未実施にした箇

所もあり、全てが上記策ではなかった。

この方式により富田漆田遺跡では51グリッド、富

田下大日遺跡では92グリッド。合計143グリッドを調

査した。（図— 9 参照）

第 3節南側調査区で発見された

遺構 ・遺物に就いて

第 1項溝状遺構

溝状遺構は55条が発見された。その半数以上は、

灌漑と田畑の区画が目的の水路と考えられる。

時期は、古墳時代までさかのぽるもの、As-Bを年

代の下限とする古代のもの、江戸時代天明頃を年代

の上限とし、土地改良時まで使われていたものに区

別することができる。

この変遷からは、大泉坊）IIの流路沿いがまず開田

され、空白をはさんで台地上まで耕地に変えていく

様子が読み取れよう。

古墳時代までさかのぽれるものは、 A区にある54

号と55号である。水田を縁取るように作られ、分岐

と集水を繰り返して南下するものであろう。覆土に

は、時期判定の決め手とした FAが混入していた。
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図ー 9 旧石器・縄文時代遺構確認 トレ ンチ設定図（ 1: 1,600) 
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水田は、台地上の集落に対応させれば、前期までさ

かのぼれそうであるが、植物珪酸体分析の結果は否

定的である。前期は、想像するよりも狭い範囲での

谷地田であったろうか。むしろ、水田よりは、畑を

主体にした経営がなじみのある姿だろう。

古代は、弘仁九年の地震に関係したものと As-B

水田の水路とに分けられる。弘仁九年相当とは、洪

水砂らしい粗砂で主に埋まったものをさし、斜面で

ある B区と C区にある。その中で注目されるのは、

B区の34号から39号である。 As-B下水田耕作土を

剥いで発見したもので、適度な幅と深さに共通点と

特徴がある。等高線に沿って並んだ様子から、水路

と見るよりは、むしろ畑のサク跡と考えられる。類

例は、 C区の12号、 13号で、これらも粗砂で埋まっ

ていた。ただし、 As-B下水田とは前後関係がはっき

りとせず、むしろ可能性にとどまる。低地は水田、

台地とそこから延びる斜面は畑という構図である。

低地は抜け出せたものの、斜面は畑地優位という時

期である。

これら畑らしい上面にあるのが As-B下水田であ

る。水田の範囲は、古墳時代の河道沿い細々とした

ものから、大きく谷の幅にまで拡大する。画期をもっ

て出現した感がある。漆田遺跡の基盤の一つが水田

にあることはいうまでもない。これに伴うのが30号

と31号、そしてA区の一連である。 31号は、溜井に

はほど遠いが区画内の溜まりから、やがて筋となっ

て流れて行くのがわかる。特に造作はなく、地形勾

配を利用しただけのものである。ちなみに、 As-B下

水田は近世の19号あたりを境にして、上位面が段差

で区画され、下位が通例のアゼ区画である。このア

ゼと段は、荒砥川の西、狭い谷筋ではよく見られ、

例えばアゼが水稲で、段が陸稲というような作付け

を意味するのであろうか。今後の課題である。

As-Bが降下した後、明瞭な耕作の跡は発見され

ていない。 A区の低地では、As-Bだけでなく粕川テ

フラも堆積したままで、畑へと転換したか、しばら

くの間耕作を断念した状態が続いたと思われる。

その後、低地へと進出するのが中世の館である。

第 3節 南側調査区で発見された遺構 ・遺物に就いて

台地の斜面上段、館にしてはやや奇異な占地である。

鍵の手に発見された 4号は、外周をめぐる大溝で、

一方は県道をはさんで北に延び、残るもう一方は台

地上まで延びているらしい。

覆土からは、当初は水も流れる程度にあったもの

が、ノロが溜まり、いつか浅くなっていく様子が見

える。検出面の近くでは、 As-Aが混入している。こ

の頃には、大溝も当初の姿を失い、周囲に再度拡が

る水田用の水路と化している。覆土中位には、笠懸

町馬見丘産の多層塔や五輪塔などの中世の石造物が

ひとまとめに放り込まれていた。近くでは、堰や護

岸に利用されている。時代一新、おらが先祖とは無

縁な人たちによる、新田開発的な勢いがそうさせた

のであろう。しかし、見方をかえると、石造物は遺

構が稀薄な中世前半を埋める貴重な資料である。近

くに有力者の墓地、館はそれを遺産として継承でも

しているのであろうか。

土地改良前、現代にまでつながる溝は、南調査区

の全体で発見された。

溝は縦横に走り、道の跡まである。曲がり＜ねっ

たと表現されることが多いのに、直線的なのが印象

的である。若干のズレはあるものの、土地改良前の

地割は江戸時代天明年間の頃までさかのぼることが

できそうである。谷の幅いっぱい、一面田んぽとい

う景色である。

19号は、幹線水路である。谷筋の中心、斜面から

低地への移り際を見事南北に貫いている。いかにも

幹線らしく合流する溝が多く、分岐 ・合流のための

堰だけでなく、暗渠の水路や枡までがある。

第 2項住居跡

住居跡は古墳時代 5世紀末頃と考えられる 2基の

みの発見であった。また、北側調査区で発見された

5韮を含め、富田漆田遺跡では都合 7基が発見され

ている。

北側調査区では台地の東斜面に分布し、低地部に

移行する部分でも発見されていることから、南側調

査区の当該期での占地要件は同様であったとが判断
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される。

住居跡の構造は古墳時代の通有例にならってい

る。挿図には図住居跡の設計形を示したが、北壁側

の主柱穴P7.P叶ま対角線上に乗っていない。一方、

南側 P3 • Psは対角線上にある。このことは、主柱穴

の配置が長方形になることから、上屋構造が通有例

とはやや異なるのかもしれない。具体的な上屋構造

は不分明であるが、異なることには異なる状態で

あったであろうことを推測したい。

後述の富田下大日遺跡での傾向では、主柱穴 4本

は対角線上に配置されている。

第3項中世館跡

中世ピット群は南側調査区で多く発見され、北側

調査区でも一部で発見されている。発見されたピッ

トの総数は288本である。このピットの特徴は正方形

基調とすることであり、発見されても多くのものが

掘立柱建物跡等の具体的な遺構の解明に至れないの

が実態である。掘立柱建物跡はこれらのピットを現

地・図上で操作して建物の認定を行ったものである。

南側調査区では、 C区内に集中しているが、詳細

に見ると低地の縁辺側に縦列をなす西群と間隙で隔

てた状態の東群に分かれ、この東群では掘立柱建物

跡が 6棟発見されている。

北側調査区では、東斜面部の耕地整理と土採りさ

れた部分で少量発見されているが、旧状を推定して

も濃密な分布とは思われず、局部的に集中した程度

であったと思われる。

掘立柱建物跡群

掘立柱建物跡は南側調査区で 6棟が発見され、調

査現場と机上で配置 ・分布状況等を勘案して推定し

た。だが、中世ピットの分布域の東端側は、現市道

部分が発掘調査実施が出来なかった部分と、調査エ

程の都合上、調査が後行した部分が在ったため、掘

立柱建物跡群の全貌を一度に露呈出来なかった。

当該調査区での中世遺構、取分けC区を中心とす

る掘立柱建物跡等は、出土遺物から概ね15世紀後半

の約50年間の限定された時間内に構築されたことが
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推定されるものの、生活遺物の出土が極度に少ない

ことが特徴的な遺跡である。また、掘立柱建物跡と

重複する 3• 4井戸は、生活空間と重複するにして

も殆ど遺物の出土が無いことが特徴的である。

発見された 6棟の掘立柱建物跡は、全て30cmを一

単位とする「尺度」により建てられていることが判

明し、柱間は 7尺を基本とする二者の在り方が認め

られる。この二者は桁行を 7尺4間で共通するが、

梁側（妻）が 7尺 2間と 6尺2間乃至12尺 1間の二

者であり、前者をA群、後者を B群と便宜上呼称し

ておく。しかし、この双方の構造差異は、時間的経

過の中での変遷か、双方の性格差異による意図的な

造り分けかと推定される。また、これらの掘立柱建

物跡の中で、 1掘立の構造が特殊で、東側には規模

の異なる施設を付属させており、通有推定されうる

住居施設とは異なる特殊な要素が想定される。具体

的な性格は及ばないが、後述する掘立柱建物跡と井

戸跡との関係が示唆的である。

一方、切り合い関係は、 A群がA群同士で切り合

い、この切り合いに Bの一者 (4掘立）が加わる。

逆説すれば、 A群は井戸跡 2基含め一箇所で切り合

い関係が顕著で、 B群はB群同士での切り合い関係

は認められない。即ち、 A群での併存はありえず、

A・B群 2棟での併存が推定される。

主軸方位では、 1• 2 • 5 • 6掘立が同一方位が

認められ、 4掘立は前者よりやや東偏し、 3掘立は

逆に西偏しほぼ東西方向に構築されている。この中

で2• 6掘立は、妻を南北方向に揃え4.4mを隔てて

平行配置を採っている。又、 5掘立は 1• 2掘立直

行する方向である。

この状況から、 2• 4掘立の両者には計画性をもっ

て構築された事が窺われ、双方の構築意図から、 1.

5号掘立の併存が推定される。また、 5• 6掘立は

井戸跡配置位置に従うかの如くに認められること

と、周辺遺構の状況から、井戸跡は当該掘立柱建物

跡群に伴う考える点に妥当性が考えられ、 3井戸が

5掘立に、 4井戸が 6掘立にそれぞれ帰納すると考

えられる。そして、このことから 3• 4掘立と 6井
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戸という相関関係が推測される。

ここで改めて新旧関係を考えれば、 1掘立に代表

される特殊な状況が建物自身に附加されてのこれら

掘立柱建物跡が構築されているならば、当初は 1.

5掘立と 3井戸の構成で構築され、次いで 2• 4掘

立と 4井戸、最終段階は 3• 4掘立のどちらかが先

行したであろうが、指向方向の点で 4掘立 6井戸そ

の後に 3掘立と続いたと推定しておきたい。この結

果、第 1~3 (3 • 4期）期ごとに示したのが図ー10

である。

当該掘立柱建物跡群は 1掘立と掘立柱建物跡内に

井戸を伴うことから通有の掘立柱建物跡と在り方が

非常に異なっている。このことは、出土遺物の様相

にも認められ、生活遺物が少ないのにかかわらず（大

半の中世遺物は図化掲載した）、同安窯系・竜泉窯系

青磁の出土が目立っている。これらのことから類推

されようことは不確定要素が多すぎることから、今

後の周辺遺跡の遺構実態が明瞭になってから再考し

たい。

柵列跡は 4条が図上で認められた。しかし、指向

方向からは、掘立柱建物跡に伴うと考えられるのは

4柵のみである。だが、この 4策も 3本のピット等

間隔で直線配列ということで認定したが、不分明な

点が多い。同様に、 1柵は東側で離れて発見されて

いる。だが、周辺遺構が未発見なことからすれば、

何らかの意図の元に構築されたことが推定されるも

のの、具体的な性格には言及し得ない。 2• 3柵は、

掘立柱建物跡群の東側で重複する状態で発見されて

いる。 2柵は 8尺3間分でやや長く、 3柵に連続す

るかの状態であるが、 3柵とは柱間が異なるため別

扱いにした。しかし、この 2• 3柵は、掘立柱建物

跡群とは指向方向が異なり、且つ重複することから、

掘立柱建物跡群との関係は希薄と考えられる。

館跡の時期は、出土遺物から15世紀後半頃と考え

られるが、 13• 14世紀の石造品の出土もある。前身

遺構の存在も窺える。

32 

第 4節北側調査区で発見された

遺構 ・遺物に就いて

第 1項溝状遺構

溝状遺構で特筆出来るのが前述した18号溝であ

る。館跡の外堀の機能を備えている。前節を参照し

ていただきたい。

12号溝は溝底面が非常に堅緻であったことから、

道の機能を有していたものと思われる。一方、南側

調査区では地形沿いに道跡が発見されている。この

道跡は台地の法面を登る状態で消滅している。この

状況と 12号溝の状況を合わせて考えれば、当時、当

該地域では、道は谷沿いから集落に上がる里程が推

定される。

13号溝は覆土の色調と状態から古墳時代に構築さ

れた遺構であることが判断できる。この溝状遺構の

下位には、 2基の同時期の住居跡が発見されている。

方向も住居跡の辺と平行する状況であることから、

双方は同時に機能していたことが推定される。その

必然性は、斜面に住居を構築することにより台地上

位側からの雨水処理の必要性が想起され、恐らく、

住居に雨水などの侵入を阻止する目的で構築された

ものであることが推定される。

19~21号溝は部分的な残存なため明確な状況が分

からないが、走行状況から地形に沿っていたことが

考えられる。そして、覆土の状況から水田等への給

排水溝とも考えられないことから、やはり、当該溝

状遺構も谷地に沿って造られた道に関わらんことが

推測される。

第 2項住居跡

住居跡の存続時期と廃棄時期

住居跡は 9世紀～10世紀頃の時期が主体を成して

いる。これらの住居跡が時期毎にどの様な構造が

あったのか考えてみたい。方法として、住居跡の主

要構成を成す鼈 ・傍竃坑の在り方と出土遺物の傾向

により特徴を見出してみたい。

住居跡の出土遺物は住居跡の廃棄段階での日常用
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具の一部や、住居跡が埋没過程の諸段階で投乗され

たか、何らかの理由により廃棄されたか、置かれた

かであるが、この出土状況に就いては従前に置いて

緒論があったもの、住居跡本体の自然埋没 ・人為埋

設かの判断や、その過程 ・経過が分明に成らない元

での分析には疑義が生じていると考えている。しか

し、具体的な状況分析が出来得ない資料内容である

ことが究極の限界を示している。

ここでは、出土遺物に就いては、ある程度の住居

跡の廃棄時期を得るための資料として扱い、遺物と

しての個々の検証は実測図及び観察表等により判断

願いたい。

富田漆田遺跡で発見された住居跡の出土遺物、特

に土師器甕 ・羽釜には図ー14に示した傾向が認めら

れ。一方、住居跡の形状 ・鼈の特徴（住居形態）を

出土遺物の傾向から序列化させたのが図—11~13で

ある。また、住居跡の要件を一覧化させたのが表ー 4

である。

鼈

竃は東側の壁に備えるのが通有である。この東壁

に備えるとしても 、どの位置に備えるかが時期推定
註 1

の大きな指標でもある。

竃の設置は広義の東壁側で、壁長の中心より南東

隅との間に設置するのが殆どである。この限られた

部分でも、 9世紀初頭頃は壁の中央に設置されてい

るが、時期が下がると南乃至南東隅部に寄り付いて

いく、そして、 11世紀前後の頃に至り、隅部部分に
註 2

対角線方向に突出させる状態で鼈を構築している。

この富田漆田遺跡で発見された住居跡の竃で特徴

的な実態がある。この特徴的な実態を示しているの

が4• 17 • 38号住である。

第4号住居跡の鼈

4号住の竃は、比較的長い燃焼空間の中央より焚

口側に、燃焼空間を遮る様に礫を据えている。この

据えた礫より焚口側は、壁面補強等が周到に行われ、

出土遺物は、礫により遮断した部分から煙道までの

部分では、殆ど出土遺物は認められず、この焚口部

分に集中していた。

このことは、礫で燃焼空間を遮断し燃焼効率高め

る意図があったことを物語っている。

第17号住居跡の鼈

17号住の竃は、箱状に掘方を持つ燃焼部を礫で補

強し、中央部より若干奥壁よりに左右一対の支脚を

備えている。この支脚は並架式の器設であることが

判断できる。燃焼空間の状況は、上記に 4号住の閉

鎖した燃焼部のより具体的な構造として当該住居跡

の構築時掘方に現れていると言い得る。

第38号住居跡の窟

38号住の竃は、廃棄段階直前の竃の使用状況が具

体的な形として現れている。竃には羽釜が使用時の

まま並架されており、羽釜を除去するとやはり、 17

号住で認められた支脚が並架を目とした状態で出土

している。やはり、燃焼空間は羽釜を据えた直ぐ後

ろで立ち上がっており、 4• 17号住の燃焼空間の特

徴が顕現している。また、この38号住の場合は、構

築当初の位置から据換え南東隅部にやや寄った部分

に再築している。これは、中央よりから南東隅部側

への変遷が辿れる。

鼈の設置部位と傍鼈坑

竃の設置部位は東壁中央から南東隅部までの間で

ある。この設置部位の選定は住居の構造上大きな問

題を内包している。通有、南東隅部には「貯蔵穴J

と呼び習わしている土坑状の掘り込みがある。嘗て
註 3

筆者が「傍竃坑」と定義した施設である。この傍竃

坑は鼈が南東隅部に近づき消滅し、消滅後新たに南

西隅部にやや小ぶりで深目の土坑状の施設が出現す

る。この様に竃の位置は住居内空間の利用に大きな

影響を与えているものと推測させる。

傍竃坑の形状は円形 ・隅丸長方形 ・不整形の概ね

三者であるが、執れも浅い土坑状であることが特徴

である。まれにやや深目に掘り込んだものがある程

度である。当該の土坑状の掘り込みを「貯蔵穴」と

するには深度不足であろう。貯蔵穴とする積極的な

根拠は示されたことが無いと思われる。

17号住では、南東隅部の傍竃坑は失われ、南西隅

部のみに小規模な土坑状の掘り込みが認められる。
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住居跡と出土遺物
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27号住（形態は49号住に類似）
平面形状は均整が取れている。

鼈は東壁中央よりやや南東隅部寄り。

傍寵坑は隅部から離れ細い柱穴状。

遺物が少なく須恵器塊類が増える。

こ

49号住
平面形状は均整の取れた正方形基調。

壁溝が東壁以外を巡る。

竃は燃焼部幅が広く奥壁まで深い。

傍鼈坑は南東隅部から中央部が寄っている。

出土遺物は良好ではない。

土師器坪は全て丸底。口縁部長が短い。

土師器甕は口縁部が緩やかに外反して立ち上がる。器厚の
均厚化が認められる。頚部直下は横位の箆削りが認められ
る。

須恵器高台付坪と蓋はセットである。坪は丸底。蓋の端部
は短く尖る

47号住（45号住に切られる）
平面形状は正方形基調。隅部に丸味が出てくる。

壁溝は部分的だが、全容は不明。

鼈は東壁中央程で、燃焼空間の幅は広い。袖は屋内側に大き
＜延びると思われる。

傍鼈坑は南東隅部に寄り。

出土遺物は良好ではない。

士師器坪は丸底。口縁部が長くなる。

土師器甕は初期「コ」の字状口縁。内面にも頚部が明確に認め
られる。

須恵器坪は底部回転糸切で径が広く器高も高目。

45号住(47号住を切る。住居3棟世代の時間差がある）
平面形状は比較的均整の取れた矩形。

東壁以外では壁溝を巡らす。

寵は東壁中央よりやや南東隅部に寄り、燃焼空間は広い。

出土遺物は甕類が不足。土師器坪は丸底であるが平底の傾向
が認められる。口縁部は長くなる。

須恵器坪は底部回転糸切で径が広い。

栃木三霧産と考えられる須恵器塊が出土している。

ロ
観重と端上の

冒
[図ー11 富田漆田遺跡住居跡段階別分類因（住居跡 1/120・遺物 1/ 6) (1) 
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住居跡と出土遺物
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産が主体。
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竜は据替えが顕著。

鼈は、改築に伴い、
隅部側への移動。

燃焼空間の狭窄化。

煙道の立ち上がりが
低い位置から溝状。

右袖は南隅部の一
部になっている。
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階での位置。実際に
は埋設されていた可
能性がある。
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なVヽ0
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のエ具を多用。沈線
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0934 

図ー12 富田漆田遺跡住居跡段階別分類図（住居跡 1/120・遺物 1/ 6) (2) 
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住居跡と出土遺物
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17号住 隅部が丸みを帯びた横長方形。

寵は東壁中央より南東隅部に寄っている。燃焼空間は並架の空間
を保っている。袖は小さく屋内側には若干突出する程度。

傍鼈坑は無く、南西隅部に所謂「貯蔵穴」を備える。

土師器坪は認められない。土師器甕・鉢類は器厚が厚い。

須恵器坪・坑類は、腰部に丸味をもつ器形。

羽釜は非輔櫨と輔櫨製品。前者は吉井型の写しか、沈線を施す。

住No 伊 呂 時期 住No 伊 呂 時期 住No 伊 I 呂 時期 住No 伊 I 呂 時期
漆 l住 w 9後 漆 31住 w 4 9後 漆 61住 VII? 6? 10前 下 25住 W~v 5 10前
漆 2住 3 9中 漆 32住 V 4 9末10初 漆 62住 ＊ ＊ 5中？ 下 27住 9後？
漆 3住 V? 2 9末10初 漆 33住 4? 9中？ 漆 63住 ＊ ＊ 加曽利E3 下 29住 VII 7 10中
漆 4住 V 4? 9末10初 漆 34住 w 3 9中 漆 64住 V 5? 9末10初 下 30住 w 5 9末10初
漆 5住 V 3? 9末10初 漆 35住 5 9末10初 漆 65住 III 3 9中 下 31住 V 6 9末～10前
漆 6住 III 9前 漆 36住 IV 3 9中 漆 66住 V 5 9末10初 下 32住 V 6 10前
漆 7住 9後～10初 漆 37住 V 3 9末10初 漆 67住 3 9中 下 33住 V 5? 9末10初
漆 8住 VI 5・6 9末～10前 漆 38住 VI 6 10前 漆 68住 ＊ ＊ 5末 下 34住 w 3 9中
漆 9住 w 4 9中 漆 39住 IV 3 9中 漆 69住 V? 3? 9後？ 下 40住 V? 5 9末10初
漆 10住 4 9後 漆 40住 IV 3 9中 住No 伊 呂 時期 下 42住 v~VI 6 10前
漆 II住 w ? 4? 9後10初 漆 41住 4以前 2? 9前？ 下 5住 w 3 9中 下 43住 10前
漆 12住 6 5? 9後～10初 漆 42住 ＊ ＊ 5中 下 6住 w 3 9中 下 44住 IV? 9後？
漆 13住 w 3 9中 漆 43住 10前？ 下 7住 9前？ 下 45住 ＊ ＊ 6中
漆 14住 9中？ 漆 44住 9中？ 下 8住 VM 5? 10中 下 46住 ＊ ＊ 6中
漆 15住 V 4 9後 漆 45住 III 9前 下 9住 VI 6 9末10初 下 49住 VI 5 9末10初
漆 16住 5 9後～10初 漆 46住 2 8後 下 10住 V 5 9末10初 下 50住 VN 7? 10中
漆 17住 VIII 8 10後 漆 47住 II 2 9前 下 11住 V 5 9末10初
漆 18住 9後～10初 漆 48住 m 3 9中 下 12住 V 6 10前 伊：住居跡の形態変遷の段問
漆 19住 V 5 9末10初 漆 49住 I l 8後 下 13住 V 5 9末10初 下大日遺跡も漆田遺跡の
漆 20住 VIl 8 10中～10後 漆 50住 ＊ ＊ 5中 下 14住 ＊ ＊ 9~10頃 段階分類に読み替えてあ
漆 21住 5? 9後～10初 漆 51住 ＊ ＊ 5中 下 15住 6中
漆 22住 5? 9末10初 漆 52住 3 9中 下 16住 V 9末10初 呂．士師器甕の段階変遷。
漆 23住 2? 9前？ 漆 53住 9末10初？ 下 17住 V 4 9後
漆 24住 9後～10初 漆 54住 4? 9後～10初 下 18住 V? 3? 9中 時期の数字は世紀を表す。
漆 25住 VI 6 10前 漆 55住 10前？ 下 19住 ＊ ＊ 6中
漆 26住 w 4 9末10初 漆 56住 V 4 9末～10前 下 20住 ＊ ＊ 6中
漆 27住 w 3? 9後 漆 57住 w 3 9中～10初 下 21住 4? 3 9中
漆 28住 W以前 2? 9前？ 漆 58住 4? 9後 下 22住 ＊ ＊ 6前
漆 29住 VI 10前 漆 59住 9中？ 下 23住 9後？
漆 30住 4 9後 漆 60住 VIII? 5 10中 下 24住 IV~v 5 10初前後

る。

表ー 4 富田漆田 ・富田下大日遺跡出土住居跡段階 ・時期一覧表
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註 4

最も新様な形態である。

この竃の設置部位は時期が下がるに連れて南東隅

部側に寄る傾向が指摘できる。

住居跡の各段階の時期

住居跡の時期を計る考究手段は出土遺物に拠ると

ころが大きいが、出土遺物とは、住居跡が廃棄され

る直前から廃棄後に残された物、或いは、埋没段階

で混入（廃棄 • 投棄）である。厳密には、住居跡の

時期とは異なり、住居跡が廃棄された時期である。

住居跡は或る程度の期間存続していたにもしても、

その期間を割り出すことは不可能に近い。

通有、廃棄時の出土遺物だけでその住居跡の時期

を推定しているが、出土遺物も各住居跡毎に条件は

異なり、鼈 ・傍竃坑 ・床面上 ・覆土内等様々な出土

状態の遺物から推定している。条件に因っては危険

な状況や、出土遺物が得られない場合等付帯条件が

ある。出土遺物は「出た」という事実の内面には、

「住居跡廃棄時の残り物」「埋没段階で廃棄 ・放棄」

された「物」である。方法論として、出土遺物自体

も系統観を以って分類し再度遺跡内全体で分析を試

みなければ、答えは「当たっている」のであろうが

「合っている」とは評価し難い。

一方、住居跡の構造や竃等（形態）から出土遺物

を観ることがなくとも、住居跡の時期の推定は可能

である。また、住居跡の形態は構築当初の姿を留め

ていると仮定するなら、住居跡の形態分類とその変

遷から、住居跡の形態による住居跡の時期設定は可

能であり、形態毎の出土遺物（廃棄時）の内容から、

住居跡の構築段階と住居跡の廃棄段階を推定するこ

とにより、その住居跡の理論上の存続期間を推定す

ることが可能となる。

集落内の動態を知る大きな手掛かりと成り得ると

考えられ、これにより、集落内の変遷、特に当遺跡

の場合は、須恵器生産の時期 ・意義付けがより明確

になると考えられる。

この住居跡形態を分明にすることと、廃棄段階で

遺物の様相により 、住居が構築された段階から廃棄

される段階の期間がおぼろげながらも明らかに出来

第4節 北側調査区で発見された遺構 ・遺物に就いて

る。この住居跡形態と遺物により得られた時間幅を

「看倣しの存続期間」としておきたい。表現的には

「頃の住居跡」となる。

嘗て、上野国分僧寺 ・尼寺中間地域 ・中里見原遺

跡の報告で、住居跡の形態による遺跡内の変遷を考
註 5

察している。

図ー11~13は、この方法により住居跡の形態分類と

変遷を第 I段階～第VIII段階に分別して示したもので

ある。特徴等に就いては図中に記した。

図ー11~13の分別は時間の推移を想定しているが、

第III段階と第IV段階は同時乃至逆転も考えられる。

この第III段階の指標とした45号住は、前段階の指標

とした47号住と直接の重複関係にあることと、出土

遺物の様相が第IV段階の出土遺物間に隔たりを感じ

たことにより先行段階とした。しかし、第IV段階の

傍竃坑は第 1段階の傍竃坑の形態に類似する要素を

含んでいる事と、第IV段階の竃の設置位置が壁中央

～隅部寄りで、設置位置の幅が有り過ぎる事が。形

態としては、第IV段階は第 1段階の直接的な系列種

の可能性がある。

第 1段階→第II段階→第III段階→第V段階→

第 1段階→第IV段階→第V段階→

の並行関係であったことも推定され、単純ではない

状況も推測される。

出土遺物

出土遺物では、通有例同様に土師器 ・須恵器類が

ある。特に、当遺跡と富田下大日遺跡では、土師器

甕が比較的良好な出土を得ている。また、須恵器で

は、当遺跡で生産された「漆田産」の製品が一時期

配分されている。この漆田産が配分された住居跡が

同時期の住居跡と看倣される。

今回の報告では、上述の土師器甕を基準に出土遺

物の時期傾向を探った。この理由は、土師器甕 ・漆

田産以外の遺物の生産地が多岐に及ぶため、傾向把

握が困難と予見しての事で、このためある程度推定

可能な土師器甕を主眼に据えた。

当該期の基準にした「コ」の字状口縁の土師器甕

は図に系統観と器形 ・成整形の変化を示し、併せて
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口
第1段階 （ここ三疇 予男厚寄磨讐古嘉音占留ぷ
8世紀後半 ＼＼配 ＼ 部）による成整形が目立つ

撫で肩の器形 怒り肩の器形

ーー摺言：
嘉

............................................... 

「コ」の字状□緑の生成
—— '̀ 理由•原因は不分明第2段階

9世紀前半

第3段階
9世紀中頃

第4段階
9世紀後半

末期の「く」の字状□縁

住

66
ー

゜

3 

゜の増加

已退化期の「コ」の字状D

「T」字状箆削りの出現

疇喜 富田漆田・富田下大：二：「：」師の：:~：甲釜類
古代多胡郡および同周辺地域製産
乃至技法的に系列と看倣せる「コ」の
字状口縁士師器甕は、「撫で肩」の如
＜肩部の張りが極弱い。同様な「撫で
肩Jの分布は山田郡側にも及んでい
る。肩が枯れ、胴部はフックラ気味の
器形状を呈する一群の器形。

ー?=J／漆47住
1045 

発生期の「コ」の字

39 
09 

盛期の「コ」の字状口縁

こ竺三可
既退化期の「コ」の字状口縁 ： 下24住............................................... 0244 

第2段階：頚部が出てきている。内外面では頚部
が意識された成整形が認められる。

第3段階：直立気味に立ち上がる長い頚部。
直立気味に立ち上げた口縁部の上半部に、外面
側に回転箆撫をかける。箆の作用部を支点に、ロ
唇部側を引き上げながら外反させる。これにより「
コ」の字状口縁が表出される。このため、口縁部上
半部は薄く、下半は厚みがある。支点は外稜を表
出。この技法は第5段階まで認められる。

第4段階：全体に胴部の張りが強くなる。器厚が
厚くなる。「コ」の字状口縁の表出技法は前段階か
ら継続している。

第5段階：「コ」の字の表出が弱くなる。口縁部の
上半部・下半部の境に棒状工具による回転撫で
整形が目立つ。口径比も前段階より増加もする。

第6段階：「コ」の字状口縁は最早形骸化した如く
になる。頚部・ロ縁部には棒状工具の多用が目立
つ。胴部下半から張りが強くなる。全体に器幅が
増え、口径比も増加。器形全体に大形化する。

第7段階：器厚が厚くなる。箆削り成整形が極度
に減少。箆撫で整形仕上げが増大。口径比も増
加し、器種が鉢類化する。

第8段階：鉢類化への変化。最大径が口縁部に
なる。器厚は厚く、箆削り成整形は姿を消すかの

ゞ‘~-
ー ＝唸喜 如くで、箆撫で整形主体。

□三5:
言 ：讐 ｀` 声□：部漆；巳

怒り肩の器形の「コ」の字状〇縁

古代新田郡から勢多郡（中央部）にか
けて、頚部が長く直立し、口縁部の各
境は棒状工具・箆小口等で強く外稜
を表出し、肩部の張り、胴部の丸味が
やや少ない器形の「コ」の字状口縁甕
が出土する。「撫で肩」と相対する一
群である。全体量では「撫で肩Jが多

し‘

薄作りの甕の最終末の段階

土師器甕類は本図に示した8段階の区分の変遷
特徴が認められる。

邑段階の特徴の概略は図中に註書きした。

第1段階： 「＜」の字状口縁の段階を総括。
漆3住0596は口縁部の上半部を引き上げながら
撫で整形を施している。このため、 上半部と下
半部境には 「くびれ」が生じている。後続の「
コ」の字状口縁の基本的な成整形方法が認めら
れる。

第6段階
10世紀前半

終末期の「コ」の字状口縁•••••••• •••••••• •••••••• ·•······•·•············ 

言喜中頃｀ ▽9。I万讐

二
漆38住

0908 
------------------------
同一工人乃至同
系列のエ人の製
作

漆38住
0915 

棒状工具の多用化

口径比増加

器厚の増加

作りの上下二
段工程の消滅

器外面整形が箆
削りから箆撫で

漆17住 整形主体に変化
0712 

竺心
漆19住

0722 
鉢形化

第8段階

10世紀後半

この段階以降、 「定形」として

の発展形態は認められない。 ＼怜嬰'|

漆071

｀｀口汀咤喜
径比増加

漆31住

冑
漆19住
0726 

紐作り後、一気に
箆撫で整形で仕

--＇， 上げる如くの作り。

下 9住

0069 

棒状工具による沈線の回転引き 須恵器の羽釜は出士董が非常
吉井型羽釜の写しか に少ない。土師器甕の出士量

が多いのか。
漆17住

0714 

図ー14 富田漆田 ・富田下大日遺跡出土土師器甕 ・羽釜系統別段階図 (1/10) 



第 4節 北側調査区で発見された遺構 ・遺物に就いて

特徴の概略を示した。図ー14は富田下大日遺跡出土遺

物を含めて当遺跡の補完とした。

出土している土師器甕・羽釜類で、当遺跡での生

産が判断できるのは、第V段階の住居跡に伴う羽釜

である。 これらの羽釜は、 口縁部部と鍔部には輔櫨

使用の整形痕跡を留め、土師器甕の胴部に似た形状

と、器外面の整形状態である。器厚を薄くする意図

の下で器外面の箆削りが行われ、箆削りの特徴も土

師器甕の特徴を備えている。 そして、 もっとも顕著

な特徴として、土師器甕の如くに、胴部中央に上下

「ノ」字状箆削り
頚部直下・肩部・胴部・底部・底面の箆削り段階が認められる。
胴部は弓形の「ノ」字状箆削り。

．，里見原遺跡

は甕の持ち替えに伴う方向の変
部分。

2：上野国分僧寺・尼寺中間地域B区1号井

4：漆田2号住ー00579

中間地域例の胴部は、直線的な箆削りの間に弓形の「ノ」字状
箆削りが認められる。

5：中里見原遺跡18号住 6：上野国分僧寺・尼寺中間地域B区1

「T」字状箆削り

頚部直下・肩部・胴部・底部・底面の箆削り段階が認められる。
胴部は直線的な箆削り。 5の底面側平面では、箆削りは直線的
で常に中心に向かっている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・'''''・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

7：漆田8号住ー00650

l ・12：中里見原遺跡18号住
3：中里見原遺跡45号住
14：中里見原遺跡6号住

型羽釜

直線的箆削り

秋間型甕に典型的で
ある。また、羽釜で
は、秋間型羽釜 • 月
夜野型羽釜でも認め
られる。羽釜は糖櫨
成整形の器種に限ら
れる。輔櫨上のため、
箆削りの位置を常に
手前側（エ人の正面）
にもって来られる。自
らが動いての作業で
はなくなる。月夜野型
羽釜は総じて箆削り
は深く強い。 住

3

号

6

9
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8

 

ー
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図ー15 土師器甕に於ける箆削り成整形の三者(1/ 8) 
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第 4章 富田漆田遺跡の発掘調査

2段階の成形が行われていた事である。つまり、成

整形には土師器の技法が主体的に用いられているこ

とである。「漆田型羽釜」の固有名詞の設定も可能と

も思えるが、現在は当遺跡でしか確認できないので
註 6

別時に改めたい。

また共伴関係から傾向を窺えば、第VI段階 (38号

住）では、退化の始まった「コ」の字状口縁土師器

甕と非輔櫨羽釜が共伴している。土師器甕の器幅が

広がると、羽釜はやはり土師器甕の胴部に似た形状

になり、器幅の広がりと羽釜の器幅の広がりは軌を

ーにしており、何より、内面成整形の箆使いは双方

ともほぼ同様である。このことは、土師器甕を製作

したエ人と、非輔櫨羽釜を製作したエ人は、同一か

技法上の系譜が同一であったことが窺知される。

図ー14中に『「T」字状の箆削りの出現」』を記した

が、文中では説明を省いたので補足しておく。

従前から注意していたが、土師器甕の箆削りには、

大きく三者の在り方が有る（「ノ」字状箆削り ・「T」

字状箆削り ・直線的箆削り）ことを観察してきた。

この三者要件は以下のとおりである（図—15参照）。

1 :「ノ」字状箆削り

器面上で一定条件以外常に曲線状の箆使い

の軌跡を示す箆削りで、甕を手持ち状態で

行ったと推定できる。この箆削り中に甕削り

易い状態に持ち直した直後の箆使いの方向

は、甕の中軸に対して平行直線方向で、削り

を繰り返していくと徐々に曲線方向の箆使い

に成っている。平均 4~6回持ち直して全周

させ削る方法であるが、吉井 • 藤岡産の土師

器甕の場合は 5回の持ち直しが多い。当遺跡

の土師器甕箆削りは、残存が良好な個体が少

なかったが、概ね 4回が多い。

胴部上半から頸部直下にかけては、甕の左

下方に向かい削り下ろす箆使いで、甕の正面

から見ると（図上）「ノ」字を90度左に回した

方向で、器面上では右から左の方向になる。

2 :「T」字状箆削り

箆削りを手持ちで箆削りを行った場合は、

40 

常に箆削りを持ち直し、削りと同時位に小刻

みに甕を左回転側に回すか、回転台（輔櫨を

含む）上で甕を回しながら削るかであるが、

胴部上半と頸部直下の削りは、回転に平行す

る状態、口縁部に平行する、直線的な箆使い

の方向の箆削り（方向は器面上では左から右

で、 1の状態の逆位である）であることから、

1の状態での同部分の箆削りの軌跡とは異

なっている。「T」字状の箆削りは、口縁部と

平行する胴部上半と中軸に従う状態の直線的

な箆使いの動きからなる状態であり、多くの

場合は回転台（輔轄を含む）上での作業であ

る。

3 ：直線的箆削り

秋間型甕に特徴付けられる。輔櫨上で削る

ため、常に中軸に沿う直線的で同一方向（回

転軸方向）の箆使いによる箆削り。

以上の三者である。

この「T」字状箆削りの出現以前にも、時折「T」

字状の箆削りが施された土師器甕を散見している

が、概ね「コ」の字状口縁以降の土師器甕である。

各段階への年代付与、年代観であるが、土師器の

各段階の時期を特定できる資料・状況等に就いては

何ら出土していない。年代観に就いては、従前に於

ける年代観を勘案して推定した。

集落の構成

発見された遺稿で特徴的なものは、窯跡が先ず挙

げられ、この工房跡（11号住）も発見されている。

時期は 9世紀末から10世紀前半代に推定される。こ

のほかでは、異常なほどの熱処理を行っている10号

住は、竃の構造も大きく異なっている。しかし、一

体何に対してあれ程までに被熱処理を行ったのかま

では明らかに出来なかった。この様に、個別遺構で

の問題自体未解決な事の方が多い。

一方、当遺跡を擁する台地は、帯状で細く裾部分

は河川の蛇行により波状に削られている。また、調

査区の南側は一段低い状態で比高差は1.5m程あり、

南側調査区で発見されている 2号道跡が止まり、台



地上に上がる部分がこの段差の境辺りになってい

る。北側は調査区の背後で、台地が痩せた状態で細

くなっている。この間の距離は約300mで幅約100m

であり、恐らく集落の範囲はこの間に収まると推定

される。調査はこのほぼ中央部の25％程度が該当し

ている。この遺跡の推定域の25％という数値から、

遺跡総体の住居跡数を復元推定（第 4章第 1節第 2

項参照）すると400基程の数景が推定される。

当遺跡での住居跡の在り方は、第 I段階の 8世紀

台の住居跡が数軒程度しかなかったが、第II段階以

降には住居跡数が増大する事が窺われ（表ー 4参照）、

第VII段階以降は再び極度の減少傾向が窺われる。こ

の傾向は県内の当該期の通有例にほぼ等しい。時折

10世紀後半から11世紀前半頃の住居跡が集中する遺

跡（遺跡のなかの一部に集中する場合も有る）が、

この場合は、寺院跡の周辺または官衛周辺と思われ

る特殊遺跡としての傾向である。

上述した 9世紀前半以降の集落の膨張化は、内的

な人口増加が要因とは思われず、寧ろ、外的要因に

よる作為によって引き起こされたことが推定され

る。具体的には官衛主導による人の入植か、有力層

による私的な人の入植に類する事であったことが類

推され、浮浪逃亡民の集合と異なると考えられる。

南側調査区では As-B下水田跡が発見されてお

り、低地部にはかなりの面積で水田耕作が行われて

いたことが推定される。だが、発見されている水田

跡は廃絶された段階であって、耕作開始時期につい

ては現段階では不分明である。

9世紀段階での集落の膨張化は、この水田跡の耕

作（開田も含まれる）に関る事も推定の範囲の中で

あるもの、具体的物証に欠けている。

上述の遺跡の膨張化現象は、その要因に推定した

公 ・私の判断を推定する具体的な根拠は無く、現段

階では憶測を惹起させる程度である。だが、県内で

は通有例であることから、その背景には共通する要

因が内在していることは確かであろう。今後の周辺

遺跡での成果を鑑みて稿を改めたい。

第4節 北側調査区で発見された遺構 ・遺物に就いて

第 1項掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 1棟発見されたが、前述のとおり

確定し得る状態ではなかった。全体的に残りが悪い

のか、誤認である。

推定される 5本のピットは、既に耕作等の原因に

より失っていることを考慮して遺構認定を行った。

だが、軸の方位を住居跡と比較すると、 31住居跡し

か近似値を得る住居跡がない。

出土遺物は少量ながら認められているが、下位の

20号住の遺物が混入しているものと思われ、確実に

本跡に伴うと判断される遺物は無かった。

第 2項窯跡

窯跡は 6基調査実施になった。この 6基の内 4号

窯は48号住に切られていることから、時期は 9世紀

前半以前と推定される。一方、他の 5基は、 9世紀

末から10世紀前半代の年代観から、双方には 1世紀

以上の年代差が生じている。また、後者は焼成製品

が須恵器坪 ・塊類を主体生産物と判断しているが、

4号窯は製品が何であるのか現段階では不分明であ

るが、土師器であろう事は推定の内である。

焼造器種

ここでは 1~3• 5号窯の製品に就いて記してお

く。

発見された 1• 2 a • 2 b • 3 • 5号窯出土遺物

の中で良好な個体を一覧化させ、製作工房に当たる

11号住の出土遺物を併せて一覧化させたのが図ー16

である。

焼造器種には、坪 ・碗 ・耳皿・ 皿 ・坪蓋 ・甕が確

認できる。また、羽釜が直接には出土していないが、

住居跡出土例に当該窯跡産と推定出来るものが多

い。図ー16には〔 〕で括った住居跡が羽釜の出土住

居跡である。

この各窯跡で生産されたであろう須恵器が(2).

4 • 11 • (12) • 16 • (21) • 22 • 26 • 30 • 31 • 54 • 56 • 

64号住から出土している。

製品の特徴

当該窯跡群から出土した製品を観察すると、以下
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第 4章 富田漆田遺跡の発掘調査

の特徴が認められる。

坪類 ：体部はやや丸味を帯びる。外面輛櫨目が強

く、体部まで輔櫨回転で挽き上げ、口縁部は指

先にやや力を加え回転で挽き上げ、口唇部は短

く外反させている。このため、体部と口縁部の

境辺りには強い輔櫨目が生じている。内面は殆

ど全てが布乃至革で挽かれている。だが、器面

には砂粒が浮き上がり荒れた状態に仕上がって

いる事から、二次的に乾燥がやや進んだ段階で

の整形の可能性も考えられる（各図の拓景図を

参考にして頂きたい）。輔轄目は痕跡程度にしか

認められない。また底部は厚目である。

婉類：坪部の作りは上記の通りである。高台は坪

部の底部と腰部立ち上がる角に乗せ成形してい

る。

皿： 器厚全体が厚い作りである。高台はの作りと

同じである。

耳皿： 底部は厚目であるが口縁部にまで厚さは達

していない。

蓋： 1点のみの出土である。外面には鞘轄右回転

整形時に箆状工具の小口側を使い、回転箆撫で

整形を行っている。これによ器面には、細かな

条平行叩き痕を留めている

甕：比較的作りは薄い。輔轄条痕を顕著に残す事

から、何らかのエ具を宛てて成形した可能性が

ある。「トンボ」等に類似するような工具の使用

も考慮の範囲か。

胎土

胎土は陶土質の生地土(1種生地土）と粘土質の

生地土 (2種生地土）の 2種類が認められる。双方

共にシャモット等の混入物は認められない。生地土

を直接用いている。

この内 1種生地土は、工房 (11号住）の床面に張

り付くように薄く残存していた白色粘土と考えられ

る。この生地土を使用した製品には「A生地土」と

して観察表中に示した。この 1種は、当該地域では

賦存が見込めない生地土である。恐らく、他地域か

ら搬入された生地土と判断される。
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2種生地土は主体的な量に用いられている。欠点

として、耐火度が低いことが見込まれ、 2号窯出土

10-01232など数例に亀裂が生じている個体が認めら

れる。

この 2種生地土は、ローム土の粘土化したものと

考えられ、焼き上がり後の比重は軽目である。央雑

する鉱物には、火山ガラスの細片 ・微細な長石 ・角

閃石 ・輝石などが認められる。可塑性の弱い生地土

であると見られる。生地土の採取地は遺跡地の東側

低地部分の地表下約 1~1.5m程で、粘土化の進んだ

灰色に還元変色したローム土層を用いていると考え

られる。低地部の調査の折に地山土を掘削して確認

した。試料を採取して土器成形を試行したが、坪程

度は容易に成形出来ている。

焼成

焼成は土坑状に掘り込まれた焼成部で行われてい

る。焼成部の底面は橙～赤橙に酸化変色した部分が

多いが、部分的に灰色に還元変色している部分が認

められる。色調は中央 ・中央寄りが還元色調で、還

元色調の周縁に酸化変色した部分がドーナツ状に広

がっている。

この色調変化の様子から以下のことを推測させて

いる。

1 :製品には酸化焔・中性焔・還元焔焼成による

三者以上の色調を呈すること。

2 ：還元焔の被熱部分は空気を遮断された状況下

での所産であり、何らかの方法により空気の遮

断を行ったのであろう。

逆に製品からは、内外面に黒褐等の黒斑が多く認

められる。この黒斑は、焼成燃料と遺物が密接に重

なり合う力＼焼成時に動いたかにより、土器側に燃焼

中の燃焼材が寄り付いたと考えられる。これにより 、

土器側が吸炭しその後に焼成渦度が上がらなかった

ことにより器面上に黒斑として残ったと考えられ

る。出土遺物実測図中、当窯跡群以外の製品の須恵

器坪・塊に平面図を付し燻りの範囲を示した遺物は、

同様な焼成方法により焼成された可能性がある。

3 • 5号窯の底面奥壁寄りの部分には、主軸方位



に直行する方向で炭化材が出土している。太さは径

3~4cm程である。この炭化材はかなり太い幹を小

割にしたものが用いられている。燃料材が割合細く

感じられるが、実際には小割り材を用いている。炭

化に伴う焼き締まりを考慮しても、燃料材の幹での

直径は30~40cmであろうか。樹種は年輪及び年輪周

辺の導管の散在状態からクヌギ乃至コナラと考えら

れる。恐らく、周辺からの切り出しか廃棄される住

居等の部材をも燃料材にしたものと考えられる。

しかし、焼成は燃料材と焼成物をどの様に収めて

焼成したかが重要であるものの、実態は分明に出来

ない。ただ、内外面の黒斑や燻りの具合等からは、

正位での重ね焼とも考えられる。

また、焼成はある程度の時間は混度の維持も重要

である。当該窯跡群の燃焼部構造からは、地上面よ

り下位の部分で熱を留める様な方法を用いなければ

焼締られず、ここに何らかの方法が存在した可能性

が中央部の還元焔域が示唆している。

上述した空気遮断の方法は、何等かの被覆物を用

いることにより可能と推定され、久保田氏の説く所

の「覆い焼き」用いる「灰」等は現実性が高いと思

われる。だが、調査段階では「覆い焼き」も念頭に

置ぎ調査を実施したが、窯底面直上層は塊状焼土と

炭化物等が混在する土層が認められただけで、灰が

特に多いという所見は得られなかった。

推測の域は出ぬものの、燃焼効率と熱効率を上げ

る方法の存在は何等かの形で存在したであろうが、

調査では見出せなかった。今後の調査に委ねなけれ

ばならない事としておきたい。

時期

当該窯群跡の時期は、皿を含む焼造器種揃えから

開窯の下限は 9世紀後半と推定される。そして、当

該漆田産を共伴する住居跡の出土遺物からは 9世紀

後半でも末葉に近いと考えられる。また、窯跡群の

工房である11号住の形態からも同時期の推定がなさ

れ、発見された窯跡の数量からも世代を多岐に渡る

とは思われない。この点を考慮して時間的な幅とし

て9世紀末～10世紀初頭頃を当該窯跡群の時期とし

第 4節 北側調査区で発見された遺構・遺物に就いて

ておきたい。

系譜

通有例では、須恵器窯跡は登窯・筈等である。今

次の調査では、県内では初例となった「焼成土坑」

に類する形態である。しかし、構造を見ると前庭部

と呼称できる施設を伴っている。そして、確実に須

恵器を焼造していることから、当該遺構に対して

「窯」を付与した。

当窯跡群での製品には 2種類の生地土が用いられ

ていることを前述した。この生地土の 1種生地土は、

工人が何れかの地から搬入した生地土であることは

推定した。この何れかの地が何処かは分明ではない

が、 2号窯の製品を観察する限り、エ人自体の熟練

度は底径の不安定・厚い器厚から「未熟」に分類さ

れて可き習熟度である。このことは、 11号住のエ人

は1種の生地土を持ち込んだエ人に伝習されたか、

工人が 1種生地土で生産をしている「窯元」で伝習

し、その伝習先から持ち込んだかの二者択ー的に考

えて取れる。 2種生地土は 1種生地土を使い果たし

てからの生地土と推定されよう。
註 8

県内の古窯跡群は古代の郡制での分布は、多胡

郡＝吉井古窯跡群、緑野郡＝藤岡古窯跡群、片岡郡＝

乗附古窯跡群、碓井郡＝秋間古窯跡群、吾妻郡＝中

之条古窯跡群、利根郡＝月夜野古窯跡群、勢多郡＝

雷電山古窯跡群、新田郡＝笠懸古窯跡群・太田古窯

跡群、佐位郡＝笠懸古窯跡群、山田郡＝太田古窯跡

群・桐生古窯跡群が知られているが、近年の発掘で

伊勢崎市三和町舞台遺跡（佐位郡） （以下、舞台窯跡

群）では 9世紀の窯跡群の発見もあり、未見の小規

模窯跡群も山田郡・群馬郡域内に見込まれ、他地域

でも未見の窯跡・小規模窯跡群の存在は粘土の賦存

地域なら容易く想定される。

舞台窯跡群で生産された須恵器坪・碗類には、笠

懸古窯跡群・桐生古窯跡群・太田古窯跡群の製品の

作りに類似した「作り込み」が認められる（広義に

は栃木県を巻き込む渡良瀬川流域の共通するのかも

しれない）。特に笠懸古窯跡群では、佐位郡との大き

な関わりが存在することから、技術面での系譜は笠
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懸古窯跡群の範疇に含めて考えなければならない。

当遺跡の所在する勢多郡は、雷電山古窯跡群を擁

するが、実態が未だに知られていない。開窯は隣接
註 9

する新宮廃寺遺跡（旧称＝新宮古瓦散布地）の創建

に伴うか、上植木廃寺への供給が開窯の契機である。

当遺跡と同郡内で代表される雷電山古窯跡群は、

第三紀層の凝灰岩の風化粘土を生地土とする陶土を
註10

主体的に用いている。これに対して八ヶ峰窯跡・上
註11

西原遺跡窯は、当窯跡群の生地土と同様 2種生地土

（粘土化したローム土）を生地土としている。これは

勢多郡内の陶土が極限定された地区のみ賦存するこ

とにより、雷電山古窯跡群だけでは広域な郡内に十分

な供給を成し得なかった背景が要因と推測させる。

しかしこれは、単に生地土だけでの問題ではなく、燃

料の熱資源の問題も含まれていると推定され、同地

区周辺の 9世紀前半頃の製炭窯による、雑木林の伐

採は相当量に上っていたことも推定される点にある。

雷電山古窯跡群に至近の外揺山遺跡 7局炭窯は、

発見された炭窯の中でも開窯段階の窯で、奥壁中位

に連孔式の煙道を伴う構造で、地域の中でも最も古

色の様相を呈し、開窯段階には須恵器工人の介在が
註12

推定されている。同様に、八ヶ峰窯跡は、製炭主体

の製陶客体で、炭窯の間隙に須恵器窯を構築する状

況で、炭窯開窯には須恵器工人が大きく関わったこ

とが容易に知れるものの、逆に須恵器工人に課せら

れていた職能に、製炭技術が含まれていたのかもし

れない。則、被熱処理加工職種としての位置付けが

あったのかもしれない。この場合は鉄製生産にも関

わって可能性も含まれよう。古窯跡群と製炭遺跡 ・

製鉄遺跡は三位一体での立地が確認されている。

雷電山古窯跡群の製品は、吉井・秋間 ・乗附古窯

跡群で生産された製品が広域に達する流通範囲とは

異なり、勢多郡及び勢多郡域隣接地域程度が供給範

囲である。また、上野国分僧寺創建瓦窯の笠懸古窯

跡群では、創建瓦窯開窯を契機に成立した古窯跡群

である。この古窯跡群では山田 ・佐位・勢多郡の複

数郡の郡名瓦を焼造している。この中で佐位 ・勢多

郡は窯業製産が劣勢の郡である。
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この様に、雷電山古窯跡群は勢多郡全域に供給成

し遂げられるだけの生産量がなかったのが実態であ

ろう。そして、大胡町八ヶ峰窯跡・上西原遺跡窯と

短時期製産での窯業活動が知られているが、勢多郡

内小規模窯跡群を開窯させる背景になったと推定さ

れる。

須恵器窯としての形態上の系譜は現段階では明ら

かに出来る手掛かりは県内には求められない。県外

での類例は多少知られるものの、地域毎での系譜が

明らかになっていない以上比較をすることは困難で

ある。

現段階では、「焼成土坑」としては東長岡戸井口遺

跡で出土した土師器の焼成窯と考えられる 9世紀前
註13

半の第 1号窯がある。この窯は遺構の重複により全

容は明らかには成っていないが、不正円形で土坑状

の掘り込みの中央に、焼成空間を設け、裏込めには

粗粒の焼土を埋設している。この土師器窯と考えら

れる窯は、燃焼効率を上げる上部構造が分からない

が、何らか形で熱を篭る状態にされていたと考えら

れる。筈構造も想定の範囲であろう。当遺跡の 4号

窯は筈構造の土師器の焼成も推定している。更に、

時期が異なるが、安中市原市町清水II遺跡の15世紀

後半～16世紀初頭の窯跡の構造も基本的な構造は変
註14

わりが無いと考える。

また、黒熊中西遺跡東側斜面部に於いて、当遺跡

4号窯の下半部構造に類似した遺構が確認されてい

る。主体物と周囲は酸化焔により鈍橙色に変色し、

周辺には、酸化焔被熱の須恵器坪類が多く散布して

いた。しかし、この遺構は発見されたが、報文中に

は図化・記述が無い。この遺構も筈構造の遺構であっ

たと記憶する。

上記のほか、時期が遡るものの、大量の土器を出
註15

土した下芝天神遺跡では、平底の土師器碗の底部か

ら底部底面にかけて、極度の高温か長時間に亘り被

熱を受け、器面が被熱枷した個体が 7個体認められ

る。恐らく、逆位にして土器焼成台に用いたと思わ

れる土器が出土している。山土（焼き上がり色調は

赤橙色）を生地土（粘土化したローム土で榛名山中



では暗色帯が粘土化している）にした土器が、近質

に焼き上がっている状態を観察すれば、やはり、何

らかの焼成構造を有する遺構が推定される。次項で

記す169• 170号土坑の焼成遺構の可能性もある。

小結

上述してきたこれらの遺構の如くから、実態不分

明ながらも、少なくも小規模な土器生産に伴う土器

の焼成遺構が出現していた事は確実視出来る。そし

て、これらの土器の焼成には、燃料材の炎 ・熱を直

接的に伝え焼成する方法と、燃料材が発する熱を間

接的に伝えて焼成する方法に二者に分けられ、前者

が「野焼き」 ・「伏せ焼き」に代表され、後者が客 ・

登り窯 • 平窯等に代表さる。この双方の被熱方法で

の焼成物の特徴として、前者には吸炭による「黒斑」

等の「焼成ムラ」が随所に残る。後者は、均質な色

調を以って焼き上がり、焼成時間 ・酸素の供給方法

により「焼締」を与えることが出来る。漆田窯の場

合は、遺構 ・遺物は確実に前者に含まれる。

今次の報告中の掲載した遺物実測図で、当該窯跡

群以外の須恵器坪 ・碗類の器面に認められる、焼成

に伴う燻りと判断した遺物の状態の平面図を合わせ

て図化掲載した。実態不分明な当該期を中心とする

土器の焼成方法を遺物から知らんがための拠所の方

法とした。器面の状態も重要な観察視点の一つとし

て、焼成方法を知るための一つの方法と考える。

当該富田漆田遺跡では、住居跡出土で当遺跡での

生産が推定される羽釜は、土師器の技法を色濃く残

している。この羽釜の特徴は、鍔部より上位の口縁

部長が短い事から、初現期の特徴を備えている。そ

して、胴部の成整形技法が土師器甕の技法の箆削り

を多用し、土師器甕の箆使いを踏襲している。この

ことから、羽釜は土師器工人乃至土師器を作る技術

を有していた技能者が製作したことが推定され、土

師器工人乃至土師器を作る技術を有していた技能者

が、須恵器生産地で技術を伝習し当遺跡で開窯した

ことが推測させる。

また、坪 ・碗類の特徴には、輔櫨成形の 3段目前

後の位置に強い輔轄挽きが認められることも特徴で

第4節 北側調査区で発見された遺構・遺物に就いて

あるが、これは、エ人固有の「癖」として考えられ、

特徴的な技法では有るが、系譜上で捉えられない技

法の一つなのか、可塑性の少ない生地土による必然

的な技法なのかもしれない。

執れにしても、漆田窯を開窯したエ人が伝統的な

須恵器の専業工人の場合なら、斜面に窯を構築した

筈であったろうが、台地上での「伏せ焼き」に類す

る焼成方法を用いていることは、伝統的な須恵器工

人とは異なるエ人により開窯されたことが重要であ

ろう。

ここ富田漆田遺跡での開窯は、時期的にも上野国

内での窯業製産形態が新たな改変を迎える頃にも当

たっている。

県内の古窯跡群での「山作り」から「里作り」変

遷も明確な概念が出されてはいないが、 1次堆積粘

土と 1次堆積粘土の二次的 ・三次的等の再堆積粘土

への生地土採取の変化に伴い、焼成場所の必然的な

変化の結果をもって、「山作り」から「里作り」変遷

を概念の一つにするなら、所謂構造窯とは異なる焼

成方法が多用されるに至り、窯業生産体系の変化が

もたらせた結果の反映の一端が当該富田漆田遺跡で

の須恵器生産にあったと考えられる。

今後は、遺物を偏重する流れの中にありながら、

技法を詳細に把握でき出来ていない図が世に流布さ

れている。ここ群馬県では、窯跡の発掘調査が僅少

なため良好な資料には恵まれていない。先ずは土師

器 ・須恵器を一つ一つの遺物を、事実に基づく図に

して公にし、実態を明らかにすることが肝要で、そ

の後に傾向を把握することにより、古代社会での土

器文化解明の第一歩になることを祈りたい。

第4項土坑

土坑は173基が発見されているが、性格が確定出来

る土坑は皆無であった。土坑の計測値は別表に一覧

化させた。

第169号土坑

169号坑は、低地部で発見された土坑で、円形に掘

り込んだ底面に、軽い被熱によりやや酸化した淡黄
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橙色の均質な色調の粘質土を薄く貼っている。調査

着手当初、全体が直接被熱により酸化したものと

思っていたが、調査の進行過程に於いてそれとは異

なる状況であることが判断できた。それは、この土

坑の底面からは炭化物 ・灰等が認められなかった事

から、火を燃した痕跡が確認できなかった。それと、

この被熱土は掘り込まれた地山黒色土 (IX層土）と

は異なる土質であったためである。粘質土は、恐ら

＜粘土化の進んだ地山ローム土と考えられる。 何ら

かの理由により一度酸化させたか、酸化により淡黄

橙色に色調変化 した粘質土を底面に貼ることによ

り、何らかの機能を果たそうとしたことだけが窺知

し得るのみである。

第170号土坑

また170号坑は、低地部で発見されている。隅丸長

方形に掘り込んだ土坑で、焼土 ・灰を多量に混入す

る覆土により 埋没していたが、底面には被熱面等が

認められず、覆土の状況と底面（遺構内の状況）に

は一致を見ることが出来なかった。覆土の状況は、

別図にも示したが、東隅部側からの堆積が主体的で

あり人為堆積と思われ、機能停止後埋設されたもの

と思われる。 出土遺物には少量の土師器甕片が認め

られた程度であるが、それら破片にも特別な要素は

見出せなかった。 何らかの被熱処理を行ったものと

推定される。

土坑は一覧表に計測値等を載せてある。

註
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ている。採集される瓦を見る限りでは、単純な窯跡周辺の散

布地とは異なる様相である。このことから、当該遺跡の性格

を廃寺とした。上植木廃寺に次ぐ初期寺院の位置付けである。

拙著 「上野国の初期寺院」 「シンポジウム 関東の初期寺院

資料編J1997（平成 9年） 関東古瓦研究会

10 「八ヶ峰生産址遺構」「上大屋・樋越地区遺跡群 主要地方道、

前橋 ・大間々 ・桐生線（大胡バイパス）建設の事前埋蔵文化財

発掘調査報告書」1986（昭和61年） 群馬県勢多郡大胡町教育

委員会

11 「上西原遺跡」1999（平成11年） 群馬県教育委員会

12 「外播山遺跡」 「群馬県史」資料編

13 拙著 「第 1号窯跡に就いて」 「東長岡戸井口遺跡東長岡住宅

団地建設工事に伴う埋蔵文化財調査報告書J1999（平成11年）

群馬県住宅供給公社 ・財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

14 千田茂雄 「安中市清水II遺跡」 「群馬文化」244 1955（平成

6年） 群馬県地域文化連絡協議会

千田茂雄 「群馬県安中市における瓦質陶器窯の調査」 I中世

土器研究J79 1995（平成 6年） 中世土器研究会

15 器物集積遺構 2群出土遺物の中に底部を高台状に残す

(1559~1565)部分が、復次焼成を受けた土器がある。高台状

の部分は、製作段階で意図されて作られていると考えられる。

それは、誓え乾燥してしまったとしても、同部分を水に浸せ

ば再び削り成整形が出来うるのに敢えて行っていない事であ

る。作為の元に作られた高台状の部分に何らかの機能を具備

せしめた事の現れと判断している。 「下芝天神遺跡・下芝上田

屋遺跡 北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 7集」

1998（平成19年） 群馬県教育委員会 ・財団法人群馬県埋蔵文

化財調査事業団 ・日本鉄道建設公団
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第 5章 富田下大H遺跡の

発掘調査

第 1節発掘調査の概要

第 1項発掘調査概要

経過概略

当遺跡の発掘調査は 2年次に亘り実施した（経過

に就いては第 1章を参照していただきたい）。この 2

年次に亘る調査は漆田遺跡と平行しての調査であっ

たため、調査の経過は複雑である。

調査区対象部分は、発掘調査以前での表面採集等

により、縄文時代前期 ・ 中期、 古墳時代 • 平安時代

の集落が発見されることが予見されていた。

そして調査は、着手以前の予見どおりに上記の遺

構 ・ 遺物が確認 • 発見された。これらの遺構 ・ 遺物

の発掘調査は、大きく 3段階に分かれる。この 3段

階が、古代遺構の調査 ・縄文時代の調査 ・旧石器時

代の調査である。しかし、 3段階の調査とは順次こ

の段階を実施しての調査ではなかった。実態は、地

点毎と時期により効率を求めた調査を実施したこと

により、調査区内を東奔西走するのが実態であった。

遺構の発掘調査

遺構が発見されている部分は、台地の斜面部分で

の平面精査 ・遺構確認には困難な場面もあった。こ

の状況を予め察知していたので、表土層掘削は梅雨

の降雨時期を狙い実施した。これは、遺構確認には

最良な採光状態であるからである。

平成12年度の発掘調査では古墳時代の住居跡基 ・

平安時代の住居跡基を調査した。厳冬期での発掘調

査であったため、日々の調査開始段階では火を起こ

し、この熱で凍った土を溶かし遺構の掘り下げを

行った。

平成13年度は縄文時代の遺構を性格に確認するた

めに、各グリッドに「L」字形にトレンチを設定し

て確認を行ったがこの作業の過程で 8基の平安時代

の住居跡を確認し調査を行った。

第1節発掘調査の概要

縄文時代の遺構の発掘調査

縄文時代の調査は、59区のNo.48三角形調査区では、

切土により表土層直下でハードロームに達していた

ため縄文時代の遺構確認が容易に行えたが、 No.47で

は、暗褐色土層(IX層土） ～ソフトローム (X層土）

が確認面であったため縄文時代の遺構の確認は容易

ではなかった。このため、No.47全域に縄文遺構確認

のトレンチを設定して調査を実施した。

縄文時代の遺構確認トレンチは、斜面部では各グ

リッドに対して幅 lmで「L」字形に設定した（各

グリッドに対しては36%)。この斜面部では、多くの

トレンチで遺構が確認されたため、必要範囲の拡張

を実施して遺構の調査に当たった。

また台地鞍部ではグリッドの南北配列に対して 2

m幅設定した。また、この 2mトレンチは旧石器時

代のトレンチと重複させ、旧石器調査の省力化を進

めた。またこのトレンチ内で遺構が発見された場合

は、 トレンチ間に lmのトレンチを更に設定して追

証を行い、周辺遺構の確認を行った。更に、この追

加トレンチで更に遺構が確認された場合には周辺部

を必要な範囲を拡張して遺構の発見に当たった。（図

-9参照）

各トレンチで確認されて住居跡等は、遺構により

覆土の状況が異なり、住居跡の多くが褐色土の色調

で、遺構確認面の色調と変わりがなく、到底、平面

での確認は不可能な状態であった。

このトレンチによる遺構確認により、住居跡13某、

土坑485基を確認調査している。

旧石器時代の調査

旧石器時代の調査は、平成12• 13年の 2ヵ年次に

亘り断続的に行った。この試掘調査方法は富田漆田

遺跡と同一の方法（岩崎方式）で行った。試掘調査

の到達面として Hr-HP（八崎軽石層）を掘り抜くま

でとした。

試掘調査では、平成12年度末に59区のNo.48一部で

遺物が確認され、平成13年度当初から調査を行った。

また、平成13年度はNo.46• 47の広範囲部分に亘り試

掘調査を実施したが未発見であった。
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第 2節発見された遺構の概要

第 1項 旧石器時代の遺構・遺物

試掘調査と本調査

旧石器時代の遺構 ・遺物は59区Na48で2層の文化層

が発見されただけであった。

試掘調査では、 59-P-13グリッドの遺構確認面直

下の姶良丹沢火山灰 (AT)を含む暗色帯中で最初に

出土した。このNo.48の部分には、調査着手以前から

lm程削平されていた部分と、辛うじて住宅地で

あった部分が削平を免れていた部分の二者が在っ

た。このため、前者の部分は、縄文時代の遺構も既

に多くの遺構が失われたと考えられたが、痕跡が残

る部分も後に確認された。この59-P-13で確認され

てより周辺部の範囲確認を行った。確認は当初設定

していた試掘調査トレンチの間に、更にトレンチを

設定して間隙を潰す方法を採り範囲を確定させた。

また更に、この確認調査中に59-M-llグリッドで

礫群の一部と思われる箇所と、隣に当たる50-N-ll

グリッドでは、遺構確認面下ー0.2~0.3m程から黒

曜石のポイン トが出土した。これらは暗色帯中から

の出土ではなく、上位層に当たる Hr-BP （浅間—板

鼻層褐色軽石層）上面からの出土であった。この新

たな発見により更に上位層中での範囲確定が性急な

要件に惹起してしまった。だが、この文化層が残存

する範囲は、元住宅地の一部分で、周囲より高い範

囲に限定されることから、Hr-P上面の文化層の範

囲確定は直接調査を併行する方法を採った。そして、

周辺部を Hr-BP上面まで均ーに掘り下げた。この

過程で炭化物粒子が集中する部分が認められ、詳細

に観察し調査を行った。また、ポイント出土した周

辺からは、微細な黒曜石の薄片が多量に出土してい

る。そして、遺物除去後遺物の出土した面を精査し

た結果、遺物の分布範囲は浅く皿状に窪む状態で

あった。

Hr-BP（浅間板鼻層褐色軽石層）上面で843点、

姶良丹沢火山灰 (AT)を含む暗色帯中からは177点

の石器類等が出土した。
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当該の旧石器時代の報告は後年刊行される。

第 2項縄文時代の遺構・遺物

北側・南側

縄文時代の遺構 ・遺物は調査区内を南北に二分す

る状況がある。

調査区の北側では、前期黒浜式期の遺構 ・遺物が

主体になり発見されているが、南側では中期加曽利

E3式期の遺構 ・遺物が主体的に発見されている。

調査区の北側No.48部分では、表土層掘削 ・遺構確

認を平成12年8月に実施した。この段階では比較的

以多くの土坑 ・ピット類と共に住居跡の壁溝と考え

られる落ち込み等を確認できた。しかし、この部分

の遺構調査が平成13年 3月になってしまったため、

厳冬期間中に遺構確認面が霜 ・凍結 ・強風による侵

食の繰り返しにより 10cm近く失われてしまい、これ

によりハードローム面で確認されていた多くの遺構

が、遺構調査実施までに失われてしまっていた。第

287 • 288図に掲載した第 1~4号住居跡は、表土層

掘削直後に確認されていた形状を掲載した。また、

土坑 ・ピットに就いては、同様に表土層掘削直後の

確認段階での分布状態を全体図に載せた。全てが失

われた訳ではなかったが、調査実施になった遺構は、

「土坑一覧表」中に計測値を掲載してある。逆に計

測値が未掲載の土坑は失われた遺構である。

この北側で確認された住居跡は、 1• 2号住が失

われた。 3号住は炉跡が残り、屋内のピット配列の半

分が失われている。 4号住は硬化した床面が残存し

ていた。執れも、前期に属する住居跡と考えられる。

土坑の出土遺物を見る限りは、多くは前期に属し、

中期の土坑は少ないと考えられる。遺物が出土を見

なかった場合に於いては覆土の状態でしか推定する

方法が無かったが、前期が主体と考えている。

台地中央部では、遺構確認面での遺物散布状況か

ら遺構の散布量がそれ程多くないと判断されたた

め、 トレンチ調査として実施した（トレンチの設定

に就いては既述）発見された遺構は住居跡 1 基 • 土

坑基であった。

遺構の散布状態はトレンチを細かく設定した割に



非常に散漫だった。遺構自体も小規模なピットが多

く、明瞭な土坑は少なかった。また、特筆し得る状

況は土坑には無かった。

南側ではトレンチで確認された周辺を拡張した

が、結果的には広範囲に拡張をせざるを得なく、斜

面部分は大半を拡張して調査を行った。

南側で発見された遺構は、住居跡 9基 ・土坑基で

あった。遺物包含層は確認面下のV~VIII層土で認め

られた。 V層土は As-Cを混入することから、構成の

攪乱により混入しているが、 VI層土より下位層は主

たる包含層に当たる。包含層中の遺物は大半が中期

加曽利E3式で、少量の前期黒浜式・諸磯式が出土

している。この中で、遺構外出土遺物で掲載した

10-00933諸磯C式小形深鉢はトレンチ内で正位の状

態で単独出土 (38-S-19グリッド）している。周囲

のトレンチからは同時期の遺物は破片すら出土して

いない。調査段階では、土坑状の掘り込み等を確認

する以前に土器を露呈させてしまっている。そのた

め、遺構に伴うかは不明である。

発見された 9基の住居跡は、 35~39・41・47・51・

52号住が該当する。これらの中で、 38• 51号住は敷

石を伴っていたと思われる。平面形状では隅丸同張

り正方形（丸味を強く帯びた正方形）乃至四角味を

帯びた円形状を呈する36~38(51)号住と、楕円形基

調の39• 41 • 47 • 52号住の二者と、 35号住の隅丸長

方形状を呈する三者が認められる。

この三者の中で敷石住居と思われる38• 51号住加

曽利 E4式の土器も若干出土していることから、他の

7基とは時期が異なると考えたい。他の 7基はやは

り加曽利 E3式期の住居跡であるが、住居跡の平面形

状から推定すれば、隅丸同張り正方形の時期と楕円

形の時期に分別されるとも思われる。

この住居跡の在り方からは 2乃至 3基の住居が 3

時期に亘り存続していた可能性も推測させる。

特筆されることとして、北側の48号住の発見が挙

げられる。この住居跡は前期初頭の10-00446• 

0044 7 • 00449などの尖底土器を伴っている。

また、前期の遺構分布域に重複するように旧石器

第2節発見された遺構の概要

時代の分布が認められることも注意される。

第 3項古墳時代の遺構 ・遺物

住居跡

住居跡は15• 19 • 20 • 22 • 45 • 46号住の 6基が発

見されている。発見された住居跡は台地中央部で

45・47号住が、他は暖斜面の裾部で発見されている。

これらの住居跡の中で19号住を除く他の 5基で

は、模倣坪と長胴甕が共伴する。恐らく、 19号住も

同様な時期と思われる。また、 47号住は、炉跡と竃

を併用する住居跡である。しかし、住居跡形態が他

の住居跡と異なり、縦長方形を呈し小形の住居であ

る。構造上特殊な条件が備えられていた可能性も考

慮しなければならない住居跡である。炉も元来の炉

跡とは異なる性格が備えられていた事も想定の範囲

だが、通有の炉跡と異なる状況は発見されなかった。

だが、竃が馬蹄形状を呈する形状であることが他

の住居跡とは異なる点である。当該期の当遺跡での

何らかの状況を示唆してはいると思われるが、具体

的な査証は発見出来なかった。

これらの住居跡は、住居跡覆土 ・被覆土からはテ

フラは発見されていないことから、 Fr-FA以降Fr

-FP以前の時期での廃棄されたものと思われる。

古墳

古墳は 1基が発見さされている。発見された位置

は、暖斜面が立ち上がった部分で、上記住居跡の間

に当たる場所に相当している。

また、発見された地番から、『総覧』に搭載されて

いる古墳の地番と対比させたけ結果、「荒砥村第

251 • 252号」が該当している。同一地番内には 2基

の古墳の搭載が認められるが周囲には古墳の痕跡も

認められない。このことから、本墳は『総覧』に搭

載されている執れかの古墳と判断されるが、双方の

どちらに当たるかは判断が出来かねる。

発見された古墳は、石室と周溝だけで、封土は既に

失われていた。石室は後世の攪乱を酷く受けていた

ため、石室は横穴式石室と判断される程度まで破壊

が進んでいた。また、石室内部からの出土遺物は皆無

であったが、周溝 ・南側暖斜面のV層土中からは少

53 



第5章 富田下大日遺跡の発掘調査

数ながらも須恵器片が出土している（第405・406図）。

第3項平安時代の以降・遺物

住居跡と住居跡出土遺物

当該期の住居跡は南側暖斜面部で29基が集中して

発見されている。この部分は富田漆田遺跡の背面側

に当たる。

住居跡は 9世紀前半～10世紀後半頃に比定され、

富田漆田遺跡と同時期の住居跡である。しかし、同

時期の住居跡でありながら、富田漆田遺跡では東北

東～東南東の方向に竃を向けるが、当遺跡では、東

南東～南東方向に竃を向ける住居跡が殆どであり、

この要因として、地形との関わりが推定される。

発見された住居跡は暖斜面部に集中し、この暖斜

面部が南東に面することから、住居跡もこの暖斜面

に沿って占地 ・構築している。これに起因して自ず

と東南方向指向に構築が向いている。また、住居跡

は暖斜面部の南側に集中しているが、東側には 5号

住を界に発見されていない。この暖斜面部は、南側

に凹地状になった状態で、谷地に向かい平坦面が形

成されている。住居跡はこの部分に集中している。

この凹地状の地形が自然なのか人為なのかは明確

にし得ないが、調査区内の土層を観察する限りに於

いては、客土は認められず、層序にも矛盾が無いこ

とから、自然形成された地形と思われる。

また、当該地域は北東方からの季節風が強烈な地

域でることから、住居跡の占地がこの凹地状の段差

や面部にあったことは、季節風から逃れる目的が

あったものと推定される。

出土遺物では、土器類より寧ろ鉄器で目立つ遺物

が多い。 13号住では鉄槌頭、17号住では有袋鉄斧、

鎖付き分銅、 21号住では鋤先と鋤先専用の砥石、 32

号住では刀子 6.婉 ・鏃 ・刀状製品、 34号住では紡

錘車が出土し、 31号住で希少な置砥 2丁が出土して

いる。このほか、破損した鋤先の耳部分 2点が出土

している。特に分銅付き鎖は特筆される遺物である。

恐らく、水深か流速を測るための鎖尺と思われる。

また12号住では鍛冶炉と台石が発見されている。

鉄槌は同時期の隣接13住居跡からの出土である。
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低地の遺構

低地部は富田漆田遺跡の台地と当遺跡が立地する

台地部に挟まれた谷部で形成されている。

他に地形は幅30m程で、緩やかに蛇行しながら台

地部分を侵食している。勾配率は約1.2％程である

（図ー3参照）。

低地部での調査は、調査工程を立案するため、先

ず、遺構面までの深度を確認した。確認はトレンチ

により重機で遺構面まで掘削した。設定したトレン

チは 9本（図ー18) を設定・調査実施した。

工程立案後、調査着手したが、掘削土の置き場を

確保するためと、季節的に湧水対策もあり、夏季に

南半分を行い、冬季に北半分を実施した。

発見された遺構は As-B被覆水田跡と旧河道跡・

溝状遺構が発見されている。旧河道は、土地改良前

の状態で、かなり蛇行した状態であったことが判明

した。また、 3号溝は古代の流路と考えられ、調査

区北側では大きく蛇行している状態が認められた。

この部分で谷幅も狭まっていたと考えられる。当溝

は、 As-B降下後 As-Bが水流により 二次堆積した

状態で厚く被覆していた。底面では、硬化した砂礫

層が 5cm程堆積していた。

As-B被覆水田跡は16面が発見されている。しか

し、水田面として 1面を全面露呈出来たのは、皆無

であった。また北側では未発見であった。構造的に

は、 3号溝側が高くなっており、恐らく、 3号溝を

水路として掛け流していたと考えられる。

図ー18 富田下大日遺跡低地部トレンチ設定図

(1 : 4,000) 



第 3節発見された遺構・遺物に

就いて

第 1項道跡

第 1号道跡

1号道跡は台地上を南北に縦走する形で発見され

ている。東西幅0.8m程の溝状遺構に挟まれた形であ

る。この道跡は、土地改良前までは使用されていた

道で、土地改良により消滅していた。この道跡の調

査区外部での痕跡は、北側に並ぶ住宅の筆界として

残っている。調査段階では、上限時期の判断可能な

状況等は未発見であった。

第 2号道跡

2号道跡はやはり北側調査区で発見されている。

調査段階では第 2号溝状遺構として呼称した。

確認面では As-Bが舌状に認められた。この舌状

の範囲が遺構の遺存する範囲であった。走行方向は

台地に直行する方向で、江木下大日遺跡側の谷に下

りる道と考えられる。

なお、この道跡は富田漆田遺跡で発見されている

12号溝と同様な構造である。

第 2項溝状遺構

中世以降の溝状遺構

中世以降の溝状遺構は南側暖斜面部沿いで発見さ

れている 1号溝である。 II層土が主体の覆土である

ことから、時期は中世としか判断できない。時期は

漠然としているが、南側暖斜面部の表土層からは、

細片の青磁片が出土しているが、決定的な証左には

なりきれない。

古代の溝状遺構

古代の溝状遺構は低地部で発見されている 3号溝

のみである。蛇行する自然の沢程度の流路であるが、

低地の水田の用水路として利用が図られていると考

えられる。

低地部北側部分では、大きく蛇行する部分があり、

この部分で谷幅は狭くなっていたことが推定され、

この部分に富田漆田遺跡との往来部分があったこと

第3節発見された遺構・遺物に就いて

が推測させる。

第3項住居跡

縄文時代前期

当該期の住居跡は 1~4・48号住が該当する。 1.

2号住は確認段階での所見である。時期等の詳細は

不明であるが、形状・周辺状況から当該期に属する

と考えられる。 4号住も同様である。

3号住は炉・柱穴の痕跡が発見されているが詳細

はやはり不分明である。

48号住は唯一形状が捉えられた住居跡である。構

造は、炉・柱穴が未発見であったので詳細はやはり

不分明である。出土遺物では土器類は僅かであった

が、石器類の組成はやや充実している。時期は、出

土している土器類が含繊維尖底土器群（裏面条痕は

認められない）で、前期前葉花積下層式に伴う土器

群である。

縄文時代中期

縄文時代の住居跡は前述した35~39・41・47・51・

52号住である。そして、これらの住居跡は形態によ

り三者に分類され、以下のとおりである。

胴張り隅丸正方形（類円形） ：36 • 37 • 38 • (51)住

楕円形基調： 39• 41 • 47 • 52住

隅丸長方形： 35住

この中で38• 51号住は敷石住居と考えられる。

また、炉跡が石囲みを伴う住居跡は全てである。

柱穴では、 37• 39 • 51号住で浅いながらも平面は

位置が整っているが、他の住居跡では支柱構造の痕

跡が認められなかった。

各住居跡時期は、 38• 51号住が加曽利E3~4式

期、他の35• 36 • 37 • 39 • 41 • 4 7 • 52号住の 7基は

加曽利 E3式期と考えられる。

石器類では、通有加曽利E式期を代表する石器の

一つに打製石斧がある。出土量の多さでも知られて

いる遺物であるが、当遺跡では、量的に少なく図化

掲載した打製石斧が出土量の約90％以上である。

古墳時代

当該期の住居跡は前述した15• 19 • 20 • 22 • 45 • 
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46号住の 6基である。これらの住居跡の内46号住以

外は、貯蔵穴•主柱穴・竃を備える正方形を呈する住

居跡である。更に、主柱穴は対角線上で、屋内で正

方形配置する特徴が認められ、通有例に同じである。

これらの住居構造の特徴は、住居跡の規模に応じ

た柱穴の配置方式が推測される。この配置方式を探

るため、住居跡の主軸方向での規模（軸長）を 1と

して比例させて重ねてみた。この結果、上記 5基の

住居跡は、概ね相似形であることが読み取れた。そ

してこのことから、主柱穴は対角線長の概ね 1/4の

位置に配置している。図ーは対角線の 1/ 4配置の状

態を模式図にしたものである。また、表ーは各住居跡

の規模の公約数＝尺=c36cmで除した値を載せた。

表ー5 古墳時代住居跡尺規模換算表

；長：行：I 芝筈I 2資戸aI 2：：竺 I 胃戸 I 可穿

D、

H
 

G
 

F
 

c
 

J
 

B
 

AE=AC/4 OJ=JI 

鼈位置
屋内空間の利用方法に規制があるのか。
A隅部からのある程度の距離が保たれている。
左右どちらかの袖を壁から直角に延ばし構築基準とし、
必要幅を基準側の袖から採り規模を決定している。

図ー19 古墳時代後期住居跡規格図

嘗てこの事に係わる報告を行ったが、少数例での

結果であることから、各時期を通して、系統的に再

考の余地がある。しかし、傾向としては、時期が下

がると支柱穴の位置が隅部側に寄り、柱の内側の占

有面積広くなる。 6世紀後半～末頃には、壁から公

約数 4単位内側に主柱穴 4本を据えている（中規模

住居跡）。 8世紀前後の頃には、同様に公約数 3単位

で壁から内側に 4本支柱を据えている。だが、この

段階では、公約数にも変化が生じている。則、公約

数約36cmから約30cmへの変化である。この公約数の

変化が捉えられる 8世紀前後には、公約数としての

背景に当たる、尺度（度量衡）に変革があったこと

が窺知される。また、時代的背景に寺院建立という

白鳳寺院の成立期頃から、国衛・官衛の成立の時期

にも当たり、新技術の導入、普及という側面も内在

している。

一方、律令制の根幹の一つである税制は、この度

量衡の整備により税制体系の確立があったことか

ら、通有集落等に於ける「ものさし」も逸早く導入

された可能性も示唆的であろう。しかし、尺度の在

り方の検証作業は、一部の遺構に止まり発見遺構全

体には至っていない。一つ一つの検証から成否を結

論付ける作業が取り残されている。

平安時代

平安時代の住居跡は29基が発見されている。これ

らの住居跡は、表ー 4に富田漆田遺跡で検証した方法

と同様に纏めてある。また、図18• 19は、住居跡形

態を段階区分したもので、段階区分設定の基準・要

件は富田漆田遺跡に準じてある。

この第 I~v段階区分の結果、富田下大日遺跡で

の第 I段階は、富田漆田遺跡の第IV段階に対比され、

以下順次第VIII段階まで対比される。

富田下大日遺跡は、発見された住居跡数が少ない

結果に起因する可能性があるが、時期別に住居跡の

分布域が限られた範囲に集中する如くの傾向が看取

される。富田漆田遺跡では、全体的には散在する様

な傾向であることから、対照的な状況が窺える。こ

の状況は遺跡の性格の違いに因ることは明らかであ
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住居跡と出土遺物

/ 

第

I

段

階

第

2 
•C 

＼三五
゜

土師器i不：平底化
土師器甕：盛期「コ」の字状口縁

5号住
平面形状は均整の取れた矩形。

壁溝は1/3程認められる。

鼈は、東壁中央より南東隅部寄り。袖は大きい。左袖が東壁の中心位

置。構築時の基準面は中心線上に左壁を揃えている。

傍寵坑は南東隅部からやや内側で独立している。形状は柱穴状。

土師器坪は出士していない。

土師器小形甕は「＜」の字状口縁。「T」字上の箆削り。

土師器甕は「怒り肩」の「コ」の字状口縁。

須恵器坑の高台取り付け位置は、坪底部の縁際から若干腰部側にかか

る。

攣 ／言コ36

二言
0034,9 

言二り底径縮／」＼化

ヽ；
 

J
 

／
 

ー

I, 

II I 言 3: 5言 8:炉‘

段 I冑`塁言，4冑□三三胃□二三冑ここ言釦‘
階

6号住
平面形状の基調は横長方形。

寵は南東壁の中央部分。左右袖の状態がアンバランス
なのは、改築などの所産か。

燃焼空間はやや広い。

傍鼈坑は細い柱穴状。 P2の性格は不明。

土師器坪は平底。

土師器小形甕・甕は「コ」の字状口縁。

須恵器坪の底部径はやや広い。

須恵器坑の嵩台取り付け位置は、坪底部の縁際から
若干腰部側にかかる。

漆田第w段階と同形態。

12号住

平面形状は四隅部の丸味が目立つ。形
状全体に「崩れ」がある。

鼈は東南壁中央より若干南隅部側に寄
る。

袖は小規模化。

燃焼空間が狭窄している。

傍鼈坑は上端が住居上端と重複。

東西両隅部に土坑状の掘り込みを備え
る。

鍛冶炉・金床を備える小鍛冶の住居跡。

土師器坪類の出土は無い。

土師器甕は退化した「コ」の字状口縁。器厚も厚目。

須恵器坪・塊類は漆田産が主体。

須恵器坪の底部は縮小気味。

須恵器坑の高台取り付けは底面の角にかける。

須恵器坪の腰部が丸味を帯びる個体の出土。

’ ／ 
/‘ 』

：

｀

13号住
平面形状は梯形。

鼈は南東壁中央より若干南隅部に寄る。

鼈燃焼空間はやや広く、並架が可能。

袖は小規模化。

傍鼈坑は上端が住居上端と重複。

北隅部直下に士坑状の掘り込みを備える。

出土遺物は良好ではない。

， 士師器坪・坑類は須恵器模倣。

士師器甕は退化した「コ」の字状口縁。 須恵器坪・坑類は漆田産を含む。 須恵器坑の高

台取り付け位置は底面の角にかける。 漆田第V段階と同形態。

土師器i不：須恵器i不模倣
土師器甕：「コ」の字状口縁の退化

漆田産製品の多出
羽釜の出現

因ー20 富田下大日遺跡住居跡段階別分類図（住居跡 1/120・遺物 1/ 6) (1) 
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住居跡と出土遺物

言 8 ぞ̀

で正：ロニ円
こ 6烹` g

言 ：こ ど

第

皿

段

階

r--

全竺下
--・ ------

・-I 切！団］／ii:,i 1 (| 
I 

49号住（50号住に切られる）

（住居3棟世代の時間差があ
平面形状は矩形状。

形状はやや崩れている。

寵は南東壁の中心より南隅部に
寄っている。

燃焼空間の奥行が広い。古様。

傍寵坑は屋外に突出する状態。鼈の位置により傍鼈坑の位置を屋外側
に拡張したのか。西隅部にも土坑状の掘り込みが認められる。

須恵器訊塊類に漆田産が多い。漆田産の個体は底径値が広い。

羽釜の器外面整形は縦位の箆削りが最終整形であるが、それ以前に
「T」字状箆削り整形を施す。

.. -
0470 

第

w
段

階

第

＞

段

階

土師器i不 ：須恵器坪模倣
土師器甕：「コ」の字状□縁の退化

胃 2

汐冑39

て1--。胃言
須恵器塊 ：高台の足高化 --- 0054 

羽釜は非輛譴．轄輯製吊の混在

o• 

゜

10号住 南東壁側の鼈左袖から東隅部の壁の掘り込みが強い。竜は南隅部に寄っている。傍
寵坑は上端が住居上端と重複。西隅部に土坑状の掘り込みが認められる。

出土遺物は不良。

須恵器坑は漆田産。

ニニ’っ
—, 

~0297 
- ^ 

I ノ＿＿＿ 1 

し., 0298 

し口／
9
9
 

,.̀

 

9,'

~

,_

. 

x 
------て----—

｛ ， 

32号住

南東壁側の寵左袖から東隅部
の壁の掘り込みが強い。

北西壁が歪む。

鼈は南東壁中央よりやや南隅
部寄り。

燃焼空間は狭窄している。

土師器甕は退化した「コ」の字状口縁。器厚の厚い退化した「コ」の字状口縁。

須恵器坪は腰部に丸味が認められる。須恵器坑は足高嵩台化している。

漆田第VI段階
漆田産製品の多出
羽釜の出現

’

`

 

<

50号住

崩れた横長方形。

鼈は無い南隅部に寄っ

ている。

西隅部に土坑状の掘り

込み。

出土遺物は不良。

須恵器坪は小型化して

vヽる。

漆田第VII段階

9号住

超横長方形。

鼈は南隅部寄り。

土師器甕は退化し
た「コ」の字状口縁。

「コ」の字状口縁。

内黒は土師・須恵。

土師は器面従りの暗
文、須恵は放射状
暗文。

須恵器坑の腰部は
丸味を帯びる。

羽釜は非帷櫨・輔櫨

製品。

漆田第VI段階

0068 

図ー21 富田下大日遺跡住居跡段階別分類図（住居跡 1/120・遺物1/6) (2) 

58 



表ー6 漆田 ・下大日出土鉄器種一覧表

鏃 刀子 大刀 紡錘 ？ 斧 鎌

漆田 2 8 鍔1 1 1(?) 

゜
3 

下大日 2 7 1(?) 3 1 1 1 

計 4 15 2 4 1 1 4 

漆田 3.0% 12 1% 1.5% 1 5% 1.5% 0.0% 4.5% 

下大日 6.0% 24 1% 3.0% 10 3% 3.0% 3.0% 3 0% 

る。その要因の一つとして、大泉坊川の低地帯と無

名小河川の低地部分の違い、則、耕地面積の相違に

顕現されていると考えられる。大泉坊川低地帯と無

名小河川低地部（図ー3に示した地形図を参照）では

数倍の以上の開きの加耕地が窺える。

また、出土遺物では、富田漆田 ・富田下大日遺跡

の土師器甕の序列観から、第 1段階が第 3• 4段階

に、以下第V段階が第 8段階に至るまで富田漆田遺

跡と同様である。

出土遺物中でも、鉄器の様相が富田漆田遺跡に比

較すると異なっている。

表ー5には双方の出土鉄器種を一覧表にした。双方

の平安時代の住居跡は、富田漆田遺跡は66基、富田

下大日遺跡は29基である。この66:29の比率でそれ

ぞれの所有率を比較したのが表ー 5の下段である。

この所有率の数値だけでは、鎌以外の何れも倍か

ら10倍の開きを持って富田下大日遺跡の優勢が判読

される。また、種別で見ても斧 ．鋤．鎖尺は富田下

大日遺跡だけで出土しており、特に特殊な鎖尺が注

目される。

鉄滓では、両遺跡で小鍛冶が 1基づつ発見されて

いるが、富田下大日遺跡が富田漆田遺跡の 4倍以上

の比率になっている。

このことは、富田下大日遺跡側には何らかの分担

（課役・職能等）が担われていた可能性が示唆される。

一方、富田漆田遺跡15号住出土の40-00075粂形鍔

は、茎孔の部分が切り刃造りに備える様に、被鏑造

りの構造になっている。この粂形鍔は、元来黒造太

刀級の鍔であったと考えられ、どの様な経由を経て

当遺跡に齊せられたのか、若しくは、黒造太刀を倶

く身分の人物が存在していたのか、解釈は富田漆田

遺跡の性格付けに大きく寄与すると考えられる。

鉄器類に就いては主要鉄器 ・鉄滓を理科学分析を

第3節発見された遺構 ・遺物に就いて

鋤 釘等 鎖尺 不明 計 鉄滓 合計

゜
5 

゜
1 21 8 30 

3 7 1 2 29 15 44 

3 12 1 3 50 23 73 

0 0% 7 5% 0.0% 1.5% 31.8% 12.1% 45 4% 

10.3% 24.1% 3 0% 6.0% 100.0% 51.7% 151. 7% 

実施した。第 6章で詳細な分析結果を掲載してある。

小結

当遺跡は、発見遺構 ・遺物の様相は、隣接富田漆

田遺跡と比較すると、小規模ながら、時期ごとに集

中化傾向で住居を構築している。また、遺物の中で

も鉄器の様相に利器が多いことが特徴である。

集落規模の大小は上述した様に、控える加耕地の

違いを要因の一つと考えたが、こと、鉄器の様相も

集落内に内在していた性格の相違により顕現された

可能性も含まれよう。

今後は、より多くの隣接遺跡での様相を比較検討

することに、当該の富田下大日遺跡と富田漆田遺跡

の相違点の要因が明らかになると考えられる。

第4項古墳

発見された古墳は 『上毛古墳総覧』登載の251号墳

乃至252号墳とは判断されるが、双方の判断は尽きか

ねる。

外部構造

古墳は台地の肩に当たる部分に占地している。効

果的には山寄式古墳の効果は得られている。墳丘は

削平され消滅していたが、周溝の遺存により円墳と

判断される。

周溝は南西に開く馬蹄形状を呈する。幅は 3~4

mで一様ではない。深さは最深部で0.8m程である

が、幅と同様深度も一様ではない。周溝内堆積土に

は、火山噴出物の堆積層は認められなかった。

この周溝の確認段階での平面精査作業時、 49-D

-3グリッド部分で As-Bの堆積が確認されている。

このことから、墳丘外域は当時の生活面に近い状態

が部分的に残存していたことが判断される。

内部構造

主体部は、著しい攪乱を受けているが横穴式石室
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と判断される。玄室部では敷石は概ね残存していた

が、腰石は数箇所に残存する程度で、鏡石は失われ

ていた。このため詳細は不分明である。

石室の平面形状は、調査段階の残存状況による所

見では、無袖 ・片袖 ・両袖形横穴式石室の三者が推

定され、作図した平面図では片袖形にも見て取れる。

執れにしても単室構造程度と考えられる。

石室は地山ローム土を掘り込む掘方内に腰石辺り

までを据え、これより上段は旧地表面上に積層させ

たと考えられる。掘方は全長6.82m、幅2.60mの長

方形状を呈している。掘方の主軸は、東側の著しい

攪乱のため不明瞭である。

石室規模は、石室石材の残存する部分で約 5m、

玄室部と想定される部分は、長さ1.80m、幅1.20m

である。敷石は玄室相当部分でのみ残存し、羨道と

思われる部分は攪乱により失われていた。玄室部で

の敷石は 2層構造で、掘方面に地山礫の割り石を敷

き、上面に円礫を化粧していた。

羨道と推定される部分は1.60mが認められる。こ

の部分では、既に腰石は無く、盲目地の礫 ．据方の

根石が残存する程度であった。この据方から 4列程

度の初段腰石の設置が推定される。主軸方位は北

-35度ー東である。

出土遺物

出土遺物は周溝内と古墳の南側暖斜面部で出土し

た遺物を扱った（第405• 406図）。

これらの遺物は、直接的な周溝出土の個体とグ

リッドの個体がある。このグリッド出土個体を扱っ

た理由は、 10-00539様に主体になる大形破片（周溝

内出土）と、破片が更に細片化して、グリッド 4箇

所に亙り接合乃至同一個体として四散している実態

があることから、接合関係が明らかになった、同一

グリッド乃至同ーグリッドに挟まれたグリッド出土

遺物も、最低限の本墳に伴う可能性の濃厚な資料と

して掲載した。幸い、出土位置の周辺には同時期の

住居跡の発見が無かったことも掲載の拠り所になっ

ている。

出土した遺物は土師器 ・須恵器であるが、土師器
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は坪類が主体で 7点、高坪 2点がある。須恵器は高

坪が多い点が注意される。内訳は坪蓋 1点、高坪 6

点（短脚 l 段透10-00541 • 長脚 1 段透1000540 を含

む）、聡 3点（大形 2個体10-00547・00548~00550を

含む）、短頸壺 1点、甕 1点、瓶 1点（時期が下る可

能性がある）。

やはり高坪の多さに驚嘆する。時期的にも未だ高

坪偏重の特徴が顕現しているとは推測される。また、

短脚高坪（10-00541)・大形聡 (10-00547~00550• 

00552)は焼締の及んでいない軟質な製品で、断面が

灰色を呈しているもの、外面は暗灰～黒灰色を呈す

る。焼成特徴がある。この製品と同様な特徴がある

器台形須恵器が後二子山古墳などで出土している。

胎土の類似性が指摘出来き、赤城山南麓から伊勢崎

北部を中心に分布も認められる。

時期

当該古墳の時期は、上記土師器 ・須恵器等の年代

観から 6世紀中頃～後半にかけての時期と考えら

れ、南側暖斜面部で発見されている古墳時代の住居

跡とほぽ同時期と判断される。しかし、残存する石

室の状態から 7世紀とも思われ、明快な時期決定が

出来かねる。消滅している 1基の古墳の遺物が混在

している可能性もあろう。執れにしろ 6世紀後半頃

にこれだけの須恵器を搬入出来得た状況があったこ

とは看過しえない。

本墳は消滅している 1基以上の古墳と共に、当該

集落の頂点の位置にあった首長墓である事が推定さ

れる。

第5項土坑

土坑は縄文時代と古墳時代以降の分別を行うのは

可能であるが、古墳時代以降の古代の中での分別は

不可能であった。古代以降の所産は、As-Bの混入の

有無で分別可能である。

当遺跡の古代土坑所産の土坑で特徴的な土坑は

255号土坑が挙げられるが、出土遺物が極少量であっ

たことから、性格等には言及出来ない。

他の土坑で特殊な状況は認められなかった。
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第 6章 理科学分析

第 1節理科学分析にあたって

第 1項理科学分析の目的

発掘調査事業

当該 2遺跡の発掘調査事業から整理事業の中、埋

蔵文化財調査を通じて、理科学分析を以って確認を

果たさなければ成らないことは多かった。

発掘調査段階では、遺構の調査、特に水田跡の発

掘調査に伴いプラント ・オパール分析、テフラ分析

を行った。前者は水田跡と判断した遺構が果たして

稲作を行った遺構か否かを確認する目的で行った。

後者は各層位中で確認されたテフラは、層位学的に

矛盾が生じていないか、新発見のテフラか、この 2

点の確認のため分析を実施した。

整理事業

本章では、これらの出土遺構 ・遺物の中から、土

器類と鉄器類に就いて供試料遺物を摘出して理科学

分析に供じた。

土器類の胎土分析

土器類の分析は、富田漆田遺跡で発見された窯跡

で生産された須恵器の科学的成分を明らかにするこ

とで、肉眼観察所見を分析所見から確認する目的と、

今後の調査により出土も見込まれる須恵器類の産地

同定に資する目的で実施した。供試料に就いては試

料用の遺物を本報告とは別に摘出した。この試料に

就いては、本章中に実測図を載せてある。

また、土器類の胎土分析は、当団では従前おいて

群馬県工業試験場で1,000点以上の分析実績もあり、

このほかの分析機関への委託を含めて相当星が土器

の成分が明らかなっている。今後これら試料の分析

結果と今回の分析結果を照合確認する目的をして分

析に供じた。

鉄器類の分析

鉄器類の分析は富田漆田 ・富田下大日遺跡で発見

されている小鍛冶で生産されたであろう鉄器が、双

方の遺構内から出土した鉄器であるのか否か。また、

第1節理科学分析にあたって

各意向内出土鉄器は、両遺跡の小鍛冶どどの様な関

係が有るのか、原料になった鉄の素性、鎖尺（下大

日 17号住 • 40-00021)の鎖の接合方法と紐と分銅部

の接合方法（銀ロウ ・熱圧着）を確認する目的で実

施した。

第 2項分析の結果

非掲載の分析結果

プラント ・オパール分析では富田漆田遺跡の水田

跡で実施した。結果は密度が5,300個／gの値が検量

でき鏡下でもプラント ・オパールが観察されている。

テフラ分析は後年実施される旧石器時代の整理の

折に掲載を予定している。

掲載した結果分析

今次の報告に掲載した分析結果は、胎土分析、鉄

器類の分析を掲載した。

胎土分析結果

胎土分析では、肉眼観察と同等の結果が得られて

いる。肉眼 ・鏡下の観察では、含有される鉱物 ・断

面で観察された土味から、可塑性が乏しいことが推

定され、ローム土の粘土化したものを使用している

ことが所見として得られていた。

分析供試料の肉眼観察に就いては後段に掲載して

ある。また、漆田窯で生産された須恵器の胎土に就

いては第 4章第 4項中で記述したので併せて参照し

て頂きたい。

鉄器分析結果

鉄器類では、出土段階では全ての鉄器類は錆化が

顕著なため、器種の判別困難な場合もあるのが恒で

ある。鎖尺の接合方法も錆化が顕著なため、肉眼で

は判別困難である。このため、鉄器類に就いては、

肉眼観察結果では適わない分析方法を採っているた

め、分析所見を掲載するに術はなかった。

一方、鉄器類は錆化身の状態でも、製品としての

優劣は判断可能である。然未だ、一般的な理解には

至っていないため肉眼観察所見からは除外してあ

る。鉄器は姿だけでは判断出来ない奥深い遺物であ

る。
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胎土分析供試料一覧表

供試料N(ll出土地 I 遺物種 ・土器種 摘 要

1 I 3号窯 I須恵器坪 色調：灰白～灰黄褐色。

口径： （12.4)・底径： （6.0)・器高： 3.5 焼成：中性から還元焙焼成にやや傾く。軟質。

度目値3542 : 1 714 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
腰部はやや丸みを帯る。口縁部は短く外反す 鱗片状 ・角粒状 ・融食形の三者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒
る。外面鞘櫨目は非常に強いが、内面は痕跡 子は隠微晶質。鱗片状には微粒と粗粒状があり、粗粒状の物は火山ガラスと思われる。
程度までに再整形されている。しか認められ 生地土 ：可塑性が低く粗い。
ない。内外面の色調は口縁部が酸化焔に因る

素地土：目立った磁ではないが上記央雑物を含んでいる。焼締られていないため、粗い。
明黄褐色を呈し、底部側では、顕著な異なり

が認められ、内面側は炭素吸着に因り、黒褐

～暗灰色が認められるが、外面側は白灰色を

呈している。

2 I 2号窯 I須恵器坪 色調：灰～黒褐色。

口径： （11.2)・底径： （6 4)・器高 ：3.2 焼成：還元焔焼成（器内外面吸炭。割れ口にも認められる。）。並質。やや焼締られている。

度目値35 : 2 灰雑物 ：黒色鉱物粒子（角粒状 ・柱状）の二者。透明鉱物粒子には、角粒状 ・融食形の二者。
腰部は直線的で口縁部は短く外反する。外面 白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒子は隠微晶質。
の輔鑢目はやや強いが、内面は痕跡程度まで 生地土 ：可塑性がは低く粗い。
再整形されている。器厚は厚く、全体がボッ

素地土：目立った屈ではないが、上記灰雑物を含んでいる。やや多孔質である。
テリした状態。色調は全体に黒褐色を呈する

が口唇部が灰色を呈する。

3 I 2号窯 I須恵器坪 色調：外 ・白灰、内上半 ・灰黄褐色、内面下半部は灰色。

口径 ：（11. 2)・底径 ：（6 4)・器高： 3.5 焼成 ：中性から還元焔焼成。並質。やや焼締られている。

度目値3.2 : 1. 828 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状 ・柱状）の二者。透明鉱物粒子には、鱗片状 ・角粒状 ・融食
腰部は直線的に立ち上がる。口縁部はやや外 形の三者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒子は隠微晶質。
反する。器厚は厚めで口縁部は全体に厚く、 生地土：可塑性がは低く粗い。
ポッテリした作りになっている。外面底部は

素地土：目立った絨ではないが、上記灰雑物を含んでいる。やや多孔質である。
黒褐色を呈し、腰部より上位は白灰色を呈す

る。内面は口縁部より下位が灰色を呈し、ロ

縁部は白灰色を呈する。

4 | 2号窯 l須恵器坪 色調 ：灰～暗灰。

口径： （12. 7)・底径 ：〈5.8〉・器高 ：〈43〉 焼成 ：還元焔焼成。硬質（比較的良く焼き締まっている）。

度目値は推定で2.953 : 1 348 爽雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
腰部は丸みを帯びて立ち上がる体部も丸みを 鱗片状 ・角粒状 ・融食形の三者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒
帯びる。口縁部は短く外反する。外面の観輯 子は隈微晶質。融出し多泡状のガラス（クリストバライト？）が器内面に多出。透明鉱物粒
目は通有程度であるが、内面は痕跡程度まで 子には鱗片状透明鉱物粒子は認められなかった。
整形されている。器厚はやや厚めである。色 生地土：可塑性がは低く粗い。
調は外面口唇部が暗灰色を呈し、口縁部より

素地土：目立った斌ではないが、上記央雑物を含んでいる。やや多孔質である。
下位は灰色を呈している。尚面は口唇部が暗

灰色、体部上半から口縁部が灰色を呈し、腰

部周辺が暗灰色を呈している。

5 | 2号窯 I須恵器坪か塊 色調：白灰（やや褐色味を帯びる）。

口 ：（12.5) 焼成：還元焔。軟質。

やや丸みを帯びた体部口縁部は外反して立ち 央雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） • 黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
上がり、口唇部は肥厚する。器厚は厚めで口 鱗片状 ・角粒状 ・融食形の三者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒
唇部の肥厚もボッテリしている。外面輔櫨目 子は隠微晶質。

が強いが、内面は再整形により痕跡程度しか 生地土：可塑性がは低く粗い。
認められない。色調は外面が灰色に灰色～黒

素地土 ：目立った屈ではないが、上記灰雑物を含んでいる。焼締られていないため、粗い。
褐色の斑が認められる。内面は灰白色一色で

ある。

6 | 2号窯 I須恵器塊 色調：浅黄橙。

口(14.0) 焼成 ：酸化。下半側が吸炭により黒褐色。並質。やや焼締られている。

直線的に立ち上がった腰部から、体部は屈曲 灰雑物 ：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
するように稜線を描き立ち上がり、口縁部は 角粒状 ・融食形の二者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒子は隠微
短く外反する。器厚はやや厚く腰部は厚い作 晶質。

りに成っている。外面輔櫨目は部分的に強い 生地土：可塑性がは低く粗い。
が、内面は再整形により痕跡程度しか認めら

素地土：目立った屈ではないが、上記灰雑物を含んでいる。焼締られていないため、粗い。
れない。色調は外面腰部に暗灰色が斑紋状に

残り 、体部口縁部および内面体部より上位は

明黄褐色を呈し、腰部は暗灰 ・黒褐色を呈す

る。断面では、内外器面部分は明黄褐色が認

められるが、芯側は燻れた黒褐色を呈してい

る。
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供試料N(lI 出土地 I 遺物種・土器種 摘 要

7 I 2号窯 I須恵器坪か碗 色調：灰～黒褐色。

口 (11.0) 焼成：還元焔焼成（器内外面吸炭。割れ口にも認められる。）。並質。やや焼締られている。

腰部 ・体部共に丸みを帯び、口縁部は短く外 央雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
反する。器厚は厚くボッテリしたつくりであ 鱗片状 ・角粒状・融食形の三者。白色微粒子は隠微晶質・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒

る。鞘櫨目は外面は明瞭であるが、内面は再 子は隠微晶質。

整形により痕跡程度にしか認められない。色 生地土：可塑性がは低く粗い。
調は外面が黒褐色。内面は腰部・体部は白灰

素地土：目立った量ではないが、上記央雑物を含んでいる。焼締られていないため、やや粗
色を呈し、口縁部は黒褐色を呈している。

し％

8 I 2号窯 I須恵器坪か塊 色調：白灰（やや褐色味を帯びる）。

口 (11.2) 焼成：還元焔。並質。やや焼締られている。

腰部・体部共に丸みを帯び、口縁部は短く外 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
反する。器厚は厚くボッテリしたつくりであ 鱗片状 ・角粒状 ・融食形の三者。 白色微粒子は隠微晶質・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒

る。輔櫨目は外面は明瞭であるが、内面は再 子は隠微晶質。融出した多泡状のガラス（クリストバライト？）が器内面に認められる。

整形により痕跡程度にしか認められない。色 生地土：可塑性がは低く粗い。
調は外面が浅黄橙色。内面は腰部 ・体部は黒

素地土：目立った最ではないが、上記央雑物を含んでいる。やや焼締られている。やや粗い。
褐色を呈し、口縁部は浅黄橙色を呈している。

器面に灰雑物部分から小ヒビが顕著に入る。， | 2号窯 I須恵器坪か塊 色調：灰～暗灰。

口 (114) 焼成 ：還元焔焼成。硬質（比較的良く焼き締まっている）。

腰部 ・体部共に丸みを帯び、口縁部は短く外 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、
反する。器厚は厚くポッテリしたつくりであ 角粒状・融食形の二者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒子は隠微

る。輛轄目は外面は明瞭であるが、内面は再 晶質は内面に顕著。器外面に融出した多泡状のガラス（クリストバライト？）が器内面に認

整形により痕跡程度にしか認められない。色 められる。透明鉱物粒子には鱗片状透明鉱物粒子は認められなかった。

調は外面が白灰色。内面は腰部・体部は暗灰・ 生地土：可塑性がは低く粗い。
灰色を呈し、口縁部は白灰色を呈している。

素地土：目立った量ではないが、上記央雑物を含んでいる。やや多孔質である。

その他：器外面は央雑物部分から小ヒビが顕著に入る。

10 | 2号窯 I須恵器境 色調：器内面下半は白灰。同上位から器外面は黒褐色。

口 (14.0) 焼成：還元焙焼成。硬質（比較的良く焼き締まっている）。

腰部 ・体部は丸みを帯び、口縁部は強く外反 央雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、

する。器厚は厚くボッテリした感じである。 角粒状 ・融食形の二者。白色微粒子は隠微晶質 ・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒子は隠微

輔輯目は外面は強めであるが、内面は再整形 晶質は内面に顕著。器内面に融出した多泡状のガラス（クリストバライト？）が器内面に認

により痕跡程度にしか認められない。色調は められる。透明鉱物粒子には鱗片状透明鉱物粒子は認められない。

外面腰部に灰色の斑紋が残り、口唇部に一部 生地土：可塑性がは低く粗い。
灰色が認められものの全体的には黒褐色を呈

素地土：目立った斌ではないが、上記灰雑物を含んでいる。やや多孔質である。
する。内面は体部下半部やや褐色味を帯びた

その他：器内面下半は央雑物部分から小ヒビが顕著に入る。白灰色を呈し、上半部から口縁部は暗灰色を

呈している。

11 I 3号窯 I須恵器坪か塊 色調：器外面 ・器内面上半は浅黄橙。器内面下半は黒褐色。

口(12.4) 焼成：酸化。並質。

腰部 ・体部はやや丸みを帯びるが、口縁部は 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状） （最多） •黒色鉱物粒子（柱状）の二者。透明鉱物粒子には、

強く外反する。器厚は厚くボッテリした感じ 角粒状 ・融食形の二者。白色微粒子は隠微晶質・角粒状の二者の鉱物。白色鉱物粒子は隠微

である。輔輯目は外面は明瞭であるが、内面 晶質。

は殆ど認められない。色調は、外面は明黄褐 生地土：可塑性がは低く粗い。
色を呈するが、内面は腰部 ・体部が黒褐色を

素地土：目立った鼠ではないが、上記灰雑物を含んでいる。やや多孔質である。
呈するが、口縁部が灰白色を呈している。

12 | 2号窯 I須恵器塊 色調：縦位半分で灰色 ・黒褐色に分かれる。

口 (13.0) 焼成：還元焔。軟質。焼締は殆ど認められない。

腰部 ・体部は直線的に立ち上がり、口縁部は 爽雑物 ： 黒色鉱物粒子（角粒状 ・ 柱状）角粒状は融食形が認められる。 • 黒色粒子（円粒） ．

短く外反する。器厚は厚くややボッテリして 透明鉱物粒子（角粒状）。白色粒子（隠微晶質の風化が進んだものか、白雲母化か）。

いる感じであ。輔轄目はやや弱いが粗く引き 生地土：可塑性がは低く粗い。
上げている。色調は横位に変化顕著で、黒褐

素地土：目立った量ではないが、上記爽雑物を含んでいる。やや粗い。
色と灰色・暗灰色が明黄褐色を間に挟み変化

している。内面は黒褐色と灰色が横位に変化

している。

13 I 2号窯 I須恵器坪か塊 色調：器外面から器内面口縁部は灰白。器内面下半暗灰。

口 (136) 焼成：還元烙。並質。焼締は殆ど認められない。

腰部 ・体部は丸みを帯び、口縁部は緩やかに 央雑物 ： 黒色鉱物粒子（角粒状 ・ 柱状）角粒状は融食形が認められる。 • 黒色粒子（円粒） ．

外販する。輔鑢目は外面は強いが内面は再整 透明鉱物粒子（角粒状）。白色粒子（隠微晶質の風化が進んだものか、白雲母化か）。

形により痕跡を留める程度である。器厚は体 生地土：可塑性がは低く粗い。
部下半より下位で厚いが、口縁部ではやや薄

素地土：目立った鼠ではないが、上記央雑物を含んでいる。やや粗い。
めに作られている。色調は、外面で口縁部に

灰色が斑紋状に残り、内面は灰色に斜位に暗

灰色が縞状に入る。
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供試料NaI 出土地 I 遺物種 ・土器種 摘 要

14 | 2号窯 I須恵器坪か塊 色調：器外面白灰、器内面黒褐色

口 (13.0) 焼成：還元焔。軟質。焼締は認められない。

全体に直線的な作りに見えるが、腰部 ・体部 灰雑物 ：黒色鉱物粒子（角粒状 ・柱状）角粒状は融食形が認められる。透明鉱物粒子（角粒

下半は輔輯目も強いが、体部上半は輻櫨目が 状）。白色粒子（隠微晶質の風化が進んだものか、白雲母化か）。

弱く口縁部に続き、口縁部は短く外反する。 生地土 ：可塑性がは低く粗い。
器厚は体部 ・体部下半でやや厚いが、体部上

素地土：目立った拡ではないが、上記突雑物を含んでいる。やや粗い。
半 ・ロ縁部はやや薄めである。色調は、外面

が白灰色が均質に認められるが、内面は腰部

から口縁部に楕円形状に黒褐色 ・暗灰色の斑

紋が大きく見られ、腰部下半に白灰色が認め

られる。

15 I 3号窯 I須恵器坪か碗 色調：口縁部ま斑に灰色。体部は灰白色。

口 (13.0) 焼成：還元焔。やや硬質。僅かに焼締が認められる。

全体に直線的であるが、口縁部は緩やかに外 央雑物：黒色鉱物粒子（角粒状 ・柱状）角粒状は融食形が認められる。透明鉱物粒子（角粒

反する。器厚はやや厚い。輔輯目は立ち上が 状）。白色粒子（隠微晶質の風化が進んだものか、白雲母化か）。器内外面体部下半に透明鉱

り部で強く、内面は再整形により痕跡程度に 物粒子の発泡が認められる。

認められる。色調は外面が腰部が白灰色を呈 生地土：可塑性がは低く粗い。
し、体部から口縁部が灰色を呈する。内面は

素地土 ：目立った蘭ではないが、上記央雑物を含んでいる。やや粗い。
体部下半 ・腰部が白灰色を呈し、体部上半か

ら口縁部が灰色を呈している。

16 | 2号窯 I須恵器皿 色調：器外面・器内面口縁部は灰白。器内面体部は黒褐色。

口 (12.0) 焼成：還元焔。やや硬質。僅かに焼締が認められる。

全体的に緩やかに外反している。器厚は特に 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状・柱状）角粒状は融食形が認められる。透明鉱物粒子（角粒

厚くボッテリしている。内面には補修の痕跡 状・ヘ機械を伴う）二者。白色粒子（隠微晶質の風化が進んだものか、白雲母化か）。口唇部

が認められ、欠損は同部分から生じている。 内面 ・体部器外面に発泡した透明鉱物粒子が認められる。

輔轄目は内面は再幣形により痕跡程度であ 生地土：可塑性がは低く粗い。
る。色調は、外面が白灰色を呈し。内面はロ

素地土：目立った輩ではないが、上記央雑物を含んでいる。やや粗い。
縁部が白灰色を呈するが、口縁部より下位は

黒褐色を呈している。

17 | 2号窯 I土師器甕 色調：鈍褐 ・鈍橙。部分的に黒斑が認められる。

口 (20.0) 焼成 ：酸化焙。土師器としては比較的良く締まっている。

頸部がやや斜位に立ち上がり、口縁部は強く 央雑物：黒色鉱物粒子（角粒状 ・柱状）の二者、角粒状は融食形が認められる。透明鉱物粒

外傾する。頸部 ・ロ縁部には強い稜線が起き 子（角粒状 ・鱗片状 ・融食形）の三者、鱗片状のものはレインボー状の光沢がある。白色鉱

ている。この稜線は箆撫ででにより施されて 物粒子（隠微晶質の風化の進んだ状態か）

いる。内面は横撫でを施している。器厚は厚 生地土：可塑性は並位と思われる。
めである。

素地土：上記央雑物を含むが量的に多くなく比較的緻密。

18 I 2号窯 I土師器甕 色調：明赤褐。単色。

口 (18.0) 焼成 ：酸化焔。単色の状態から、熱は斑無く伝わったと思われる。並質。

口縁部は外反する。器厚は薄い作りである。 央雑物：黒色鉱物粒子（角粒状 ・棒状）の二者。透明鉱物粒子（角粒状 ・微細鱗片状 ・鱗片

状 ・融食形）の四者。超微粒状黒色粒子。白色鉱物粒子（隠微晶質の風化の進んだ状態か）。

赤褐色粒子が認められる。

生地土：可塑性は並質程度か。

素地土：上記の突雑物は須恵器より粒状が細かく、粗さは感じられない。

19 ! 2号窯 I土師器坪 色調：明黄褐色。単色。

口(120) 焼成：酸化焔。器内面口唇部直下に発泡状態の透明鉱物粒子。並質で斑がない。

体部 ・ロ縁部が直線的に立ち上がる。体部に 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状 ・棒状）の二者。透明鉱物粒子（角粒状 ・微細鱗片状 ・融食

は型膚が残り横位の箆削りを施す。口縁部は 形）の三者。超微粒状黒色粒子。白色鉱物粒子（隠微晶質の風化の進んだ状態か）。赤褐色粒

横撫でを施している。内面は撫で整形による 子が認められる。

整形痕（輔轄目状）が顕著。 生地土：可塑性は並質程度か。

素地土：上記の央雑物は須恵器より粒状が細かく、粗さは感じられない。

20 I 2号窯 I土師器坪 色調 ：明黄褐色がくすんだ状態。器外面は黒褐色～鈍褐。

口 (11.4) 焼成 ：酸化焙。並質。器厚が薄いためやや焼締まりが認められる。

体部は直線的に立ち上がり屈曲する状態で口 灰雑物：黒色鉱物粒子（角粒状 ・柱状）の二者、角粒状は融食形が認められる。透明鉱物粒

縁部が立ち上がる。体部は横位の箆撫でを施 子（融食形）。白色鉱物粒子（隈微晶質の風化の進んだ状態。肉眼では白色粒子としてしか認

し、口縁部上半は横撫で、下半は荒い器面が 識できない）が認められる。

立ち型膚が部分的に認められ、軽い箆撫でが 生地土：可塑性は並質程度か。
施されている。内面は横撫でを施す。

素地土：灰雑物がやや多く粗く感じさせる。

68 



第 1節理科学分析にあたって

嘉

＼
~
詈

八
）
芦

C
N
o
l
『

[

。
J40

a No7認謬

:|  
40-000ll 

筍
皇
旦
〖

姿`‘

嵐
NoB

e
 _

 

ー

3
 

ー

晶
000

l
-

層

住

12
下
40

ゞ

畠

4
 ゚

z
 

00 No6下13号住
40-00014 

亨ニ
メ

＇ミこここプ―ーらニニ：

り

No11 
下32号住
40-00036 

I 
40-00039 

---
i 0゜40-00036 

マこニーニ―—ーニつ＝二＝＝＞
0 0 0 ゜40-00037 

／戸

40-00023 ¥ 

＼ 

~ 0 o ~ -

二：こ二
l 

- - L 

~~--~ げI No12 
I 下40号住i a o 40-00043 

40-00039 

ーこ

ーと

りーロ
No15漆25号住

([;0059 デ °-I-J ぅ

ーで口ばこ嘉悶No18::]□□□9□¥
No21漆45号住 40-00076 

40-00075 

ぺ 仁こ二：ー：こ〉 0□三⇒ ー一一7-1 ― | | 0 0 U No27 ! ONo24 No26漆56号住 No28漆67号住 漆65号住
I No23 』 0 漆49号住 40-00084 40-00091 40-00089 
漆49号住 40-00079 
40-00081 

図ー24 鉄器分析供試料遺物実測図1/4(1) 

No14 漆6号住
10-00057 

ー／
‘ヽ

No10 
下24号住
40-00024 

69 



第 6章 理科学分析

口 No29下23号住
40-00002 

0No 3゚認嘉嘉 。ーロ No31下12号住
40-00007 

(J ロ
No32下12号住

40-00008 

口 玉
No34下12号住

40-00010 

口

口

口

No36下30号住
40-00027 

No40漆26号住
40-00060 

-0 
ロ
.D 

口
＇ 

ー 、＇ ーと`—•ヽ 9 □: 99ー ロ

ロ

No33下12号住
40-00009 

No35下30号住
40-00026 

No37下32号住
40-00035 

書口で
No39漆17号住

40-00058 

|
 

こ
No41漆29号住

40-00064 

lーーロぐ No42漆60号住
40-00085 

嘉9□
No43漆64号住

40-00087 

ー、ロ
こ

No44漆65号住
40-00088 

図ー25―鉄器分析供試料遺物実測図 1/ 4 (2) 

No45漆66号住
40-00090 

70 



第 2節須恵器・土師器の胎土分析

竹原弘展•藤根久（パレオ・ラボ）

第 1項はじめに

富田漆田遺跡は、上武国道建設に伴い発掘調査が

実施され、 10世紀中頃の須恵器窯跡が 5基検出され

ている。また、隣接する住居跡ではロクロピットも

検出された。

これらのうち、 2号窯、 3号窯より出土した須恵器

および土師器について、波長分散型蛍光X線分析装

置による元素分析と X線回折による鉱物分析を行っ

た。なお、別個体の須恵器 1試料については剥片を

作成し顕微鏡観察を予察的に行い、須恵器胎土材料

の粘土および混和物の特徴など材料的に検討した。

第 2項試料と方法

分析試料は、 2号窯から出土した須恵器13試料、

3号窯から出土した須恵器 3試料、土師器 4試料の

計20試料である（附表ー l)。なお、これら須恵器や

土師器は窯の覆土中から出土した遺物である。

附表ー 1 試料一覧表

試料N(l 出土遺構 分類 ・器種 試料N(l 出土遺構 分類・器種
1 3号窯 須恵器坪 11 3号窯 須恵器坪or碗

2 2号窯 須恵器坪 12 2号窯 須恵器碗

3 2号窯 須恵器坪 13 2号窯 須恵器坪or塊
4 2号窯 須恵器坪 14 2号窯 須恵器坪or塊
5 2号窯 須恵器坪 or塊 15 3号窯 須恵器坪 or塊
6 2号窯 須恵器碗 16 2号窯 須恵器皿
7 2号窯 須恵器坪or塊 17 2号窯 土師器甕
8 2号窯 須恵器坪 or碗 18 2号窯 土師器甕， 2号窯 須恵器坪or塊 19 2号窯 土師器坪
10 2号窯 須恵器塊 20 2号窯 土師器坪

方法は、ガラスビードを作成して測定するビード

法による蛍光X線分析である。

最初に、必要量を各遺物より割り取り、胎土以外

の影響を排除するため、附表—面を小型グラインダー

で削った後、精製水にて超音波洗浄を行った。試料

はセラミック乳鉢で粉末にして、るつぼに入れ、電

気炉で750℃、 6時間焼成した後、デシケータ内で放

冷し、1.8000g秤最した。これを、恒温乾燥機で

120℃、 3時間乾燥させ、その後デシケータ内で放冷

した無水四ホウ酸リチウム Li2凡07と、リチウムメ

タボレイド LiB02を8: 2の割合で調製した融剤

第 2節須恵器 ・土師器の胎土分析

3,6000 gと、十分に混合し白金製るつぼに入れ、ビー

ドサンプラー (NT-2000型；卸東京科学製）にて約

750℃で250秒間予備加熱、約1100℃で150秒間溶融さ

せ、約1100℃で350秒間揺動加熱してガラスビードを

作成した。

分析はフィリップス社製波長分散型蛍光X線分析

装置 MagiX (PW2424型）にて、標準岩石試料を用

いた検量線法による定量分析を行った。定量元素は、

酸化ナトリウム Na20、酸化マグネシウム MgO、酸

化アルミニウム Aし03、酸化ケイ素 Si02、酸化リン

p205、酸化カリウム K20、酸化カルシウム CaO、酸

化チタン Ti02、酸化マンガン MnO、酸化鉄 Fe203ヽ

ルビジウム Rb、ストロンチウム Srである。

また、すべての試料についてX線回折分析を行っ

た。試料は、標準的な部分をアルミナ乳鉢で粉砕し

精製水を加えてスライドグラス上に展開・乾固した。

測定は、跨リガク製デスクトップX線回折装置

MiniFlexを用いた。測定条件は、電圧30kV、電流

15mA、Cu-X線管、走査範囲 5゚～90゚ 、ステップ幅

0.02゚ 、計数時間1.0secのFT測定を行った。

ピークおよび強度の解析は、平滑化処理、バック

グラウンド処理、 Ka2除去処理、ピークサーチ処

理を行った。測定結果は、同定した鉱物の最大強度

(cps)を示した。なお、最大強度は、石英が26.64゚、

斜長石 (Anorthite)が27.88゚ 、クリストバライトが

21.90゚ 、ムライトが26.27゚ 、イライトが8.58゚である。

さらに、 2号窯から出土した須恵器 1試料（蛍光

X線分析を行った試料は別試料）について顕微鏡観

察用の剥片を作成した。 (1)試料は、始めに岩石カッ

ターなどで整形し、恒渦乾燥機により乾燥した。全

体にエポキシ系樹脂を含浸させ固化処理を行った。

これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、

同様にしてその平面の固化処理を行った。(2)さらに、

研磨機およびガラス板を用いて研磨し、平面を作成

した後スライドグラスに接着した。 (3)その後、精密

岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用

いて研磨し、厚さ0.02mm前後の薄片を作成した。仕

上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コー
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ティング剤を塗布した。

試料は、薄片全面について微化石類（珪藻化石、

骨針化石、胞子化石）や大型粒子などの特徴につい

て観察・記載を行った。

第 3項結果

蛍光X線分析の結果は附表ー2に示す。

測定の結果、酸化ケイ素 Si02が最も多く含まれ

60.01~64.52%、次いで酸化アルミニウム Al203が

20.38~25.40%となっている。酸化鉄 Fe203が

3.38~8.59％含まれ、その他の元素はいずれも 3%

未満であった。附図ー 1にAl203―Si02分布附図ー、附

図ー 2 に Fe203 ―Si02分布附図—、また、参考として附

図ー 3にK20-Ca0分布附図ー、附図ー4にRb-Sr分

布附図ー、附図ー5~8に各元素の分布附図ーを示す。

X線回折は、各試料の測定生データのスペクトル

を附図ー 9~12に示す。すべての試料では、石英と斜

長石 (Anorthite)が同定され、試料No.4では、その

他鉱物としてクリストバル石とムライトが検出され

た。試料No.18では粘土鉱物のイライトも検出された。

なお、同定された鉱物の各強度を附表ー 3に示し、斜

長石一石英の強度附図ーを附図ー13に示す。

2号窯出土須恵器 1試料の顕微鏡観察では、以下

の微化石類および岩石 ・鉱物の特徴が観察された。

附表-2 定量分析結果一覧表

試料 分類
N 魔゚ Mo（んgo） A（l％20） 3 汽（ん°）2 p（iん°）5 N(l （） 

1 須恵器 1.65 1.33 23 98 64.52 0.055 
2 須恵器 1.49 1.64 23. 79 63 00 0.056 
3 須恵器 1.44 1.62 24.62 62 30 0.056 
4 須恵器 1.47 1.25 24. 71 64.47 0 061 
5 須恵器 1. 70 1.29 23.32 62.78 0 054 
6 須恵器 1.26 1.39 24.88 62.81 0 037 
7 須恵器 1.52 1.25 23.38 62.94 0 055 
8 須恵器 1 35 1.17 25.40 63.79 0.051 ， 須恵器 1 52 1 83 24.30 63.58 0 054 
10 須恵器 1.43 1 52 24.64 62.68 0.051 
11 須恵器 1 60 1.32 23.79 63.76 0 llO 
12 須恵器 1.44 1.42 25.31 62.24 0.058 
13 須恵器 1.50 1.42 24 17 63.60 0.057 
14 須恵器 1.55 1.48 24 56 63 16 0.053 
15 須恵器 1. 72 1.61 23.58 63.58 0.053 
16 須恵器 1.50 1.47 23.41 62 21 0.054 
17 土師器 0 86 1.49 24.41 61.88 0.070 
18 土師器 1. 73 1.88 20.34 62.98 0 063 
19 土師器 0 95 2.57 21. 72 61.27 0.100 
20 土師器 0.83 1. 76 24.06 61.65 0 138 
最大値 1 73 2 57 25.40 64.52 0.138 
最小値 0.83 1.17 20.34 61.27 0 037 
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怜(%°) 
0 83 
0 81 
0 84 
0 98 
0 78 
0 94 
0 78 
0.96 
0.82 
0.98 
0.88 
1.19 
0.81 
0.87 
1.11 
0.84 
0.82 
2 11 
0.58 
0 55 
2 11 
0 55 

ガラス質〉斜方輝石〉角閃石類、単斜輝石、複合

石英類（微細）、斑晶質、珪藻化石（沼沢湿地付着生

Cymbella aspera、Eunotiapraerupta var.bidens、

Navicula elginensis、陸域指標種群 Hantzschiaam-

phioxys、Pinnularia borealis、淡水種 Surirella

tenera、Rhopalodiagibberula、Dゅloneisovalis、

Stauroneis acuta、Cymbellacuspidata、Pinnularia

属、 Eunotia属、 Amphora属、 Diploneis属、不明種

など多い）、植物珪酸体化石多い（ヨシ属含む）。

第 4項考察

附図— 1 を見ると、全体的にほぼ一箇所にまとまっ

ており、特に須恵器については非常に狭い範囲に密

集している。附図—中に 3 本の点線が示してあるが、

これらは原点を通る直線であり、この直線の傾きの

変化が Al20よ Si02の組成比の変化を附表—してい

て、 Aし0よ Si02の組成比のばらつきが非常に少な

い事がわかる。小村 ・藤根 (2002) は、粘土の化学

組成は Al203が比較的多く砂粒は Si02が多いため、

Al20よ Si02の組成比の変化は粘土と砂粒の混合比

の変化を附表—しているとしているが、分析した須恵

器は、胎土に使われている粘土と砂粒の混合比が良

くまとまっていることがこの附図ーからは想定する

ことができる。これらの傾向は、附図ー 2のFe203と

CaO 
T(i%°) 2 

MnO F（e％20） 3 
total Rb Sr 

（％） （％） （％） (ppm) (ppm) 
2.41 1.03 0.056 3.85 99. 71 43.6 213 4 
2.42 1.03 0 066 5.16 99.45 45.0 196 3 
2.48 1.04 0.069 5 11 99.58 45.8 228.0 
2.32 1.00 0 047 3 38 99.70 59.8 237 1 
2.25 1.03 0.058 4.58 97.84 35.2 186 4 
1. 79 1.09 0 045 4 42 98.66 79.2 166 2 
2.24 1.06 0 057 4 49 97.76 39.9 185 4 
2 00 1.02 0 046 3 84 99.64 56.4 213 3 
2 78 1.09 0072 4 36 100.41 45.2 251 9 
2.26 1.06 0.075 5.05 99.74 57.6 227.8 
2 19 1.05 0.055 4 40 99.14 47.7 187 1 
1 99 1.10 0.050 4.51 99.30 52.5 200 8 
2 45 1.04 0.063 4.41 99 52 42.3 215.8 
2.55 1.05 0.057 3.95 99.26 48.3 230.4 
2.82 1 05 0.073 4.57 100 16 61.3 259.5 
2.30 1 02 0.077 5.14 98.01 44.0 196.9 
1.26 1 24 0.061 6.18 98 27 48 4 94.9 
1.34 1.34 0.049 7. 79 99.60 106 1 108.3 
1.69 1.36 0.101 8.58 98. 91 32.7 112.3 
1.34 1.38 0.087 7.41 99.21 28 9 98.7 
2 82 1.38 0.101 8.58 100.41 106.1 259.5 
1.26 1.00 0.045 3.38 97.76 28 9 94.9 
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Si02の分布においても同様である。ただし、土師器

胎土は須恵器の一群から離れて分布する。

さらに、 Al20沖 Si02、Fe203以外の元素でも試料

間に大きな差異がないか見てみると（附図-5~8)、

須恵器の場合、若干の例外はあるものの、どの元素に

おいてもよくまとまった値を示していると言えよう。

例外的な組成を示すのは、 P20sが他の須恵器の約

2倍と多く含まれているNo.11と、複数元素において

少しずつではあるものの、全体的に他の須恵器とは

ややずれた組成を示すNo.6である。 No.11については

P20s以外の元素ではよく一致しているし、 No.6も他

と大きく逸脱するような化学組成は示していないこ

とから、大きな差異と考える。

3号窯出土須恵器は 2号窯出土須恵器との化学組

成の差異はあまり見られなかった。このことから、

2号窯出土須恵器と 3号窯出土須恵器の胎土に大き

な違いはないと思われる。

一方、土師器については、化学組成に大きなギラ

ツキが見られる。各土師器の胎土を肉眼観察してみ

ると、黒色輝石類または角閃石類が多く観察される。

特にNo.19の土師器胎土中には多く見られることか

ら、輝石類または角閃石類の量が影響していると考

えられる。特に、 MgOやMnOあるいは Fe203など

において分布幅が大きい。

蛍光X線分析の結果では、 2号窯出土の須恵器と

3号窯出土の須恵器のほとんどの化学組成が良く類

似した。このことから、両者の胎土材料がよく似て

いたことが推察され、窯の違いにかかわらず、かな

り共通した材料を使用し、かつ粘土と砂粒物の割合

も同じであることが理解される。薄片の顕微鏡観察

では、淡水種珪藻化石が多く含まれ、特に沼沢湿地

付着生の珪藻化石が特徴的に含まれていた。また、

ヨシ属の葉身に形成される珪酸体の化石が特徴的に

含まれるなど沼沢地で堆積した粘土を利用している

ことが理解された。なお、こうした粘土材料は、波

志江中宿遺跡の粘土採掘坑の採掘対象粘土の特徴と

一致している（藤根・古橋、 2001)。波志江中宿遺跡

の粘土採掘坑の採掘対象粘土は、 AT火山灰層準以

74 

下の黒色帯などが水成堆積した粘土であるが、富田

漆田遺跡周辺においても同様の粘土が採取できたも

のと推定される。

X線回折分析では、 量的に多く含まれる石英ある

いは斜長石 (Anorthite)のピークが卓越し、その他

の輝石類あるいは角閃石類のピークは明瞭でない。

斜長石一石英の強度附図ー（附図ー13)を見ると、 2号

窯須恵器Na6を含んだ、土師器のNo.18-No.17 -

No.20-No.19の直線性が顕著であり、その他No.3の須

恵器を除いては一群を形成しているように見える。

これは、須恵器と土師器の焼成に係る現象と思われ

るが明らかではない。この点については、今後検討

してみる必要がある。

第 5項終わりに

富田漆田遺跡の窯跡から出土した遺物20試料の胎

土を元素分析した結果、以下のことが指摘できる。

(1) ここで分析を行った須恵器のうち、試料Na6 

やNo11などにおいて若干のバラツキがあるものの、

その化学組成がほぽ一致していた。このことから、

窯の違いに化学組成の違いがなく、ある程度統一さ

れた材料を使用して作られたことが理解された。こ

れは、この地域において使用された材料が限られて

いることが大きな背景にある。なお、薄片の顕微鏡

観察では、珪藻化石の多産により粘土材料が沼沢地

の有機質粘土を利用していることが理解された。

(2) 土師器 4試料については、須恵器に比べてそ

の化学組成に違いが見られた。

(3) X線回折分析では、 量的に多く含まれる石英

あるいは斜長石 (Anorthite)のピークが卓越し、そ

の他の輝石類あるいは角閃石類のピークは明瞭でな

ぃ。斜長石一石英の強度附図ー（附図ー13)では、須恵

器と土師器の焼成に係る現象を示していることが予

想され、今後の検討課題である。

引用文献

藤根 久 ・今村美智子 (2001) 土器の胎土材料と粘土採掘坑対
象堆積物の特徴．波志江中宿遺跡，262-277,群馬県埋蔵文化
財調査事業団

小村美代子 • 藤根 久 (2002) 山茶碗胎土の化学的評価．日本
文化財科学会第19回大会研究発附表—要旨集， 60-61, 日本文
化財科学会
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ĝ o  

N
a
2
0
 •

 M
g
O
 ・
知

0
• 
C
a
O
 •

 T
i0

2濃
度

<%
) 
I

 
_
2
号

窯
出

土
須

恵
器

△
3
号

窯
出

土
須

恵
器

9
 l
o
2
号

窯
出

土
土

師
器 0
1
9
 

．．
．．
．．
．．
．．
．．
．．
 

•1
8 

0
 2
0 

ー

~ 5
1
 

• 1
1

. 

~  . .  i ●  

2 6 0 3 5 2 7 6 3 9 4 8 4  

. l l l l l

 

, i h菖 3 4 .ー

• [ -
.

~ —
—

—

~
 

o
 l7
 

附
図

6
Fe

か
濃

度

（％）
 

0
.
 10
 

0. 
05
 

0. 
00
 

• 
11
 

-
2
号

窯
出

土
須

恵
器

0
 20
1,
.3

号
窯

出
土

須
恵

器

0
2
号

窯
出

土
土

師
器

1 5  

ー

. .  

i  

4 2 3 2 3 7 5 4 6 9 0 8 6  

l l l l l

 

4 : .' ー ト

．

61 1 , 1  — -1
-

—
 

0 7 8

 

2 1 1

 

0 0

. 0
 

5 1

 l .  

l t ・  

. 、 -6 0 9 3 2 3 4 5 7 2 4 6 8  

I t l l l  1 8 9 3 2 2 1 1 訟 ！

_ _ _ _ _  
- • ― 置

・・ 

7 8  

I I  

0 0

 

附
図

7
西
0
5

• 
M
n
O
濃
度

(
p
p
m)
 

15
0 

-
2号

窯
出

土
須

恵
器

△
3
号

窯
出

土
須

恵
器

o
2
号

窯
出

土
土

師
器 l

 
-

9
 

ー
4

=
Ii

 

＝
培

=
Ii

 
ー
，

附
図

8

• 
15
 

渉 6 箪

• 
l

 

• 
I
 I
 

R
b
 •

 S
r
濃

度

涸 翌 禄 半 索
ー

6

5 1 1  

l l  
．．． 6 4 8 0 2 4 3 9 2 6 3 7 5  

l l l l l  

.

6 |

. l 5  

ー

― ― ― ― ＿ ■ ― ―  

01
8
 

4 0 4 2 3 8 2 6 2 5 7 6  

I I I I I  

9 8 7 0  

1 1 1 2  

0 0 0 0  

7 9 0  

l ] 2  

0 0 0  

Na
20
 

M
gO

 
k2
0 

C
a
O
 

T
i

 
0,
 

Fe
20
3 

P2
05
 

M
n
O
 

Rb
 

Sr
 

20
0 

18
0 

16
0 

0 0 0

 

4 2 0

 

l l l

 

( s d 3 ) 螂 悪 e ( a 1 I q 1 J o u v ) 5 叫 蕊

80
 

60
 

40
 

20
 

10
 

♦
 

＇ 
9
 ◆
 
5
 ●
 

．
 

19
 

1
 

5
 
14

●
 

8
 

♦
.
面
―

`
2
 

4
.
.
 1

 
．

 
20
 

7
 

♦
12

 

◆
 

トー
．

 
11

.
 

13
 

• 
17
 

6
 

•
-
-

-

●
 3

 

●
18

 

l
 

←
 -

-

』
-

附
図

9
斜

長
石

(A
no

rt
h1

t
e)

ー
石
英
の
強
度
図

。。
70
0 

6. 
00
 

5. 
00
 

4. 
00
 

盆 ';:
 
3. 
00
 

し

I. 
00
 

◆  

◆ . t  . . .  

♦  

●
須

恵
器

•
土
師
器

．． 
12
 

2. 
00

,
 

__
 

6
.
 

17
 

参
考
図

18
 

柘
0
/
C
a
O
-
S
r
/
R
b
分

布
図

10
0 

20
0 

30
0 

40
0 

石
英
の
強
度

(c
p
s)

50
0 

60
0 

80
0 

0. 
00
 

0. 
00
 

0. 
20
 

0. 
40
 

0. 
60
 

0. 
80
 

I. 
00
 

K2
0/
Ca
0 

I. 
20
 

1. 
40
 

I. 
6
0
 

I. 
80
 



第 2節須恵器・土師器の胎土分析
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附図10 土器胎士試料のX線回折スペクトル図

［鉱物記号］ Q;石英、 An;灰長石、 Cr;クリスバル石、 M;ムライト、 I;イライト
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第 6章理科学分析

第3節 富田漆田 ・下大日遺跡出土鉄

器・鉄滓の金属考古学的調査

結果

岩手県立博物館 赤沼英男

第 1項はじめに

群馬県前橋市に所在する富田漆田・下大日遺跡は、

上武道路自動車道建設に伴い、平成12年～平成14年

に緊急発掘調査された遺跡である。調査の結果、降

下火山灰の堆積状況および出土土器によって、 10世

紀代に比定される竪穴住居跡群が確認され、住居跡

内およびその周辺から鉄器ならびに鉄滓、鉄塊系資
1) 

料が検出された。

鉄器は、斧、釘、鎖尺などのエ具、鎌、鋤先など

の農具が大半を占める。鉄塊系資料および鉄滓の出

土を加味すると、遺跡内で鉄に関する生産活動、と

りわけ鉄器製作活動が実施されており、製作された

鉄器を使って住居の建設や農業生産活動が営まれて

いたものと推定される。

これまでに行われた出土鉄関連資料の金属考古学

的調査によって、平安期の群馬県下では、ある地域

で生産された原料鉄を処理し、遺跡内の生活に必要

な鉄器が製作されていた可能性の高いことが指摘さ
2)-5) 

れている。鉄器製作の素材として使用された原料鉄

には銑鉄と鋼の 2つを想定することができる。平安

時代において、鋼を溶融するほどの炉内温度を確保

することは難しかったと考えられるので、鋼を出発

物質とした場合の鉄器の製作は、加熱 ・鍛打によっ

て行われたことは間違いない。銑鉄の場合には、銑

鉄中の炭素を低減（脱炭）して鋼を製造する。その

鋼を使って鋼製鉄器が製作されたものと推定され

る。

富田漆田 ・富田下大日遺跡から出土した鉄器を金

属考古学的調査した結果、そのほとんどがほぼ同じ

組成の鋼を用いて製作されていた可能性が高いこ

と、遺跡内またはその周辺で、鋼の製造と鉄器製作

が行われていた可能性の高いことが明らかとなっ

た。ある特定の場所で製造された原料鉄が遺跡内に
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運び込まれ、それを使って日常生活に必要な道具が

製作されていた可能性の高いことが分かったわけで

ある。以下に調査結果を報告する。

第 2項調査資料

金属考古学的調査を実施した資料は附表 1および

附表 2に示す、富田下大日 ・富田下漆田両遺跡出土

鉄器28点、鉄塊系資料、および鉄滓17点の合計48資

料である。鉄器は武具、農具、およびエ具に分類さ

れる。武具は刀子であり、調査鉄器のほとんどは生

産用具である。

鉄滓は外観形状から椀形滓と塊状滓に分類され

る。他に資料表面が赤錆で覆われた鉄塊系資料

(No.43)が確認されている。

発掘調査区域内において鉄関連遺構は未確認であ

る。調査した鉄塊系資料および鉄滓は、住居跡内か

ら出土した資料で、人為的に住居跡内に持ち込まれ

附表ー 1 調査鉄器の概要

Na 遺跡名 資料名
検出遺構

資口整 資は整
遺構名 層位 理号 理号

1 釘
12号住

覆土 40-00004 下3

2 不明鉄器 床直層 40-00005 下4

3 鎌 床直 40-00011 下11

4 不明鉄器 覆土 40~00012 下10

5 棒状鉄器
13号住

覆土 40-00013 下9

6 
下大日

槌 床直層 40-00014 下12

7 有袋鉄斧
17号・住

床直層 40-00020 下13

8 鎖尺 覆土 40-00021 下19A， 鋤 先 21号住 覆土 40-00023 下20

10 大形鋤先 24号住 床直 40-00024 下22

11 刀 子 32号住 覆土 40-00036 下40A

12 鋤 先 40号住 覆土 40-00043 下28A

13 鎌 2号住 覆土 40-00056 う34

14 鎌 6号住 床直 40-00057 うl

15 釘 25号住 鼈右袖 40-00059 う36

16 鎌 28号住 覆土 40-00063 う5

17 刀子
36号住

覆土 40-00066 う8

18 不明鉄器 覆土 40-00068 う9

19 刀 子 42号住 覆土 40-00072 う13

20 
漆

鏃 44号住 覆土 40-00073 う14
田

鍔 45号住 覆土 う1621 40-00075 

22 刀 子 47号住 床直 40-00076 う17

23 鎌 49号住 床直 40-00081 う19
l 

24 刀 子 49号住 覆土 40-00079 う20
l 

25 刀 子 49号住 床直 40-00078 う22

26 鉄 片 56号住 覆土 40-00084 う24

27 紡錘車 65号住 床直層 40-00089 う29

28 刀 子 67号住 覆土 40-00091 う32

注） Nuは分析 ・検出・資料番号 ・資料名は木津博明氏による。
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たか、自然流入したもののいずれかである。

第 3項調査試料の摘出

鉄器については、ダイヤモンドカッターを装着し

たハンドドリル（以下、ハンドドリルという）を使っ

て、資料の外観形状を損ねることのないよう細心の

注意を払いながら、 0.05g~0.2gの試料を摘出し

た。鉄器からの試料摘出位置は、附図ー2～附図ー13

に示すとおりである。

鋼製鉄器を製作する場合、炭素量の異なる鋼を配

して造形が施されることがある。そこで、ほぼ完形

の状態で出土したNo.3、No.6~No.10、No.16、および

No.23については、同一資料の 2ケ所から分析試料を

摘出し、炭素量が異なる鋼の使用有無について検討

した。 No.11は4本の刀子が固着している。錆化が著

しく脆弱なため、ハンドドリルによる衝撃を加えて

も、資料形状の維持が可能と判断された部位から微

量試料を摘出した。摘出した 4試料 (Sa!―Sa4)のう

ち、 Sa1、Sa2、および Sa4は試料量の関係から、組

織観察のみを実施した。

後述するように、錆化した試料の化学組成を検討

する場合、埋蔵環境下からの富化が問題となる。こ

の点について吟味するため、 No.l、No.2、No.3、No.5、

No. 9~No.12、No.17、No.22、No.23、およびNo.28の12資

料については、資料表面に回着する土砂（厳密には

土砂に錆が混在した試料）を別途摘出し、化学分析

を行い、資料内部から摘出した試料の化学組成との

比較を通して、埋蔵環境からの富化を検討した。な

お、鉄器における試料摘出部位は、エポキシ樹脂を

充填して、修復した。

鉄塊系資料および鉄滓については、ハンドドリル

で深さ 1~2cmの切り込みを入れ、一方の切り込み

面から約 1gの試料を切り取った。それぞれの資料

から摘出した試料をさらに 2分し、大きい方を組織

観察に、小さい方を化学成分分析に供した。調査資

料の中で、 No.29、No.33、No.35、およびNo.40について

は、 2ケ所から試料を摘出し、それぞれを分析した。

第 4項調査方法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み、エメ

リー紙、ダイヤモンドペーストを使って研磨した。

研磨面を金属顕微鏡で観察し、マクロ組織の約 5割

を超える領域がメタルによって構成されている試料

については、ナイタール（硝酸2.5m]、エチルアルコー

ル97.5mlの混合液）で腐食し、組織観察した。腐食

した試料については再びダイヤモンドペーストで研

磨した後、錆化した試料については金属顕微鏡によ

る組織観察終了後カーボン蒸着し、鉄器、鉄塊系資

料については地金の成因を推定するうえで重要と判

断された組織および非金属介在物中の化合物相を、

鉄塊系資料および鉄滓については残存する化合物相

を、エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー

(EPMA)で分析した。

化学成分分析用試料はエチルアルコール、アセト

ンで超音波洗浄し、資料表面に付着する土砂を除去

した後、 130℃で 2時間以上乾燥した。乾燥した試料

をテフロン分解容器に直接秤量し、塩酸、硝酸、フッ

化水素酸、および蒸留水を加え密栓し、マイクロウ

エーブ分解装置を使って溶解した。溶液中のフッ化

物イオンをホウ酸でマスクし、蒸留水で定溶とした

後、鉄器については T.Fe（全鉄）、 Cu（銅）、ニッケ

ル(Ni)、コバルト (Co)、マンガン (Mn)、リン(P)、

チタン (Ti)、ケイ素 (Si)、カルシウム (Ca）、アル

ミニウム (Al)、マグネシウム (Mg)、バナジウム

(V)、砒素 (As)の13元素を、鉄塊系資料および鉄

滓については上記13成分のうち Asを除く 12成分を

誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP-AES法）で

分析した。 0.05g以上のメタルが残っている試料

(No.16Rg、 No.23Rg、 No.24、No.25)については、メタ

ル部分を分別し、燃焼—赤外線吸収法で炭素 (C) 、

イオウ（S) を分析した。

第5項調査結果

1)鉄器の調査結果

(1) 化学組成

28資料から摘出した試料の化学組成を附表 2左欄
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附表ー2 鉄塊系資料および鉄滓の外観上の特徴

No 遺跡名 資料名
検出遺構

整理番号 幣理番号
遺構名 層位

＇ 29 椀 状滓 23号住 掘方 40-00002 下21

30 塊状滓 12号住 毅土 40-00006 下 8
， 

31 椀 状滓 12号住 鼈内 40-00007 下7B

＇ 
32 椀 状滓 12号住 覆上 40-00008 下 6

＇ 
33 下大日 椀 状滓 12号住 毅土 40-00009 下7A

＇ 
34 鉄塊系資料 12号住 授土 40~00010 下 5

I 

35 椀 状滓 30号住 瑚右袖 40-00026 下33

＇ 36 椀 状滓 30号住 覆土 40-00027 下35

37 粘土状資料 32号住 床直 40-00035 下41

＇ 38 塊 状滓 調査区内 未掲載 下44

39 塊状滓 17号住 床直 40-00058 う2

40 椀状滓 26号住 毅土 40-00060 う3

＇ 41 椀状滓 29号住 毅土 40-00064 う6

42 漆田 塊状滓 60号住 毅土 40-00085 う26

＇ 43 鉄塊系資料 64号住 毅上 40-00087 う28

44 塊状滓 65号住 裂土 40-00088 う30
l 

45 椀状滓 66号住 毅土 40-00090 う31

注） Nuは分析 ・検出 ・資料番号 ・資料名は木津博明氏による。

に示す。 No.6Sa1• Sa2、No.9Sa2、No.llSas、No.14、No.15、

No.16Eg・Rg、No.17、No.21、No.22、No.23Rg、 No.24、Nu25、

およびNo.28のT.Feは90％以上で、メタルまたはメ

タルに錆が混在した試料が分析されている。これら

についいては埋蔵環境下からの富化の影響が乏しい

ものと判断される。他の調査対象試料内部から摘出

した21試料のT.Feは50~86mass％で、錆化が進ん

でいる。

既述のとおり 、錆化が進んだ試料については、埋
6) 

蔵環境からの富化について吟味する必要がある。本

稿では、 No.1をはじめとする12資料について、内部

から摘出 した試料に加えそれらの資料表面に固着す

る土砂を採取し、化学組成を調べた。 附図 1aには

資料表面の土砂および資料内部から摘出した試料に

含有される Cu、Ni、 およびCo三成分の含有量、附

図 lbには Mn、P、Ti三成分の含有量を示した。附

図から明らかなように、NiはNo.3Sa2を除く 10
7) 

試料、 Coは資料内部から摘出した試料の含有量が

すべて高い。 CuはNo.3Sa2を除く 11試料において、 P
8) 

はNo.3Sa2、No.17、およびNo.23Rgの 3試料において、
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外 観 形 状

2つの椀形滓が菫なった資料である。表面は一様に錆で授われている。

黒褐色の鉄滓と赤錆が混在した資料で、いたるところに亀裂がみられ
る。

凹部、凸部とも赤褐色を呈する錆で投われていて、いたるところに空
隙がみられる。

凹部、凸部とも赤褐色を呈する錆で毅われている。凸部、凹部ともに
空隙を含む鉄滓状物質が固着している。

凹部、凸部とも赤褐色を呈する錆で疫われている。凸部には溶融また
は部分溶融した粘土状物質が固着している。

表面は一様に土砂で覆われている。黒褐色の鉄滓と赤錆が混在した資
料で、いたるところに亀裂がみられる。

凸部は赤褐色の錆で毅われている。凹部は黒褐色の鉄滓と赤錆からな
り、局所的に粘土状物質が固着している。

黒褐色の鉄滓からなり 、いたるところに空隙がみられる。

椀形を呈する。溶融または部分溶融した粘土状物質からなる。ところ
どころに赤錆が混在する。

凸部は青灰色をした粘土状物質からなり、凹部には錆が固着している。

黒褐色を呈する鉄滓からなる。局所的に赤錆が固着している。

2つの椀形滓が重なった資料である。上部資料は黒褐色を呈しところ
どころに赤錆が固着している。下部資料は茶褐色を呈し一様に錆で毅
われている。

黒褐色の鉄滓によって構成されている。表面は赤錆で覆われている。

黒褐色を呈する鉄滓からなる。いたるところに空隙がみられ、表面は
その全域が赤錆で器われている。

表面は一様に赤錆で毅われていて、いたるところに亀裂がみられる

灰褐色および黒褐色を呈する黒褐色を呈する鉄滓によって構成され
る。多数の空隙があり、局所的に赤錆が固着している。

凸部は赤褐色の錆で覆われている。凹部は黒褐色の鉄滓と赤錆からな
り、局所的に粘土状物質が固着している。

Mnおよび Tiは一様に、資料表面から摘出した試料

中の濃度が試料内部から摘出した試料の含有量より

も高い。

調査対象資料に含有される Cu、Ni、Co、およびP

の4成分については、埋蔵環境下からの富化の影響

が乏しく、錆試料中の濃度のほとんどはメタルに含

有されていたとみることができる。

Mn、Tiについては埋蔵環境からの富化の心配が

あり 、錆試料における分析値の取り扱いには注意を

要する。

Nol6Rg、 No23Rg、 No.24、およびNo.25から摘出した

試料のC、Sは、附表 3に示すとおりである。 No.23

Rgには0.09mass％の Sが含有されている。他の試

料に含有される Cは、後述する組織観察結果とよく

整合する。

(2) 組織観察結果

No. 6（附図 2a1)から摘出した 2試料はそのほとん

どがメタルによって構成されていたので、ナイター

ルで腐食した。 Sa1部から摘出した試料のマクロ

ェッチング組織（附図 2b1)はその全域がほぼ一様に
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第 6章理科学分析

腐食されている。枠で囲んだ内部のミクロエッチン

グ組織は主としてパーライト［セメンタイト (Fe3C)

とフェライト (aFe)の共析組織］からなり（（附図

2 b2)、ところどころにフェライトが観察される。標
9 • 10) 

準炭素鋼と比較すると、 0.6~0.7mass%Cの鋼と

みることができる。 Sa2部から摘出した試料はほと

んど腐食されない（（附図 2C1)。マクロエッチング組

織の枠で囲んだ内部は主としてフェライトからなる

（（附図 2C2)。O.lmass%C以下の鋼である。

Sa1部から摘出した試料にはところどころに、層

状を呈する微細な非金属介在物が観察される。

EPMAによる分析の結果、 FeO-CaO-K20-Al203

-MgO-Si02系のガラス質ケイ酸塩 (GI)であること

がわかる（附図 2b3 • b4)。Sa2から摘出した試料に

は断面が円形を呈し、鉄粒 (Me)、酸化鉄 (IO)、お

よびガラス質ケイ酸塩（GI)によって構成される微

細な非金属介在物がみられる（（附図 2C3)。

No.7Sa1部および Sa2部（附図 3a』、 No.9Sa2部（附

図4a1)、No.llSa2部および Sa3部（附図 5)、No.15、

N叫6Sa1部および Sa2部（附図 6)、No.17、No.21、

No.22（附図 7)、No.23Eg部および Rg部、 No.24（附図

8)、No.25、No.27、およびNo.28（附図 9)から摘出し

た試料にも相当量のメタルが残っていたので、ナイ

タールで腐食した。

腐食組織から推定される炭素量は附表 3の右欄に

示すとおりである。No.7のSむ部（基部）、No.9のSa2

部（基部）、 No.16のSa1部（刃部）、 No.17、No.22、No.23

Eg部、およびNo.23Rg部にはそれぞれ0.5~0.6

mass%C、0.4~0.5mass%C、0.5~0.6mass%、

0.5~0.6mass%、0.6~0.7mass%、0.5~0.6mass%

C、および0.4~0.5mass％の鋼が配されている。

No.6は、炭素量の異なる鋼を配して製作された可能

性が高い。 No.7、No.9、No.16、No.22、およびNo.23に

ついてもNo.6と同様の可能性を考えることができる

が、炭素濃度分布が不均ーな鋼が使用された可能性

もある。この点を明確にするためには、当該資料か

ら広領域にわたる試料を摘出し、確認する必要があ

る。

82 

No.9Sa1部から摘出した試料にはいたるところに

亀裂や空隙がみられる（附図 4b1)。マクロ組織枠で

囲んだ内部には、金属光沢を呈する微細な線状の結

晶 (Cm)またはその欠落孔が層状に並び島状組織を

形成する領域がみられる。EPMAによる分析によっ

て、結晶 CmはFe、Cを主成分とすることが確かめ

られた。結晶 Cmは錆化前の鋼のパーライト〔aFe

とセメンタイト (Fe3C)の共析組織〕中のセメンタ
6 • 11) 

イトと推定される。結晶 Cmまたはその欠落孔に

よって構成される領域を錆化前の地金のパーライト

とし、錆化による体積膨張を無視すると、ミクロ組

織に占める面積割合から、錆化前の地金は炭素含有

量が0.2~0.3％の鋼とみることができる。

No.1、No.2、No.4、No.5、No.8 Sa1 •Sa2 、 No.l0Sa1 • 

Sa2、No.14、No.18、およびNo.19から摘出した試料にも

No. 9 Sa1同様、セメンタイトまたはその欠落孔に

よって構成される組織が観察される（附図10、附図

11、附図12、附図13）。それらの組織がマクロ組織に

占める面積割合から、上記鉄器から摘出した試料の、

錆化前の地金の推定炭素量は、附表 3右欄に示すと

おりとなる。

No.7Sa1部および Sa2部から摘出した試料には、灰

色を呈する Fe-Ti-Al-Mg-V-0系の鉄チタン酸

化物 (XT)が残存する非金属介在物が観察される

（附因 3b3 • b.、附図 3C3)。No.5、No.9Sa1・Sa2、No.10

Sa2、No.l1Sa2• Sa3部、 No.14、No.15、No.16Eg、 No.17、

No.21、No.22、No.23Rg、 No.24、No.26、およびNo.28から

摘出した試料にも鉄チタン酸化物が残存する非金属

介在物が見出されている（附図 4、附図 5、附図 6、

附図 7、附図 8、附図 9、附図10、附図12、附図13)。

カラー写真 lのEPMAによる含有元素濃度分布

のカラーマップが示すように、 No.l6Sa1から摘出し

た試料に見出された非金属介在物に残存する化合物

XTは、 Ti-Al-Mg-0系で、酸化鉄は数％含有され

るにすぎない。高還元状態下で生成した化合物であ

る。

No. 1、NQ4、NQ8Sa1• Sa2、No.13、No.l6Sa2、No.23

Sa1、No.25、およびNo.27から摘出した試料に観察され
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る非金属介在物は、酸化鉄(IO)、酸化鉄とガラス化

した領域(Gl)、ガラス化した領域、または微細粒子

を内包するガラス化した領域 (Ma)によって構成さ

れ、鉄チタン酸化物はみられない（附図 6、附図 8、

附図似附因10)。鉄チタン酸化物の有無という点で、

非金属介在物組成に差異がみられる鉄器が混在する

ことが分かる。

No.9Sa1部から摘出した試料の錆には、金属光沢を

呈する微細粒子がみられる（附図 4b3)。EPMAによ

る定性分析結果（附図 4b4)、およびカラー写真ー2の

EPMAによる含有元素濃度分布のカラーマップに

よって、銀 (Ag)粒と判定される。

No.3Sa1 • Sa2、No.llSa.、No.12、およびNo.20から摘

出した試料は錆化が著しく、錆化前の地金の組織を

推定できる領域を見出すことはできなかった（附図

5、附図12)。

2)鉄塊系資料の調査結果

No.43は資料表面の全域が赤錆で覆われている。摘

出した試料のマクロ組織はそのほぼ全域が錆で構成

され、局所的に鉄滓が混在している（附図14）。マク

ロ組織領域 R1には、金属光沢を呈する線状の結晶

(PCm)が観察される。カラー写真 3のEPMAによ

る含有元素濃度分布のカラーマップが示すように、

結晶 PCmはFe、Cを主成分とする。結晶形から

PCmは初析セメンタイトで、 No.43は過共析鋼と判

定される。マクロ組織領域凡は、金属粒(Me)、鉄

チタン酸化物 (XT）、およびガラス化した領域 (Gl)

によって構成される（附図14)。

No.34も鉄錆と鉄滓が混在した試料である。摘出し

た試料のマクロ組織には、いたところに亀裂や空隙

がみられ、錆化が進んでいる。領域 R内部のミクロ

組織はNo.43領域 R同様、全域が初析セメンタイトに

よって構成される。領域凡内部は、酸化鉄[IO:形

状からウスタイト（化学理論組成： FeO)と推定され

る］、鉄チタン酸化物(XT)、Fe-Mg-Si-0系化合物

[XF:マグネシウムを固溶した鉄かんらん石

{2(Fe, Mg)O・Si02}と推定される］、および微細

粒子を内包するガラス化した領域からなる（附図

14)。

附表 4に示す摘出した試料の化学成分分析結果か

ら明らかなように、 No.43およびNo.34のT.Feはそれ

ぞれ57.83mass%、66.20mass％で、 0.005mass％以

上の Cu、Ni,Co、および0.023mass％以上の Mnが

含有される。

3)椀状滓

附図15a,• a2は冨田下大日23号住居跡から出土し

た椀状滓 (No.29)である。 2つのほぼ同形状の椀状

滓が固着した資料である。 Sa1部から摘出した試料

にはいたるところに空隙がみられる（附図15b1)。マ

クロ組織枠内部は、灰色の粒状領域(IO)、暗灰色の

柱状領域 (XF）、および微細粒子を内包するガラス

化した領域 (Ma)によって構成される（附図15c1.

叫。領域 IOは酸化鉄で、形状を考慮するとウスタ

イト（化学理論組成 FeO)、領域 XFはFe-Mg-Si-0

系化合物［マグネシウムを固溶した鉄かんらん石

{2(Fe, Mg)O・SiO」]と推定される（カラー写真

4 ：附囮15c1へ）。 Sa2部から摘出した試料も SaI

部から摘出した試料とほぽ同じ鉱物組成をとる。

No.40も2つの椀状滓が固着した資料である（附図

16)。上部から摘出した試料（マクロ組織領域 R1に対

応）は、鉄粒 (Me）、ウスタイトと推定される領域

(IO)、マグネシウムを固溶した鉄かんらん石と推

定される領域 (XF）、および微細粒子が混在したガ

ラス化した領域 (Ma)、下部から摘出した試料（マ

クロ組織領域 R吐こ対応）は、ウスタイトと推定され

る領域(IO)、2(Fe,Ca)O—かんらん石と推定される

領域(01）、および微細粒子が混在したガラス化した

領域 (Ma) によって構成される（附図16)。

附表 5左欄は鉄滓の化学成分分析値を示した。

No.29およびNo.40から摘出した試料のT.Feは46~65

mass%、Siは4.7~6.lmass%、Alは0.8~2.6

mass％である。酸化鉄に富む鉄滓と粘土状物質が反

応し生成した資料と推定される。 2資料とも Sa1部

および Sa2部から摘出した試料間での化学組成上

に顕著な差異はみられない。同一の操作によって生

成した 2つの鉄滓が固着したものと思われる。
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附表 2から明らかなように、 No.31、No.32、No.33、

No.35、No.36、No.41、およびNo.45も椀状滓である。

No.32から摘出した試料の領域凡は、灰色の領域

(IO)、暗灰色の領域(XF)、および微細な粒子が残

存するガラス化した領域(Ma)によって、領域凡は

金属鉄 (Me)、酸化鉄(IO)、暗灰色の領域 (XF)、

および微細な粒子が残存するガラス化した領域

(Ma)によって構成される。領域 R1 にみられる灰

色の領域内には、やや暗灰色の領域 (XT)が混在し

ている。 EPMAによる分析によって、領域 IOは酸

化鉄、領域 XTは鉄チタン酸化物、領域 XFはFe

-Mg-Si-0系化合物［マグネシウムを固溶した鉄か

んらん石 {2(Fe,Mg)O • Si02} と推定される］で

あることがわかった（附図17)。No.33領域 R1もNo.32領

域 R1 とほぼ同じ組織である（附図17)。No.33領域 R2

はその全域が Fe-Mg-Si-0系領域 (XF:マグネシ

ウムを固溶した鉄かんらん石と推定される）および

微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)によっ

て構成される（附図17)。

No.36から摘出した試料のマクロ組織領域凡およ

び凡は、灰色の酸化鉄（IO:形状からウスタイトと

推定される）、やや暗灰色を呈する鉄チタン酸化物

(XT)、暗灰色の Fe-Mg-Si-0系化合物 [XF:マ

グネシウムを固溶した鉄かんらん石{2(Fe,Mg)O・ 

Si02}と推定される］、および微細粒子を内包するガ

ラス化した領域 (Ma)からなる（附図18)。No.31お

よびNo35の領域 R1および R2も、 No.36マクロ組織領

域凡および R2とほぽ同じ鉱物組成である（附図

16、附図18)。

No.41から摘出した試料は、灰色の酸化鉄(IO:形

状からウスタイトと推定される）、暗灰色の Fe-Mg

-Si-0系化合物[XF:マグネシウムを固溶した鉄か

んらん石 {2(Fe, Mg) O・SiOz}と推定される］、お

よび微細粒子を内包するガラス化した領域 (Ma)か

らなる（附図19)。

No.45から摘出した試料のマクロ組織領域凡は、

鉄粒 (Me)、灰色の酸化鉄 (IO:形状からウスタイ

トと推定される）、やや灰色の鉄チタン酸化物、やや
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暗灰色の Fe-Mg-Si-0系化合物 [XF:マグネシウ

ムを固溶した鉄かんらん石 {2(Fe, Mg) 0 • Si02} 

と推定される］、暗灰色の Fe-Al-0系化合物[Ha:

ハーシナイト (FeO• Al203) と推定される］、およ

び微細粒子を内包するガラス化した領域 (Ma)から

なる（附図19)。

領域凡は、斜長石と推定される鉱物 (Pl)および

溶融または部分溶融した組織 (Ma)によって構成さ

れる（附図19)。領域 R2は椀状滓の凸部に対応する。

凸部は溶融または部分溶融した粘土状物質で覆われ

ていた可能性が高いことを示している。

椀状滓に分類された資料の中にも、鉱物組成の異

なるものが混在することが明らかとなった。 No.31、

No.32、No.33、No.35、No.36、No.41、およびNo.45のT.Fe

は46~60mass%、Tiは0.86~3.82mass%、Siは

4.67~9.64mass%、Caは1.00~l.92mass%、A]は

1.14~3.49mass％である（附表 5)。No.29およびNo.40

同様、酸化鉄に富んだ鉄滓である。

4)粘土状資料

No.37は椀状を呈し、凸部は溶融または部分溶融し

た粘土状物質で覆われている。摘出した試料のマク

ロ組織には、いたるところに空隙が認められる。凸

部内部に残存する鉄滓は鉄チタン酸化物 (XT)、Fe

-Al-0系領域 [Ha:ハーシナイト (FeO• Al203) 

と推定される］、 Fe-Mg-Si-0系領域(XF)、および

微細粒子を内包するガラス化した領域 (Ma)からな

る（附図20)。

T.Feは42.lOmass%、Siはll.6mass%、Tiは

2.90mass%、Caは2.lOmass%、Alは4.96mass%

で、粘土状物質と酸化鉄に富む鉄滓が反応した資料

である（附表 5)。

5)塊状滓

No.30、No.38、No.39、No.42、およびNo.44は塊状滓で

ある。

No.30は黒褐色の鉄滓と赤錆が混在した資料で、い

たるところに亀裂がみられる。著しく発泡している。

摘出した試料には多数の空隙がみられ、その全域が

酸化鉄 (IO)と鉄チタン酸化物 (XT)が混在した領
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附表ー 5 鉄滓の分析結果

No Sa 資理料番整号
化 巫子 成 分 (mass%)

鉱物組成
TFe Cu Mn Ni Co p Ti Si Ca Al Mg V 

29 
1 

下21
64.70 0.023 0.028 0 011 0.031 0 08 0 346 4. 72 0.673 0.805 0.283 0.024 

IO、XF、Ma
2 62 60 0.007 0.044 0.002 0.009 0.19 0.367 6.01 1.07 1 48 0.435 0 051 

30 下 8 51 90 0 003 0.192 <0.001 0 005 0 18 2.61 7. 79 2 20 2.60 1.19 0 210 IO、XF、XT、Ma

31 下7B 58.40 0 001 0.164 <0.001 0 004 0 13 2.36 4 67 1 52 1.89 1.08 0 193 IO、XT、XF、Ma

(IO、XT、XF、
32 ー下6 55.50 0. 002 0 108 く0001 0.003 0.12 1 91 7.21 1.92 2.55 0.948 0.183 Ma)、(Me、IO、

XT、XF、Ma)

33 
1 

下7A
53.20 0.002 0 125 <0.001 0.004 0.11 1 92 6.91 1.90 2.61 1.13 0.187 (IO、XT、XF、

2 46.20 0.003 0 091 <0.001 0.003 0.10 0.893 9.64 1.90 3 21 0.984 0.102 Ma)、(XF、Ma)

35一1 下33
50.80 0.006 0 094 0 002 0.011 0 05 1 09 7.36 1.00 2.65 1.11 0.120 

IO、XT、XF、Ma
2 51.30 0.001 0.233 <0.001 0.006 0 11 3 82 4.95 1.26 3 49 1.56 0 412 

36 - 下35 52.20 0.002 0.196 <0.001 0.006 0.17 2.91 6.95 1.29 2.81 1.26 0 152 IO、XT、XF、Ma

37 - 下41 42 10 <0.001 0.228 く0001 0 004 0.09 2.90 11. 6 2 10 4.96 2.22 0.202 IO、XF、XT、Ma

38 - 下44 62.80 0.017 O.Oll 0.016 0 033 0 02 0.238 2 25 0.641 0 683 0 147 0.008 IO、XF、XT、Ma

39 - う2 34 16 0 003 0.331 0.004 0 Oll 0.19 3.45 10.9 4.95 5.55 1 75 0.179 XT、Ha、XF、Ma

40ー1 う3
46.29 0.006 0.042 0.004 0 005 0.08 1.10 6.07 1.80 2.54 0.446 0.043 (Me、IO、XF、

2 53 02 0 004 0.053 0.003 0 006 0.08 1.15 5.44 2.09 2.11 0.572 0.064 Ma)、(IO、01、Ma)

41 - う6 59.35 0.005 0 022 0.003 0.006 0.10 0.869 5.07 1.28 1.14 0.451 0 004 IO、XF、Ma

42 - う26 54.47 0.014 0.211 0.001 0.009 0.10 4.01 3.70 0 923 2 58 1.15 0 459 IO、XT、XF、Ma

44 - う30 64.23 0.001 0 195 0.001 0.004 0.06 2 64 2.29 1.42 1.32 0 949 0 236 IO、XT、XF、Ma

45 - う31 49.04 0.004 0.176 0 003 0.006 0 10 2.87 6.50 1.53 3.24 1.18 0.237 
(Me、IO、XT、XF、
Ha、Ma)(Pl、Ma)

注 1)Noは表 2に対応。化学成分分析は ICP-AES法による。

注 2)PCm:初析セメンタイト、酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 Ha:Fe-A-0系化合物、 XF:Fe-Mg-Si-0系化合物、 GI:ガラス質ケ

イ酸塩、 Ma:マトリックス。

域、鉄かんらん石と推定される領域 (XF)、および

微細な粒子を内包するガラス化した領域 (Ma) に

よって構成される（附図19)。No.38、No.42、およびNo.44

から摘出した試料もほぼ同様の組織をとる（附図16、

附図21)。

No.39を除く上記 4点の T.Feは51.90~64.23

mass%、Tiは0.238~4.0lmass%、Siは2.25~7.79

mass%、Caは0.641~2.20mass%、Alは

0.683~2.60mass％である（附表 5)。酸化鉄に富む

鉄滓で、 Ti、Si含有量にはばらつきがみられる。

No.39から摘出した試料は、ガラス化した領域中に

灰色の Fe-Mg-Si-0系領域物(XF)が点在する組織

によって構成される領域（附図20マクロ領域 R1)に、

鉄チタン酸化物 (XT)、Fe-Al-0系領域[Ha:ハー

シナイト (FeO•Al203) と推定される］、 Fe-Mg-Si

-0系化合物 (XF:マグネシウムを固溶した鉄かん

らん石と推定される）、および微細粒子を内包するガ

ラス化した領域 (Ma)によって構成される領域（附

図20マクロ領域 R2) が接した組織をとる。

No.39のT.Feは34.16％で、他の 5点の椀状滓より

も低レベルである。 Siは10.9%、Caは4.95%、Alは

5.55%、Tiは3.45％含有される。上述の組織解析結

果と考え合わせれば、溶融または部分溶融した粘土

状物質と鉄滓とが反応し、生成した資料とみること

ができる。

第 6項考察

l)鉄器の製作に使用された地金の組成

鉄器は鋼を素材とする鋼製鉄器と、銑鉄を素材と

する鋳造鉄器に分類される。調査した鉄器から摘出

した試料に、銑鉄組織は見出されない。 No.3、No.11

Sa3、No.12、およびNo.20を除く資料は鋼製鉄器であ

る。 No.3、No.llSa.、No.12、およびNo.20から摘出した

試料についても、鋼を素地とすることを示す自然科

学的根拠は得られなかったが、鎌、鋤先、および鏃

という器種を考慮すると、鋼製鉄器の可能性が高い。

No. 6 （槌）から摘出した試料は、共析鋼（炭素量

約0.8mass％の鋼）に近い組成の鋼とO.lmass%C

以下の亜共析鋼が配されている。槌は、炭素量の異

なる鋼を配して製作された可能性が高い。

No. 7（袋状鉄斧）、 No.9（鋤）、No.16（鎌）、 No.22（刀

子）、およびNo.23（鎌）についても同様の可能性が考
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えられる。とりわけ鎌については刃部に高炭素鋼が

配されていたものと推定される。鋤については高炭

素鋼と低炭素鋼を合わせ鍛えて製作された可能性が

ある。これらの点については、同一資料から広領域

にわたって試料を摘出し、確かめる必要がある。

上記 6資料 (No.6、No.7、No.9、Nal6、No.22、お

よびNo.23)、および錆化が著しくメタル組織を推定す

る領域を見出すことができなかったNo.3、No.11Sa4ヽ

No.12、No.13、No.20、およびNo.26を除く他の鉄器は、

炭素量0.5％以下の亜共析鋼を素材としている。富田

下大日 ・富田漆田両遺跡出土の鉄器は、基本的に亜

共析鋼を用いて製作されているが、部分的に共析鋼

に近い組成の鋼が配されていることがわかった。平

安時代に炭素量の異なる鋼が製造され、鋼製鉄器製

作に当たって意附図的に使い分けられていたものと

推定される。

2)地金組成に基づく鉄器の分類

古代の鋼製造法については不明な点が多く、複数
12 • 13) 

の製造法が提案されている。いずれの方法が用いら

れたとしても、多段階の工程を経て目的とする鋼が

製造されたことは確実である。出発物質として同一

の製鉄原料が使用されたとしても、製造方法や製造

条件に応じ、最終的に得られる鋼の組成にはばらっ

きが生じる。従って、金属考古学的調査結果、とり

わけ摘出した試料の化学組成を単純に比較するとい

う解析方法では、実態を反映した資料の分類結果を

得ることは難しい。製造法の如何に係わらず、地金

を精密に分類する方法の確立が急務である。

出土資料を調査対象とする場合、埋蔵渫境下から

の富化についても吟味する必要がある。 5-1で述

べたとおり、富田下大日 ・富田漆田両遺跡出土鉄器

の内部および資料表面から摘出した試料の比較に

よって、 Cu、Ni、 Co、およびPの4成分については、

埋蔵現境下からの富化の影響が乏しいこと、 Mn、Ti

については埋蔵環境からの富化の心配があり、錆試

料における分析値の取り扱いには注意を要すること

がわかった。

Cu、Ni、 Co、およびPのうち、 Pを除く 3成分は、
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鉄よりも錆にくい金属のため、一度メタル中に取り

込まれた後はそのほとんどが鉄中にとどまる。従っ

て、合金添加処理が行われていなかったとすると、

その組成比は鋼製造法の如何に係わらず製鉄原料の

組成比に近似すると推定される。 Pは鋼製造条件に

よって鋼への固溶量が変化する。同一の原料鉱石を

用いたとしても鋼の製造法や製造条件によって鋼中

の含有量が変わるため、資料分類する際の指標元素
14) 

として使用するには不向きである。

資料表面から摘出した試料の Niおよび Co含有

量は、いずれも0.005mass％未満である。附表 3の中

で、 No.3 Sa2を除く 28資料の内部から摘出された35

試料には0.005mass％以上の Niが、 36試料全てに

0.005mass％以上の Coが含有されている。従って、

上記35試料に含有される Ni、 36試料に含有される

Coについては、そのほとんどがメタルに含まれてい

たとみることができる。

摘出した試料に残存する非金属介在物は、鉄チタ

ン酸化物が見出されたもの、鉄チタン酸化物が見出

されなかったもの、非金属介在物が見出されなかっ

たものの 3つに分類される。

附図22a1は、非金属介在物中に鉄チタン酸化物が

見出された17試料の[(mass%Co) / (mass%Ni) Jと

[ (mass%Cu) / (mass%Ni)]を、附図22a2は、鉄チ

タン酸化物が見出された17試料の[(mass%Ni) / 

(mass%Co)] と[(mass%Cu) / (mass%Co) Jを求

め、それらの値を黒丸（●)でプロットしたもので

ある。 No.7Sa1、No9Sa1、およびNo.14を除く 14試料

(No. 5、No.7Sa2、No.9Sa2、No.10Sa2' No.11Sa3、No.15、

No.16Eg、 No.17、No.21、No.22、No.23Rg、 No.24、No.26、

およびNo.28)は附図22a1では右下に、附図22a2では

左下にまとまって分布する。上記14試料については、

ほぼ同じ組成の地金を素材にして製作されていると

みることができる。

それぞれ離れた位置に分布する 3試料のうち、No.9

Sa1からは Ag粒が検出されている。鉄器製作にあ

たって、 Ag鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料とし

て生産された原料鉄が使用された、あるいは地金製
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造過程で Agまたは Ag鉱物の添加が行われた、の

2つが考えられる。後者の場合、 Agを添加する意味

についての検討が不可欠である。これらの点につい

ては、類例の蓄積を図り、解明する必要がある。

これまでに実施した鉄関連資料の金属考古学的調

査によって、茨城県つくば市島名八幡前遺跡の 8世

紀前葉に比定される鉄関連遺構から、鉄滓とともに
16) 

Ag粒が析出した鉄塊系資料が検出されている。 8

世紀から10世紀代にわたって、 Ag粒が析出した地

金を用いて鉄器が製作された、もしくは Ag粒が析

出した地金を素材として製作され、利用不能となっ

た鉄器の再利用が図られたことをが想定される。No.9

Sa2から摘出した試料がNo.5をはじめとする14試料

とほぼ同じ領域に分布するという事実は、鉄器製作

にあたって、使用不能となった鉄器の再利用が附図

られた可能性があることを示している。 No.7Sa1およ

びSa2から摘出した試料の Cu、Ni、および Co三成

分比にはわずかではあるが差異がみられる。 No.9鉄

鋤同様、組成の異なる地金を用いて鉄器が製作され

た可能性がある。これらの点についても、類例の蓄

積を附図り、吟味する必要がある。

附図23b1・比は、非金属介在物中に鉄チタン酸化

物が見出されなかった11試 料 の [(mass%Co) / 

(mass%Ni)]と[(mass%Cu) / (mass% Ni)]、

[ (mass%Ni) / (mass%Co)] と[(mass%Cu) / 

(mass%Co)]を白丸（0)でプロットしたものであ

る。附図22a1•a丑こ比べばらつきが大きい。 No. 4 およ

びNo.13は、附図22a1・知のNo.5をはじめとする14試

料とほぼ同じ領域に分布する。他の 9試料のうち 8

試料は、 No.1とNo.16Rg、 No.6a2、No.8Sa1•Sa2、およ

びNo.23、およびNo.25とNo.27の3つに分類することが

できる。

No.6Sa1は附図23b1• bむの上方に単独でプロット

される。これはNo.6Sa1は共析鋼に近い組成の鋼で、

Cu含有量が高かったことに起因する可能性が高い。

CoとNiの組成比はNo.6Sa2、No.8Sa1• Sa2、および

No.23の4試料とほぼ同じであることを考慮すると、

No.6Sa1もNo.6Sa2をはじめとする他の 4試料と同じ

原料を用いて製造された鋼であった可能性を考える

ことができる。

附図24c,• C2は、それぞれ非金属介在物が見出さ

れなかった 7試料、 8試料に加え、 No.34およびNo.43

鉄塊系資料の値をプロットした。なお、 No.34および

No.43鉄塊系資料については、検出された Cu、Ni、お

よび Co三成分のほとんどが、資料中に混在する鉄

錆中に固溶されているとみなした。

非金属介在物が見出されなかった試料のうち、

No.20およびNo.3Sa2を除く 6試料は、附因の中央にほ

ぼまとまって分布する。これらの中で、 No.3Sa,ヽ

No.12、No.18、およびNo.19の4試料は、附図22a,• a2 の

No. 5をはじめとする14試料とほぽ同じ領域に分布す

る。 No.43鉄塊系試料は、 No.27に近接した位置にある。

附図25d1、附図25d2はそれぞれ、附図22a1、附図

23b1、および附図24c1、附図22a2、附図23b2、附図24

らをまとめてプロットしたものである。この附図と

これまでの解析結果を整理すると、以下の 6点を指

摘することができる。

① 富田下大日・富田漆田両遺跡出土鉄器の製作

に使用された地金には、Cu、Ni、および Coの

含有量比および非金属介在物組成の点で差異

がみられる。ほぼ同じ時代に複数の場所で製

造された鉄器または原料鉄が遺跡内に持ち込

まれた、時代の推移とともに製品鉄器または

原料鉄の供給場所が変わった、あるいは使用

不能となった鉄器の再利用が附図られた可能

性があることを示している。

② 金属考古学的調査を実施した28資料のうち、

20資料は Cu、Ni、および Co三成分比が同じ

である。すなわち、調査した鉄器の 6割強は、

ほぼ同じ組成の原料鉱石を用いて製造され

た、とみることができる。富田下大日・富田

漆田両遺跡への鉄器または原料鉄についての

主たる供給地域があったと推定される。

③ ②の20資料のうち、地金中に非金属介在物が

観察された16資料については、鉄チタン酸化

物の有無という点で、非金属介在物組成に差

87 
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異がみられる。始発原料は同じであっても、

鋼を製造するまでの処理方法が異なっていた

可能性が高い。

④ 同一資料の 2箇所から摘出した試料の間に

は、 Cu、Ni、およびCo三成分比または非金

属介在物組成に差異がみられるものがある。

鉄器を製作する際に、組成が異なる地金が用

いられた可能性が高いことを示している。

⑤ No. 9鉄鋤には Ag粒が観察された。Ag粒が残

存する鉄塊は、茨城県つくば市島名八幡前遺

跡の、 8世紀後半に比定される遺構から検出

されている。地金中に残存する Ag粒の意味

について、地金の製造に使用された原料鉱石

中に Ag鉱物の混在、または Agあるいは Ag

鉱物の人為的添加の 2つが考えられる。前者

の場合、供給地域の推定を、後者の場合、添

加の意味を検討する必要がある。

⑥ 富田下大日遺跡12号住居跡から出土したNo.34

鉄塊系資料と同じ化学組成を有する鉄器は、

未確認である。富田漆田遺跡64号住居跡から

出土した鉄塊系資料に含有される Cu、Ni、お

よびCo三成分比とほぼ同じ三成分比を有す

る鉄器は、 65号住居跡から出土したNo.27紡錘

車である。これらの結果は①を支持している。

住居跡の切り合い状況と調査資料の検出面を

吟味し、その結果と金属考古学的調査結果を

重ね合わせることによって、遺跡内における

鉄器使用の変遷をより明確にすることができ

ると思われる。

3)古代における鋼製造法

古代の鋼製造法については幾つかの方法が提案さ

れており、見解の一致をみるにいたってはいない。
17) 

その主因は、原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石）を製

錬して得られる主生成物の組成についての見解の相

違にある。

製錬産物である鉄は炭素量に応じ、鋼と銑鉄に分

類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘

出し、含有される不純物を除去するとともに、炭素
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贔の増減を行って目的とする鋼を製造する。そのよ

うにして製造された鋼を使って、製品鉄器が製作さ
12) 

れたとする見方がある。製錬炉で直接に鋼がつくり

出されるという意味で、この方法は近世たたら吹製
19) 

鉄における銅押法によって生産された鉄塊を純化す

る操作に近似する。また、この方法によって得られ

た鉄〔炭素量が不均ーで鉄滓が混在した鉄（主に鋼

からなるが銑鉄も混在すると考え られている）〕を精
12) 

製し目的とする鋼に変える操作は、精錬鍛冶と呼ば

れている。古代に鋼を溶融する技術は未確立であっ

たと考えられるので（溶融温度は炭素量によって異

なるが、炭素量0.1~0.2％の鋼を溶融するためには
10) 

炉内温度を1550℃以上に保つ必要がある）、主として

鋼から成る鉄から鉄滓を分離 ・除去する際の基本操

作は加熱 ・鍛打によったと推定される。組成が不均

ーな鉄から純化された鋼を得る操作に精錬鍛冶とい

う用語が用いられたのは、上述によるものと推察さ

れる。

一方、幣しい数の鉄仏や鉄鍋、鉄釜をはじめとす
20 • 21) 

る鋳造鉄器の普及が示すように、遅くとも 9世紀に

は銑鉄を生産する技術、すなわち炉内で生成した銑

鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする
22) 

見方が提示されている。得られた銑鉄を溶解し鋳型

に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。ま

た、生産された銑鉄を脱炭することにより鋼の製造

も可能となる。この方法による鋼製造は銑鉄を経由

して鋼が製造されるという意味で、間接製鋼（鉄）
23) 

法に位置づけられる。

銑鉄を脱炭する方法の一つとして、近世たたら吹
19) 

製鉄における大鍛冶がよく知られている。たたら吹

製鉄には銑押法と鉗押法の 2つの方法がある。後者

における生産の主目的物は銅鉄（主として鋼からな

る鉄塊）、前者は炉外に流し出される銑鉄で、副生成

物として炉内に鉗鉄もできる。銑押法において鉗鉄

は操業の妨げになるので、鉄棒をたえず炉内に入れ

炉外に取り出すようつとめたという。

このようにして生産された銑鉄は鍛冶場に運ばれ

る。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み、その
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上に銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね、さらに小

炭で覆った後底部に点火する。積み重ねられた銑鉄

は内部にあるものから溶融し、滴下する。この時、

羽口付近の酸化性火焙にふれ酸化され、鋼（左下鉄）

となる。ここまでの操作は「左下」と呼ばれる。左

下鉄は製錬時の副生成物である鉗鉄とともに再度同

じ火床炉にアーチ状に積まれ、上述と同様にして脱

炭が附図られる。脱炭が十分に進んだところで金敷

の上にのせられ、加熱 ・鍛打によって鉄滓の除去と

整形がなされる。後者は「本場」と呼ばれる。上記

の「左下」と「本場」、 2つの操作を経て包丁鉄を造
24) 

る方法が大鍛冶と呼ばれている。上述から明らかな

ように、大鍛冶における「本場」の操作内容は出発

物質が異なるものの、基本的に先に述べた精錬鍛冶

とほぼ同じとみることができる。

大鍛冶では空気酸化によって局所的に銑鉄の脱炭

が附図られるが、溶銑（溶融した銑鉄）を準備し、

大鍛冶と同じ原理によって脱炭する方法が古代に行
25 • 26) 

われていたとする見方が出されている。この方法の

場合、溶銑の確保とそれを脱炭するための設備 ・道

具が不可欠であり、現在その点についての検討が進

められている。

上記から明らかなように、古代には鉄に関する生

産設備として少なくとも、①製錬炉、②溶解炉、③

精錬炉、④鍛冶炉の 4つがあった可能性がある。さ

らに製錬炉としては、主として銑鉄を生産するため

の炉と、主として鋼を生産するための炉が、精錬炉

については銑鉄を局所的に溶融し脱炭して鋼を製造

するための炉と、溶銑を準備した後それを脱炭して

鋼を製造するための炉（設備）が、鍛冶炉について

は精錬鍛冶炉と鍛錬鍛冶炉、または小鍛冶炉があっ

た可能性があり、検出された炉跡の残存状況、出土

資料の形状と組成でただちに生産内容を決定するこ

とはきわめて危険である。

生産設備の復元を可能な限り行い、生産に使用さ

れた道具類の使用方法について検討する。それらに

共伴して出土した資料の形状や組成、最終製品の組

成を加味し、生産実態を推定する必要がある。以下

ではこの点に留意し、考古学の発掘調査結果と出土

鉄滓の金属考古学的解析結果を某に、住居跡から検

出された鉄塊系資料と鉄滓の成因について検討す

る。

4)住居跡内における生産活動

既述のとおり、発掘調査区域内において鉄関連遺

構は未検出である。従って、遺構から生産設備に関

する情報を得ることはできない。金属考古学的方法

で調査した鉄滓は、椀状滓と塊状滓に分類される。

前者は椀状を呈した設備または道具の中で生成した

資料とみることができる。

椀状滓の中でNo.29およびNo.40は、ほぼ同形状の椀

状滓が 2つ直上に重なり固着した資料である。凸部

に木炭の噛み込みはみられない。このような形状の

資料が、木炭が残存する炉底部において偶発的に生

成したとみることは難しい。粘土状物賀で製造され

た椀状の容器が溶融または部分溶融した後、固着し

たものと推定される。溶融または部分溶融した粘土

状物質に鉄滓が固着した資料 (No.37) の検出は、操

作の過程における上記椀状の容器の使用を支持して

いる。

椀状容器使用の意味として、融液の生成を考える

ことができる。溶融温度の関係から、鉄に関する操

作に限定すれば、溶銑が想定される。遺跡内から鋳

型は未検出であるため、鋳造の実施を主張すること

は難しい。考えられるのは、溶銑の脱炭による鋼の

製造である。この場合、溶銑を確保し、脱炭を進行

するための熱源が不可欠である。前者は木炭、後者

は空気酸化によったと推定される。とりわけ後者の

空気酸化には、軌道内径が細い、ノズ）レ状の羽口が

必要であったにちがいない。調査区域内から羽口は

未検出である。今後の調査で、軌道内径が異なる 2

種類の羽口が検出されれば、空気酸化による溶銑脱

炭を一層明確にすることができる。

No.29およびNo.40に含有される酸化鉄（ウスタイト

と推定される）は、主として溶銑の再酸化物と推定

されるが、この点についても再現実験等によって確

認する必要がある。
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第 6章理科学分析

No.31、No.32、No.33、No.35、No.36、No.41、およびNo.45

は1個の椀状滓である。No.41を除く他の 6資料には、

鉄チタン酸化物が残存している。これら 6資料につ

いては、 No.29およびNo.40同様、銑鉄の脱炭過程で生

成したとする見方とともに、鉄チタン酸化物を含む

原料鉱石を製錬することによって得られた、鉄滓が

混在した鋼塊を精錬鍛冶して純化する際に、炉底部

で生成したとみることもできる。 No.41については、

銑鉄の脱炭、精錬鍛冶に加え、純化した鋼を過熱・

鍛打して目的とする器形に造形するという、小鍛冶

の過程で、炉底部に生成した可能性が考えられる。

No.31をはじめとする 7資料の凸部にはNo.29および

No.40同様、木炭の噛み込みはみられない。 12号住居

跡からはNo.31、No.32、およびNo.33椀状滓とともに、

鉄チタン酸化物が残存した鉄滓と過共析鋼が混在し

たNo.34鉄塊系資料が検出されている。 6-2で述べ

たように、ほぼ同じ組成の原料鉱石を用いて生産さ

れた原料鉄を処理して製造された鋼を素材とすると

推定される16点の鉄器には、鉄チタン酸化物の有無

という点で、非金属介在物組成に差異がみられた。

始発原料は同じであっても、鋼を製造するまでの処

理方法が異なっていた可能性が高いことを示してい

る。これらの金属考古学の調査結果を考え合わせる

と、 No.31をはじめとする 7資料も、銑鉄の脱炭過程

で生成したとみることができる。

鉄チタン酸化物が残存する椀状滓と鉄チタン酸化

物が見出されなかった椀状滓については、銑鉄の脱

炭過程で、鉄チタン酸化物を含む物質が造滓材とし

て使用された、脱炭過程で使用された設備または道

具に鉄チタン酸化物を含む物質が使用されていた可

能性を考えることができる。前者の場合、炭素量の

異なる鋼を人為的に製造するための方法が確立され

ていたという見方を加味し、造滓材使用の意味と具

体的操作方法について検討する必要があるが、この

点については今後の研究課題としたい。

鉄チタン酸化物が残存するNo.30、No.38、No.39、No.42、

およびNo.44塊状滓は、鉄チタン酸化物を含む原料鉱

石を始発原料とする製錬、精錬鍛冶、銑鉄の脱炭時
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における生成に加え、銑鉄を脱炭して製造された鋼

を純化し整形するという鍛冶過程（近世たたら吹製

鉄の大鍛冶における本場）での排出が考えられる。

塊状滓単独でその成因を特定することは困難であ

る。これまでの検討結果に基づけば、それらの中に、

銑鉄の脱炭時に生成、あるいは銑鉄を脱炭して製造

された鋼を純化し整形するという鍛冶過程で排出さ

れた資料が混在していた可能性は十分にある。

第 7項まとめ

富田下大日および富田漆田両遺跡から出土した鉄

器、鉄塊系資料、粘土状物質、および鉄滓を金属考

古学的に調査した結果、遺跡内では銑鉄を脱炭して

鋼を製造する。製造された鋼を使って、日常生活に

必要な鋼製鉄器が製作されていたものと推定され

た。鋼製造に際して、人為的に炭素量の異なる鋼の

造り分けが行われていた可能性についても検討する

必要がある。

遺跡内では運び込まれた原料鉄に加え、利用不能

となった製品鉄器を再利用して、鋼製鉄器が製作さ

れていた可能性が高い。併せて製品鉄器そのものも

もたらされていたと推定される。原料鉄または製品

鉄器の主たる供給場所に変化はなかったと考えられ

るが、複数の地域からの搬入があったことは確実で

ある。今後、ほぼ同時代に比定される他の遺跡の調

査結果と比較することによって、平安時代における

群馬県下の鉄 ・鉄器生産と流通の実態に迫ることが

できると思われる。

註

1) 遺跡を発掘調査担当の木津博明氏からのご教授による。

2) 「上野国分僧寺 ・尼寺中間地域(8)J群馬県教育委員会、 1992。
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Sample名
調査対象とした鉄器内部および表層面から摘出した試料に含有される微量元素濃度の比較

a: Cu・ Ni・ Co三成分の比較

O—● ：試料内部および試料表面の Cu 含有量
△—▲ ：試料内部および試料表面の Co 含有斌
b: P ・Mn・ Tiの比較

□—■ ：試料内部および試料表面の P含有絨 •— • ：試料内部および試料表面 Mn含有量

O—• ：試料内部および試料表面の Ti含有益

□—■ ：試料内部および試料表面の Ni含有鼠
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図2 No. 6の外観と摘出した試料の組織観察結果

a,:外観。矢印は試料摘出位置。 b！・c,:それぞれ a1のSa，部、Sa2部から摘出した試料のマクロエッチング組織。エッ

チングはナイタールによる。 b2 · C2 : それぞれ b, 、 C1枠内部のミクロエッチング組織。 b3 • b4 : b1に見出された非金属介

在物の EPMAによる組成像（COMP) と定性チャート。C3:C1に見出された非金属介在物の EPMAによる組成像

(COMP)。Me:Fe粒、IO:酸化鉄、 GI:ガラス質ケイ酸塩。
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図3 No 7の外観と摘出した試料の組織観察結果

al ：外観。矢印は試料摘出位置。 b1 • cl ：それぞれ a1のSa1部、 Sa2部から摘出した試料のマクロエッチング組織。エッ

チングはナイタールによる。 b2• c2: それぞれ bぃ o枠内部のミクロエッチング組織。 b3 • b4 : b1に見出された非金属介

在物の EPMAによる組成像（COMP) と定性チャート。 C3:C1に見出された非金属介在物の EPMAによる組成像

(COMP)。IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図4 No. 9の外観と摘出した試料の組織観察結果

al ：外観。矢印は試料摘出位置。 b1:a,のSa1部から摘出した試料のマクロ組織。 b2: b1枠内部の EPMAによる組成像

(COMP) 。 Cm はセメンタイトまたはその欠落孔。 b3•b4 : b1に見出された銀(Ag)粒の EPMAによる組成像(COMP)

と定性チャート。 Cl: Sa2部から摘出した試料のマクロエッチング組織。エッチングはナイタールによる。 C2• Cs :それ

ぞれ o領域 Rぃ凡内部のミクロエッチング組織。 C,:C1に見出された非金属介在物の EPMAによる組成像 (COMP)。

XT:鉄チタン酸化物、 XF:Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図 5 No.11の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠内部。エッチングはナイタールによる。非金属介

在物組成は EPMAにより分析。 写真は組成像(COMP)。IO：酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、 Gl:

ガラス質ケイ酸塩、 Ma:マトリックス。
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図 6 No.15 • No.16の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠内部。エッチングはナイタールによる。 IO:酸化

鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 GI:ガラス質ケイ酸塩、 Ma:マトリックス。
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図7 No.17 • No.21 • No.22の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 N叫7およびNQ21のミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠内部。NQ22のミクロエッチング

組織上段はマクロエッチング組織領域 R1内部。ミクロエッチング下段はマクロエッチング組織領域 R2内部。エッチングはナイター

ルによる。 IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。



No.23 No.24 

Eg Rg 

外

観

Rg 

ヨ
Eg 

,_ 

マ
ク
ロ
エ
ッ
チ
ン
グ
組
織

ミ
ク
ロ
エ
ッ
チ
ン
グ
組
織

組

成

像

定

性

チ

ャ

ー

ト

E
P
M
A
に
よ
る
非
金
属
介
在
物
の
分
析
結
果

COMP 

． 
一t?~」 1COMP

□
/」こ

IO 

、XT

． 
＝ 一 • • --一10皿 1ICOMP

I 

XT 
工"ここ□］
1,..; • ,” “̀ ” 臼 上

：二二］

ビ□

...__..10μm J 

三
三

XT 

医8 No.23 • No.24の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 No.23EgおよびNo.24のミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠内部。 No.23Rgのミクロエッ

チング組織左はマクロエッチング組織領域凡内部、ミクロエッチング右はマクロエッチング組織領域凡内部。エッチングはナイ

タールによる。 IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図9 No.25 • No.27 • No.28の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。ミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠内部。エッチングはナイタールによる。 IO:酸化

鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 GI:ガラス質ケイ酸塩、 Ma:マトリックス。
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図10 No.l • No.4 • No.5の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 No.lおよ びNo.4のEPMAによる組成像（COMP)上段はマクロ組織の枠内部。組成像下段は組成像上

段の枠内部を拡大。 No.5の組成像上段および下段はそれぞれ、マクロ組織領域 R1ヽ 凡内部。 IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、

Ma:マトリックス。
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図11 No. 8およびNul4の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 Na8Sa1および Sa2のEPMAによる組成像（COMP)上段は、マクロ組織の枠内部。 No.8Sa1の組成像下

段は上段の枠内部。 Nal4の組成像の上段および下段は、それぞれマクロ組織領域 Rぃ凡内部。組成像中段は上段の枠内部。 Cmは

セメンタイトおよびその欠落孔。 IO:酸化鉄、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図12 No. 2 • No.10 • No.13 • No.18の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 EPMAによる組成像 (COMP)はマクロ組織の枠内部。Cmはセメンタイトまたはその欠落孔。 IO:

酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF:Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図13 No. 3 • No.12 • No.19 • No.20 • No.26の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 EPMAによる組成像 (COMP)はマクロ組織の枠内部。 Cmはセメンタイトまたはその欠

落孔。 XT:鉄チタン酸化物、 Ma:マトリックス。
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図14 No.34 • No.43の外観と摘出試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 EPMAの組成像(COMP)上段はマクロ組織領域凡内部、組成像下段はマクロ

組織領域凡内部。 PCm:初析セメンタイト、 Me:鉄粒、 IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF:Fe-Mg 
-Si-0系化合物、 GI:ガラス質ケイ酸塩、Ma:マトリックス。
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図15 No.29から摘出した試料の組織観察結果。

a,・ a2:外観、矢印は試料摘出位置。 bl：マクロ組織。 C1-5 : b1枠内部の EPMAによる組成像（COMP) と定性分析結

果。 IO:酸化鉄、 XF:Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図16 No.40 • No.31の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 N(l40のEPMAの組成像 (COMP)およびNo.31のミクロ組織上段はマクロ組織領

域 R内部、 No.40の組成像下段およびN(l31のミクロ組織下段はマクロ組織領域凡内部。 IO:酸化鉄、 XT:鉄

チタン酸化物、 XF:Fe-Mg-Si-0系化合物、 01:(Fe, Ca)ーかんらん石と推定される領域、 GI:ガラス質ケ

イ酸塩、 Ma:マトリックス。
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図17 No.32 • No.33の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 EPMAの組成像(COMP)上段はマクロ組織領域 R内部、組成像下段はマクロ組織

領域凡内部。 Me:鉄粒、 IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF:Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図18 No.35 • No.36の外観と摘出試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 N(l36のEPMAの組成像(COMP)およびN(l35のミクロ組織上段はマクロ組織領域 R1

内部、 N(l36のEPMAの組成像（COMP)下段およびN(l35のミクロ組織下段はマクロ組織領域凡内部。 IO:酸化

鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF:Fe-Mg-Si-0化合物、 Ma:マトリックス。
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図19 No.41 • No.45 • No.30の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 Na41• Na45 • Na30のEPMAの組成像 (COMP)上段はマクロ組織領域凡内部、 Na41• No.30の組

成像中段はマクロ組織領域凡内部、 No.45の組成像中断は組成像上段の枠内部、組成像下段はマクロ組織領域凡内部。 IO:酸化

鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、 Ha:Fe-Al-0系化合物、 Pl:斜長石と推定される領域、 Ma:マト

リックス。
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図20 No.37 • No.39の外観と摘出試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 NQ37のEPMAの組成像 (COMP)はマクロ組織の枠内部。 NQ39の組成像上段は

マクロ組織領域 R1内部、組成像下段はマクロ組織領域凡内部。 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系

化合物、 Ha:Fe-Al-0系化合物、 Ma:マトリックス。
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図21 No.38 • No.42 • No.44の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。 EPMAの組成像 (COMP)上段はマクロ組織の領域凡内部、組成像下段はマクロ組織領域 R2内

部。組成像中段は組成像上段の枠内部を拡大。 IO:酸化鉄、 XT:鉄チタン酸化物、 XF: Fe-Mg-Si-0系化合物、Ma:マト

リックス。
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図22 非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出された鉄器に含有される Cu• Ni・ Co三成分比
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2 

Cu* : (mass%Cu) / (mass%Ni)、 Co*: (mass%Co) / (mass%N i)、 Cu•• : (mass%Cu) / (mass%Co)、Ni**: (mass% 

Ni)/ (mass%Co)。
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図23 非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出されなかった鉄器に含有される Cu・N i • Co三成分比

N(lは表 lに対応。

Cu* : (mass%Cu) / (mass%Ni)、 Co*: (mass%Co) / (mass%N i )、 Cu••: (mass%Cu)/ (mass%Co)、Ni**: (mass% 

Ni)/ (mass%Co)。
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図24 非金属介在物中に非金属介在物が見出されなかった鉄器に含有される Cu・Ni・ Co三成分比

Noは表 1に対応。

Cu*: (mass%Cu)/ (mass%Ni)、 Co*: (mass%Co) / (mass%Ni)、 Cu**:(mass%Cu)/ (mass%Co)、Ni**: (mass% 

Ni)/(mass%Co)。◆ ：鉄塊系試料。
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図25 鉄器に含有される Cu・ Ni・ Co三成分比

N(lは表 1に対応。

Cu* : (mass%Cu) / (mass%Ni)、 Co*: (mass%Co) / (mass%Ni)、 Cu**: (mass%Cu) / (mass%Co)、Ni**: (mass% 

Ni)/ (mass%Co)。● ：非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出された鉄器、 o:非金属介在物中に鉄チタン酸化物が見出

されなかった鉄器、△ ：非金属介在物が見出されなかった鉄器、 ◆ ：鉄塊系試料。
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写真 1 No.16鎌の外観と Sa1部から摘出した試料に見出された非金属介在物に含有される元素濃度

分布のカラーマップ

a :外観。b:非金属介在物の EPMAによる組成像 (COMP)、XT;鉄チタン酸化物。

C:  Tiの濃度分布。 d: Ti・ Fe・ Mgの複合カラーマップ。

a
 

写真 2 No. 9鋤先の外観と Sa1部から摘出した試料に見出された非金属介在物に含有される元素濃度

分布のカラーマップ

a :外観。 b:Ag粒の EPMAによる組成像 (COMP)。

C : Agの濃度分布。 d: Ag・ Fe・ Sの複合カラーマップ。



a
 

C必 ＇

写真 3 No.43鉄塊系資料の外観と摘出した試料に含有される元素濃度分布のカラーマップ

a :外観。 b: Fe・ C • 0の複合カラーマップ。

C:  EPMAによる組成像（COMP) とFe、C、0の濃度分布。

a
 

b
 f 
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写真 4 No.29椀状滓の外観と摘出した試料に含有される元素濃度分布のカラーマップ

a :外観。 b: Fe・ Si・ 0の複合カラーマップ。



富田漆田遺跡 諸元





富田漆田遺跡南側調査区遺構諸元

富田漆田遺跡南側調査区遺構諸元

溝状遺構

第 1号溝状遺構

層序： （基準線標高値103.70m) 

1.黒褐色土 ローム粒を僅かに含む。 2.黒褐色土 ローム粒を 1層より多く含みやや明るい。東半分により多くローム粒を含む。

3.黒褐色土中に多くのローム粒、ロームプッロクを含む。全体として黄色味がかっている。 4. ローム粒を主とする暗褐色土との混土。

5. 3同質。

第 2号溝状遺構

層序： B-B'（基準線標高値102.40ml

1. 暗褐色3/3(10YR)砂利質 黒色土のプロック径10cm少量含む。 2 a. 2層と同性状、ローム微粒（径 1~2mm)やや多。

2 b. 1層よりも暗くローム粒少ない。 3 a.黒褐色2/3(10YR)粘質 黒土、下のシルトの黄白をまじる。

3 b. シルト質土の混入なし。 4.にぶい黄褐色土(10YR4/3) 砂質、やや密、北側からの流入。

5. 4層に地山シルト質土が混入。

層序： C-C'（基準線標高値102.som)

1. 暗褐色土 黒褐色土小プロック、軽石を含む。 2.暗褐色土 黒褐色土小 ・中プロック、軽石を少量含む。

3.暗褐色土 1 • 2層より赤みが買っている。褐色土小ブロックを全体に含む。

4.黒褐色土 粘性なくパサパサしている。ローム粒を含む。

層序： D-D ' • E-E'（基準線標高値102.40m)

1.暗褐色4/3(10YR)砂質 ローム径 1cm~5 cm30％以上C黒 (A?)30% 

2.暗褐色3/3(10YR)砂利質 黒色土のプロック径10cm少鼠含む。 3.黒褐色2/3(10YR)粘質 黒土、下のシルトの黄白をまじる。

層序 ：G-G'（基準線標高値10.360m)

1.にぶい黄褐砂質土 10YR5/4~4/3 径 1~15mmのローム粒を上層に多混、下層は粘性あり。

2.暗褐色砂質土 10YR3/3 3層にかけて、壁から崩落したロームが混入斑状に集中する。 3.未註記。

4.黒褐色砂質土10YR3/2 均質。ローム微蘭少混。 5. にぶい黄褐砂質土10YR4/3 6層と斑状に混じる。

6.黒褐色土砂質土10YR3/2 均質。ローム微虻少混。 7.黒褐色土砂質土10YR3/2 6層より暗。

8.ソフトロームの二次堆積。 9．黒褐色砂質土10YR3/2 灰色砂が全体に混入し、壁際ではロームブロック多。

10.黒色土 粘性やや強、壁際ではローム粒多。 11. にぶい黄褐砂質土 As-BPを（以下未註記）。 12 • 13.未註記。

第 3号溝状遺構

層序 ： （基準線標高値103.60m)

1. 暗褐色砂質土10YR3/3 径 1mm以下軽石らしい微砂を全体に混入する。 2. 1層とにぶい黄褐砂質土の斑状混土。

3.暗褐色砂質土10YR3/3 崩落したローム ・プロックとローム微粒やや多混。

第 4号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.60m)

1. 暗褐色土軽石粒 ・ローム粒を全体に含む。

2.暗褐色土 1層と同じであるが、ローム粒・ローム小プロックを含む。軽石を少量含み、 1より少ない。

3.暗褐色土 1 • 2層より暗い。黒褐色土プロックを含む。軽石を少量含む。

4.暗褐色土 砂粒を多く含みさらさらしている。ローム粒、ローム小ブロックを含む。

5.黒褐色土と暗褐色土が斑状に混合したもの。ローム粒、ローム小プロックを含む。

6.灰色がかった暗褐色土 褐色土小ブロックを全体的に含む。ローム小プロックを少最含む。

7.暗褐色土 中央付近は砂粒がラミナー状。ローム小プロックを含む。褐色土小プロックを全体に含む。

8.暗褐色土 ローム粒、やや大きなロームプロック（径 2~4cm) を含む。黒褐色土プロックを含む。

9.砂 ・ローム ・黒褐色土 ・暗褐色土がラミナー状に堆積（水が流れた痕跡）。全体として暗褐色。

10.暗褐色土 砂粒を多量に含む、ローム粒 ・黒色土粒を全体に混合。

11. 基本的には 9層と同一層。砂粒を殆ど含まず、ロームブロック ・黒褐色土プロックを含む。
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第 5号溝状遺構

陪序：（基準線標高値103.50ml

1. As-C少混黒褐色土10YR3/l 砂質、均質弾力在あり。ローム微粒わずかに混入。

2. As-C少混黒褐色土10YR3/l 砂質、径 1cm大のローム粒が底面近くに多凪。

第 6号溝状遺構

層序： （基準線標高値103.50ml

1. にぶい黄褐砂質10YR4/3 北壁の 2層耕作土に相当。

2.黒褐色土砂質土10YR2/2 全体にしまりなく、 As-C少混黒褐色土の 1~5cm大プロック混入。北壁 3屈に相当。

3.黒褐色土砂質土10YR2/2~2/1 5層の混入が 2層に比べて多い。 4.黒褐色土砂質土10YR3/l 軽石多混。 5層混入少ない。

5. As-C少混黒褐色土粘性もあり、やや密。 6.黒褐色粘質土粘性強。

第 7号溝状遺構

層序： （基準線標高値103.20ml

1.褐灰色土(10YR4/l) As-Bユニット、ビンクアッシュが遺存。 2.黒褐色土(lOYRZ/2) 軽石を全体に含む。砂質土。

3.黒褐色土(10YR3/2) 砂質土。ロームプロック混入。

第 8号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.90ml

1.黒褐色土(10YR3/2) 砂質土。軽石を微址に含む。鉄分を微屈に含む。

2.黒褐色土(10YR2/3) As~C混土に 1陪土を含む。

第 9号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.90m)

1.黒褐色土(10YR3/2) 砂質土。軽石を微屈に含む。鉄分を微贔に含む。

第10号溝状遺構

層序： A-A'（基準線標高値102.60m)

1. 褐灰色土(10YR4/l) 川砂。鉄分の凝固が見られる。小礫を多凪に含む。

第11号溝状遺構

層序： B-B'（基準線標高値102.40m)

1. 3/4(10YR) 砂質。上方部程川砂。

第11・27号溝状遺構

層序： C-C'（基準線標高値102.40m)

1. B混 ロームのップ。 2. 3/3(10YR) ロームのップ径 5mmlO％川砂。 3. 4/3(10YR) 川砂

第27号溝状遺構

層序： D-D'（基準線標高値102.40ml

1. 黄褐色土 川砂にロームの崩れたプロック。

第11~13号溝状遺構

層序： E-E'（基準線標高値102.SOm)

1. 暗褐色土(lOYR3/3) 砂質土。川砂を多く含む。軽石を多屈に含む。鉄分を含む。

2.黒褐色土(lOYR2/3) 砂質土。川砂を多く含む。軽石を多屈に含む。鉄分を含む。

3.黒褐色土(10YR2/2) 砂質土。川砂を含む。黒色粘質土プロック混入。

4.黒褐色土(10YR3/2) 砂質土。軽石を含む。鉄分を含む。

6.暗褐色土(10YR3/4) 砂質土。軽石を多く含む。鉄分凝固が見られるJII砂を含む。
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7.褐灰色土(10YR4/l) 川砂。鉄分凝固が見られる。

第12• 14号溝状遺構

層序： F-F'（基準線標高値102.80m)

1.黒褐色土(10YR3/2) 粘質土。軽石を微量に含む。 2.黒褐色土(10YR3/2) 砂質土。軽石を含む。鉄分を含む。

3.暗褐色土（10YR3/3) 砂質土。軽石を微鼠に含む。黒色粘質土を多量に含む。

第13・14号溝状遺構

層序 ：G-G'（基準線標高値102.80m)

1.暗褐色土(10YR3/5) 砂質土。黒色粘質プロック混入。 2.暗褐色土(10YR3/4) 黒色粘質土が斑状混入。

第15号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.70m) 

1. 暗褐色土（10YR3/3) 砂質土。軽石を微旦に含む。橙色スコリヤを微量に含む。

2.黒褐色土(10YR2/2) 砂質土。軽石を微鼠に含む。黒色粘質土が混入。

3.灰黄褐色土(10YR4/2) 砂質土。黒色粘質土が斑状混入。シルトプロック混入。

4.黒色土(10YR2/l) 粘質土。軽石を微塁に含む。灰黄褐色土プロック混入。

第16号溝状遺構

層序： A-A'（基準線標高値102.90m) 

1. As-Bを多量に含む黒褐色土。 As-Bおよびアッシュが As-B状となって含まれる。

2.黒褐色土 しまっており、地山のローム粒子、軽石粒をやや多く含む。

3.黒褐色土中に、地山のローム粒、ローム小 ・中プロック、砂粒を多量に含む。全体として黄褐色、ざらざらしている。

4.暗褐色土 砂粒を多く含む。 5.黒褐色土 ローム粒、ローム小プロック、砂粒を少量含む。

6.黒褐色土 ローム粒を少黛含む。粒子粗くしまっている。 7. ロームプロック。

8.黒褐色土とローム粒 ・ロームブロックの混土層。

層序： B-B'（基準線標高値102.90m) 

1.暗褐色土 砂粒を多く含む。 2.暗褐色土 砂粒を多く含むが 1層より少ない。

3.暗黄褐色土 暗褐色土中にローム粒・ローム小プロックを多量に含む。 4. 黒褐色土 軽石粒を多く含む。ローム粒を若干含む。

5.暗黄褐色土 ローム粒 ・ローム小プロックを多く含んだ暗褐色土。 6.黄暗褐色土 ロームプロックを含む。

7.黒褐色土とロームの混合。 8.黄暗褐色土。 9.暗褐色土 ローム粒 ・ロームブロックを多く含む。

10.黒褐色土 ローム粒ローム小プロックを含む。 11. ローム粒・ロームブロック主体。暗褐色土を含んでいる。

層序： C-C'（基準線標高値102.50m)

1.暗褐色土3/4(10YR) しつかりした砂層。 B混土。 C軽石 1mmほどのもの20％混。

2.褐色土4/6(10YR) しっかりした砂層。 50％以上 B混土。 C軽石少量混 • Bによる鉄分多し。

3.黒褐色土2/3(10YR) しっかりした砂層。 B混土。 C軽石10％ほど入る。

4.黒褐色土2/3(10YR)に褐色土4/6(10YR) しつかりした砂層。 50％以上B混土。上側ほどBが多い、鉄分も多い。

5.黒色土2/1(lOYR) 粘質に近い砂層。 6.黒色上2/l(lOYR) しっかりした砂層。

7.暗褐色土3/3(10YR) 砂層。洪水によるものか？ローム粒 ・ロームプロック 2cm~5cm。川砂 ．C軽石等50％以上混。

8.黒色土2/l(lOYR)に灰色の砂層 洪水によるものか？ 川砂、粘土質の層もある。ローム少量混。

層序： D-D‘（基準線標高値102.50ml

1.褐色土4/6(10YR) B混土（鉄分の赤身多し、 Bの純層多し） C軽石下の方に入る。

2.褐色土4/4(10YR) しまった土質。 B混土にC軽石混。 3．黒色土1.7 /1 (lOYR) 粘質土 B下水田の耕作土と考える。

4.黒色土2/l(lOYR) 砂質土。黒土にC混、ローム粒混あわせて20％混。

5.黒褐色土3/l(lOYR) 川砂 ・ ローム粒 • C軽石。砂利質。

6.黒色土2/1(lOYR)に灰色 4層より灰色。黒土に C混、ローム粒混あわせて 7％混。 7. 5層同質。

8.黒褐色土3/l(lOYR) 川砂 ・ローム粒 ．C軽石。砂利質。ロームブロック径 2cm~3cm少輩混。 C軽石大きいものは径 2cm、10%。

9.黒褐色土3/1(lOYR) 川砂 ・ローム粒 ．C軽石。砂利質。ロームプロック径 2cm~3 cmlO％混。 C軽石少量混。

10.黒褐色土3/1(lOYR) 川砂 ・ローム粒 ．C軽石。砂利質。ロームプロック径 2cm~3 cm40％混。 C軽石少量混。

11. 5層同質。 12. 5層同質。
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第17号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.60ml

1.ロームプロック。 2.黄褐色土 ロームに暗褐色土が若干混入したもの。

3.黄暗褐色土 ローム小プロック、暗褐色土プロック含む。 4.黄褐色土 3層に同じであるが、ローム小ブロック含む。

5.黄暗褐色土 2層よりもロームの鼠多くやや明るい。

第18号溝状遺構

層序 ：（基準線標高値102.40m)

1.暗褐色土3/4(10YR) 砂質。 C混上少々。 B混土50%。

第19号溝状遺構

層序 ：C-C'（基準線標高値101.60ml

1.黒色、褐色砂層。 2.暗褐色微粒砂層 ローム粒混入。 3. 2層と黒色砂層の互層。 4.黒色砂とロームプロックの混土。

5. 暗褐色微粒砂層 ローム粒少混。 6.暗褐色微粒砂層 道の轍跡か、堅緻。

層序 ：D-D'（基準線標高値101.OOm) 

1.褐灰色4/4(10YR) 砂質 ビニール入。 2.灰黄褐色4/2(10YR) 砂質 川砂の流れ込み。

3.褐灰色4/1(lOYR) 砂質鉄分ありのまだら。 4.褐灰色4/l(lOYR) 砂質川砂。

層序： E-E'（基準線標高値100.80m)

1.褐灰色4/1(lOYR) 砂質。 2.にぶい黄褐色5/3(10YR) 砂質 ローム 鉄分木片。

3.黒褐色3/2(10YR) しっかりとした砂質 川砂もたまったところもある。

4. 暗褐色3/3(10YR) しっかりした砂層 周りの地山ののくずれたものの感じ。

第22号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.20m)

1. As-B主混 As-Bやや多い。 2. As-B主混 As-B 1層より少。 3. As-B主混 1 • 2層よりも暗い。

4.灰黒色砂質土 弱粘性、 3層との境に砂層、 5層との境にうすい泥層。 5.灰黒色微砂層 流れによる砂層か。

第23号溝状遺構

層序 ：A-A'（基準線標高値101.90m) 

1. 5/8(10YR) 川砂にロームブロック40%、5mm~3 mm。 2. 5/8 (lOYR) 川砂にロームプロック径 1cm30%。

3. 4/6(10YR) 川砂 ・ロームのくだけたもの。

層序： B-B'（基準線標高値101.90m) 

1. 4/2 (lOYR) 砂質。 B混 ・川砂 ・土石やロームプロック径 5cm以上30%。 2. 4/2(10YR) 砂質。 B混土。

3. 4/3(10YR) 砂質。 B混土、ロームプロック少星。 4. 3/4(10YR) 砂利。ロームブロック径 2cm70%。川砂。

5. 3/4(10YR) 砂利。ロームのくけたものと川砂。

層序 ：C-C'（基準線標高値101.90m)

1. 7/3(10YR) 砂利質。川砂にロームブロック径 5mm40%。 2. 6/8(10YR) かたい土質。ロームブロックのかたまり。

3. 4/4(10YR) 砂利。下の方に鉄分を含む土。川砂にロームや小石径 1cm40%。

4. 5/6 (lOYR) かたい。川砂にロームブロック径 2cm70%。 5. 2/3(10YR) 砂質。川砂にロームのくだけた砂50%。

6. 2/3(10YR) 砂質。川砂。 7. 4/ 4 (lOYR) かたい土質。川砂にロームプロック径 3cm70%。

第24• 25号溝状遺構

層序： 8-8'（基準線標高値101.90m)

1. 3/4(10YR) 砂質。 B混土。 2. 3/4(10YR) 砂質。 B混土、川砂混じり。 3. 3/4(10YR) 砂質。川砂。

層序 ：C-C'

1. 3/3 (lOYR) 砂質。 B混土 (50%)、ところどころ鉄分あり。 2. 3/3 (lOYR) しまった土質 B混土。

3. 4/4(10YR) 砂利質。川砂にロームのくだけたもの。 (25溝）
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第26号溝状遺構

層序： B-B'（基準線標商値101.90m) 

1. 3/2(10YR) 川砂 ・ローム径 1cm 5 %（砂利質）。 2. 2/ZOOYR) 川砂（砂利質）。

3. 3/2(10YR) 川砂 ・ローム径 3cmlO%。ロームの砂状のもの20%（砂利質）。

4. 1.7 /l(lOYR) 粘質。黒土のブロック。 5. 2/1 (lOYR) 粘質。白いシルト状のもの径 2cm30%。

層序 ：C-C'

1. 4/3(10YR) 砂質（砂利）。川砂にロームのくだけたもの下層に特に多い。

2. 3/4(10YR) 砂利質。砂利層（川砂）と粘層が交互になっている。 3. 3/4(10YR) 砂利質。砂利層（川砂） ・ロームプロック少鼠。

4. 5/8(10YR) 砂利質。川砂 ・ロームプロックのくだけたもの。

5. 4/4(10YR) 砂利質。石 ・川砂 ・ロームプロックのかたいもの。ロームのツブ状ねばりあり。

第28号溝状遺構

層序 ：（基準線標高値12.50m)

1.軽石多獄暗褐色土(10YR3/4) 砂質。 As-B主に FP• As-C、鉄分多い ・やや密 ・かたい。

2. As-C主混黒褐色土(10YR2/2) 砂質。やや密。 As-C径 1~3mm上位多、下少。

3. As-C少混黒褐色土(lOYR2/2) 砂質。密。 As-C径 1~3mm。 4.黒褐色土(10YR2/2) 砂質。ローム粒 ・鉄分少混。

5.黒褐色土（10YR2/2) 4層に大粒のロームが混入。やや粗。

6.黒褐色土(10YR3/2~2/2) 砂質。黒ボク土に相当。上位黒く下位に従い暗褐色。明るい ・蜜 ・やや粘性あり。

第29号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.50m)

1.暗褐色土3/4(10YR) C黒に暗褐色土を含む。 2.黒褐色土2/3(10YR) ローム径 1cm少量。砂層が東から西下へ入り込む。

第30号溝状遺構

層序： （基準線標高値101.som)

1.褐色4/4(lOYR) 砂質。砂利のよう。 2よりサラサラしている。畠の 1つか？

2.暗褐色2/3(10YR) 砂質。赤褐色のップ (C軽石）。 3.未註記。

第31号溝状遺構

層序 ：（基準線標高値101.00m)

1.暗褐色3/4(10YR) 砂質。 B軽石30％混。鉄分あり。

第32号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.00m)

1.暗褐色土3/3(10YR) 砂質。 FA少旦入る。鉄分あり。 C混少量 (B区のトレンチの 3層）。

第33号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.00m)

1.暗褐色土3/3(10YR) 砂質。 FA・C混少凪入る (B区のトレンチの 3層）。

第32• 33号溝状遺構

層序： （基準線標高値102.00m)

1. 暗褐色土3/3(10YR) 砂質 FA少量入る。 C混土 7~10%(B区のトレンチの 3層）。 2. 1同質。

3.暗褐色土3/3(10YR) 砂質 FA少絨入る。 C混土 5%。

第34号溝状遺構

層序 ：（基準線標高値101.SOm)

1.暗褐色土3/3(10YR) 粘質（水田層を考える）。 FA混径最大 2cm少量入る。 C混土。

2.黒褐色土2/Z(lOYR) 砂質。川砂入る。 C混土。 3.黒色土2/l(lOYR) 粘質。
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第39号溝状遺構

層序： （基準線標高値101.40ml

1.暗褐色土3/4(10YR) 砂質。 C混土径 1~2mmZO%。鉄分あり。 FA粒少旦あり(B区北トレンチの 3陪）。

住居跡

c区第 1号住居跡

位置 ：5地区ーグリッド。 形状．・ 正方形。 規模： 5.09mX5.16m。 主軸方位 ：北ー90度40分→東。

基準辺： 北壁か。 鼈規模： 全長0.92mX袖部幅0.75mX燃焼部幅0.35m。

層序（基準線標高値103.60ml

1. As-C混黒褐色土10YR2/2。砂質、弾力あり、 As-Cは微粒</,1％以下。ローム粒少屈、自然埋没、西壁寄りは、ローム面に床があるため、

大粒のロームやや多、カマド寄りは焼土混。 2.焼土 焼きしまりカリカリしている。 3.被熱でわずかに赤みのある暗褐色土。

4.崩落した粘土と 3層の混土。 5. ローム、粘土、焼土の微粒を混入する暗褐色土 6.黒褐色砂質土 被熱で硬い。

7.褐色土(75YR4/3) 砂質土焼土を多く含む。 8.褐色土(75YR4/2) 粘土。

9.黒褐色土(7.5SYR2/2) 粘質土 焼土プッロク混入。

第2号住居跡

位置： 5地区ーグリッド。 形状：。 規模： 5.40mX 1.17+ am。 主軸方位： 北一約85度ー南。

基準辺： 。 鼈規模： 全長0.84mX袖部幅1.00mX燃焼部幅0.41m。

層序： （基準線標高値103.00m)

I.表土層。 I'土地改良時代の盛土。 I’'灰黄褐色混入： 10YR4/2• As-B を主とする軽石を全体に混入。密 ・ 硬 • 株に 2 cm強の鉄分層。

1. As-B混暗褐色砂質土： 10YR3/3・密 ・硬 ・鉄分 ・黒ボクなどよく拡攪拌されている。

2. As-B混。暗褐色砂質土： 10YR3/3~3/2•密・硬 ． As-C 黒などよく拡攪拌されている。

3. As-C混黒褐色土：砂質・やや密。焼土 ・炭の微粒を混入する。 4. Hr-FAか。

5. As-C混黒褐色土：砂質 ・やや密。焼土 ・炭多く、 3層より明。 6.黒褐色砂質土： 10YR3/2・やや密、ローム微粒全体に含む。

7.黒褐色砂質土 ：10YR3/2・やや密、ローム粒 ・焼土 ・炭を含む。 8. 7同質。 9. 6同質。 10. 7同質。

11.暗褐色土：砂質。軽石を主に鉄分・マンガン・ローム粒混入。

12,暗褐色土： 10YR3/2・砂質。全体に鉄分が多く緻密。軽石 ・ローム ・焼土を含む。

13.黒褐色土： 10YR2/2・砂質。 As-C・焼土 ・ローム粒の順に多く含む。焼土 ・ローム粒はカマド周辺に特に多い。

14.暗褐色土： 10YR3/3~3/4・砂質。全体に鉄分が多い。軽石 ・ローム ・焼土 ・ロームプロックを含む。 15.茶褐色土。

16.天井部から崩壊した焼土を主とする層。焼土はウズラ卵大までの大きさ。 17. 7層に大粒の焼土と炭含む。全体に灰混入。

18.両壁から崩落した袖の一部と焼土の混土。 19, 16近質。崩壊時の巻き込み土。 20.白濁したローム土。

21.黒褐色砂質土： （10YR3/l)袖材。粘土混入。被熱のためか全体に灰を含む。 22, ロームを主とする。暗褐色土との混土。

23. 22近質。

所見： 当住居跡は、発掘調査段階では 2軒の住居跡の重複と考えられていたが、整理事業段階で記録図面類を

精査した結果恐、らく 1軒の住居跡であろう事が推測され、図面を修正した結果図化掲載した状態に推定も含

め示した（写真図版には調査段階の状態で写真を掲載した）。これは、遺構の焼土場所が斜面部分で住居跡の一

部しか露呈できなかったことに起因している。斜面部は地山土層の変化が台地上とは著しく異なり、事実、調

査上困難な場合が多い。この地山土の細かな変化が調査段階では認識できなかったことと考えられる。

掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡 ：（基準線標高値102.60m) 

位置： 5地区17区P~R-15 • 16グリッド。 形状： 東西棟。

12尺 l間 (3.6m)+ 3 尺 • 8尺・2間（3.3m)X 8尺 (2.4m)。

5度ー東。

柱間・規模（桁x梁） ： 7 尺 • 3間 (6.3m)X 

面積： 9.05坪 (29.88rriり。 主軸方位：北一

所見： 調査は、東側の現道路下部分が後行調査であったため、調査段階では 4間Xl間の東西棟が推定されて
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いた。しかし、整理時に同規模を推定した場合、北東隅部の柱穴が見当たらないことと、東部分の道下部分か

ら 、 2 間 (3 尺• 8尺） X 1間 (8尺）の小規模の建物が推定されたことから、第 図に示した特殊な建物跡を

推定した。この建物跡は図中にも推定設計線を入れ添えたが、身舎の東壁側に小規模の建物を組込む状態（南

東隅P5の存在と、p14 • p 18の存在）で東西中心軸に線対称に推定された。この場合、建物自体が特殊な性格を

帯びていたことに他ならないが、具体的な性格は出土遺物等を踏まえても分明にし得なかった。当掘立と指向

方向を同じに採り、重複関係が認められない 2 母• 5号掘立は同時存続が考慮される。

又、元来この大小別な建物跡の存在も考えられようが、他に発見されている掘立の切り状態から、同軸上に

平行にする切り合い関係が認められないことと、上述した、南東隅P5の存在と、p14 • p 18の配置関係上から同

ーの建物として机上推定した。

第 2号掘立柱建物跡： （基準線標高値102.60m)

位置： 19地区17区Q~R-16• 17グリッド。 形状： 東西棟。 柱間・規模（桁X梁） ： 7 尺 • 4間 (8.4m)X 

12尺 1間 (3.6m)。 面積： 9.16坪 (30.24rriり。 主軸方位：北ー5度ー東。

所見： 重複関係が認められず 1号 ・5号掘立柱建物跡と指向方向を同じにする。 1号掘立は構造上に於いて異

なる。 5号掘立は、南北棟であるものの主軸方位は直交関係にあるが、規模に於いて梁間に 2尺の差異が認め

られる。

第3号掘立柱建物跡： （基準線標高値102.70m) 

位置： 5地区17区ーグリッド。 形状： 東西棟。 柱間・規模（桁X梁） ： 7 尺• 4間 (8.4m)X 7尺・ 2間 (4.2 

m)。 面積： 10.69坪 (35.28rri')。 主軸方位： 北ー 1度ー東。

所見： 切り合い関係では、 5• 6掘立と直接的に切り合い、 6掘立とは恐らく軒先が十分にぶつかり合うと考

えられことから、これら 4者は切り合い関係と認識させる。また、 3• 4井戸とも切り合い関係にある。しか

し、これらの切り合い関係を明らかにする調査所見は得られていない。

第4号掘立柱建物跡： （基準線標高値102.80m)

位置 ：5地区17区P~R-18• 19グリッド。 形状： 東西棟。 柱間・規模（桁X梁） ．・ 7 尺 • 4間 (8.4m)X 

7尺 ・2間 (4.2m)。面積： 10.68坪 (35.28rriり。 主軸方位：北ー8度ー東。

所見： 当掘立柱建物跡は調査段階では、図示した部分の西側pI • p 2 • p 5 • p 6 • p 10 • p IIからなる 1間X 2 

間の南北棟が考えられていたが、整理段階で 7尺4間X 7尺 2間の建物を机上で推定した。当該の掘立柱建物

跡群は、桁行 7尺4間梁 7尺 2間か、同桁行に梁 6尺2間の執れかの構造しかない。このことから桁行を 4間

で推定した。

第 5号掘立柱建物跡： （基準線標高値102.60m)

位置 ：5地区17区0• P -18 • 19グリッド。 形状：南北棟。 柱間・規模 （桁X梁） ： 7 尺 • 4間 (8.4m)X 

12尺・ 1間 (3.6m)。 面積： 9.16坪 (30.24rriり。 主軸方位：北ー5度ー東。

所見： 当掘立柱建物跡は、 3• 6号掘立柱建物跡・ 3• 4井戸と重複している。建物の指向方向は 1~3掘立

と同一であるが、唯一の南北棟である。
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第 6号掘立柱建物跡 ：（基準線標高値102.70m) 

位置 ：5地区17区ー P~Rグリッド。 形状 ：東西棟。 柱 間 ・ 規 模 （桁 X梁）： 7 尺 • 4間（8.4m)X 7尺 ・

2間 (4.2m)。 面積 ：10.68坪 (35.28mり。 主軸方位： 北ー 5度ー東。

所見 ：2掘立と妻を揃えて平行に造られている。切り合い関係に就いては上述した掘立と同じである。 5• 6 

掘立及び 3• 4井戸と切り合い関係がある。この 5者の直接的な新旧関係は、 3掘立と 4井戸が切り合い関係

が認められるのみで、この他の状況は未確認である。この 5者と、同時期の周辺遺構の状況から、 3• 4井戸

は掘立柱建物跡群に伴うことが推定される。そして、 3掘立と 4井戸が重複関係にあることから、

井戸跡

第 1号井戸跡

位置： 5地区ー18-A-20グリット。 形状 ：円形。 規模 ：1.1X 1. 04 X -1. 65。

層序 ：（基準線標高値103.60m)

1.黒色土(10YR2/l) As-C混土、ローム土粒を含む。

2.黒褐色土(10YR2/2) As-C混土、ローム土粒を多く含む。

3.黒褐色土（10YR2/3) 砂質土、軽石を微量に含む、ローム土粒を微鼠に含む。

4.黒褐色土(10YR2/2) 砂質土、ローム土粒を多く含む。

5.黒褐色土（10YR2/3) 砂質土、ロームプロックを多く含む。

第 2号井戸跡

位置 ：5地区ー17-S • T-18グリット。 形状： 楕円形。 規 模 ：2.1 X 2. 4 X -1. 64。

層序 ：（基準線標高値103.00m)

1. 黒褐色土(10YR2/2) 砂質土、軽石を含む。

2.黒褐色土(10YR2/3) 砂質土、軽石を微量に含む、黒色粘質土ブロック混入、鉄分を含む。

3.黒褐色土(lOYRZ/2) 砂質土、軽石を微星に含む、粘性 PPあり。

4.黒色土(10YR2/l) 粘質土、砂質土が混入。

5.褐色土(10YR4/4) ローム土、砂質土を多く含む。

第3号井戸跡

位置 ：5地区ー17-Q-18グリット。 形状： 不整円形。 規模： 0.88X0.83Xー。

層序 ：（基準線標高値102.60ml

1.黒褐色土(10YR2/2) 砂質土、軽石を含む、鉄分凝固が見られる、黒色粘質土プロック混入。

2.黒色土(lOYRl.7 /1) 粘質土、砂質土を全体に含む。

第4号井戸跡

位置： 5地区ー17-P • Q-18グリット。 形状 ：隅丸正方形。 規模： l.31Xl.34X-l.32。

層序： （基準線標高値102.60m)

1. 黒褐色土(10YR3/2) 砂質土、軽石を含む、ローム土粒が微量に見られる。

2.褐色土(lOYR2/3) 砂質土、軽石を微量に含む、鉄分を微量に含む、黒色粘質土プロック混入。

3.黒褐色土(10YR2/2) 砂質土と粘質土の混土。

4.黒褐色土(lOYR3/l) 粘質土、砂質土を含む、鉄分を含む。

第 5号井戸跡

位置： 5地区ー17-R-14. 15グリット。 形状 ：隅丸正方形。 規模： 1.18 X 1. 20 X -1. 22。

層序 ：（基準線標高値102.50m)

1.暗褐色土 ローム粒を全体に、黒褐色土を一部含む。やや明るい。
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2.灰褐色土 褐色土小プロックを所々に含む。

3.暗褐色土 1層よりもローム粒少なく暗い。

4.暗褐色土 ローム粒殆ど含まず、 3層よりも暗い。

第 6号井戸跡

位置 ：5地区ー17-0-18• 19グリット。 形状 ：円形。 規模： 1.30Xl.27X-1.58。

層序 ：（基準線標高値102.70m) 

1.砂質土(10YR3/2) B混土30% ロームプロック</,5cm 5% C30%。

2.砂質土(10YR3/4) B混土30% Bの土の赤み（火山灰）入り C20%。

3.砂質土(10YR3/4) B混土10% ロームブロック</,2~3 cm少罷、黒土のプロック 2~3 cm20%。

4.粘質土(lOYR2/l) 粘質黒土のシルト質、遺物（木材入り）

第 7号井戸跡

位置： 5 地区ー17-P • Q -6 グリット。 形状： 楕円形。 規模 ：0.90(1.13)X0.85(1.07) X-0.66(0.84)。

層序： （基準線標高値101.som)

1.黒褐色土（10YR2/2) 砂質、軽砂混、ロームが斑状に多混（人為埋没土）。

2.黒褐色土（10YR2/2) 砂質、軽石あり、ロームなし（自然層）。

3.黒色土(10YR2/l) 砂質（自然層）。

第 8号井戸跡

位置 ：5地区ー17-Q-6グリット。 形状 ：不整円形。 規模 ：l.32Xl.65X-l.16。

層序： （基準線標高値101.som)

1. 2層に粗砂、鉄分が染み込む。

2. As-B主混暗褐色土、砂質。

3.暗褐色砂質土 2層よりも粗い、大粒のローム少混。

4.黒褐色粘質土 粗砂混、底面近くは砂利混、ヘドロ化。

5.ロームプロック 自然埋没、東側の平坦両側からの流入が主。 As-B主混土からすると中世頃の物で、ウロの具体から見て長期間に及ぶら

しい。湧水量も多い。

第 9号井戸跡

位置 ：5地区ー27-0-1グリット。 形状 ：隅丸正方形。 規模 ：1.40 X 1. 54 X -1. 20。

層序： （基準線標高値102.50ml

1. 2層の攪乱か、 2次堆積。

2.黄灰色砂質土(2.5Y 4/1) (10YR2/l) 微砂均質、洪水砂の 2次堆積で僅かに互層。

3.黒色土(10YR7/1)と黒褐色土(10YR2/2) プロックの混土。最下部はノロ化し、やや黒い。

土坑

第 1号土坑

層序 ：（基準線標高値102.som)

1.黒褐色土(lOYRZ/5) 粘質土、 As-C軽石を含む、橙色スコリアを微量に含む、炭化物がごく微量に見られる。

2.黒褐色土（10YR2/2) 粘質土、 As-C軽石を含む、黒色粘質土ブロックを多く含む。

3.黒褐色土（10YR3/l) 粘質土、軽石を微量に含む。

4.黒褐色土(lOYRZ/2) 粘質土、砂質土を多く含む、軽石を含む、橙色スコリアを微量に含む。

第 2号土坑

層序 ：（基準線標高値103.60ml

1.暗褐色土（lOYRZ/3) 砂質土、ロームプロックを含む。

2.にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 砂質土、ローム土と暗褐色土の斑状混入、攪拌されている。

3.黒褐色土(lOYRZ/2) 砂質土、ローム土が混入、軽石を微量に含む。
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4.灰黄褐色土(10YR4/2) 粘質土、色調暗め、ローム土を微量に含む。

5.黄褐色土(10YR5/6)ローム土に暗褐色土が混入。

6.黄褐色土（10YR5/8) ローム土、壁が破壊したもの、黒褐色土プロック混入。

第 5号土坑

層序 ：（基準線標高値103.20m)

1.黒褐色土(10YR3/2) 粘質土、 As-Bを微獄に含む、炭化物をごく微贔に含む。

第 6号土坑

層序： （基準線標高値103.20ml

1.黒褐色土(10YR3/2) 砂質土、 As-Bを微量に含む、ピンクアッシュが見られる、白色軽石が微鑓に見られる。

2.黒褐色土(lOYRZ/2) 砂質土、軽石を全体に含む。

3.黒色土(lOYRl.7 /1) 粘質土、砂質土を微量に含む。

第 7号土坑

層序： （基準線標高値103.00ml

1.黒褐色土(lOYR3/2) As-B軽石。

2.黒褐色土(lOYR2/2) 粘質土、軽石を含む。

第61号土坑

層序： （基準線標高値102.90m) 

1.暗褐色土(10YR3/3) 砂質土、軽石を全体に含む、鉄分を多く含む。

2.黒褐色土（10YR2/3) 砂質土、軽石を含む。

第63号土坑

層序： ｛基準線標高値101.30m)

1. 黒褐色土(10YR2/3) 砂質土、鉄分あり、所々 Bテフラ（ピンク）入り、 B混土。

第67号土坑

層序： （基準線標高値101.30m)

1. 暗褐色土(10YR3/3) 砂質、軽石 (FP)が少混、鉄分あり。

第68号土坑

層序： （基準線標高値102.40m)

1. As-C混黒褐色土(10YR3/2) 砂質土。

2.軽石混入暗褐色土(10YR3/3) 砂質、ソフトロームが横位の縞状に混入、底面は平坦で堅緻、柱跡か。

3.にぶい黄褐色土(10YR3/4) 砂質、緻密、粘性あり、ローム斬移層の一部に相当する地山層。

第70号土坑

層序： （基準線標高値102.60ml

1. As-C少混黒色土(lOYR2/l) 砂質、ローム、焼土まばらに混入。

2. As-C少混黒土(lOYR2/l) 砂質、 As-C1層より少ない、ローム底面近くにやや多い。

第71号土坑

層序： （基準線標高値102_60m)

1. As-C混黒褐色土(10YR3/l) 砂質、焼土、大粒の炭まばらに混入。

2. 1層と同じ、焼土、炭多い。

3.焼土陪、焼土80％顆粒状、炭混入、やや粗。

4. 2層と同じく焼土、炭多いが黒い。
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第72号土坑

層序 ：（基準線標高値102.60m)

1. As-C少混黒色土(10YR2/l) 砂質、 As-C</,1%。

2.黒褐色土(lOYR2/2) 砂質、均質緻密、下位にローム粒混入。

第73号土坑

層序 ：（基準線標高値102.60ml

1. As-C少混黒褐色土(10YR3/l) 砂質 As-C</,1%。

2.黒褐色土(10YR3/l) 砂質、均質緻密。

第74号土坑

層序： （基準線標高値102.60m)

1. As-C少混黒褐色土（10YR3/l) 砂質、As-Cは上半部に多く、下位は少ない。

2. 1層と暗褐色土(10YR3/4)の斑状混土、砂質緻密、底面にローム粒やや多い。

3. 2層のうちでも暗褐色土の方が多い。

第75号土坑

層序 ：（基準線標高値102.70ml

1. 暗褐色土(10YR3/4)顆粒状の焼土と炭を多獄に混入、焼土の一部は 1cmを越す大粒やプロック状になる。

2.暗褐色土 砂質軽石、ローム、焼土、炭をわずかに混入。

3. ローム 2.5Y8/6~8/8 粘性やや強。掘り方の内面に 1cm強の厚さで貼付。
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富田漆田遺跡南側調査区出土溝状遺構一覧表（1)

遺構名称 調査面
位 置

走行方位
発見長 深度 高低差

時期 摘 要
区 グリッド (m) (m) (m) 

第 1号溝状遺構 1 C 
28-B-2 

N-2 度—W 35 0 0.43 0.04 古代 5号溝 ・17号溝 ・28号溝と同一遺構。
18-B-15 

第 2号溝状遺構 1 BC 
17-N-15 

N-90度— E 39.5 1 07 0.43 中世
18-B-15 

第 3号溝状遺構 1 C 
17-T-14 

N -80度— E 8 5 0 43 0.10 古代 15号溝と同一遺構。
18-A-14 

第 4号溝状遺構 1 BC 
27-J -3 

N -88度—W 95.0 1.01 0.23 中世 館の外堀。
18-A-12 

第 5号溝状遺構 1 C 
17-S-19 

N-30度-W17-T-ll 11. 5 0.41 1.42 古代 28号溝と同一遺構。

第 6号溝状遺構 1 C 
27-T-15 

N-6 度— E 24.5 0.62 0.28 古代 7号溝 ・16号溝 ・29号溝と同一遺構。
18-A-15 

第 7号溝状遺構 1 C 
17-T-13 

N -20度—W 7.0 0.10 古代 6号溝 ・16号溝 ・29号溝と同一遺構。
17-T-14 

第8号溝状遺構 1 C 
27-0-1 

N-74度—W 12.5 0.20 0.18 江戸～現代 館内の暗渠排水。
27-Q-2 

第 9号溝状遺構 1 C 
17-0-20 

N-80度—W 19.0 0.29 0 30 中世 館内の暗渠排水。
17-S -20 

第10号溝状遺構 1 C 
17-Q-16 

N-2 度— E 40 0 0.19 0.39 中世 18号溝と同一遺構。
17-Q-17 

第11号溝状遺構 1 C 
27-Q-2 

N-9 度— E 62.0 0.11 0 40 中世 8 号溝 • 9号溝・ 27号溝より古い。
17-Q-10 

第12号溝状遺構 1 C 
17-R-15 

N -12度— E 10 1 0.19 0 07 中世 14号溝より古い。
17-R-17 

第13号溝状遺構 1 C 
17-S-13 

N-5 度— E 20 5 0 24 1.10 中世 14号溝より古い。
17-S-17 

第14号溝状遺構 1 C 
17-S-16 

N-90度— E 6 0 0 17 0.16 中世
17-T-16 

第15号溝状遺構 1 C 
17-Q-14 

N-80度—W 12 5 0 30 0 28 古代 3号溝と同一遺構。
17-S-14 

第16号溝状遺構 1 C 
17~ R ~ 9 

N -26度—W 15 0 0.69 0 99 古代 6 号溝• 7号溝・ 29号溝と同一遺構。
17-T-12 

第17号溝状遺構 1 C 
18-A-13 

N-25度—W 7 0 0 29 0.03 古代 1 号溝 • 5号溝・ 28号溝と同一遺構。
18-B-14 

第18号溝状遺構 1 C 17-Q-14 N -80度—W 2 0 0 10 0 06 中世 10号溝と同じか。

第19号溝状遺構 1 BC 
7-0-14 

N-20度— E 124 0 0.47 1 28 江戸～現代 幹線水路。合流が多い。
17-G-18 

第20号溝状遺構 欠番

第21号溝状遺構 1 B 
17-i-19 

N -78度—W 9 0 0 12 0.22 中世
17-K-20 

第22号溝状遺構 1 B 
17-H-19 

N-78度—W 13 0 0 26 0.09 江戸～現代
17-K-20 

第23号溝状遺構 1 B 
17-i-13 

N-82度—W 22.0 0.11 0 11 古代～中世 3号溝 ・15号溝の延長。
17-M-14 

第24号溝状遺構 1 B 
17-J -11 

N -70度—W 22 5 0 31 0.45 江戸～現代 19号溝に合流。
17-N-12 

第25号溝状遺構 1 B 
17-M-12 

N -38度—W 4.5 0 13 0.06 江戸～現代 24号溝に合流。
17-N-13 

第26号溝状遺構 1 B 
17-i -10 

N-70度 —W 25.0 0.45 0.18 中世～江戸 4号溝より古い。
17-N-12 

第27号溝状遺構 1 C 
17-Q-10 

N-85度—W 5.5 0.08 0.07 中世 11号溝より新しい。
17-R-10 

第28号溝状遺構 1 BC 
17-R-2 

N-8 度—W 35.0 0.33 0.09 古代 1 号溝 • 5号溝・ 17号溝と同一遺構。
17-S -9 

第29号溝状遺構 1 B 
17-Q-1 

N-0 度—EW 37.5 0.16 0 29 古代 6 号溝• 7号溝 ・16号溝 と同一遺構。
17-Q-8 

第30号溝状遺構 1 B 
7 -R-20 

N-3 度— E 36 0 0.08 0 19 古代
17-R-7 

第31号溝状遺構 1 B 
7-R-17 

N - 7 度— E 33 5 0.08 0 41 平安 As-B下水田に伴う。
17-0-3 
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富田漆田遺跡南側調査区出土溝状遺構一覧表（2)

遺構名称 調査面
位 置

走行方位
発見長 深度 高低差

時期 摘 要
区 グリッド (m) (m) (m) 

第32号溝状遺構 2 B 
7-0-11 

N - 8 度— E 20 0 0.08 0 20 古代 畠のサク跡。
7 -0-15 

第33号溝状遺構 2 B 
7 -0-13 

N-10度— E
7-N-17 

22 5 0 16 0 10 古代 II 

第34号溝状遺構 2 B 
7-0-9 

N-28度 E 58.0 0 06 0.27 古代 区画を兼ねた水路。
7 -j -19 

第35号溝状遺構 2 B 
7 -j -16 

N -27度— E 8 5 0.06 0.07 古代 畠のサク跡。
7 -i -18 

第36号溝状遺構 2 B 
7 -j -16 

N -25度— E 9 0 0 06 0.03 古代 II 
7 -i -18 

第37号溝状遺構 2 B 
7 -i -15 

N-18度— E
7 -i -16 

7.5 0.04 0.08 古代 II 

第38号溝状遺椙 2 B 
7 -i -14 

N-25度— E
7-H-17 

15.0 0.05 0 012 古代 II 

第39号溝状遺構 2 B 
7-K-11 

N -79度—W
7-L-11 

5.0 0.08 0.07 古代 II 

第40号溝状遺構 1 A 
17-D-9 

N-72度—W 13.5 0.16 0 12 江戸～現代
17-F-9 

第41号溝状遺構 1 A 
17-G-5 

N-24度— E 17.0 0.09 0 18 江戸～現代
17-F-9 

第42号溝状遺構 1 A 
17-E-5 

N-16度ーE 22.0 0.02 0.15 平安 As-B下水田に伴う。
17-D-9 

第43号溝状遺構 1 A 
17-D-5 

N -70度—W 22.0 江戸～現代
17-H-5 

第44号溝状遺構 1 A 
17-i -1 

N -11度— E 5.5 0.04 0 07 平安 As-B下水田に伴う。
17-i -2 

第45号溝状遺構 1 A 
7 -E-14 

N-68度—W 21.5 江戸～現代
7 -j -16 

第46号溝状遺構 1 A 
7 -j -7 

N-11度— E 40 0 江戸～現代 47号溝より古い。
7 -H-15 

第47号溝状遺構 1 A 
7 -H-13 

N-18度— E 11 0 江戸～現代 46号溝より新しい。
7 -H-15 

第48号溝状逍構 1 A 
7 -G-10 

N -70度—W 36 0 0.09 0.21 江戸～現代
7 -K-14 

第49号溝状遺構 1 A 
7-F-6 

N -76度—W 20 5 0 13 0.28 江戸～現代
7 -i -8 

第50号溝状遺構 1 A 
7-D-11 

N-5度 W 8 0 0 05 0.04 平安 As-B下水田跡に伴う。
7 -D-13 

第51号溝状遺構 1 A 7-C-11 N -15度— E 3.0 0 09 0.12 平安 II 

第52号溝状遺構 1 A 
7-D-9 

N-24度— E
7 -C-12 

15.0 0.08 0.68 平安 II 

第53号溝状遺構 1 A 
7-E-7 

N-20度—W
7-E-8 

2.5 0.08 0 12 平安 II 

第54号溝状遺構 2 A 
7 -C-13 

N-0 度—EW 63.0 0.15 0.22 古墳
17-C-6 

第55号溝状遺構 2 A 
17-C-6 

N -12度—W 10 1 0.21 0 79 古墳
17-D-8 
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富田漆田遺跡南側土坑一覧表(1)

遺構番号 調査面
位 置

主軸方位 形 状
規 模 (m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

1号土坑 1 17-S-16 北ー0度ー東西 矩形 1 75 1 75 0 31 古代

2号土坑 1 28-B-1 北ー 9 度—西 隅丸胴張長方形 2.93 1.67 0 20 不詳

3号土坑 1 18-A-20 北ー75度—西 隅丸長方形 0.75 0.60 0 51 中世後半か

4号土坑 1 28-A-1 北ー60度—西 隅丸長方形 0.40 0 30 0 52 中世後半か

5号土坑 1 27-S -1 北ー0度ー東西 円形 1.08 0.99 0.11 中世後半か

6号土坑 1 27-T-1 北ー58度ー東 隅丸長方形 1. 96 1.39 0 22 15世紀後半

7号土坑 1 17-S-20 北→27度ー東 隅丸長方形 2.47 1.64 0.06 不詳

8号土坑 1 17-R-14 北ー60度ー西 隅丸長方形 1.00 0. 70 0.22 不詳

9号土坑 1 18-A-15 北ー0度ー東西 不整形 0.90 0.70 0.23 不詳

10号土坑 1 18-A-15 北ー0度ー東西 矩形 0.48 0.45 0.28 中世後半

11号土坑 1 28-B-16 北ー55度—西 隅丸正方形 0.28 0.26 0.33 中世後半

12号土坑 1 18-A-16 北-0度ー東西 矩形 0.24 0.2 0.55 中世後半

13号土坑 1 18-A-16 北ー30度ー東 矩形 0.62 0 62 1.48 中世後半

14号土坑 1 18-B-16 北ー45度ー東 隅丸長方形 0.50 0.38 0.39 中世後半

15号土坑 1 18-B-16 北ー18度ー東 矩形 0.32 0.28 0.47 中世後半

16号土坑 1 18-B-16 北ー60度ー東 矩形 0.30 0.27 0.57 中世後半

17号土坑 1 18-A-16 北-62度ー東 矩形 0.33 0.24 0.20 中世後半

18号土坑 1 18-A-16 北ー3度ー東 矩形 0.24 0.22 0.57 中世後半

19号土坑 1 18-B-16 北ー25度—東 矩形 0.30 0.24 0.27 中世後半

20号土坑 1 18-A-16 北-63度ー東 隅丸長方形 0 30 0.27 0.37 中世後半

21号土坑 1 18-A-16 北ー45度ー東 隅丸長方形 0 52 0.48 0.69 中世後半

22号土坑 1 18-A-16 北ー45度ー東 矩形 0.38 0.34 0.73 中世後半

23号土坑 1 18-A-17 北ー45度—西 矩形 0 30 0.27 0.26 中世後半

24号土坑 1 18-A-17 北ー67度—西 矩形 0.40 0.35 0.24 中世後半

25号土坑 1 18-A-17 北ー67度—西 不整形 0 25 0.20 0.21 中世後半

26号土坑 1 18-B-17 北ー65度ー東 矩形 0 30 0 27 0.32 中世後半

27号土坑 1 18-B-17 北ー30度—西 矩形 0 34 0 32 0 30 中世後半

28号土坑 1 18-B-17 北—42度—東 矩形 0.23 0.22 0.23 中世後半

29号土坑 1 18-B-17 北ー48度—西 矩形 0 28 0.28 0.22 中世後半

30号土坑 1 18-B-17 北ー33度ー東 矩形 0 28 0.26 0.61 中世後半

31号土坑 1 18-B-17 北ー56度—東 矩形 0.32 0.28 0.47 中世後半

32号土坑 1 18-A-17 北-60度＿東 隅丸正方形 0.28 0.25 0.24 中世後半

33号土坑 1 18-A-17 北ー59度—西 隅丸正方形 0 40 0 37 0.81 中世後半

34号土坑 1 18-A-17 北ー30度ー東 隅丸長方形 0.80 0.53 0.67 中世後半

35号土坑 1 18-A-17 北ー60度—西 矩形 0 40 0.37 0.63 中世後半

36号土坑 1 18-B-17 北ー0度ー東西 円形 0 32 0 32 0.48 中世後半

37号土坑 1 18-A-18 北ー40度ー西 隅丸長方形 0.38 0.32 0.63 中世後半

38号土坑 1 18-B-18 北ー53度ー東 隅丸正方形 0 34 0 34 0.28 中世後半

39号土坑 1 18-B-18 北-45度ー東 矩形 0.32 0.28 中世後半

40号土坑 1 18-B-18 北ー25度ー東 不整形 0 22 0.20 0.26 中世後半

41号土坑 1 18-B-19 北ー13度ー東 矩形 0.32 0.26 0.51 中世後半

42号土坑 1 18-B-19 北ー0度ー東西 隅丸正方形 0 32 0 32 0.41 中世後半

43号土坑 1 18-B-19 北ー16度ー西 隅丸正方形 0 40 0.36 0.53 中世後半

44号土坑 1 18-B-19 北ー 7度ー西 隅丸正方形 0 36 0.30 0.29 中世後半

45号土坑 1 18-B-19 北ー0度ー東西 隅丸正方形 0 32 0.32 0.14 中世後半

46号土坑 1 18-B-18 北ー90度ー東西 矩形 0 36 0.28 0.55 中世後半

47号土坑 1 18-B-18 北ー85度ー東 不整形 0 64 0 46 0.88 中世後半

48号土坑 1 18-B-20 北ー74度ー東 不整形 0.30 0.26 0.27 中世後半

49号土坑 1 18-A-20 北-22度—西 不整形 0.44 0.33 0.33 中世後半

50号土坑 1 18-B-20 北ー38度ー西 矩形 0 33 0.28 0.36 中世後半

51号土坑 1 28-B-1 北ー26度—西 不整形 0.83 0.20 0.26 中世後半

52号土坑 1 28-B-2 北ー0度ー東西 不整形 0.90 0 40 0.28 中世後半

53号土坑 1 28-B-2 北ー20度ー東 隅丸長方形 0.30 0 22 0.22 中世後半

54号土坑 1 28-B-1 北ー12度3 東 隅丸正方形 0.28 0.26 0.29 中世後半

55号土坑 1 28-A-1 北ー80度—西 矩形 0.38 0 30 0.31 中世後半

56号土坑 1 28-A-2 北ー0度ー東西 隅丸正方形 0.36 0.36 0.23 中世後半

57号土坑 1 28-A-1 北ー20度ー東 矩形 0.42 0 33 0.40 中世後半

58号土坑 1 28-A-1 北ー28度ー東 矩形 0.40 0 30 0 35 中世後半

59号土坑 1 28-A-2 北ー0度ー東西 不整形 0.60 0.33 0 39 中世後半

60号土坑 1 28-A-2 北ー0度ー東西 矩形 0.40 0 30 0 36 中世後半

61号土坑 27-Q-2 北ー74度—西 隅丸胴張長方形 2.46 0. 70 0.64 不詳

62号土坑 27-Q-2 北ー74度ー西 隅丸胴張長方形 2.70 1.00 0 17 不詳

63号土坑 17-0-4 北ー0度ー東西 矩形 0. 74 0.70 0 36 不詳
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富田漆田遺跡南側土坑一覧表（2)

遺構番号 調査面
位 置

主軸方位 形 状
規 模 (m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

64号土坑 17-Q-6 北ー60度—西 隅丸長方形 1.00 0.56 0.16 不詳

65号土坑 17-P.Q-6 北—64度—西 不整形 0.58 0.55 0.22 不詳

66号土坑 17-N-2 北ー0度ー東西 円形 0.65 0.65 0.20 不詳

67号土坑 17-0-4 北— 8 度—東 隅丸正方形 0.60 0.6 0.21 不詳

68号土坑 17-R-5 北—17度ー東 隅丸正方形 0.56 0.52 0 64 中世後半

69号土坑 17-S-5,6 北ー55度ー東 矩形 0 40 0 35 0 48 中世後半

70号土坑 17-S -8 北—32度—東 隅丸胴張正方形 0.60 0 53 0.54 古代

71号土坑 17-S -8 北ー15度 —西 隅丸長方形 0 52 0.4 0.30 古代

72号土坑 17-S -8 北ー39度ー東 隅丸正方形 0.60 0.6 0.38 古代

73号土坑 17-S -8 北ー33度—西 隅丸胴張正方形 0.63 0.58 0.43 古代

74号土坑 17-S -8 北ー33度—西 隅丸胴張正方形 0. 70 0.62 0.30 古代

75号土坑 17-S-8 北—50度—東 隅丸胴張正方形 0.60 0.53 古代

76号土坑 17-s-7 北ー14度—西 隅丸胴張正方形 0.60 0.55 0.53 古代

77号土坑 17-S-6, 7 北—90度ー東西 隅丸正方形 0.38 0 36 0 26 中世後半

78号土坑 17-R,S-6 北—90度ー東西 隅丸正方形 0.38 0.37 0.36 中世後半

79号土坑 17-S-6 北ー45度—西 隅丸正方形 0 27 0 25 0.42 中世後半

80号土坑 17-S-6 北—65度—東 隅丸正方形 0.38 0.36 0.46 中世後半

81号土坑 17-R,S-6 北ー87度ー東 隅丸正方形 0.47 0.42 0.44 中世後半

82号土坑 17-R-6 北— 0 度ー東西 隅丸正方形 0.28 0.25 0.38 中世後半

83号土坑 17-R,S-6 北ー0度ー東西 隅丸正方形 0.33 0.3 0 20 中世後半

84号土坑 17-S -5 北ー25度—西 隅丸長方形 0. 70 0.32 0 35 中世後半

85号土坑 17-Q-15 北— 0 度—東西 隅丸正方形 0.37 0 33 0 34 中世後半

86号上坑 17-Q-15 北ー28度—西 矩形 0.33 0.28 0.18 中世後半

87号土坑 17-P-14,15 北-8 度—西 矩形 0.37 0 32 0.36 中世後半

88号土坑 17-Q-14 北—65度—西 隅丸長方形 0.38 0 25 0.19 中世後半

89号土坑 17-Q-15 北ー75度ー東 不整形 0.36 0 20 0.06 中世後半

90号土坑 17-Q-15 北—90度—東西 不整形 0 30 0.26 0.06 中世後半

91号土坑 17-0-20 北ー76度ー西 隅丸長方形 0. 25 0.20 0.14 中世後半

92号土坑 17-0-20 北ー81度—西 隅丸正方形 0.30 0.28 0 27 中世後半

93号土坑 17-0-20 北—72度—西 矩形 0.36 0.28 0 22 中世後半

94号土坑 17-0-20 北—24度ー東 隅丸長方形 0.66 0 44 0 17 中世後半

95号土坑 17-0-20 北ー64度ー東 矩形 0.44 0.36 0 23 中世後半

96号土坑 17-0-20 北ー75度—西 矩形 0.28 0 22 0.23 中世後半

97号土坑 17-0-20 北ー54度—西 隅丸長方形 0.47 0.33 0.24 中世後半

98号土坑 17-0-20 北ー20度ー東 隅丸長方形 1. 92 0.48 0.06 中世後半

99号土坑 17-0-20 北—74度—西 隅丸長方形 0.48 0.44 0.26 中世後半

100号土坑 17-0-20 北-90度ー東西 矩形 0.43 0.32 0.37 中世後半

101号土坑 17-0-20 北ー20度ー東 隅丸長方形 1 30 0.56 0 27 不詳

102号土坑 17-0-19,20 北ー15度—東 隅丸長方形 1.67 0.63 0 15 不詳

103号上坑 17-0-19,20 北ー0度ー東西 矩形 0.28 0 22 0.17 中世後半

104号土坑 17-0-19,20 北—20度—東 不整形 0.22 0 20 0.17 中世後半

105号土坑 17-P-19,20 北ー0度ー東西 矩形 0.28 0.25 0.29 中世後半

106号土坑 17-P-19, 20 北—77度—西 矩形 0 28 0.25 0.29 中世後半

107号土坑 17-Q-20 北—80度—西 矩形 0. 40 0.30 0 24 中世後半

108号土坑 17-R-20 北ー20度ー東 隅丸長方形 0.40 0.30 0 32 中世後半

109号土坑 17-R-20 北—44度—西 円形 0.28 0.28 0 28 中世後半

110号土坑 17-R-20 北ー21度ー東 矩形 0 28 0.26 0.29 中世後半

111号土坑 17-R-20 北— 0 度—東西 円形 0 27 0.27 0 20 中世後半

112号土坑 17-R-19 北ー16度ー東 矩形 0.23 0.18 0 21 中世後半

113号土坑 17-P-19 北ー61度—西 隅丸長方形 0.38 0.33 0 21 中世後半

114号土坑 17-0-19 北—70度—西 矩形 0.24 0.22 0.25 中世後半

115号土坑 17-0-19 北ー72度—西 矩形 0.24 0.2 0.19 中世後半

116号土坑 17-0-19 北—70度—西 矩形 0.20 0 17 0.20 中世後半

117号土坑 17-0, P-19 北ー86度—西 不整形 0. 21 0.19 0.20 中世後半

118号土坑 17-P-19 北—75度—西 矩形 0.20 0 14 0.15 中世後半

119号土坑 17-P-19 北—13度—東 隅丸正方形 0.25 0.23 0.23 中世後半

120号土坑 17-P-19 北ー76度—西 隅丸胴張長方形 0.84 0.59 0.14 中世後半

121号土坑 17-P-19 北—55度—西 隅丸正方形 0 25 0.24 0 29 中世後半

122号土坑 17-0, P-19 北ー70度ー西 隅丸正方形 0.19 0.17 0.14 中世後半

123号土坑 17-0-19 北—63度—西 矩形 0.30 0 25 0.24 中世後半

124号土坑 17-0-19 北—76度—西 矩形 0.30 0 26 0.25 中世後半

125号土坑 17-0-19 北ー19度ー東 隅丸長方形 1.18 0.62 0.14 不詳

126号土坑 17-0-19 北—30度—西 隅丸正方形 0.20 0.20 0.29 中世後半
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富田漆田遺跡南側土坑一覧表（3)

遺構番号 調査面
位 平叫
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規 模（m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

127号土坑 17-P-19 北ー69度—西 不整形 0 28 0.23 0.25 中世後半

128号土坑 17-P-19 北ー15度ー東 不整形 0 19 0.19 0.22 中世後半

129号土坑 17-P-19 北ー70度—西 矩形 0 30 0.25 0.25 中世後半

130号土坑 17-P-19 北ー57度—西 矩形 0 24 0 16 0.25 中世後半

131号土坑 17-P-19 北ー0度ー東西 円形 0.15 0.15 0.24 中世後半

132号土坑 17-P-18 北ー52度ー東 不整形 0 22 0 20 0.25 中世後半

133号土坑 17-P-18 北ー80度ー東 矩形 0 29 0.21 0.17 中世後半 6掘立P12
134号土坑 17-P-18 北ー90度ー東西 不整形 0 23 0 15 0.09 中世後半

135号土坑 17-P-18 北ー74度—西 矩形 0 17 0.15 0.16 中世後半

136号土坑 17-P-18 北ー21度—東 隅丸正方形 0 22 0.20 0.22 中世後半

137号土坑 17-0-18 北ー52度ー東 隅丸正方形 0 18 0.18 0.22 中世後半

138号土坑 17-0-18 北— 10度—東 矩形 0 30 0.26 0 17 中世後半

139号土坑 17-P-18 北ー12度ー東 隅丸正方形 0.22 0.22 0 17 中世後半

140号土坑 17-0, P-18 北ー18度ー東 隅丸胴張長方形 2 52 0.66 0.34 不詳

141号土坑 17-P-18 北ー80度—西 矩形 0.27 0.23 0.07 中世後半

142号土坑 17-P-18 北ー55度—西 不整形 0 26 0.20 0.21 中世後半

143号土坑 17-Q-18 北ー0度ー東西 円形 0 20 0.20 0.26 中世後半

144号土坑 17-Q-18 北ー56度—西 不整形 0.28 0.26 0.27 中世後半

145号土坑 17-Q-18 北ー60度—西 矩形 0 20 0.18 0.12 中世後半

146号土坑 17-Q-18 北—30度—東 隅丸正方形 0 17 0.17 0.15 中世後半

147号土坑 17-R-18 北ー46度—西 隅丸正方形 0 26 0.26 0.22 中世後半

148号土坑 17-R-18,19 北ー 5 度—西 隅丸長方形 1 00 0.35 0.36 不詳

149号土坑 17-R-18 北ー18度ー東 隅丸長方形 0.32 0.30 0.14 中世後半

150号土坑 17-R-18 北ー6度ー東 矩形 0 37 0.34 0.35 中世後半

151号土坑 17-R-18 北ー60度ー東 矩形 0.35 0 30 0.35 中世後半

152号土坑 17-R-18 北ー43度ー東 矩形 0 18 0 18 0.13 中世後半

153号土坑 17-R-18 北ー54度—西 矩形 0 26 0.18 0.26 中世後半

154号土坑 17-R-18 北ー42度—西 矩形 0.18 0.17 0.26 中世後半

155号土坑 17-R-18 北ー36度ー東 矩形 0 29 0.25 0.21 中世後半 3掘立Pn
156号土坑 17-Q-18 北ー90度東西 不整形 0 25 0.20 0.23 中世後半

157号土坑 17-Q-18 北ー23度ー東 不整形 0 20 0.18 0.27 中世後半

158号土坑 17-Q-18 北ー35度ー東 矩形 0.28 0.26 0 28 中世後半

159号土坑 17-Q-18 北ー57度—西 矩形 0 3 0.28 0 24 中世後半

160号土坑 17-P-18 北ー23度ー東 矩形 0.33 0.28 0 27 中世後半

161号土坑 17-P-18 北ー67度ー東 矩形 0 36 0.32 0 33 中世後半 3掘立p15 

162号土坑 17-0-18 北—10度—東 不整形 0.28 0.26 0 44 中世後半

163号土坑 17-0-18 北ー30度—西 不整形 0.24 0.20 0 21 中世後半

164号土坑 17-0, P-17, 18 北ー23度—東 隅丸胴張長方形 2.50 1 20 0 16 不詳

165号土坑 17-P-17 北ー86度—西 隅丸正方形 0.23 0.20 0 25 中世後半

166号土坑 17-P-17 北ー70度ー東 隅丸正方形 0.35 0.32 0.31 中世後半

167号土坑 17-P-17 北ー18度1 東 矩形 0.23 0.27 0 17 中世後半

168号土坑 17-P-17 北ー20度ー東 矩形 0.35 0.28 0 31 中世後半

169号土坑 17-Q-17,18 北ー50度ー東 矩形 0.33 0 26 0.37 中世後半

170号土坑 17-Q-17, 18 北-63度—西 隅丸正方形 0.20 0 18 0.17 中世後半

171号土坑 17-Q-17 北ー58度—西 隅丸正方形 0.22 0 20 0 15 中世後半

172号土坑 17-R-17 北ー30度—東 隅丸長方形 0.36 0.30 0.32 中世後半

173号土坑 17-R-17 北ー16度ー東 隅丸正方形 0.22 0.20 0.20 中世後半

174号土坑 17-R-17 北ー0度ー東西 隅丸長方形 0.28 0 20 0.24 中世後半

175号土坑 17-Q-17 北ー60度—西 隅丸長方形 0.30 0 20 0.34 中世後半

176号土坑 17-Q-17 北ー53度—西 矩形 0.32 0 28 0.28 中世後半

177号土坑 17-P-17 北ー54度—西 矩形 0.28 0 24 0.19 中世後半

178号土坑 17-P-17 北ー43度—西 矩形 0.32 0.28 0.19 中世後半

179号土坑 17-P-17 北ー58度—西 矩形 0.30 0 25 0.17 中世後半

180号土坑 17-P-17 北—53度—西 円形 0.27 0 27 0.13 中世後半

181号土坑 17-P-16,17 北ー26度ー東 不整形 0.42 0 28 0.20 中世後半

182号土坑 17-Q-17 北ー65度—西 隅丸長方形 0.34 0 22 0.31 中世後半

183号土坑 17-Q-17 北ー30度ー東 隅丸正方形 0.24 0.23 0.21 中世後半

184号土坑 17-R-17 北ー32度ー東 隅丸正方形 0 24 0.22 0.15 中世後半

185号土坑 17-Q-17 北ー 8 度—西 矩形 0 30 0.22 0.26 中世後半

186号土坑 17-Q-17 北ー50度—西 矩形 0.18 0 13 0.13 中世後半

187号土坑 17-Q-17 北-33度—東 隅丸胴張長方形 0.31 0 29 0.20 中世後半

188号土坑 17-Q-16 北ー65度ー西 円形 0.22 0.22 0.08 中世後半

189号土坑 17-Q-16 北ー0度ー東西 隅丸正方形 0.18 0 16 0.14 中世後半
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富田漆田遺跡南側土坑一覧表(4)

遺構番号 調査面
位 苧皿

主軸方位 形 状
規 模（m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

190号土坑 17-P-16 北ー70度—西 隅丸正方形 0 29 0.29 0.28 中世後半 2掘立P16

191号土坑 17-P-16 北—20度—東 矩形 0.27 0.24 0.11 中世後半

192号土坑 17-P-16 北ー60度—西 矩形 0.30 0.27 0.23 中世後半

193号土坑 17-P-16 北—38度—東 不整形 0.20 0.12 0.19 中世後半

194号上坑 17-P-16 北—60度—西 矩形 0.20 0.18 0 26 中世後半

195号土坑 17-P-16 北— 0 度ー東西 隅丸正方形 0 24 0 23 0 10 中世後半

196号上坑 17-P-16 北—60度—西 矩形 0.30 0.25 0.20 中世後半

197号土坑 17-P-16 北ー28度ー東 隅丸正方形 0 24 0.24 0.26 中世後半

198号土坑 17-Q-16 北—55度ー東 矩形 0.18 0.16 0.23 中世後半

199号土坑 17-Q-16 北ー53度—西 矩形 0.28 0.23 0.23 中世後半

200号土坑 17-R-16 北ー54度—西 隅丸長方形 0.36 0.23 0.34 中世後半

201号土坑 17-R-17 北—90度—東西 隅丸長方形 0.35 0.25 0 18 中世後半

202号土坑 17-R-17 北ー18度ー東 不整形 0.45 0.30 0.38 中世後半

203号土坑 17-R-16 北—50度—西 隅丸正方形 0 28 0 28 0 47 中世後半

204号土坑 17-R-16 北ー26度—東 隅丸長方形 0. 34 0.26 0 19 中世後半

205号土坑 17-Q-16 北ー47度ー西 矩形 0. 23 0 20 0.23 中世後半

206号土坑 17-Q-16 北—23度—東 矩形 0. 22 0.20 0.12 中世後半

207号土坑 17-Q-16 北ー38度ー東 矩形 0. 25 0.22 0.23 中世後半

208号土坑 17-Q-16 北—45度—西 矩形 0.28 0.25 0.24 中世後半

209号土坑 17-Q-16 北川度ー東西 円形 0. 22 0.20 0 11 中世後半 1掘立P10

210号土坑 17-Q-15, 16 北—40度—西 矩形 0. 24 0 22 0.2 中世後半 1掘立P12

211号土坑 17-Q-15, 16 北— 0 度—東西 円形 0 22 0 22 0 15 中世後半 1掘立P11

212号土坑 17-P-16 北ー40度—西 不整形 0 28 0.24 0.21 中世後半

213号土坑 17-P-16 北— 0 度ー東西 不整形 0 22 0 20 0 16 中世後半

214号土坑 17-P-16 北—42度—西 不整形 0.25 0 22 0.16 中世後半

215号土坑 17-P-15 北ー30度ー東 隅丸胴張長方形 0.48 0 38 0.12 中世後半

216号土坑 17-P-15 北— 0 度—東西 円形 0.22 0.22 0.10 中世後半

217号土坑 17-P-14 北ー84度ー西 不整形 0.50 0.32 0.16 不詳

218号土坑 18-A, B-14,15 北ー48度—西 不整形 0.25 0.14 0.29 不詳

219号土坑 17-Q-12 北—40度—東 不整形 0 35 0 30 0.13 中世後半

220号土坑 17-S-ll 北— 0 度ー東西 円形 0 60 0 60 0 26 中世後半

221号土坑 17-R-ll 北—55度—西 隅丸正方形 0. 33 0 30 0 31 中世後半

222号土坑 17~Q, R~l9 北ー0度ー東西 円形 0.16 0 16 0 15 中世後半

223号土坑 18-B-18 北—64度—西 隅丸正方形 0.32 0.31 0.56 中世後半

224号土坑 17-S-ll 北ー64度—西 矩形 0.25 0.20 0.45 中世後半

225号土坑 17-R-15 北—62度—西 不整形 0.26 0.22 0.38 中世後半

226号土坑 17-R-15 北ー62度ー西 矩形 0.22 0.18 中世後半

227号土坑 28-B-1 北— 0 度ー東西 円形 0.25 0.25 0.41 中世後半

228号土坑 18-B-20 北—48度—西 隅丸長方形 0 30 0 22 0.49 中世後半

229号土坑 18-B-19 北ー0度ー東西 隅丸正方形 0 40 0.40 0.46 中世後半

230号土坑 18-B-18 北— 0 度—東西 隅丸正方形 0.24 0 24 中世後半

231号土坑 18-B-16 北ー52度ー東 不整形 0.35 0.30 0 26 中世後半

232号土坑 18-B-16 北—77度ー東 矩形 0 45 0.38 0.39 中世後半

233号土坑 18-B-16 北—10度—西 矩形 0.36 0.32 0.36 中世後半

234号土坑 18-B-15 北-0度ー東西 不整形 0 33 0.28 0.35 中世後半

235号土坑 17-R-17 北—60度—東 不整形 0 34 0.32 0.25 中世後半

236号土坑 18-B-17 北ー40度—西 不整形 0 50 0.30 0.44 中世後半

237号土坑 17-0-20 北—1 0度—東 矩形 0 36 0.28 0.22 中世後半

238号土坑 17-0, P-19 北—80度—西 矩形 0 26 0 23 0.16 中世後半

239号土坑 17-P-18 北-90度ー東西 矩形 0 17 0 13 0.09 中世後半

240号土坑 17-R-17 北— 0 度—東西 隅丸長方形 0 23 0 20 0 14 中世後半

241号土坑 18-B-15 北ー45度—西 隅丸長方形 0.35 0 25 0.19 中世後半

242号土坑 17-R-19 北ー25度—東 矩形 0.22 0.18 0.18 中世後半

243号土坑 17-R-10 北― 0 度—東西 円形 0.25 0 25 0 04 中世後半

244号土坑 17-P-18 北ー56度—西 隅丸正方形 0.25 0.22 0.26 中世後半

245号土坑 17-Q-20 北—82度—西 矩形 0 27 0.20 0.26 中世後半

246号土坑 17-P-20 北ー45度ー東 矩形 0 26 0.26 0.32 中世後半

247号土坑 17-P-20 北ー13度—西 矩形 0.23 0.18 0.29 中世後半

248号土坑 17-P-20 北ー25度ー東 矩形 0.23 0 22 0.28 中世後半

249号土坑 17-P-20 北—78度ー西 矩形 0.28 0 26 0.22 中世後半

250号土坑 17-R-20 北—24度—東 矩形 0.21 0 20 0 27 中世後半

251号土坑 17-R-19 北ー35度—西 矩形 0.28 0.28 0.255 中世後半 4掘立P5

252号土坑 17-R-19 北—22度—西 矩形 0.20 0.20 0.28 中世後半 4掘立P6
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富田漆田遺跡南側土坑一覧表（5)

遺構番号 調査面
位 置

主軸方位 形 状
規 模 (m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

253号土坑 17-Q-19 北ー17度ー東 矩形 0 18 0.18 0.28 中世後半 4掘立P7
254号土坑 17-Q-19 北ー4度ー東 矩形 0.27 0.26 0.44 中世後半 4掘立P8
255号土坑 17-Q-19 北ー0度ー東西 矩形 0 24 0.20 0.28 中世後半 4掘立P,

256号土坑 17-R-19 北—40度—西 矩形 0.33 0.33 0.31 中世後半 4掘立P10
257号土坑 17-R-19 北ー65度—西 矩形 0 39 0.38 0.38 中世後半 4掘立Pl
258号土坑 17-R-19 北ー86度—東 矩形 0 26 0.25 0.20 中世後半 4掘立P2
259号土坑 17-R-19 北ー37度—西 矩形 0 26 0.26 0.26 中世後半 4掘立P11
260号土坑 17-P-19 北ー69度—西 矩形 0 32 0.30 0.31 中世後半

261号土坑 欠番 中世後半

262号土坑 17-R-19 北ー73度—西 矩形 0 40 0.38 0.28 中世後半 6掘立P6
263号土坑 17-Q-19 北ー40度—西 矩形 0.30 0.30 0.27 中世後半 6掘立P7
264号土坑 17-Q-19 北ー40度—西 矩形 0.37 0.36 0 48 中世後半 6掘立P,
265号土坑 17-P-19 北ー3度ー東 矩形 0 40 0.32 0.36 中世後半 6掘立P,

266号土坑 17-P-19 北—43度—西 矩形 0.38 0.36 0.21 中世後半 6掘立pIO 

267号土坑 17-P-19 北ー27度ー東 矩形 0 18 0 18+a 0.18 中世後半 6掘立P11
268号土坑 17-P-18 北ー80度—西 不整形 0 36 0.36 0.50 中世後半 6掘立P5
269号土坑 17-P, Q-18 北ー5度ー東 矩形 0.40 0.32 0.46 中世後半 6掘立 P4
270号土坑 17-Q-18 北ー60度—西 矩形 0 30 0.28 0. 41 中世後半 6掘立P3
271号土坑 17-Q-18 北-6度ー東 矩形 0.52 0.40 0.29 中世後半 6掘立P2
272号土坑 17-R-18 北ー32度ー東 矩形 0 37 0.36 0.39 中世後半 6掘立P1
273号土坑 17-R-18 北ー90度ー東西 矩形 0 18 0.16 0.23 中世後半

274号土坑 17-Q-19 北ー17度ー東 矩形 0 28 0.26 0.38 中世後半 5掘立pIO 

275号土坑 17-P-19 北ー 3 度—西 矩形 0 30 0.28 0.33 中世後半 5掘立P5
276号土坑 17-P-18 北ー33度—西 矩形 0.37 0.32 0.47 中世後半 5掘立 P.
277号土坑 17-P-18 北ー34度—西 矩形 0 30 0.30 0.38 中世後半 5掘立P3
278号土坑 17-P-18 北ー17度—西 矩形 0 28 0.264 0.22 中世後半

279号土坑 17-P-18 北ー24度—西 矩形 0.28 0.23 0.28 中世後半 5掘立P2
280号土坑 17-P, Q-17, 18 北ー30度—西 矩形 0 28 0.28 0.28 中世後半 3掘立P5
281号土坑 17-P, Q-17 北ー36度—西 矩形 0.28 0.26 0.33 中世後半 5掘立Pl
282号土坑 17-Q-17 北ー35度—西 矩形 0.32 0.30 0 27 中世後半 5掘立P6
283号土坑 17-Q-18 北ー0度ー東西 矩形 0.40 0.32 0.34 中世後半 5掘立P7
284号土坑 17-Q-18 北ー33度—西 矩形 0.34 0.29 0 25 中世後半 5掘立P8
285号土坑 17-Q-18 北ー54度ー東 矩形 0.23 0.16 0.50 中世後半

286号土坑 17-Q-18 北ー45度ー東 矩形 0.35 0.30 0 29 中世後半 3掘立P,

287号土坑 17-Q-18 北ー21度—東 矩形 0.30 0 26 0 30 中世後半 5掘立P,

288号土坑 17-R-18 北ー42度—西 矩形 0.38 0 38 0 45 中世後半 3掘立P8
289号土坑 17-Q-18 北ー40度ー東 矩形 0.32 0 34 0 2 中世後半 3掘立P10

290号土坑 17-P-18 矩形 0.36 0.24+a 0.22 中世後半
3掘立P11
4井戸と重複

291号土坑 17-P-18 北ー40度—西 矩形 0.32 0 32 0.48 中世後半 3掘立P12
292号土坑 17-P-18 北ー20度—西 矩形 0.32 0 26 0.75 中世後半 3掘立P7
293号土坑 17-P-18 北ー83度ー東 矩形 0.28 0 28 0.23 中世後半 3掘立P6
294号土坑 17-Q-18 北ー5度ー東 矩形 0.36 0.3 0.21 中世後半 3掘立 P.
295号土坑 l 7-Q-18 北ー0度ー東西 矩形 0.30 0 22 0.20 中世後半 3掘立P3
296号土坑 17-Q-18 北ー47度—西 矩形 0.34 0.32 0.47 中世後半 3掘立P2
297号土坑 17-R-18 北ー88度ー東 矩形 0.44 0 4 0.53 中世後半 3掘立P1
298号土坑 17-P-18 北ー20度ー東 矩形 0.30 0 28 0.29 中世後半

299号土坑 17-P-17 北ー14度ー東 矩形 0.28 0.24 0.23 中世後半

300号土坑 17-P-17 北ー13度ー東 矩形 0.24 0.22 0.11 中世後半

301号土坑 17-R-17 北ー0度ー東西 矩形 0.36 0.34 0.24 中世後半

302号土坑 17-R-17 北ー 3 度—西 矩形 0.25 0.23 0.40 中世後半 2掘立P7
303号土坑 17-Q-17 北- 2 度—西 矩形 0.28 0.26 0.33 中世後半 2掘立P8
304号土坑 17-Q-17 北ー0度ー東西 矩形 0.28 0.24 0.21 中世後半 2掘立P,
305号土坑 17-Q-17 北ー4度ー東 矩形 0.23 0.21 0.24 中世後半 2掘立P10
306号土坑 17-Q-17 北ー3度ー東 矩形 0.30 0.26 0 44 中世後半 2掘立P11
307号土坑 17-P-17 北ー22度—西 矩形 0.34 0.34 0.67 中世後半 2掘立P12
308号土坑 17-P-17 北ー4度ー東 矩形 0.30 0.28 0.26 中世後半

309号土坑 17-P-17 北ー18度ー東 矩形 0.40 0 36 0.35 中世後半 2掘立P6
310号土坑 17-Q-17 北ー 2 度—東 矩形 0.25 0 20 0.20 中世後半 2掘立Pu
311号土坑 17-Q-17 北ー18度—西 矩形 0.20 0.18 0.31 中世後半 2掘立P15
312号土坑 17-Q-17 北ー 4 度—東 矩形 0.26 0 26 0.20 中世後半

313号土坑 17-Q-16 北ー9度ー東 矩形 0.36 0.28 0.62 中世後半 2掘立P5
314号土坑 17-Q-16 北ー64度ー東 矩形 0.37 0 36 0.60 中世後半 2掘立P4
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富田漆田遺跡南側土坑一覧表（6)

遺構番号 調査面
位 置

主軸方位 形 状
規 模 (m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

315号土坑 17-Q-16 北ー18度ー西 矩形 0 26 0.24 0.40 中世後半 2掘立P3

316号土坑 17-Q, R-16 北ー20度—西 矩形 0 26 0 21 0.34 中世後半 2掘立P2

317号土坑 17-R-16 北ー30度ー西 矩形 0.34 0.27 0.24 中世後半 2掘立Pl

318号土坑 17-R-17 北ー 9度ー東 矩形 0.26 0 24 0.33 中世後半 2掘立p13 

319号土坑 17-R-16 北ー 4 度—西 矩形 0.34 0.32 0.32 中世後半 1掘立P6

320号土坑 17-Q-16 北ー85度—東 矩形 0.30 0.26 0 41 中世後半 1掘立P7

321号土坑 17-Q-16 北ー5度ー東 矩形 0.28 0.22 0 16 中世後半 1掘立P8

322号土坑 17-Q-16 北ー83度—東 矩形 0.31 0.26 0.44 中世後半 1掘立P,

323号土坑 17-P-16 北ー16度—東 矩形 0.28 0.26 0.30 中世後半 7掘立P8

324号土坑 17-P-16 北ー28度ー東 矩形 0.30 0.28 0 31 中世後半 7掘立P1

325号土坑 17-P-16 北ー22度—東 矩形 0.26 0.26 0.28 中世後半

326号土坑 17-P, Q-16 北ー55度ー東 長方形 0.46 0.36 0.21 中世後半 7掘立P,

327号土坑 17-Q-16 北ー0度ー東西 矩形 0.35 0.34 0.43 中世後半 7掘立P5

328号土坑 17-Q-15 北ー87度ー東 矩形 0.40 0.36 0.50 中世後半 7掘立Pl

329号土坑 17-Q-15 北ー60度ー東 矩形 0.32 0.30 0.38 中世後半 7掘立P2

330号土坑 17-P, Q-15 北ー60度—西 矩形 0.36 0.34 0.48 中世後半

331号土坑 17-P-15 北ー35度—西 矩形 0.33 0.33 0.32 中世後半 7掘立P3

332号土坑 17-P-15 北ー80度—西 長方形 0.33 0.22 0.17 中世後半 7掘立P4

333号土坑 17-P-16 北ー88度ー東 矩形 0.34 0 32 0.23 中世後半

334号土坑 17-P-15 北ー14度ー東 矩形 0 34 0.33 0.15 中世後半

335号土坑 17-Q-15 北ー13度ー東 矩形 0.20 0.18 0.11 中世後半 1掘立P5

336号土坑 17-Q-15 北ー17度ー東 矩形 0 26 0 22 0 22 中世後半 1掘立P4

337号土坑 17-Q-15 北ー90度ー東西 矩形 0.33 0 30 0 37 中世後半 1掘立P3

338号土坑 17-Q-15 北ー 6 度—西 矩形 0.40 0.36 0.38 中世後半 1掘立P2

339号土坑 17-R-15 北ー0度ー東西 矩形 0 43 0.40 0 41 中世後半 1掘立P1

340号土坑 17-R-17 北ー90度ー東西 矩形 0. 24 0.18+a 0.12 中世後半

341号土坑 17-R-17 北— 9 度—西 矩形 0.26 0.22 0 48 中世後半

342号土坑 17-R, S-19 北ー17度ー西 矩形 0.30 0.30 0.31 中世後半 4掘立P3

343号土坑 17-R-19 北ー70度—西 矩形 0.28 0.26 0 30 中世後半 4掘立P,

344号土坑 欠番 中世後半

345号土坑 17-N-20 北-0度ー東西 円形 0.14 0.12 0.23 中世後半

346号土坑 17-N-20 北ー38度—西 矩形 0.23 0.20 0.17 中世後半

347号土坑 17-N-19 北ー0度ー東西 矩形 0.17 0.16 0.11 中世後半

348号土坑 17-N-20 北ー0度ー東西 矩形 0.18 0.17 0.22 中世後半

349号土坑 17-P-18 北0度ー東西 矩形 0.22 0.22 0.31 中世後半 3掘立pl3

350号土坑 17-P-18 北—15度ー東 矩形 0.31 0.27 0.25 中世後半

351号土坑 17-P-18 北ー85度ー東 矩形 0.17 0 16 0.15 中世後半

井戸跡一覧表

遺構番号 調査面
位 置

主軸方位 形 状
規 模 (m)

時期 摘 要
区 グリッド 長 幅 深さ

1号井戸跡 C 18-A-20 北ー0度ー東西 矩形 1.10 1.04 1.65 中世後半

2号井戸跡 C 17-S, T-18 北-70度—西 矩形 2.40 2.10 1.64 中世後半

3号井戸跡 C 17-Q-18 北ー42度ー東 矩形 0.88 0.83 1.10 中世後半

4号井戸跡 C 17-P, Q-18 北ー 0度ー東西 隅丸正方形 1.34 1.31 1.32 中世後半

5号井戸跡 C 17~R~l4 北ー0度ー東西 隅丸正方形 1.20 1.18 1.22 中世後半

6号井戸跡 C 17-0-18, 19 北ー53度—西 矩形 1.30 1.27 1.58 中世後半

7号井戸跡 B 17-Q-6 北— 0 度ー東西 矩形 1.13 0.90 0.84 不詳

8号井戸跡 B 17-Q-6 北ー90度ー東西 矩形 1. 65 1.32 1.16 不詳

9号井戸跡 C 27-0-1 北ー20度—東 隅丸正方形 1 54 1.40 1.20 不詳
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富田漆田遺跡南側調査区遺物観察表

c区第 1号溝状遺構

遺図版物番番号号 遺器物種種 遺出土存附位度 度昂 目目 ((01g1) ) 焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

10-00001 
土師器 覆土内

底(60) 並 ・酸 ・並 ・鈍黄橙 ・央雑物微且
底面に離れ砂、離砂には馬色鉱物粒子（角閃石乃至輝石）。立

在地産か
坪か 破片 ち上がりの器厚から器種は坪と思われる。詳細不詳。

10-00002 
須恵器 覆土内

口(120) 
粗・酸 ・ 軟 ・ 浅黄橙 • 黒色鉱物粒子 ・

鞘輯成整形右回転。器厚は浮い。宮田漆田窯の製品。 漆田産
坪か境 破片 白色微粒子

10-00003 
須恵器 覆土内

底(60) 並 ・ 酸 ・ 軟 ・ 灰白 • 黒色鉱物粒子
輔櫨成整形右回転。高台は付け高台。器厚は厚い。宮田漆田

漆田産
境 破片 窯の製品。生地土は粘土化したローム土か。

10-00004 
須恵器 覆土内

径(140) 並 ・遠 ・硬 ・密 ・灰 ・灰雑物無 鞘輯成整形右回転。 東毛産か
甕 破片

10~00005 
須恵器 覆土内

底(60) 
並・酸 ・並・浅黄橙 ・巣色鉱物粒子 ・ 底面に離れ砂。外面は箆削り、内面は箆の小口による撫で幣

在地産か
羽釜か甕 破片 白色粒子 形を施している。

10~00006 
須恵器 覆士内

鍔部(244) 
並 ・酸 ・軟 ・外面赤橙 ・断面灰黄 ・ 紐作り後輔櫨右回転成整形。鍔は貼り付け。鍔部孔を穿つ。

漆田産か
羽釜か 破片 黒色鉱物粒子微屈 極度に内傾する器形。

10-00007 
施釉陶器 覆土内

底(80) 
密 ・還 ・締 ・灰白 ・磁器質 内面に釉が認められるが、施釉か降灰による釉が判別が困難。

灰釉碗 破片 釉調＝オリープグリーン 高台は三日月高台。

10-00008 
施釉陶器 覆土内

胴最(78) 
並 ・還 ・硬・灰 施釉は胴部上半まで施している。施釉方法は不詳。内面はコ

灰釉碗 破片 釉調＝オリープグリーン テ整形を施している。

10-00009 
土師質土器 覆土内 口(90) 底(50) 並 ・ 幣・硬・浅黄橙～橙 ・ 岩片 • 黒 輔櫨成整形左回転。口縁部は焼成時の熱受けが顕著で色変す

東毛産
皿 破片 高20 色鉱物粒子 ・f3石英 る。

10-00010 
須恵器 覆土内

厚03 
並 ・酸 ・並 ・外面暗灰 ・断面灰白 ・

見込みに単節 l原体の圧痕が認められる。 東毛産
塊 破片 白色微粒子 ・灰雑物少

10-000ll 
焼締陶器 覆土内

厚13 
粗 ・還 ・締 ・外面暗赤褐 ・内面明赤 紐作り。外面は縦位の撫で整形。内面は横位の撫で整形を施

常滑系
大癌 破片 褐 ・断面灰 ・白色鉱物粒子 している。

40-00001 
鉄器 覆土内 残長34 残幅09 

観察以前に錆の除去作業が行われたため詳細不詳。
刀子か 破片 残原05 残重23 

A区第 2号溝状遺構

遣図版物番番号号 遺器物種種 遺出土存屈位度 度旦 目目 ((ang) ) 焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

10-00012 
土師器 覆土内 口(130) 並 ・ 酸・並・浅黄橙•黒色鉱物粒子 ・ 成形は不詳。 外面は箆撫で成形を施している。内面は撫で（指

在地産
坦 破片 頸（106) 赤褐色粒子 か）整形を施している。頸部に刷毛撫での痕跡。

J0-00013 
土師器 覆土内

厚04 
並 ・ 酸 ・ 並 ・ 浅黄橙 •B 石英 • 黒色鉱 内湾を思わす口縁部片。内外面は丁寧な撫で整形を施してい

在地産
柑 破片 物粒子 る。

10-00014 
土師器 覆土内

基部26 
並・酸・並 ・浅黄橙 ・白色軽石 ・/i石

外面は斜位の箆撫でを施している。窓 4箇所に穿つ。 在地産
器台 破片 英 ・粗粒砂

B区第 2号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存陪位度 度望 目目 ((ang) ) 焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 形状・技法等の特徴 摘要

10-00015 
須恵器 覆土内

口(160) 
粗 ・酸 ・軟 ・外面暗灰～黒 ・内面灰

轍鑢成整形右回転。 東毛産
坪か塊 破片 ～灰黄 ・白色軽石 ・白色粒子

10-00016 
須恵器 覆土内

厚04 
粗 ・還 ．軟 ・暗灰～灰黄～鈍黄橙 ．

輔輯成整形右回転。外面に塁書を記すが判読不能。 東毛産
坪か境 破片 黒色鉱物粒子 •/3 石英

10-00017 
施釉陶器 覆土内

底(68) 
密 ・還 ・締 ・灰

施釉方法は不分明。難櫨成整形右回転。高台は付け高台。
灰釉碗 破片 釉調＝オリープ灰

10-00018 
須恵器 覆土内

底(72) 
並 ・還 ・並 ・浅黄橙 ・赤褐色粒子 ・ 難櫨成整形右回転。高台は付け高台。内面の暗文には雷文様

不詳
内黒塊 破片 赤褐色粒子 ・礫片 が垂下する。

40-00002 
鉄器 覆土内 残長28 輻I65 上端側は曲がった状態で、ね じ折った可能性も考慮されるが、

不詳 破片 厚03 董32 金屈疲労当は認められない。

C区第 2号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存層位度 度星 目目 ((cgm) ) 焼（石成索・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

10-00019 
施釉陶器 覆士内

厚025 
並 ・還 ・硬・灰

鞘鑢成整形右回転。
灰釉碗 破片 釉調＝灰オリ ープで斑に付 く。

10-00020 
施釉陶器 覆士内

厚06 
並 ・還・締 ・灰

鞘鑢成整形右回転。
灰釉瓶 破片 釉調＝灰オリープで斑に付く。

10-00021 土師質土器 覆土内 口83 底5l 並 ・還 ・並 ・鈍黄橙 ・白色徴粒子・
輔櫨成整形左回転。底部は回転糸切。全体に作りが財い。 東毛産

50 皿 完形 高21 黒色鉱物粒子

10~00022 
軟質陶器 覆土内

口(320) 
並 ・還・硬・灰 ・黒色粒子・透明鉱 紐作り後帷鑢左回転成整形。口唇部の内側が摩滅し、口唇部

太田産か
播鉢 破片 物粒子（長石） ・白色微粒子 碩下から底部が摩滅する。

10-00023 
軟質陶器 覆土内

厚08 
並 ・還・並 ・外面黒 ・内面橙・黒色

耳部の破片。耳の接合は確認出来ない。 束毛産
内耳鍋 破片 鉱物粒子 ・透明鉱物粒子

10-00024 
軟質陶器 覆土内

底(264) 
並 ・還 ・並 ・鈍橙 ・白色微粒子 ・赤

下半部は型作りか。器内外面は横撫。 東毛産
内耳焙烙鍋 破片 褐色粒子

10-00025 
焼締陶器 覆土内

厚l0 
密 ・還 ．締 ・断面灰 ・外面鈍黄橙断 紐作り。外面は縦位の撫で幣形。内面は横位の撫で整形を施

常滑系
大甕 破片 面白色鉱物粒子 している。

10-00026 
育磁 覆土内

限05 
密 ・還 ・締 ・灰 鞘櫨成整形左回転か。内外面に猫掻施文が認められるが、文

同安窯系
猫掻手碗 破片 釉調＝灰オリ ープで均一 様の意匠等は不分明。

40-00003 鉄滓
覆土内 残長45 残輻44 

図中裏面左側が磁力を呼ぶ、磁力は 3程である。
破片 残厚32 残頂778 
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C区第 3号溝状遺構
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焼成 ・色調 ・胎土
（石素材は度目値）

形状 ・技法等の特徴 摘要

10-00027 I須恵器瞑色 1覆土内 I底(62) 
土器皿 破片

並 ・ 遠 ・ 並 • 黒 ・ 黒色鉱物粒子 l鞘櫨成埜形右回転。高台は付け莉台。 東毛産

10-00028 |土師質土器1:臼 Iは9。8) 底（56) I:言並・浅黄橙•/3石英・黒色鉱 I 鞘櫨成整形左回転。底部の切り離しは不分明。

B区第 4号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存屑位度 度屈 目目 ((cmg) ) 焼(b成素・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

10-00029 土師質土器 覆土内 口(116) 底(50) 並 ・還 ・並 ・橙 ・赤褐色粒子 ・透明 帷櫨成整形左回転。底部は回転糸切。見込みに指先の強い撫 東毛産か栃

50 ml 1/2残 高32 鉱物粒子 ・央雑物微仕 でを施している。豚面には木理が認められる。 木産

10-00030 
軟質陶器 覆土内 口(330) 底 (284) 並 ・還 ・並 ・外面黒 ・内面橙 ・断面

庖部は型作りか。口縁部は横撫でを施す。 東毛産
内耳焙烙鍋 破片 高62 鈍橙 ・外面・黒色鉱物粒子

10-00031 
軟質陶器 覆土内

厚09 
並 ・ 還 ・ 並 ・ 白灰～黒 • ¢石英 • 黒色

耳の平に成形されている。耳の接合は芋付け。 東毛産
内耳焙烙鍋 破片 鉱物粒子

10-00032 
施釉陶器 覆土内 口（112) 底(60) 並 ・還 ・硬 ・灰 輌櫨成整形右回転。高台は削り出し高台。菊の花弁は一本づ

美浪産
菊皿 破片 高23 釉調＝暗い灰オリープ つ削り出している。

10-00033 
施釉陶器 覆土内

底(58) 並 ・還 ・並 ・乳白・ 内外面 に阻く施釉する。釉は鉄釉。 瀬戸美濃産
碗 破片

10-00034 
焼締陶器 覆土内

厚12 
並 ・還 ・締 ・灰 紐作り。外面は縦位の撫で整形。内面は横位の撫で整形を施

大竪 破片 釉調＝灰オリープ している。

10-00035 
染付磁器 覆土内 口(JO0) 底(28) 密 ・還 ・締 ・灰

見込みは蛇の目の釉はぜ。施文は認められない。
碗 破片 高35 釉調＝乳白色。

l0-00036 
陶胎染付 覆土内

淳05 
並 ・還 ・締 ．灰

口唇部直下に 3条の横線を施文する。釉は貰入が詑められる。 産不詳
碗 破片 釉調＝透明

C区第 4号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存屑位度 埜度 目目 ((cgm) ) 焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

20-00001 石製品 覆土内 径308 高136 
粗粒輝石安山岩 横打ち込みの穴が 2箇所に認められる。

50 臼（上臼） 部分欠損 ふくみl7 

20-00002 石製品 覆土内
径318 高142 粗粒輝石安山岩 目は摩滅により消滅している。

50 臼（下臼） 部分欠損

20-00003 石造品 覆土内
残径402 馬見岡凝灰岩

図上面に竪痕が 2個所認められるが、後世の可能性が考え ら

51 水輪か 破片 れる。宝塔の塔心の可能性もある。

B区第 4号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遠出土存厨位度 度飛 目目 ((cgm) ) 焼（石成索・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

20-00004 石製品
B区 4溝

径(302) 商130 
粗粒輝石安山岩

上面の目は認められない。心棒の受け穴は胴張り正方形を呈

50 下臼 頂7,000 している。

20-00005 石製品
B区 4溝

径350 高77 
粗粒輝石安山岩

使い減りが顕著。上面の目は痕跡程度しか認められない。 8

51 下臼 頂2,900 分割基本と思われる。

20-00006 
石製品

B区 4溝
長195 幅117 

粗粒輝石安山岩
臼を転用した何らかの製品である。鉢を製作途上で廃棄した

不詳 厚 76 重1,000 ものか。

20-00007 石造品
B区 4溝

長130 幅160 
粗粒輝石安山岩

破却された塔身の中央部分と思われる。左右対称に梵字を陰

51 塔婆 厚 75 菫2,500 刻する。梵字は「サ」か。

20-00008 石造品
B区 4溝

長237 厚
粗粒輝石安山岩 全体に小単位の破損が多い。

51 五輪塔火輪 幅135 重9,100

20-00009 石造品
B区 4溝

長300 限
粗粒輝石安山岩

欠損部は破却による人為。小単位の欠損も多い。軒輻300cm 

51 五輪塔火輪 幅186 重13,900 は 1尺の規格品か。

20-00010 石造品
B区 4溝

長269 厚
粗粒輝石安山岩 小単位の欠担が多い。

51 五輪塔水輪 幅168 重15,600

20-000ll 
石造品 B区 4溝 長230 限315 

粗粒輝石安山岩 扁平な板状が欠損している。器面は水磨きが施している。
五輪塔か 覆土 幅143 重129,500

20-00012 
石造品 B区 4溝 長267 厚277 

馬見岡凝灰岩 破却されている。整形面は拓景図部分のみが残存する。
五輪塔地輪 覆土 輻197 重8.700 

20-00013 
石造品 B区 4溝 長297 厚298 

馬見岡凝灰岩 破却されている。整形面は拓梨図部分のみが残存する。
五輪塔地輪 覆土 輻170 重9,200

20-00014 
石造品

B区 4溝
長317 厚318 

馬見岡凝灰岩 破却されている。整形面は拓尿図部分のみが残存する。
五輪塔地輪 幅319 堕21,860

20-00015 
五輪塔

B区 4溝
長367 厚360 

粗粒輝石安山岩
二次的な加工が部分的に認められる。拓景図は磨かれている。

水輪か 幅229 重37,880 破却は人為による。

C区第 4号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存附位度 度屈 目H((cgm)) 焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

20-00016 
石造品 覆土内 1辺40O+a 

馬見岡凝灰岩
多層塔と考えられる。石質は粗粒 ・細粒が斜行互le!をなし、

陪塔 部分欠損 高186 全体に粗い。磨き仕上げになっている。

10-00037 
焼締陶器 覆土内

厚II 並 ・還 ・硬 ・暗灰 ・白色粗粒子
紐作り後叩き整形。外面は縦位の撫で整形。内面は横位の撫

常滑産
大甕 破片 で酪形を施している。

10-00038 
焼締陶器 覆土内

厚07 並 ・遠 ・硬 ・灰 ・白色粗粒子
紐作り。外面は縦位の撫で整形。内面は横位の撫で整形を施

常滑系
大甕 破片 している。

10 00039 染付磁器 覆土内
厚06 

並 ・還 ・締 ・乳白
文様の施文は認められない。

52 碗 破片 釉調＝薄く透明

10-00040 青磁 覆土内
厚05 

並 ・還 ・締 ・灰 内面に片切りの 2条線を縦位に施し、口縁部直下に同様に横

52 碗 破片 釉調＝灰オリープで厚く艶がある 位の施文が認められる。
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C区第 5号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存層位度 度量 目目 ((cgm) ) 

10-00041 
土師器 覆土内

底 (74) 
碗 破片

10-00042 須恵器 覆土内 口134 底73 
52 碗 部分欠損 高52 

10-00043 
須恵器 覆土内

底（II8) 
盤 破片

10-00044 施釉陶器 覆土内 口(190) 底（75) 
52 灰釉碗 破片 高52 

C区第 6号溝状遺構

遺物番号 遺物種 出土層位 度目 (cm)
図版番号器種 遺存度 量目(g)

10-000451 ~悶器 ：げ1 底（28.0)

10-00046 I焼締陶器 覆土内 浮1.0
瓶 破片

C区第 7号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存層位度 度量 目目 ((cgm) } 

10~00047 
須恵器 覆土内

底(90) 
瓶 破片

10-00048 
須恵器 覆土内

底 (80) 
塊 破片

40-00004 
鉄器 覆土内 残長42 残幅05 
釘 破片 残厚05 残頂34 

C区第 8号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出士存層位度 度景 目目 ((cmg) ) 

10-00049 
須恵器 覆土内

底 (74) 
坪 破片

10~00050 
軟質陶器 覆土内

阻08 
不詳 破片

10-00051 
須恵器か 覆土内

厚07 
瓶 破片

C区第 9号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存層位度 度量 目目 ((cgm) ) 

10-00052 
土師質土器 覆土内 口(77) 底(5.4)

皿 破片 高18 

20-00017 
石器 覆土内 残長95 幅89 
叩き石 破片 厚43 重424

40-00005 
鉄器 覆土内 残長44 残輻07 
釘か 破片 残厚04 残重27 

40-00006 
貨幣 覆土内 径245 厚01 
銅銭 部分欠損 重14 

C区第11号溝状遺構

遺図物版番番号号 1 遺器物種種 遺出土存層位度 度嚢 目目 ((cgm) ) 

10-000531柑土師器
覆土内

胴最(9I) 
破片

10-00054|百恵器
覆土内 口(116) 底(70) 

破片 高35 

C区第12号溝状遺構

遺図物版番番号号 遺器物種種 遺出土存層位度 度量 目目 ((cgm) ) 

10-00055 施釉陶器 覆土内
厚11

播鉢 破片

C区第13号溝状遺構

麟喜副喜噌 遺出土存屑位度 度量 目目 ((ang) ) 

20-0001s I砥石製石品
覆土内 残長47 幅43 
破片 厚14 重51

40-00001 I喫煙具
覆土内 残長33 幅15 

羅宇 部分欠 厚007 阻37 
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焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 形状 ・技法等の特徴 摘要

並 ・酸 ・並・浅黄橙 ．央雑物少 ・軽 坪部は型作りか。立ち上がり部分は斜位の箆削り ・撫で幣形
在地産か

石状白色粒子 • f3石英 を施している。

並 ・還 ．軟 ．灰白 ・黒色鉱物粒子
輌鑢成整形右回転。高台は付け高台。外面に堡笞が認められ 宮田漆田窯

るが判読不能。器内外面に焼成時の吸炭が認められる。 製品

密 ・還 ・締 ・暗灰 ・央雑物微蜃
鞘鑢成整形右回転。高台は付け高台。体部 ・ロ縁部を欠損す 乗附産か東

る。 海産

密 ・還 ・締 ．灰 輔櫨成整形右回転。高台は付け高台。口唇部は尖り外反する。
猿投産

釉調＝灰オリープ 高台は小さく尖る。施釉は見込みは厚い。

焼成 ・色調 ・胎土

王言主：I戸；：：こここここロニ：：：
形状 ・技法等の特徴 摘要

焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 

並・還 ・並 ・灰白・白色鉱物粒子

並 ・還 ・並 ・暗灰 ・白色微粒子

焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 

並 ・ 還・軟・黄灰 • 黒色鉱物粒子 ・
透明鉱物粒子（長石）

並 ・ 酸・硬・浅黄橙 • 砂粒多量

並 ・還・ 硬・灰

釉調＝灰オリープ（自然釉か）

焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 

並 ・遠 ・並 ・鈍黄橙 ・細粒砂

粗粒輝石安山岩

焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 

並 ・ 還 ・並・ 鈍黄橙 • 黒色鉱物粒子 ・

赤褐色粒子

並 ・還 ・並 ・外面灰白 ・内面暗灰 ．

白色微粒子 ・馬色鉱物粒子

焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 

並 ・還 ・並 ・白灰 ・灰雑物微量

| 焼（石成素・材色は調度・目胎値土） 

1砥沢石

形状 ・技法等の特徴 摘要

紐作り後叩き整形。外面は平行叩き、宛具は不詳。内面が摩
東毛産か

滅する。

鞘櫨成整形右回転。高台は付け高台。体部・ロ縁部を欠損す
笠懸産

る。欠損後の転用により全体が摩滅する。

頭部は折り返している。観察以即に錆の除去作業が行われた

ため詳細不詳。

形状 ・技法等の特徴 摘要

輔櫨成整形右回転。底部は回転糸切か。
漆田窯の製

品

紐作り後輔櫨右回転成整形。外面は縦位の撫で整形。内面に
産不詳

は鉄釉乃至鉄分の沈殿物状の塗膜状に認められる。

紐作り後輔櫨右回転成整形。くすんだ灰オリ ープ釉の付着が
東海産か

認められるが、自然釉か施釉かは判断出来ない。

形状 ・技法等の特徴 摘要

鞘櫨成整形左回転。底部は回転糸切。
産不詳

在地産か

石臼片の転用か。中央部に集中塙打痕が認められる。

全体に平たい作りか。観察以前に錆の除去作業が行われたた

め詳細不詳。

私鋳銭か。最初の文字は「嘉祐元賓」にも思われる。

形状 ・技法等の特徴 摘要

紐作り。肩部から頸部は撫で整形。胴部より下位は箆削り整i東毛産
形を施している。

鞘櫨成整形右回転。底部は回転糸切。

形状 ・技法等の特徴

漆田窯の製

品

摘要

8 +aの櫛により卸し目を施す。器内外面に鉄釉を施釉する。 I美濃産か

形状 ・技法等の特徴

手持砥。小口以外の面を砥面とし、使用減りが顕著。

真鍮製。雁首 ・胴は銀ロウ付け。雁首の付け根はズレが生じ

ている。

摘要

砥沢石か
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